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はじめに

人を 動 かす 最 も 強い 感 情の 一 つは ，“ 快 ”で ある（ 下 條 ，2008）。で は，

快を も たら す も のと は 何か 。 その 最 も根 源 的 なも の とし て ，接 触 の繰 り

返し の みと い う 単純 接 触効 果 が挙 げ られ る 。 効果 の 生起 に 相互 作 用や 能

動的 な 働き か け が不 要 なの は もち ろ んの こ と ，自 ら が接 触 した と いう 意

識を 伴 わな い 場 合で あ って も 効果 は 生じ る 。 その 意 味で ， 単純 接 触効 果

は広 く 社会 現 象 の解 明 に関 わ る可 能 性を 秘 め た現 象 と言 え る。 し かし ，

従来 の 単純 接 触 効果 研 究は ， その 物 理的 ， 視 覚的 な 側面 に 焦点 が 当て ら

れて き てお り ， 必ず し も社 会 現象 と の適 合 性 は高 く ない 。 本論 文 は， 単

純接 触 効果 を カ テゴ リ まで 拡 張す る こと で こ の問 題 に挑 む 。特 に ，閾 下

単純 接 触効 果 を 通し て ，接 触 にお け る“ 反 復”と“変 化 ”（ 刺 激 の多 様 性），

並び に 接触 の 積 み重 ね （接 触 の累 積 ）が ， 人 間の 潜 在認 知 とし て 影響 を

及ぼ し てい く 過 程を 分 析す る 。
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第Ⅰ部 序論

序論 は 四つ の 章で 構 成 され る 。

ま ず， 第 1 章で は， 単 純接 触 効果 に 関す る 研 究を 概 観し ，問 題 の所 在

を明 ら かと す る。 第 2 章で は ，第 1 章 に おい て 導 出 さ れ る 問 題 を 鑑 み ，

カテ ゴ リ認 識 とい う 認 知プ ロ セス を 媒介 と した 単 純接 触 効 果の 可 能性 を

論じ る。 第 3 章で は， 単 純接 触 効果 の 測定 に つ いて 概 観し ，潜 在 指標 を

効果 測 定に 用 いる こ と の意 義 を提 案 する 。最 後 に， 第 4 章 で は， 本論 文

のア プ ロー チ と目 的 を まと め る。

第 1 章

単純接触効果研究の概観

第 2 章

単純接触効果とカテゴリ認識

第 3 章

測定方法に関わる問題

第 4 章

本論文の目的
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第１章

単純接触効果研究の概観

第１節 単純接触効果とは何か

第２節 単純接触効果に影響を及ぼす要因

第３節 閾下単純接触効果

第４節 単純接触効果の説明理論

第５節 近年の論点と本論文の視点

本 章 で は ， こ れ ま で の 単 純 接 触 効 果 に 関 す る 研 究 を 概 観 し 整 理 す る 。

まず ， 第 1 節 に おい て ，単 純 接 触効 果 の草 分 けと な った Zaj onc（ 1968）

の研 究 を詳 細 に検 討 し た上 で ，単 純 接触 効 果研 究 の枠 組 み を示 す 。第 2

節で は ，単 純接 触 効果 に 影響 を 及ぼ す 要因 を 論 じ ，第 3 節 にお い て特 に

閾下 単 純接 触 効 果に つ いて の 理論 的 ・現 象 的な 意 義 を挙 げ る。 さ らに ，

第 4 節 でこ れ ま でに 提 起さ れ てき た 単純 接 触効 果 の 説明 理 論を 概 観す る 。

最後 に ，第 5 節 にお い て ，近 年 の論 点 を挙 げ た上 で 本 論文 の 視点 を 示す 。
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第１節 単純接触効果とは何か

ある 対 象に 反 復し て 接 触す る こと で ，そ の 対象 へ の好 意 度 が高 ま る現

象を 単 純接 触 効果 （ m er e exp osur e e f fe ct） と呼 ぶ （ Zaj onc , 1968）。 何

度も 接 触す る だ けで 好 きに な ると い う極 め てシ ン プ ルな 現 象な が ら， 現

在で も この 効 果 に関 す る研 究 は尽 き るこ と がな い 。 なぜ こ こま で 多く の

研究 を 誘発 し て きた の か。 最 も大 き な理 由 は， 正 に その シ ンプ ル さに あ

る。す なわ ち，古 典的 条 件 づけ の よう な 強化 を 伴わ な い ，“ 単な る（ m er e）”

反復 接 触の み で ，対 象 への 好 意度 が 高ま る とい う 現 象の 汎 用性 の 高さ ゆ

え， こ の現 象 に 多大 な 関心 が 寄せ ら れて き た。 同 時 に， 反 復接 触 とい う

人間 に とっ て 極め て 原 初的 な 情報 処 理が ，“ 快”と い う感 情 に結 び 付け ら

れる と いう こ と から ， 認知 と 感情 の 関係 を 端的 に 表 す現 象 とし て も捉 え

ら れ る （ Zaj onc , 1980， 20 01）。 加 え て ， こ の 効 果 は ， 接 触 し た 刺 激 を

再認 で きな い 状 況下 に おい て も生 起 する （ 閾下 単 純 接触 効 果） こ とが ，

Kunst -Wi l son and Zajonc（ 1980） によ っ て見 出 さ れ， 以 来， 社 会心 理

学に 留 まら ず ， 認知 心 理学 の 分野 に おい て も精 力 的 な検 討 が進 め られ て

いる 。

本 節 では ，現 代 に至 る まで 単 純接 触 効果 研 究の 基 盤 を成 す ，Zaj onc に

よる 論 文を 詳 細に 検 討 し， そ の枠 組 みを 示 す。

第１ 項 “ Attitudinal effects of mere exposure”

Zaj onc によ っ て， 単 純接 触 効果 の 草分 け と され る 論文 ，“ A tt it ud i nal

e f fe ct s o f m er e exp osur e”が 発 表 され た のは 1968 年 のこ と で ある 。

Zaj onc 自 身は ，そ の 始ま り を M asl ow（ 1937）に よ る もの と 指摘 す るが ，

心 理 学 に お い て 精 力 的 に 検 討 が な さ れ 始 め た の は ， 紛 れ も な く Zaj onc
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（ 1968）以降 で ある 。そ の 論文 の 中で は ，大規 模 な 相関 研 究か ら はじ ま

り， 四 つの 実 験研 究 に よっ て 効果 が 実証 さ れた 。

まず ，相 関研 究 にお い て は，日 常 的な 語 の出 現 頻度（ wor d fr equency）

が取 り 上げ ら れた 。 そ こで は ， 154 語の 反 意語 ペ ア をリ ス ト化 し （例 え

ば， a bl e v s . unabl e , hap pi ness v s . unhap p i ness , beaut y v s . ug l i ness

など ），100 名 の 大学 生 に 対し て，ど ちら の 単語 の 方 がよ り 好ま し い意 味

を表 し てい る か の判 断 が求 め られ た 。そ し て， 好 ま しく 判 断さ れ た単 語

の出 現 頻度 が ， T hor nd ike and Lor g e（ 1944） に よる L -c ount と 呼ば れ

る既 存 の指 標 と比 較 さ れた 。 その 結 果， 全 154 ペ アの うち 126 ペア で ，

好ま し いと 判 断 され た 単語 の 方が ， もう 一 方の 単 語 より も 現実 で の出 現

頻度 が 高い こ と が明 ら かと な った 。 さら に ，こ の 傾 向は ， 英語 の みな ら

ず， フ ラン ス 語 ・ド イ ツ語 ・ スペ イ ン語 で も認 め ら れて い る。 こ うし た

語の 出 現頻 度 に着 目 し た相 関 研究 か ら，Zaj onc は 対 象へ の 接触 頻 度が 現

実で の 価値 を 反映 し て いる 点 に着 目 し ，さ ら に四 つ の実 験 的研 究 によ り ，

この 現 象の 実 証を 試 み た。

最初 の 実験 で は，刺 激材 料 とし て，7 文 字の ト ルコ 語 12 語 が用 い られ

た。 そ れら の 語 を 6 頻度 （ 0 回 ・ 1 回 ・ 2 回・ 5 回 ・ 10 回 ・ 25 回 ）に 対

し て 2 語 ずつ 配 置 し， 計 8 6 試行 が 実施 さ れた 。 具 体的 に は， 外 国語 の

発音 の 研究 と い う教 示 のも と ，カ ー ドに 記 載さ れ た 単語 を 実験 者 に続 い

て発 音 する こ と が求 め られ た 。全 試 行終 了 後， 参 加 者は 各 頻度 に 割り 当

てら れ たト ル コ 語 12 語 に つい て ，そ の 好ま し さを “ 良い （ g ood）― 悪

い（ bad ）”の 7 件 法 で推 測 する よ う求 め られ た。そ の 結果 ，接 触 回数 の

増加 と とも に ，そ の 単 語の 好 まし さ も上 昇 する こ とが 明 ら かと さ れた 。

続く 実 験 2 で は， 刺 激材 料 とし て 漢字 が 用 いら れ た。 これ は， 接 触の

増加 に 伴い ト ル コ語 の 発音 が 容易 に なっ た こと が ， 好ま し さに 繋 がっ た
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とい う 仮説 を 排 除す る ため に 計画 さ れた 。 基本 的 な 手続 き は， 発 音を 求

めず 漢 字が 呈 示さ れ て いる 間（ 2 秒 間 ），そ れに 対 し て注 意 を向 け るよ う

教示 さ れた 以 外 は最 初 の実 験 と同 一 であ っ た。 そ の 結果 ， やは り 接触 回

数が 多 けれ ば 多い ほ ど ，そ の 漢字 に 対す る 好ま し さも 増 加 して い た。

さら に ，実験 3 で は ，この よ うな 効 果が 単 語の よ うな 文 字 刺激 だ けで

なく ， 人物 の よ うな 社 会的 な 対象 に おい て も生 起 す るか が 検討 さ れた 。

基本 的 な実 験 手 続き は それ ま での 実 験と 同 一で あ っ たが ， 刺激 に は男 性

の顔 写 真が 用 い られ た 。そ の 結果 ， 同様 に 単純 接 触 効果 の 生起 が 認め ら

れ， 接 触回 数 の 多い 人 物ほ ど ，好 意 的に 評 価さ れ る こと が 明ら か とさ れ

た。

そし て ，実験 4 で は ，単純 接 触効 果 の生 起 プロ セ スに つ い て言 及 する

ため ， 皮膚 電 気 反射 （ GS R） が指 標 とし て 用い ら れた 。 す なわ ち ，単 純

接触 効 果が 生 起 する 一 つの 解 釈と し て， 反 復接 触 に よる 覚 醒状 態 の変 化

を想 定 した た めで あ る 。Zaj onc は ，ある 新 奇な 対 象 に対 し て持 つ 恐れ や

不安 な どが ， 反 復接 触 によ っ て低 減 する （ 覚醒 状 態 の減 少 ）た め ，好 ま

しさ が 増加 す ると し た 。そこ で ，実験 1 と 同一 の ト ルコ 語 を用 い て検 討

した と ころ ，確 かに 接 触回 数 の増 加 と共 に GS R 値 が低 下 する ，つ まり 覚

醒状 態 の減 少 が認 め ら れた 。

こ の よ う に ， Zaj onc （ 1968） は ，“ 単 な る ” 反 復 接 触 が 好 意 度 を 増 加

させ る こと を 多 角的 に 実証 し ，そ の 後の 研 究に 大 き な影 響 を及 ぼ すこ と

とな っ た。 特 に ，そ の 現象 の シン プ ルさ と 汎用 性 も 手伝 い ，多 く の社 会

現象 の 説明 に も 用い ら れ， 以 来し ば らく は 主に 社 会 心理 学 の範 疇 にお い

て検 討 され る こと と な った 。しか し ，単純 接 触効 果 に 限っ て 言う な らば ，

Zaj onc （ 1968） の 最 大 の 貢 献 は ， そ の 実 験 パ ラ ダ イ ム の 確 立 に あ る 。

Zaj onc（ 1 968）以 後 ，膨大 な 数の 単 純接 触 効果 に 関 わる 研 究が 行 われ て
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いる も のの ，基本 的 にそ れ らは Zaj onc（ 1968）に よ る方 法 論を 踏 襲す る

形で 実 施さ れ てい る 。

第２ 項 単 純 接触 効 果 研究 の 枠組 み

単 純 接触 効 果 研究 に おい て は， 刺 激対 象 の反 復 呈 示が 独 立変 数 ，好 意

度が 従 属変 数 と なる 。 すな わ ち， 参 加者 に 対し て ， 特定 の 刺激 対 象を 反

復し て 呈示 し ， その 後 当該 対 象へ の 好意 度 評定 を 求 める と いう 手 続き で

ある 。 した が っ て， 反 復接 触 した 刺 激と 未 接触 の 刺 激に 対 する 好 意度 を

比較 し ，接 触 経 験の あ る刺 激 の方 が 好意 的 に評 価 さ れて い れば ， 単純 接

触 効 果 が 生 じ た と 解 釈 さ れ る 。 こ の 実 験 パ ラ ダ イ ム は ， 先 に 論 じ た

Zaj onc（ 1968）に よ り確 立 され た 枠組 み であ り，以 降 の研 究 では ，閾 下

単純 接 触効 果 を 含め ， この 枠 組み の 範疇 に おい て ， 呈示 回 数を 初 めと し

た様 々 な変 数 を 操作 の 上， 効 果の 生 起す る 条件 な ど の検 討 が行 わ れて き

た。 次 節で は ， その よ うな 単 純接 触 効果 に 影響 を 及 ぼす 要 因に つ いて ，

概観 す る。
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第２節 単純接触効果に影響を及ぼす要因

本 節 では ，単 純 接触 効 果に 影 響を 及 ぼす 要 因を 概 観 する 。特 に ，1987

年 ま で の 単 純 接 触 効 果 に 関 わ る 実 験 に つ い て の メ タ 分 析 を 行 っ た

B or nst e i n（ 1989）に よ れ ば，単純 接 触効 果 には ，（ a）刺激 変 数（ s t i m ul us

v ar i ab l es），（ b ） 呈 示 変 数 （ p r esent at i on v ar i ab les），（ c ） 測 定 変 数

（ m easur em ent v ar i ab les），（ d）参 加者 変 数（ s ubj e ct v ar i ab l es）の 四

つの 要 因が 主 に 関わ る とさ れ る。 以 下で は ，こ れ ら の分 類 を基 に ，そ れ

ぞれ の 要因 の 特徴 に つ いて 順 に論 じ る。

第１ 項 刺 激 変数

刺 激 変数 に 関 わる 要 因の 中 でも ， さら に いく つ か の要 素 へと 分 類す る

こと が でき る 。そ れ らは ，（ a） 刺 激の 種 類 ，（ b）刺 激 の複 雑 さ ，（ c） 刺

激の 初 期態 度 に集 約 さ れる 。 以下 ， 順に 概 観す る 。

刺 激 の種 類 基本 的 にあ ら ゆる 対 象に お いて ， 単 純接 触 効果 が 生じ る

こと が 知ら れ てい る 。それ ら は， Z aj onc（ 1968）に よる 外 国語 文 字，人

物 顔 写 真 を 始 め と し ， 無 意 味 綴 り （ e .g . , B ur g ess & S al es , 1971 ;

Top ol i nsk i & St r ack , 2009）， 有 意味 文 字（ e .g . , Ye & v an R aai j , 1997 ;

M ar ti nd al e , M oor e , & West , 1998）， 音 （ e .g . , B r ent ar, N euend or f , &

Ar m st r ong, 1994 ; B r uc e , Harm an, & Tur ner, 2007 ; I shi i ， 2005 ;

Sc he l l enberg , P er et z , & Vi ei l l ard , 2008 ; Sz p unar, Sc he l l enberg , &

Pl i ner, 2004 ; Wil son, 1979），絵（ e .g . , Kr ugl ansk i , Fr eund , & B ar -Tal ,

1996）， 写真 （ e .g . , B or nst e i n & D’A gost i no , 1992 ; Za j onc , 1968 ）， 無

意味 図 形（ e .g . , B or nst e i n & D’Ag osti no , 1992 ; Kunst -Wi l son & Zaj onc ,

1980）な どで あ る 。中で も ，これ ら の刺 激 の種 類 間 で効 果 の大 き さを 比
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較し た 場合 に は ，顔 写 真と ポ リゴ ン 図形 に おい て ， 相対 的 に強 い 効果 が

得ら れ ると 考 えら れ て いる （ B or nst ei n, 1989）。 さ らに 近 年で は ，こ れ

ら の よ う な 物 理 的 な 対 象 の み な ら ず ， 香 り （ 庄 司 ・ 田 口 ・ 寺 嶋 ， 2005，

2006） や， 味 覚（ C r and al l , 1984 ; P li ner， 1982） につ い ても 単 純接 触

効果 が 生じ る こ とが 明 らか と され て いる 。 ただ し ， いず れ の刺 激 対象 に

つい て も， 既 知 の刺 激 より も 新奇 な 刺激 の 方が ， 単 純接 触 効果 が 生じ や

すい と され る （ Har r i son, 1977）。

刺 激 の複 雑 さ 刺 激 の複 雑 さも 単 純接 触 効果 に 影 響を 及 ぼす こ とが 知

ら れて い る 。例 え ば ， B er ly ne（ 1 970， E xp . 3） は ， 単純 な 絵 図 形と 複

雑な 絵 図形 で 効 果を 比 較し た とこ ろ ，複 雑 さの 主 効 果が 認 めら れ ，複 雑

な図 形 の方 が 単 純な 図 形よ り も強 い 効果 が 得ら れ る こと を 示し た 。同 様

の効 果 は，Oskam p and Sc alp one（ 1975），S aeg ert and Jel l i son（ 1970）

や S mi t h and Dor fm an（ 1975）でも 確 認さ れ てお り ，そ れ らは 概 して ，

接触 す る刺 激 が複 雑 で ある ほ ど単 純 接触 効 果が 強 いこ と を 示し て いる 。

刺 激 への 初 期 態度 接触 す る刺 激 に対 す るも と も との 態 度に よ って ，

効果 が 異な る こ とを 示 す知 見 も散 見 され る 。ま ず ， 接触 す る前 の 段階 に

おい て ，刺 激 が 既知 で 熟知 感 が高 い 場合 に は効 果 が 生じ に くい と され る

（ Har r i son, 1977 ； P er et z , Gaudr eau, & B onne l , 1998 ； S c hi c k ,

Mc Gl y nn, & Woo l am , 1972）。こ れは ，熟 知 感が も と もと 高 い場 合 には ，

その 対 象へ の 既 有の 態 度が 安 定し て いる た め， そ の 後の 接 触に よ って も

影響 を 受け に くい た め だと 考 えら れ てい る （ Har r i son, 1977）。

他方 ， 接触 前 の刺 激 （ 特に 人 物写 真 ）へ の 初期 印 象は ， 単 純接 触 効果

に影 響 を及 ぼ すこ と は 少な い 。例 え ば， P er lm an and Oskamp（ 1971）

は， 人 物顔 写 真 を刺 激 とし ， その 初 期印 象 とし て ， 人種 （ 白人 ・ 黒人 ），

及び 写 真の 背 景 （ポ ジ ティ ブ ・ネ ガ ティ ブ ）を 操 作 した 。 その 結 果， 人
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種や 背 景に よ る 初期 印 象の 違 いに 関 わら ず ，単 純 接 触効 果 が生 起 する こ

とが 示 され た 。同 様に ，廣 岡（ 1994）や Ham m , B aum , and N i ke l s（ 1975）

も， プ レテ ス ト での 好 意度 が 両極 に 分か れ た人 物 顔 写真 を 用い た 場合 で

あっ て も， 初 期 印象 の 影響 は 見ら れ ず， い ずれ も 接 触に よ って ベ ース ラ

イ ン か ら の 好 意 度 増 加 を 確 認 し た （ 音 刺 激 を 用 い た 研 究 と し て は ，

Sc he l l enberg e t al . , 2008）。

しか し ，刺 激 の持 つ 意 味内 容 によ っ ては ， 効果 が 異な る こ とも 示 され

てい る 。例 え ば， Zaj onc , M ar kus , and Wil son（ 197 4） は ，呈 示 する 人

物と し て著 名 な 科学 者 ，あ る いは 凶 悪な 犯 罪者 を 用 いた 。 その 結 果， 単

純接 触 効果 が 生 起し た のは ， 著名 な 科学 者 の場 合 の みで あ った 。 また ，

Gush（ 197 6） は ， ポ ジ テ ィ ブ な 意 味 の 単 語 と ネ ガ テ ィ ブ な 意 味 の 単 語

を呈 示 した と こ ろ， ポ ジテ ィ ブ単 語 では 単 純接 触 効 果が 認 めら れ たも の

の， ネ ガテ ィ ブ 単語 に つい て は， む しろ 接 触回 数 の 増加 と 共に 好 意度 は

減少 す るこ と を 示し た 。す な わち ， 刺激 の 外見 的 な 印象 と は独 立 に， 刺

激の 持 つ意 味 内 容が ネ ガテ ィ ブな 場 合に は ，単 純 接 触効 果 は生 じ ない も

の と 捉 え ら れ る （ B r ic km an, R ed f i el d , Har r i son, & C r and al l , 1972 ;

Cr i sp , Hutt er, & Young , 2009 ; M and l er & S hebo ， 1983 ; Young &

Cl ay p oo l , 2010）。

第２ 項 呈 示 変数

呈 示 変数 と は， 実 験 参加 者 に刺 激 を呈 示 する 際 に関 わ る 変数 で ある 。

それ ら は大 き く ，（ a） 呈 示回 数 ，（ b）呈 示 順序 ，（ c）呈 示 時間 ，（ d）刺

激の 再 認， に 分類 さ れ る。

呈 示 回数 基 本的 に 単純 接 触効 果 に関 し ては ， 呈 示回 数 と好 意 度の 間

に右 肩 上が り の 比例 関 係が あ るこ と が知 ら れて い る 。つ ま り， 接 触回 数
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が増 え るほ ど 好意 度 も 増加 す る。例 えば ， Zaj onc（ 1968）では ，顔写 真

の呈 示 回数 が 0 回・ 2 回・ 5 回・ 10 回・ 25 回 に 設 定さ れ ，そ れ ぞれ 2 秒

ずつ 呈 示さ れ た 。その 結 果 ，25 回 呈 示し た 顔写 真 に 対す る 好意 度 が最 も

高い こ とが 示 され た 。また ，こ のよ う な呈 示 回数 と 好 意度 の 比例 関 係は ，

閾下 呈 示（参 加 者が 再 認困 難 なレ ベ ル での 呈 示）に お いて も 当て は まる 。

B or nst e i n and D'A g ost i no（ 1992） では ， 顔写 真 あ るい は ポリ ゴ ン図 形

が 0 回・ 2 回・ 5 回・ 10 回・ 20 回 の頻 度 で閾 下 呈示（ 5 m s）され た 。そ

の結 果 ，や はり 20 回 の呈 示 で最 も 強い 効 果が 確 認 され た 。こ れ ら以 外

のほ と んど の 研究 で も ，呈 示 の最 大 回数 は 10 回 から 30 回 程度 に 設定 さ

れて お り ，少 な くと も その 範 囲内 に お いて は ，好 意 度 は増 加 傾向 を 辿る 。

しか し ，中 に はよ り 膨 大な 数 の接 触 を行 っ た研 究 もあ り ， また 異 なっ

た 結 果 を 報 告 し て い る 。 例 え ば ， Zaj onc , C r and al l , Kai l , and Swap

（ 1974）は，最 大の 呈 示 回数 と して ， 243 回 を設 定 した 。そ の結 果 ， 27

回の 接 触ま で は ，好 意 度の 単 調な 増 加傾 向 が示 さ れ たも の の， 以 降で は

逆に 好 意度 が 減 少に 転 じる こ とも 明 らか と され た 。 同様 の 傾向 は ，そ れ

以外 に もい く つか の 研 究で 報 告さ れ てお り （ B er ly ne , 1970 ; B or nst e i n,

Kal e , & Cor ne l l , 1990 ; S c he l lenber g e t a l ., 2008 ; Za j onc , S hav er,

Tavr i s , & Kr ev e ld , 1972）， 過度 の 接触 は むし ろ 好 意度 を 減少 さ せ， 結

果と し て呈 示 回数 と 好 意度 の 関係 は 逆 U 字 型の 二 次 曲線 を 示す 。加え て ，

この よ うな 逆 U 字 型 曲線 の 頂 点は，呈 示 する 刺 激が 単 純で あ るほ ど，少

ない 呈 示回 数 で訪 れ る こと が 示さ れ た（ S aeg er t & Je l l i son, 1970）。 こ

のよ う な結 果 の解 釈 と して ，B er l y ne（ 1970）や S t ang（ 1975）は，“ 飽

き （ sat i at ion）” に よ る 影 響 を 考 え ， 単 純 接 触 効 果 の 説 明 理 論 と し て ，

二要 因 説を 提 唱す る こ とと な った（ 詳細 は 後 述）。こ れら の 知見 を メタ 分

析に よ りレ ビ ュー し た B or nst ei n（ 19 89） に よる と ，お よ そ 20 回か ら
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30 回程 度 の 呈示 回 数の と きに ， 単純 接 触効 果 が最 大 化 する よ うで あ る 。

単純 接 触効 果 研究 の 初 期段 階 にあ た る 197 0 年 代 には ， 以 上の よ うな

呈示 回 数の 問 題 が大 き く扱 わ れる こ とが 多 かっ た も のの ， その 後 の研 究

では ，逆 U 字型 の 結果 が 安 定し て 得ら れ たわ け では な い。と はい え，閾

上呈 示 ，閾 下 呈 示に 関 わら ず ，少 な くと も 数十 回 程 度の 接 触は ， 好意 度

を増 加 させ る 働き が あ るこ と は確 か であ る 。

呈 示 順序 あ る刺 激 対象 を ，設 定 した 回 数ま で 単 独で 連 続し て 呈示 す

るの か ，あ る い は異 な る刺 激 を混 ぜ つつ 呈 示す る の か， こ れら の 呈示 方

法 は ， 順 に hom og eneous 法 ， het er ogeneous 法 と 呼 ぶ こ と も あ る

（ Har r i son, 1977； Har r i son & C r and al l , 1972）。 B or nst e i n（ 1989）

によ る メタ 分 析で は ， het er og eneous 法 の 方が ， 効 果が 強 いと さ れて い

る。 近 年の 研 究 では 後 者に よ る方 法 で， 複 数の 刺 激 を混 ぜ た上 で ラン ダ

ムに 呈 示す る のが 一 般 的で あ る。

呈 示 時間 1 回あ た りの 刺 激呈 示 時間 に 関す る 問 題も 古 くか ら 議論 さ

れ ，最 終 的 に 198 0 年 以 降の 閾 下単 純 接触 効 果へ と 繋 がる こ とと な った 。

まず ， 初期 の 研究 に あ って は ， Har r i son and Zaj onc（ 1970） が 直接 的

に呈 示 時間 を 独 立変 数 とす る 研究 を 行っ た 。そ の 研 究で は ，刺 激 とな る

漢字 を 呈示 す る時 間 が ，2 秒あ る いは 10 秒 に 設定 さ れた 。結 果 ，呈示 時

間の 主 効果 は 認 めら れ ず， 同 程度 の 単純 接 触効 果 が 得ら れ た。 同 様の 直

接 的な 比 較 は， M ar c us and Hakmi l l e r（ 1975） に よ って も 行 わ れて お

り ，少 な く とも 2 秒以 上 の 呈示 時 間に お いて は ，時 間の 長 短の 影 響は 少

ない こ とが 示 され た 。

しか し ， Kunst -Wi l son and Zaj onc（ 1980） に よ って ， 1 m s の 呈 示時

間に お いて も 単 純接 触 効果 が 生起 す るこ と が示 さ れ て以 来 ，再 び 呈示 時

間に 関 わる 問 題が 浮 上 した 。 特に ， B or nst e i n and D’A g osti no（ 1992）
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が閾 下 呈示（ 5 m s）と 閾 上呈 示（ 500 m s）で 効果 を 比較 し た とこ ろ，接

触を し た刺 激 を 再認 で きな い 閾下 呈 示の 方 が， 効 果 が強 い こと を 示し た

ため で ある 。 こ れに つ いて の 詳細 は 後述 す るが ， こ の知 見 は当 時 の単 純

接触 効 果の 説 明 理論 と はな じ まな い もの で あり ， 以 降の 単 純接 触 効果 研

究に 多 大な 影 響を 及 ぼ すこ と とな っ た。

刺 激 の再 認 上記 ， 呈示 時 間に 関 わる 問 題と し て ，接 触 した 刺 激の 再

認可 能 性が あ る 。す な わち ， 接触 し た刺 激 の正 確 な 再認 が 単純 接 触効 果

の生 起 に必 要 か 否か と いう 問 題で あ る。 こ の問 題 を 検討 す るた め に， こ

れま で 主に 二 つ の方 法 が用 い られ て きた 。 第一 に ， 再認 判 断成 績 と好 意

度 の 関 係 を 相 関 分 析 に よ り 明 ら か と す る 方 法 で あ る （ M or e l and &

Zaj onc , 1977 , 1979； B i r nbaum & M el le r s , 1979a , 1979b）。 例 えば ，

Mor e l and and Zaj onc（ 1979）は，2 人 の参 加 者を ペ アに し ，0 回・1 回 ・

3 回・ 9 回・ 27 回の 接 触回 数 を設 定 した 上 で，10 個 の漢 字 刺激 を それ ぞ

れ 2 秒 間 ずつ 呈 示し た 。そ の 後 ，ペ ア の一 方 の参 加 者に は ， 7 件 法に よ

る好 意 度評 定 を 求め ， もう 一 方に は 再認 判 断を 求 め た。 そ の結 果 ，好 意

度・ 再 認判 断 成 績共 に ，接 触 回数 の 増加 に 従い 上 昇 して い た。 加 えて ，

この ペ アを 同 じ 実験 に 参加 し たも の とみ な し， 好 意 度評 定 と再 認 判断 成

績を 対 応の あ る デー タ とし て ，相 関 分析 を 行っ た 。 する と ，接 触 回数 と

好意 度 の間 に は 有意 な 関連 が 示さ れ たも の の， 再 認 判断 の 正答 率 と好 意

度の 間 には 有 意 な関 連 は認 め られ な かっ た 。さ ら に ，そ の 追試 と して ，

好意 度 評定 と 再認 判 断 を同 一 参加 者 に対 し て行 っ たと こ ろ（ E x p . 2），や

はり 同 様の 結 果 が得 ら れ， 好 意度 と 再認 判 断成 績 は 独立 で ある こ とが 示

され た 。

こ の よう に ， 単純 接 触効 果 の生 起 に接 触 した 刺 激 の再 認 は必 要 条件 と

なら な いこ と が ，初 め は相 関 分析 に より 示 唆さ れ て きた 。 しか し ，こ の
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好意 度 と再 認 の 独立 性 は， 第 二の 方 法で あ る閾 下 単 純接 触 効果 に よっ て

端的 に 表さ れ る こと と なっ た 。閾 下 単純 接 触効 果 に つい て は， 次 節で 詳

細に 論 じる 。

第３ 項 測 定 変数

単 純 接触 効 果 研究 の 基本 的 な実 験 パラ ダ イム は ， 反復 接 触と そ の刺 激

に対 す る評 価 の 測定 か ら成 る 。し た がっ て ，測 定 変 数と は 後者 に 関わ る

変 数 で あ る 。 主 に ， こ こ で は （ a） 評 価 の 次 元 ，（ b） 接 触 か ら 測 定 ま で

の遅 延 すな わ ち長 期 持 続性 ， の二 つ を挙 げ る。

評 価 の次 元 単純 接 触効 果 にお い ては ， 基本 的 に 好意 度 が従 属 変数 と

な る 。 初 期 の 研 究 か ら 一 貫 し て 多 く 用 い ら れ て き た 評 価 次 元 と し て は ，

“好 き ―嫌 い ”，“良 い ―悪 い ”な ど ，そ の 対象 の 全 体的 印 象を 問 うも の

であ る 。中 に は ，人 物 評定 の 場合 に ，よ り 具体 的 な 特性 語 を用 い た研 究

も見 受 けら れ る（ M or e l and & Beac h, 1992 ; P er lm an & Oskamp , 1971 ;

山田 ，2 004 ; Za j onc et a l . , 1974）。例 えば ，M or e l and and B eac h（ 1992）

では ， 誠実 さ ，わ が ま ま， う ぬぼ れ ，な ど 10 の 評 価次 元 を使 用 して い

る。 し かし ， こ れら の 具体 的 な特 性 語を 用 いた 研 究 にお い ても ， 基本 的

には 接 触に よ っ てそ れ ぞれ の 評価 次 元が 好 まし い 方 へと 評 価さ れ る傾 向

にあ り ，最終 的 には 複 数の 特 性に つ い ての 評 定値 を 合成 す るこ と が多 い 。

なお ， 測定 方 法に 関 わ る問 題 につ い ては ， 第 3 章 に て詳 細 に論 ず る 。

接 触 から 測 定 まで の 遅延 接触 か ら測 定 まで の 遅 延と は ，接 触 後ど の

程度 の 期間 を 空 け測 定 を行 う かと い うこ と であ り ， 単純 接 触効 果 の長 期

持続 性 と言 い 換 える こ とが で きる 。 単純 接 触効 果 に おい て は， あ る程 度

の長 期 持続 性 が確 認 さ れて い る（ S eam on, B r od y, & Kauf f , 1983 ; S t ang ,

1975 ; S t ang , F ar and a, & Tanti l l o , 1977 ; Vanbese l ear e , 1983 ; Van d en



第 1 章 単純接触効果研究の概観

- 16 -

B er g h & Vr ana, 1998 ; Zaj onc et al . , 1972）。例 え ば ， S t ang（ 1975） で

は ，ト ル コ 語へ の 閾上 接 触の 効 果が ，直 後 に比 べ れば 弱 まる も のの 2 週

間 後 まで 維 持 さ れ るこ と が 示 さ れた 。 ま た ， S eam on et a l .（ 1983） で

は，ラ ンダ ム 図形 へ の閾 下 での 反 復接 触 の 効果 が 1 週間 後 にも 確 認さ れ

てい る 。

第４ 項 参 加 者変 数

実 験 に関 わ る 方法 論 的な 変 数に 比 べ， 参 加者 側 の 変数 に 焦点 を 当て た

研究 は 少な い 。以 下で は ，（ a）パ ーソ ナ リテ ィ ー ，（ b）参加 者 属 性，（ c）

参加 者 特性 の 三つ の 観 点か ら まと め る。

パ ー ソナ リ テ ィー いく つ かの 研 究で 単 純接 触 効 果と 特 定の パ ーソ ナ

リテ ィ ーと の 関連 が 検 討さ れ てい る（ B or nst e i n et a l . , 1990 ; B urg ess &

S ales , 1971 ; Hanse n & B art sc h, 2001 ; P heter son & Hor ai , 1976 ;

Sc hi c k et a l . , 1972）。例 え ば ，B or nst e i n e t a l .（ 1990，E x p .1）は，“ 馴

れ” と “飽 き ” の二 要 因モ デ ルの 観 点か ら ，退 屈 傾 向と 単 純接 触 効果 の

関連 を 検討 し た 。そ の 結果 ， 退屈 傾 向の 高 い参 加 者 にお い ては ， 単純 接

触 効 果 が 生 じ な い こ と を 明 ら か と し た 。 他 に も ， Hansen a nd B art sc h

（ 2001）は ，単 純 接 触効 果 を誤 帰 属現 象 とし て 捉え ，環 境 を体 制 化し 単

純に 捉 える 傾 向（ P er sonal N eed for St r uct ur e； P N S）が 高い ほ ど， 効

果が 強 いと 予 測し た。そ の結 果，確 かに P N S の 高い 参 加者 ほ ど，単純 接

触効 果 が強 い こ とを 示 した 。 この よ うに ， 単純 接 触 効果 と パー ソ ナリ テ

ィー と の関 連 を 検討 す るこ と は， 単 純接 触 効果 の 根 底に あ るメ カ ニズ ム

を特 定 しよ う とす る 試 みで あ ると 言 える 。

参 加 者属 性 単純 接 触効 果 は， 基 本的 に 性別 に 関 係な く ，ま た あら ゆ

る 年 齢 の 参 加 者 に お い て 生 じ る 現 象 と さ れ る （ Hei ng ar t ner & Hal l ,
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1974 ; Wi g g s , 1993）。 中 に は， 胎 児に 生 まれ る 3 カ 月 前か ら 一日 30 分

ずつ ， ある 音 楽 を聴 か せる と ，生 後 にそ の 音楽 を 選 好す る こと を 示し た

研究 も あ る（ L am ont , 2001）。 さ らに ， そ の主 体 は人 間 に 留ま ら ず， ひ

よこ な どの 動 物に お い ても 確 認さ れ てお り（ Hi l l , 1978；Zaj onc , R e im er,

& Hausser, 1973），広 く生 物 全般 で 生 じる 普 遍的 な 現象 と も捉 え られ る 。

参 加 者特 性 他の 参 加者 変 数と し て， 障 害者 を 対 象に 行 われ た 研究 も

ある 。 Wi l l em s , Ad am , and Van d er L i nd en（ 2002）， Wi l l em s , S alm on,

and Van d er L i nden（ 2008）や Wi nog r ad , Go ld st ei n, M onar c h, P e l uso ,

and Go l dm an（ 1 999）は ，ア ルツ ハ イマ ー 病の 患 者 を対 象 に効 果 を検 討

した と ころ ， 接 触し た 刺激 を 思い 出 すこ と は不 可 能 であ っ たに も 関わ ら

ず， 単 純接 触 効 果は 生 起す る こと を 示し た 。ま た ， 統合 失 調症 患 者を 対

象と し た M ar i e , Gabr i e l i , Vai d y a , B r own, Pr att o , Za j onc , and S haw

（ 2001）でも ，単 語 や顔 写 真を 対 象と し た再 認 判断 に お いて は ，健常 者

と比 べ 成績 が 劣 るも の の， 好 意度 評 定に 関 して は 健 常者 と 同等 の 数値 を

示し ， 単純 接 触 効果 が 生起 し た。 こ のよ う な障 害 ， 特に 記 憶に 問 題を 抱

える 患 者を 対 象 とし た 研究 に より ， 基本 的 に単 純 接 触効 果 は顕 在 的な 記

憶と は 独立 し て生 じ る こと が 示さ れ てき た と言 え る。
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第３節 閾下単純接触効果

前 節 では ， 単 純接 触 効果 に 影響 を 及ぼ す 要因 を 網 羅的 に 論じ た 。そ れ

らの 概 観か ら も 窺え る よう に ，効 果 に影 響 を及 ぼ す 基礎 的 な知 見 につ い

ては ，主に 1970 年 代 と 1980 年代 に 集中 的 に検 討 が行 わ れて い る 。そ の

中で も ，特 に 後 の単 純 接触 効 果研 究 に大 き な貢 献 を 果た し たの が ，閾 下

単純 接 触効 果（ su bl im i nal m er e ex p osure e f fe ct ）の 発 見（ Kunst -Wi l son

& Zajonc , 1980）で あ る。 す なわ ち ，自 ら が接 触 し た対 象 を再 認 でき な

い状 況 にお い ても ， 単 純接 触 効果 が 生じ る ので あ る。

本 節 では ， この 閾 下 単純 接 触効 果 のパ ラ ダイ ム ，単 純 接 触効 果 研究 へ

のイ ン パク ト ，並 び に 意義 に つい て 論じ る 。

第１ 項 閾 下 単純 接 触 効果 研 究の パ ラダ イ ム

閾下 単 純 接触 効 果 の存 在 を実 証 し たの は ， Kunst -Wi l son and Zajonc

（ 1980）で あ る。しか し，そ れ 以前 か ら，単純 接 触 効果 が 接触 し た刺 激

に対 す る顕 在 的 な記 憶 とは 独 立し て いる で あろ う こ とは 示 唆さ れ てき た 。

まず ， 前節 第 2 項で 論 じた 通 り ， M ore l and and Zaj onc（ 1977， 1979）

は， 再 認判 断 成 績と 好 意度 評 定と の 間に 関 連が な い こと を 相関 分 析に よ

り示 し ，顕 在 的 な記 憶 と好 意 度が 独 立で あ るこ と を 示唆 し た。 加 えて ，

Wi l son（ 197 9）は ，両 耳分 離 聴法（ d i c ho ti c - l i st eni ng pr oced ur e）を 用

いる こ とで ， 両 者の 独 立性 を 実験 的 に示 し た。 そ の 研究 で は， 参 加者 の

各耳 に 異な る 音 声を 同 時に 呈 示す る 方法 に より ， 一 方の 耳 には あ る物 語

（デ ィ スト ラ クタ ）を ，も う一 方 の耳 に は ター ゲ ット と なる 3 種 類の 単

純な メ ロデ ィ ーが そ れ ぞれ 5 回 ずつ 流 され た。 そ の際 ，参 加 者に は， 物

語中 に 含ま れ る 誤り を 発見 す るこ と が研 究 の目 的 で ある 旨 が教 示 され ，
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物語 の みに 注 意 を向 け るよ う 指示 さ れた 。 この よ う な課 題 の終 了 後， 物

語と は 異な る 耳 に呈 示 され て いた メ ロデ ィ ーに つ い て， 再 認判 断 と好 意

度評 定 が行 わ れ た。 そ の結 果 ，再 認 判断 の 正答 率 は チャ ン スレ ベ ルで あ

った に も関 わ ら ず， 好 意度 評 定に つ いて は 呈示 さ れ てい た メロ デ ィー の

方が ， 新奇 な メ ロデ ィ ーに 比 べ好 意 的に 評 価さ れ る こと が 示さ れ た。 こ

の Wi l son（ 197 9）の 研 究 は ， 接 触 し た 刺激 が 意 識 さ れ な い 場 合に お い

ても 単 純接 触 効 果が 生 起す る こと を ，実 験 的手 法 に より 初 めて 明 らか と

した も ので は あ るが ， いく つ かの 限 界点 が 考え ら れ る。 第 一に ， 厳密 に

は ，“完 全 に”意識 下 での 刺 激 呈示 で はな い こと で ある 。す な わち ，確 か

に両 耳 分離 聴 法 を用 い るこ と によ っ て， タ ーゲ ッ ト とな る 音声 が 意識 さ

れに く い状 況 で はあ っ たも の の， 参 加者 は 物語 と は 異な る 側の 耳 で， 課

題と は 関係 の ない 音 声 が呈 示 され て いた こ とに は 気付 い て いた 。つま り ，

厳密 に は刺 激 呈 示自 体 が意 識 下で あ った わ けで は な く， あ くま で も意 図

的に 意 識が タ ー ゲッ ト とな る 刺激 に 向け ら れて い な かっ た とい う こと に

なる 。 第二 に ， この 方 法に よ る効 果 の検 討 対象 は ， 音声 に 限ら れ るこ と

であ る 。確 か に ，前 節 でも 論 じた よ うに ， 単純 接 触 効果 は 視覚 的 対象 に

限ら ず 音刺 激 に 対し て も生 じ るこ と が示 さ れて は い るも の の， 単 純接 触

効果 の 出発 点 が 顔写 真 など ， 視覚 的 対象 で あっ た こ とを 考 慮す る と， 音

刺激 の みの 検 討で は 不 十分 で ある 。

この よ う な Wi l son（ 1979）の 限 界点 を 踏ま え た 上で ， Kunst -Wi l son

and Zaj onc（ 1980）は，刺 激 の閾 下 呈示 に よる 方 法を 用 い ，意 識 下に お

ける 単 純接 触 効 果の 存 在を 実 証し た 。そ の 研究 で は ，接 触 フェ イ ズと し

て，参 加者 に 五つ の ラン ダ ム 多角 形 がそ れ ぞれ 5 回 ずつ ，1 m s と いう 極

めて 短 時間 の 呈 示が な され た 。そ の 後， 測 定に つ い ては ， 接触 し た刺 激

五つ と 未接 触 の 刺激 五 つを そ れぞ れ ラン ダ ムに 組 み 合わ せ た上 で 対呈 示
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し ，“ ど ちら が 好ま し いか （ 選好 判 断 ）”，“ どち ら を見 た か （再 認 判断 ）”

の二 つ が行 わ れた 。そ の 結果 ，再 認正 答 率は 48％ と いう チ ャン ス レベ ル

であ っ たも の の，選 好判 断 につ い ては 60％ の確 率 で 接触 し た刺 激 が選 択

され る こと が 明 らか と され た 。す な わち ， 接触 し た 刺激 に 対す る 記憶 と

は独 立 に， 単 純接 触 効 果が 生 じて い た。

この Ku nst -Wi l son and Zaj onc（ 1980） の 研究 が ，そ れ ま での 研 究と

大き く 異な る 点 は， そ の呈 示 時間 の みで あ る。 し か しな が ら， こ の閾 下

単純 接 触効 果 の 発見 は ，そ の 後の 単 純接 触 効果 研 究 に対 し て， 多 大な 影

響を 及 ぼす こ とと な っ た。

第２ 項 閾 下 単純 接 触 効果 の 展開

Kunst -Wi l son and Zajonc（ 1980） の研 究 以降 ， 精力 的 に 閾下 単 純接

触効 果 が検 討 され て い る。特に，B or nst e i n and D’A gost i no（ 1992）は ，

閾下 接 触と 閾 上 接触 に よる 効 果を 直 接的 に 比較 検 討 した 。 より 具 体的 に

は， 閾 上呈 示 （ 500 m s）・閾 下 呈示 （ 5 m s）に よ る 単純 接 触効 果 の強 度

の比 較 ，無 意味 刺 激（ラ ン ダ ム図 形 ）と社 会 的 な刺 激（ 顔写 真 ）の 比較 ，

接触 回 数（ 0 回・ 1 回・ 5 回 ・ 10 回 ・ 20 回） によ る 効果 の 比較 ， とい う

三つ の 要因 に 基づ い た 実験 が 行わ れ た 。その 結 果（ E x p . 2），主 要 な知 見

とし て 以下 が 得ら れ た 。（ a）ま ず， 閾 上呈 示 より も 閾下 呈 示 の方 が， 単

純接 触 効果 が 強か っ た 。（ b）閾 上 呈示 ・閾 下 呈示 を 問わ ず ，接 触 回数 の

増加 と 共 に好 意 度 も増 加 傾向 が 見 られ た 。（ c） 無 意味 図 形と 顔 写 真で 効

果に 差 はな か った 。（ d） し かし ， 再認 確 信度 （ 8 件 法） に つい て は， 閾

上呈 示 のみ 接 触 回数 の 増加 と 共に 再 認確 信 度が 増 加 した も のの ， 閾下 呈

示で は 接触 回 数に 関 わ らず 理 論的 中 間値 付 近で あ った 。

この 研 究は ， 示唆 的 な 点を 含 む。 特 に， 接 触し た こと が 明 確な 閾 上呈
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示よ り も， む し ろ閾 下 呈示 の 場合 に 効果 が 強い こ と が示 さ れた 点 は重 要

であ る 。なぜ な ら ，単 純 接触 効 果が 顕 在的 な 記憶 と 独 立で あ るだ け なく ，

反対 に 顕在 的 な 記憶 が 効果 を 割り 引 くと 考 えら れ る ため で ある 。 この 知

見は ， それ ま で の単 純 接触 効 果の 説 明理 論 によ る 予 測と は 乖離 し たも の

であ り ，そ の後 B or nst e i n and D’A g ost i no（ 1994）は新 た な説 明 理論 と

して ，知 覚 的流 暢 性の 誤 帰属 説 を提 唱 する こ と とな っ た（詳 細 は第 4 節

にお い て論 じ る ）。

この よ うに ， 閾下 呈 示 の方 が 閾上 呈 示と 比 べ効 果 が強 い と いう 知 見は ，

直感 に 反し た も ので も ある た め， 大 きな イ ンパ ク ト を与 え たも の の， 必

ずし も 再現 さ れ るわ け では な い。 そ の後 の 研究 で は ，刺 激 を再 認 でき る

場合 と 比較 し ， 閾下 呈 示の 方 が効 果 が強 い どこ ろ か ，む し ろ効 果 が生 じ

にく い こと が 多く の 研 究か ら 示さ れ てい る （ B r ooks & Wat k i ns , 1989 ;

Fox & B ur ns , 1993 ; N ewe l l & B r ig ht , 2003 ; N ewe ll & S hank , 2007 ;

R eber, Wi nk i e lm an, & S c hwarz , 1998 ; Seam on, M ar sh, & B rody, 1984 ;

Sz p unar, Sc he l l enberg , & P l i ner, 2004）。特 に，F ox and B ur ns（ 1993）

は， B or nst e i n and D’A gost i no（ 1992） の 実験 を 追 試し た とこ ろ ，閾 下

呈示 で は効 果 が 見ら れ ず， 閾 上呈 示 のみ で 単純 接 触 効果 を 確認 し た。 つ

まり ， 閾下 で の 反復 接 触の よ うな 意 識下 に おけ る 実 験操 作 では ， 必ず し

も そ れ が 明 確 な 好 意 度 増 加 に 繋 が る と は 限 ら な い 。 B or nste i n（ 1989）

によ る メタ 分 析 も， 閾 上呈 示 より も 閾下 呈 示の 方 が 効果 が 強い こ とを 示

して い るも の の ，そ の 当時 に は閾 下 での 研 究数 が 少 なく ， また 結 果が 出

た実 験 のみ 論 文 化さ れ るバ イ アス を 考慮 す ると ， そ の分 析 結果 に も疑 問

が残 る 。し た が って ， 確か に 閾下 呈 示に お いて も 単 純接 触 効果 は 生起 す

るも の の， 閾 上 呈示 よ りも 効 果が 強 いと い う結 論 を 導く に は注 意 が必 要

であ ろ う。
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第３ 項 閾 下 単純 接 触 効果 の イン パ クト と 意義

閾下 単 純接 触 効果 の 発 見は ， 無意 識 的な 接 触の 影 響を 示 す もの で あり ，

多く の 理論 的 ，現 象 的 な意 義 を提 供 する 。

まず ， 理論 的 に言 え ば ，閾 下 単純 接 触効 果 の発 見 によ り ， 感情 （ 好意

度） と 認知 （ 記 憶） の 独立 性 が示 唆 され る 。一 般 的 には ， 反復 接 触に よ

る物 理 的な 符 号 化が ， その 対 象に 対 する 認 知的 な 表 象を 形 成し ， それ が

感情 反 応に 繋 が るも の と考 え られ た 。そ し て， こ の 認知 的 表象 は 記憶 と

不可 分 であ る と 想定 さ れる 。 もし そ うで あ るな ら ば ，接 触 した 刺 激へ の

記憶 成 績と 好 意 度評 定 の間 に は， 強 い正 の 相関 が 予 測さ れ る。 し かし ，

Mor e l and and Zaj onc（ 1979） や Kunst -Wi l son and Zaj onc（ 1980） の

知見 は ，こ の 予 測と は なじ ま ず， 両 者は 独 立し た も のと 考 えら れ る。 む

しろ ， Zaj onc（ 1980 , 1984 , 1998） は， 刺 激を 再 認 でき な い事 態 にお い

ても 単 純接 触 効 果と い う感 情 反応 が 見ら れ たこ と か ら， 感 情が 認 知に 先

立つ と いう 感 情先 行（ af fe c t i ve pr i m ac y）説 を 提唱 し た。し かし な がら ，

こ のよ う な 感 情と 認 知 の 関係 に 関 して は ， L az ar us（ 1982） な ど との 感

情認 知 論争 に 代 表さ れ るよ う に， 研 究者 間 で一 致 し た見 解 が得 ら れた わ

けで は ない 。 よ り近 年 では ， 記憶 研 究の 進 展を 踏 ま え， 一 見単 純 接触 効

果は 記 憶と は 独 立し て いる よ うに 思 われ る もの の ， それ は あく ま でも 意

図的 に 想起 可 能な 顕 在 記憶 と の独 立 性で あ り（ H ansen & W änke , 2009），

根本 的 には 単 純 接触 効 果は 潜 在記 憶 に基 づ く現 象 だ と論 じ られ る こと も

ある（ Gor d on & Holy oak , 1983；生 駒 ，2005；S eam on, Wi l l i am s , Cr owl ey,

Kim , L anger, Or n, & Wi sheng r ad , 1995）。

この よ うに ， 閾下 単 純 接触 効 果の 発 見は ， それ ま で主 に 社 会心 理 学の

領域 に おい て 検 討さ れ てき た 単純 接 触効 果 が， 認 知 心理 学 の領 域 へと 拡

張さ れ る契 機 とな っ た 点で も 重要 で ある 。
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さ ら に ， 閾 下 呈 示 に よ る 単 純 接 触 効 果 は ，“ 単 純 接 触 効 果 ” と い う 現

象 自 体 の 存 在 を 改 め て 確 認 さ せ る 機 会 と も な っ た 。 す な わ ち ， Zaj onc

（ 1968）に よっ て，反 復接 触 が好 意 度増 加 をも た ら すと い うこ と が示 さ

れて か らも ， こ の効 果 は単 に アー テ ィフ ァ クト に 過 ぎな い との 批 判も あ

った 。特 に S t ang（ 1974）は ，単 純接 触 効果 は ，実 験室 で 同じ 刺 激に 何

度も 接 触す る と いう 不 自然 な 状況 に よっ て 引き 起 こ され る アー テ ィフ ァ

クト で ある と 論 じた 。 つま り ，参 加 者が 実 験者 の 意 図を 汲 み取 る 要求 特

性 の影 響 で あ る 。実 際 に ， S t ang（ 197 4） は ロ ー ルプ レ イ 形 式 の実 験 を

行う こ とで ，こ の 仮説 を 検討 し た 。そ の 実 験で は ，“ トル コ 語に 何 回も 接

触す る とい う 実験 を イ メー ジ して く ださ い ”とい う 教示 を 行っ た のみ で ，

実際 に は接 触 を行 わ な かっ た 。続い て ，“ その 文 字に つ いて ，ど の 程度 好

まし く 評価 す ると 思 う か想 像 して く ださ い ”と 教 示し ， 7 件法 で の回 答

を求 め た。 そ の 結果 ， 確か に 何回 も 接触 し た（ と イ メー ジ する ） 刺激 の

方が 好 まし く 評 価さ れ るこ と が示 さ れた 。 すな わ ち ，実 際 に接 触 を行 わ

なく と も， 実 験 状況 を イメ ー ジす る だけ で 単純 接 触 効果 が 生じ た ので あ

る。 し かし ， 閾 下単 純 接触 効 果に よ って ， この ア ー ティ フ ァク ト とい う

解釈 は 棄却 さ れ る。 な ぜな ら ，自 ら が接 触 した こ と が意 識 され な い場 合

であ っ ても ， 好意 度 は 増加 す るた め であ る 。

また ， 閾下 単 純接 触 効 果の 意 義は ， その 方 法論 に も見 受 け られ る 。す

なわ ち ，閾 下 呈 示に よ る方 法 の確 立 であ る 。こ の 方 法は ， それ 以 前に も

稀に 使 用さ れ るこ と は あっ た もの の ，Kunst -Wi l son and Zaj onc（ 1980）

の研 究 を境 に ， 実験 の ツー ル とし て ，特 に 社会 心 理 学に お いて 積 極的 に

用い ら れる よ うに な っ た（ e .g . , B ar g h & P i et r om onac o , 1982 ; Dev i ne ,

1989）。 B ar g h（ 1992） は ， 社 会 心 理 学 に お い て 閾 下 呈 示 の 方 法 が 用 い

られ る 目的 と し て， 二 つ挙 げ てい る 。第 一 に， 要 求 特性 に よる バ イア ス
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の排 除 であ る 。 すな わ ち， 刺 激を 閾 下呈 示 する こ と によ っ て， そ の刺 激

とそ の 後に 処 理 する 情 報と の 関連 に ，参 加 者が 気 付 く可 能 性を 排 除で き

る。 こ れは ， 前 述し た よう な ，あ る 現象 が アー テ ィ ファ ク トで は ない こ

とを 証 明す る た めの テ クニ カ ルな 問 題に 関 わる も の と言 え る。 第 二に ，

無意 識 的な 認 知 過程 を 分析 す るた め であ る 。つ ま り ，閾 下 呈示 を 用い る

こと で ，あ る 刺 激や 情 報が ， 本人 の 意識 的 な処 理 に 先立 っ て， 無 意識 的

に処 理 され る こ とを 示 すこ と とな る 。こ の 第二 の 点 につ い ては ， テク ニ

カル な 問題 と い うよ り も， 直 接， 研 究者 の 関心 に 関 わる も ので あ り， 現

在に 至 るま で の 無意 識 に関 わ る研 究 の多 く では ， こ の方 法 が用 い られ て

いる 。

最後 に ，閾 下 単純 接 触 効果 の 現象 的 な意 義 につ い て論 ず る 。閾 下 単純

接触 効 果と は ，自ら が 接触 し たこ と を 再認 で きな い 状況 で の現 象 であ り ，

接触 の 無意 識 的 な影 響 を示 す こと は 前述 の 通り で あ る。 す なわ ち ，人 が

普段 何 かに 反 復 して 接 触す る とい う こと は ，必 ず し も意 識 され る こと で

はな い 。む し ろ 多く の 場合 ， 接触 し たも の を覚 え て いな い ，あ る いは 接

触し た こと に さ え気 付 かな い 。そ の 意味 で ，閾 下 呈 示に よ る単 純 接触 効

果は ， この よ う な日 常 的な 接 触の 大 部分 を 占め る ， 無意 識 的・ 無 自覚 的

な 接 触 に よ る 影 響 を 実 験 的 に 再 現 す る も の と 捉 え ら れ （ B or nst e i n,

1992 ; Za j onc , 2001）， 従来 の 閾上 呈 示に よ る知 見 と 合わ せ てよ り 広範 な

社会 現 象の 説 明へ と 貢 献す る もの で ある 。
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第４節 単純接触効果の説明理論

こ こ まで ， 単 純接 触 効果 に 関わ る 研究 を 概観 し た 。そ れ らの 知 見の 積

み重 ね から ， 単 純接 触 効果 の 生起 の メカ ニ ズム に つ いて も いく つ か提 案

され て いる も のの ， 未 だに 議 論の 収 束を 見 ない 。

本 節 では ， 単純 接 触 効果 の 説明 理 論に つ いて ， 代表 的 な モデ ル を挙 げ

つつ 論 じる 。

第１ 項 反 応 競合 （ response competition）モ デ ル

この モ デル は ，Har r i son（ 1968）に より 提 唱 され た。概 略 は以 下 の通

りで あ る。 ま ず， 新 奇 な刺 激 に対 し ては ， 様々 な 反応 傾 向 があ り ，主 体

にと っ て不 快 な状 態 で ある こ とが 仮 定さ れ る。 そ の後 ， 接 触回 数 が増 加

する に つれ ，単 一の 反 応傾 向 が優 勢 に なる 結 果，反 応 競合 が 少な く なり ，

不快 な 状態 が 解消 さ れ る。 こ れが 刺 激に 対 する 好 意的 評 価 に繋 が る。

そ も そ も， こ の モ デ ル の き っ かけ と な っ た Har r i son（ 1 968） の 実験

では ， 反応 競 合 と好 意 度の 関 係を 検 討す る ため ， 接 触後 ， 単に 刺 激の 評

定を 行 うだ け で なく ， 刺激 に 関連 す る言 葉 を想 起 さ せた り ，刺 激 の自 由

観察 を 行う な ど の操 作 が行 わ れた 。 その 結 果， 評 定 以外 の 課題 を 課し た

場合 に は， 単 純 接触 効 果が 得 られ な いこ と が見 出 さ れ， 反 応競 合 が効 果

を抑 制 する と 考察 し た 。同 様 に ，M atl i n（ 19 70）は ト ルコ 語 呈示 の 際に ，

発音 の アク セ ン トを 変 える な どし て ，反 応 競合 状 況 を作 り 出し ， 好意 度

との ネ ガテ ィ ブな 関 係 を示 し た。 さ らに ， Har r i son and Zajonc（ 1970）

は， 呈 示回 数 と 呈示 時 間を 操 作す る こと で ，検 討 を 試み て いる 。 すな わ

ち， 呈 示回 数 が 多く ， かつ 個 々の 刺 激の 呈 示時 間 が 長い ほ ど， 刺 激と 接

触す る 機会 が 多 いた め ，反 応 競合 も 解消 さ れや す く ，そ れ ゆえ 効 果が 強
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いと 予 測さ れ た。 し か しな が ら， 呈 示頻 度 （ 1 回 ・ 2 回・ 5 回 ・ 10 回 ・

25 回）並 びに 呈 示時 間（ 2 秒・ 10 秒）と，反 応競 合（自 由 連想 に おけ る

反応 時 間） と の 間に は 予測 通 りの 関 連（ 呈 示頻 度 多 く， 呈 示時 間 が長 い

ほど ， 自由 連 想 にお け る反 応 時間 が 短い ） が示 さ れ たも の の， 好 意度 に

つい て は呈 示 時 間の 影 響は 見 られ ず ，呈 示 頻度 の み 関わ る こと が 明ら か

とさ れ た。

第２ 項 二 要 因モ デ ル （ two factor theory）

まず ， 二要 因 に基 づ く モデ ル では ， 接触 に 伴い 好 意度 を 増 加さ せ る要

因と ， 接触 に 伴 い好 意 度を 減 少さ せ る要 因 とい う 二 つの 相 反す る 要因 の

存在 が 仮定 さ れ てい る 。こ の 理論 は ，対 象 への 接 触 回数 と 共に そ の好 意

度は 単 調増 加 す るわ け では な く， あ る接 触 回数 を 超 える と 逆に 減 少し ，

結果 的 に接 触 回数 と 好 意度 と の間 に は 逆 U 字型 の 曲 線が 描 かれ る とい う

結果 に 基づ く （ B er ly ne , 1970 ; C r and al l , M ont gom ery, & R ees , 1973 ;

St ang & O’C onne l l , 1974）。 特に ， B er l y ne（ 1970）は ， この 二 つの 要

因 と し て ，“ 馴 れ （ habi t uati on）” と “ 飽 き （ sat i at ion）” を 想 定 し た 。

そこ で は， 新 奇 な刺 激 が繰 り 返し 呈 示さ れ る場 合 ， 接触 の 初期 に は慣 れ

の要 因 で好 意 度 は増 加 する が ，そ の 後， 飽 きの 要 因 が馴 れ の要 因 を上 回

り， 結 果的 に 好 意度 が 減少 に 転ず る と説 明 する こ と で， 接 触回 数 と好 意

度の 逆 U 字 型 の関 係 が解 釈 さ れた。ま た，接触 す る 刺激 が 複雑 で ある ほ

ど単 純 接触 効 果が 強 い とい う 知見 （ Oskam p & S c alp one , 1975 ; S aeg ert

& Je ll i son, 1970 ; S m it h & Dor fm an, 1975）も ， 二 要因 モ デル を 支持 す

るも の と考 え られ る 。こ のよ う な現 象 は ，第 1 項 で 挙げ た 反応 競 合モ デ

ルで は 説明 で き ない 点 であ り ，現 象 との 適 合と い う 点か ら すれ ば ，よ り

優れ た 説明 理 論 であ る と捉 え られ る 。し か しな が ら ，好 意 度の 増 加が 頭
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打ち と なる 回 数 ，あ る いは 減 少に 転 ず る回 数 は研 究 ごと に 異な っ てお り ，

一貫 し てい な い。 中 に は， 10 0 回 近 く接 触 した 場 合 であ っ ても 好 意度 は

減少 し ない と する 知 見 も多 い。す なわ ち，こ の モデ ル では ，“ 馴 れ”と“ 飽

き” と いう 二 つ の要 因 を想 定 して い るも の の， そ の 基準 が 極め て 曖昧 で

ある 。 いず れ に しろ ， 好意 度 の頭 打 ちや 減 少が ， 果 たし て “飽 き ”に よ

るも の なの か ， ある い は単 に 天井 効 果に よ るも の か を区 別 する こ とは 難

しく ， この モ デル の 前 提そ の もの は 検証 困 難で あ る。

さら に ，こ の 二つ の 要 因の 存 在を 過 程す る 二要 因 モデ ル を 拡張 す る形

で ， 不 確定 性 減 少 （ unc er t a i nty r ed uct i on） モ デ ル も 提 案 さ れて い る 。

この 理 論の 主 張者 の 一 人で あ る L ee（ 2001）に よる と ，単 純接 触 効果 が

生じ る のは ， 反 復接 触 する こ とに よ って ， 新奇 な 刺 激に 対 する 不 確定 性

が減 少 する た めと 説 明 され る 。一 般 に ，不 確 定性 の 高 い状 況 に対 し ては ，

緊張 な どの 生 理 的覚 醒 を引 き 起こ す と考 え られ る 。 その た め， 反 復接 触

した 刺 激に 対 し ては 不 確定 性 が減 少 し， 新 奇な 刺 激 より も 好ま し く評 価

さ れ る と い う 。 単 純 接 触 効 果 は ， ヒ ト 以 外 の 動 物 に お い て も 生 起 す る

（ Hi l l , 1978） とい う 知 見 か ら も， こ の モ デ ル は進 化 心 理 学 的 な根 拠 が

ある と され る 。

第３ 項 知 覚 的流 暢 性 の誤 帰 属モ デ ル

知覚 的 流暢 性 の 誤帰 属 モデ ル では ， 単 純接 触 効果 は 以下 の よ うに 説 明

され る 。ま ず ， ある 対 象へ の 反復 接 触に よ って ， そ の対 象 への 知 覚的 流

暢 性 （ p erc ept ual f l uenc y） が 高 ま る 。そ し て ， 流 暢 に 処 理 さ れる 刺 激

に対 し て感 じ られ る 熟 知感（ fam i l i ari t y）を ，本 来 の 反復 接 触で は なく ，

当 該 刺 激 の 好 ま し さ に 帰 属 す る こ と で 単 純 接 触 効 果 が 生 じ る

（ B or nste i n & D’A g ost i no , 1992 , 1994）。
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こ の モ デ ル の 元 と な っ た 知 覚 的 流 暢 性 と い う 概 念 は ， Jac oby and

Ke ll ey（ 1987）によ っ て提 唱 さ れた も ので あ り，あ る刺 激 を知 覚 した 際

に， そ の処 理 が どれ だ けス ム ーズ に 行わ れ るか を 表 す。 そ もそ も この 知

覚的 流 暢性 の 誤帰 属 と は， 誤 有名 性 効果 （ fa l se fam e e f fe c t）と いう 現

象か ら 提案 さ れた （ Jac oby, Ke l l ey, B r own, & Jasec hko , 1989 ; Jac oby,

Wol oshy n, & Kel l ey, 1989）。こ の 現 象は ，ある 人 物 の名 前 に反 復 接触 す

るこ と で， 無 名 な人 物 を有 名 な人 物 と誤 っ て判 断 し てし ま うと い うも の

であ る 。さ ら に ，接 触 した こ とを 記 憶で き てい る 場 合に は ，こ の 効果 は

生じ な いこ と も 示さ れ ，誤 帰 属は 顕 在的 な 記憶 に よ って 抑 制さ れ るこ と

が明 ら かと さ れた 。

B or nst e i n（ 1989）に よ る 単純 接 触効 果 に関 す る研 究 のメ タ 分 析か ら ，

単純 接 触効 果 に おい て も， 閾 下呈 示 のよ う に再 認 判 断が 妨 げら れ た状 況

や， 閾 上呈 示 の 場合 で も接 触 から 評 定ま で の時 間 間 隔が 長 い場 合 （参 加

者が 刺 激と の 反 復接 触 と， そ れに 続 く好 意 度評 定 と の間 の 関連 に 気付 き

にく い）に，効 果が 強 いこ と が示 さ れた 。そ の 結果 を 踏ま え て ，“ 再認 可

能な 状 況で は ， 以前 に 呈示 さ れた 刺 激に 対 する 好 感 度を 過 去の そ の刺 激

への 接 触経 験 に （正 し く） 帰 属さ せ ，そ の 結果 と し て呈 示 刺激 に 対す る

好意 的 反応 傾 向を 抑 制 して し まう ”と主 張 した 上 で，Jac oby に よ る知 覚

的流 暢 性の 誤 帰 属と い うモ デ ルを ， 単純 接 触効 果 の 説明 理 論と し て当 て

はめ た 。実 際に B or nst e i n らが 行 った 実 験で は ，閾 上呈 示 より も 閾下 呈

示の 方 が， 効 果 が強 く 現れ て おり ， この モ デル を 支 持す る よう に 思わ れ

る（ B or nst ei n & D’A g ost i no , 1992）。ま た， こ のモ デ ルに 基 づけ ば， 好

意度 の 上昇 を 先 行す る 反復 接 触に “ 正し く ”帰 属 す るこ と がで き るな ら

ば， 閾 下呈 示 で あっ て も単 純 接触 効 果は 抑 制さ れ る と予 測 され る 。し か

し，この 仮 説を 立 証 しよ う と行 わ れた B or nst e i n and D’Ag osti no（ 1994）
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の実 験 では ， 閾 下で 呈 示し た 刺激 が 全て 以 前に 呈 示 した 刺 激で あ る事 を

教示 し た群 と ， 教示 し なか っ た群 を 比較 し た結 果 ， 教示 あ り群 と 教示 無

し群 の 双方 に お いて 単 純接 触 効果 が 見ら れ ，仮 説 を 支持 す る事 は でき な

かっ た 。彼 ら は この よ うな 結 果が 得 られ た 原因 と し て， 教 示あ り 群で は

教示 無 し群 に 比べ て 全 体的 に 好ま し くな い と判 断 され て い る事 か ら，“ 全

て” 以 前に 呈 示 され た 刺激 で ある と 教示 し たた め に ，未 接 触刺 激 まで も

教示 に よる 好 意度 の 抑 制を 受 けた も のと 解 釈し て いる 。

この 知 覚的 流 暢性 の 誤 帰属 モ デル は ，今 日 に至 る まで 最 も 広く 知 られ

る単 純 接触 効 果の 説 明 理論 と なっ て いる が ，そ の 理由 と して 2 点 挙げ ら

れる 。第 一に ，閾 下呈 示 の方 が 閾上 呈 示よ り も効 果 が 強い と いう 知 見は ，

それ ま での 反 応 競合 モ デル や 二要 因 モデ ル では 説 明 でき な かっ た ため で

ある 。 例え ば ， 反応 競 合モ デ ルで は ，刺 激 への 接 触 時間 が 増え る ほど ，

反応 競 合は 解 消さ れ ，それ ゆ え好 意 度 も上 昇 する と され る 。した が って ，

この モ デル で は ，閾 下 呈示 よ りも 閾 上呈 示 の場 合 に 効果 が 強く 現 れる こ

とが 予 測さ れ る 。第 二 の理 由 は， 知 覚的 流 暢性 の 誤 帰属 モ デル が ，極 め

て“ エ レガ ン ト な” 理 論だ と され る ため で ある 。 す なわ ち ，知 覚 的流 暢

性と い う 考え 方 は， Jac oby and Dal l as（ 1981） によ る 潜在 記 憶 の研 究

で 脚 光 を 浴 び て い た 。 さ ら に ， 誤 帰 属 と い う 考 え 方 も ， 吊 り 橋 実 験

（ Dut t on & A r on, 1974） な どを 始 めと し て， 社 会 心理 学 にお い て広 く

用い ら れる も の であ る 。し た がっ て ，知 覚 的流 暢 性 の誤 帰 属と い うモ デ

ルは ， 認知 心 理 学や 社 会心 理 学に お ける 当 時の 主 要 理論 が 組み 合 わさ っ

たモ デ ルで あ り ，そ れ まで の 知見 の 積み 重 ねも 含 め ，説 得 力を 持 った 理

論と し て受 け 入れ ら れ たも の と考 え られ る 。

し か し ， こ の 理 論 も 少 な か ら ぬ 問 題 を 持 つ よ う に 思 わ れ る 。 ま ず ，

B or nst e in ら が その 根 拠の 一 つと し た， 閾 下呈 示 の 方が 閾 上呈 示 に比 べ
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て効 果 が強 い（ B or nst e i n & D’A g ost i no , 1992），と いう 結 果は 再 現さ れ

にく い 。む し ろ ，閾 下 呈示 で は効 果 が生 じ にく い と する 知 見も 多 いこ と

は ，前 述（第 3 節 第 2 項 ）の 通り で ある（ B r ooks & Wat k i ns , 1989 ; Fox

& B ur ns , 1993 ; N ewe l l & Br i g ht , 2003 ; N ewe l l & S hank , 2007 ; R eber,

et a l . , 1998 ; S eam on et a l . , 1984 ; Sz p unar et a l . , 2004）。す な わち ，

知覚 的 流暢 性 の 誤帰 属 モデ ル では ， 接触 経 験に 関 す る顕 在 的な 記 憶は 単

純接 触 効果 を 割 り引 く と予 測 され る もの の ，実 際 に は単 純 接触 効 果は 顕

在的 な 記憶 と は 独立 し た現 象 であ る と考 え られ ， 顕 在的 な 記憶 に よっ て

は 促 進 も 抑 制 も さ れ な い （ 生 駒 ， 2005）。 ま た ， こ の モ デ ル で は ， 誤 帰

属と い う認 知 過 程を 想 定し て いる も のの ， 単純 接 触 効果 が 顕在 的 な記 憶

と独 立 して い る なら ば ，必 ず しも 誤 帰属 が 媒介 さ れ る必 要 はな い 。実 際

に ， L ee（ 2001） は ， 単 純 接 触効 果 と 認 知 的 誤帰 属 課 題 と を 直 接的 に 比

較す る こと で ，両 者 の メカ ニ ズム の 不一 致 を論 じ てい る 。

未 だ に， こ の 知覚 的 流暢 性 の誤 帰 属モ デ ルが 最 も 広く 知 られ る 説明 理

論で あ るこ と は 間違 い ない も のの ， 以上 の よう な 問 題点 を 踏ま え ，新 た

な説 明 理論 も 提唱 さ れ てい る 。

第４ 項 ヘ ド ニッ ク 流 暢性 モ デル （ hedonic fluency model）

こ れ は ，知 覚 的流 暢 性の 誤 帰属 モ デ ルの よ うに ，誤 帰属 を 仮定 せ ずに ，

流暢 性 が直 接 的に 快 反 応に 繋 がる と いう モ デル で ある（ R eber, S c hwarz ,

& Wi nki el m an, 2004 ; Top o l i nsk i & S tr ac k , 2009）。す な わち ， 知覚 的

流暢 性 誤帰 属 モ デル で は， 流 暢性 自 体は ニ ュー ト ラ ルで あ り， そ れが 誤

帰 属 さ れる こ と に よ っ て はじ め て 好 意 度 に 繋が る 。 一 方 ， R eber et a l .

（ 2004）は，流 暢性 自 体が ポ ジテ ィ ブで あ るこ と を 明ら か にす る こと に

よ っ て ， こ の ヘ ド ニ ッ ク 流 暢 性 モ デ ル の 妥 当 性 を 実 証 し た 。 加 え て ，
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Wi nk i e lm an and C ac i opp o（ 2001） は， E M G な ど の生 理 指標 を 用い る

こと で ，流暢 性 とポ ジ ティ ブ 感情 と の 直接 的 な結 び つき を 明ら か とし た 。

他 に も ， 平 均 顔 や プ ロ ト タ イ プ が 好 ま れ る と す る 知 見 も （ L ang l o i s &

R og gm an, 1990 ; R hod es & Tr em ewan, 1996 ; R hod es , Zebrowi tz , Cl ar k ,

Kal ic k , Hi g ht ower, & M cKay, 2001），ヘ ド ニッ ク 流 暢性 モ デル と の当 て

はま り がよ い とさ れ て いる （ Wi nki e lm an, Hal ber st ad t , F azend e ir o , &

C at ty, 2006）。

こ の モデ ル に基 づ け ば，“ 何 度も 見 る”と いう 行 為 自体 に 単純 接 触効 果

の 生 起 ， す な わ ち 快 の 起 源 が あ り そ う で あ る 。 下 條 （ 2008） は ，“ 感 覚

その も のの 快 ” とい う 表現 で ，自 ら の内 的 な行 為 と 好ま し さの 関 係を 論

じた（ C am p os , Kopp i tc h, A nd er sen, & S him oj o , 2008 ; S him o jo , S im i on,

S him oj o , & S c he i r, 2003）。 いず れ にせ よ ，単 純 接 触効 果 は， 人 間以 外

の動 物 にも 生 じ るこ と が示 さ れて い るこ と から も ， 誤帰 属 とい う 人間 に

特有 と 思わ れ る 認知 過 程を 挟 まず ， 流暢 性 とい う 情 報処 理 その も のが 感

情と 結 びつ く と仮 定 す る点 で ，説 明 力 の高 い モデ ル であ る と考 え られ る 。
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第５節 近年の論点と本論文の視点

こ こ まで 概 観 して き た通 り ，単 純 接触 効 果は 極 め てシ ン プル か つ頑 健

性も 高 い現 象 で ある 。 その た め， そ の知 見 は理 論 的 な範 疇 を超 え ，よ り

社会 的 な場 面 へ と応 用 され て いる 。 本節 で は， 社 会 的な 場 面に 単 純接 触

効果 を 当て は め た場 合 に生 ず る疑 問 ，並 び に近 年 の 研究 か ら示 唆 され る

その 解 決案 を 呈示 し ， 本論 文 の視 点 を示 す 。

第１ 項 社 会 的な 場 面 での 単 純接 触 効果

単純 接 触効 果 を社 会 的 な場 面 へ応 用 した 例 とし て ，テ レ ビ コマ ー シャ

ルに 代 表さ れ る 広告 が 挙げ ら れる 。 広告 は ，あ る 商 品に 対 して 消 費者 に

好ま し い印 象 を 植え 付 けよ う とす る ため ， 何度 も そ の商 品 のコ マ ーシ ャ

ルに 接 触す る 機 会を 視 聴者 に 与え る 。実 際 に， 広 告 効果 の 説明 理 論と し

て単 純 接触 効 果が 引 用 され る こと が 多い （ 仁科 ・ 田中 ・ 丸 岡， 200 7）。

さら に ，単純 接 触効 果 の社 会 的場 面 への 適 用 は，実 験室 実 験で は なく ，

フ ィ ー ル ド 実 験 と い う 形 で も 示 さ れ て い る （ B r oc kner & S wap , 1976 ;

Mor e l and & B eac h, 1992 ; S aeg er t , S wap , & Zaj onc , 1973 ; S wap , 1977 ）。

例え ば ， M or el and and Beac h（ 1992） で は， サ クラ の 学生 を 週 １回 の

講義 へ 出席 さ せる 日 数 を操 作 し（ 0 回・ 5 回・ 10 回・ 15 回 ）， そ のコ ー

スの 最 後に サ ク ラの 人 物に つ いて の 好意 度 を尋 ね る とい う 実験 が 行わ れ

た。 そ の結 果 ， 他の 学 生と の 相互 作 用は な かっ た に も関 わ らず ， 接触 日

数の 増 加と 共 に好 意 度 も増 加 する こ とが 示 され た 。

第２ 項 問 題 点の 提 起

さて ， この よ うに 日 常 的な 視 点か ら 単純 接 触効 果 を捉 え た 場合 ， いく
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つか の 疑問 が 生じ る 。単 純接 触 効果 の パラ ダ イ ムに つ いて は ，第 1 節 で

論じ た よう に ， 刺激 へ の反 復 接触 と 好意 度 測定 の 二 つの フ ェイ ズ から 成

る。 た だし ， こ こで 注 目す べ きは ， ほと ん どの 研 究 で接 触 した 刺 激と ，

その 後 に評 定 を 行う 刺 激が 同 一だ と いう 前 提に 基 づ いて い るこ と であ る 。

言い 換 えれ ば ， 刺激 間 での 物 理的 同 一性 と も呼 べ る 。し か し， よ り日 常

的な 場 面を 想 定 した 場 合， こ の前 提 では 不 十分 で あ ると 考 えら れ る。 例

えば ， 単純 接 触 効果 か らは ， 同じ 人 に毎 日 会え ば そ の人 に 対す る 好意 度

が増 加 する と い う予 測 が導 か れる も のの ， その “ 同 じ人 ” は厳 密 に言 え

ば毎 日 同じ と は 限ら な い。 な ぜな ら ，日 ご とに 服 装 も変 わ れば 髪 型も 変

わり ，物 理的 な 同一 性 は認 め られ な い と考 え られ る ため で ある 。同 様に ，

広告 に 関し て も ，例 え ばテ レ ビで 放 映す る 商品 広 告 と， 実 際の 商 品が 全

くの 同 じで あ る はず が ない 。 そも そ も， テ レビ コ マ ーシ ャ ルで の 映像 と

いう 形 で流 さ れ る“ 広 告” と して の 商品 と ，目 の 前 に実 体 とし て ある 商

品と で はモ ダ リテ ィ の 隔た り があ る 。

この よ うな 例 から も 明 らか な よう に ，従 来 の単 純 接触 効 果 研究 が 暗黙

の前 提 とし て き た刺 激 間で の 物理 的 同一 性 では ， 日 常的 な 場面 に おけ る

単純 接 触効 果 の 説明 に は不 十 分で あ る。 と はい え ， 単純 接 触効 果 の起 源

が社 会 心理 学 で あり ， かつ 現 実に 日 常生 活 の中 で 単 純接 触 効果 が 生じ る

こと も 事実 で あ るた め ，よ り 説得 的 な効 果 の説 明 の ため に は， こ の前 提

に囚 わ れな い 新 たな 枠 組み を 提案 す る必 要 があ る 。 そこ で 本論 文 では ，

日常 的 ，社 会 的 な現 象 とも 適 合す る ，包 括 的な 単 純 接触 効 果の 解 明を 中

心に 視 点を 定 める 。

第３ 項 刺 激 間で の 関 係性

結局 の とこ ろ ，接 触 し た刺 激 と評 定 する 刺 激が 物 理的 に は 同一 で はな
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いに も 関わ ら ず ，単 純 接触 効 果が 生 じる と いう こ と は， 刺 激間 で の関 係

性が 問 題と な る よう に 思わ れ る。 つ まり ， 知覚 者 が 接触 を した 刺 激と 評

定を 行 う刺 激 と の間 に 何ら か の関 係 性を 見 出し ， そ れら が “同 じ もの ”

と認 識 され る こ とに よ って ， 単純 接 触効 果 が生 じ る と考 え られ る 。こ の

よう な 刺激 間 で の関 係 性の 問 題に つ いて は 近年 研 究 が増 え 始め て おり ，

それ ら は第 2 章 で論 じ るこ と と する 。

本論 文 では ， より 社 会 的な 場 面を 視 野に 入 れた 単 純接 触 効 果を 検 討す

るに あ たり ， こ の関 係 性の 認 識に つ いて ， カテ ゴ リ とい う 観点 を 導入 す

る。
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第２章

単純接触効果とカテゴリ認識

第１節 単純接触効果の般化

第２節 カテゴリ認識とその自動性

第３節 単純接触効果とカテゴリ認識の関係

本章 で は， よ り社 会 的 な場 面 に則 し た単 純 接触 効 果の 理 解 を目 指 して ，

単純 接 触効 果 とカ テ ゴ リ認 識 との 関 係を 論 ずる 。ま ず，第 1 節に お いて ，

単純 接 触効 果 の 般化 に 関わ る 研究 か ら， 単 純接 触 効 果に お いて カ テゴ リ

認識 が 媒介 す る可 能 性 を述 べ る 。第 2 節 では ，カ テ ゴリ 認 識と そ の自 動

性に つ いて の 先 行研 究 を， 主 に社 会 心理 学 から 得 ら れた 知 見を 中 心に ま

とめ る。 最 後に 第 3 節で は， 単 純接 触 効果 の 般 化に 基 づく ，単 純 接触 効

果と カ テゴ リ 認識 の 関 係を 論 じる 。
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第１節 単純接触効果の般化

Zaj onc（ 1 968）か ら 始ま る 単純 接 触効 果 研 究で は ，基 本 的 に反 復 接触

する 刺 激と 評 定 する 刺 激が 同 一で あ るこ と ，つ ま り 刺激 の 物理 的 特徴 が

変化 し てい な い こと が ，単 純 接触 効 果の 生 起の 必 要 条件 と 考え ら れて き

た。 し かし ， 日 常的 な 観点 か ら考 え た場 合 ，単 純 接 触効 果 の生 起 には 接

触時 と 評定 時 の 刺激 の 一致 が 必ず し も必 要 では な く ，接 触 刺激 と 評定 刺

激の 関 連を 知 覚者 が 認 識す る こと が 重要 で ある と 考え ら れ る。本 節で は ，

単純 接 触効 果 の般 化 に 関わ る 研究 を 概観 し ，こ の 可能 性 を 論じ る 。

第１ 項 単 純 接触 効 果 の未 接 触刺 激 への 般 化

単 純 接 触 効 果 は 実 際 に 接 触 し た 刺 激 以 外 の 未 接 触 刺 激 へ も 般 化

（ g ener a l iz at i on）す る。こ の知 見 が最 初 に報 告 さ れた の は，Gor d on and

Holy oak（ 1983） に よる 研 究 であ っ た 。そ の 研 究で は ， ある 規 則 に従 っ

た人 工 有限 文 法（ F i g ur e 2-1）を 含 む無 意 味文 字 列 の学 習 が反 復 接触 に

より 行 われ た 。 その 結 果， 接 触時 に は呈 示 され て い ない に も関 わ らず ，

その 文 法に し た がっ た 未接 触 の文 字 列に 対 して も ， 単純 接 触効 果 が生 起

す る こ と が 明 ら か に さ れ た 。 こ の 人 工 有 限 文 法 を 用 い た 同 様 の 実 験 が

M anz a, Zi z ak , and R eber（ 1998），N ewel l and B ri g ht（ 2001），Zi z ak and

R eber（ 2004） な ど に より 行 わ れ て おり ， 単 純 接 触効 果 の 般 化 が確 認 さ

れて い る。

では ， この よ うな 般 化 はい か なる プ ロセ ス によ っ て生 じ る のか 。 以下

で は ， そ れ を 示 唆 す る 知 見 を 挙 げ る 。 ま ず ， S eamon, Ganor -St er n,

Cr owl ey, Wi l son, Weber, O ’R our ke , and M ahoney（ 1997）で は ，図 形

を用 い た接 触 刺 激か ら ，向 き ，大 き さ， 色 を変 化 さ せた 場 合で あ って も
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単純 接 触効 果 が 生起 す るこ と が示 さ れた 。 ここ か ら ，接 触 刺激 と 評定 刺

激 間 で の 類 似 性 が 単 純 接 触 効 果 の 般 化 の 一 因 と な る こ と が 示 唆 さ れ る

（ Zebr owit z , W hit e , & Wi eneke , 2008）。一 方 で， C r av er -L em l ey and

B or nst e i n（ 200 6） で は ， 接 触 刺 激 と して ウ サ ギ に も ア ヒ ル に も 見 え る

曖 昧 図 形 ， 評 定 刺 激 と し て ウ サ ギ 図 形 と ア ヒ ル 図 形 が 用 い ら れ た

（ F i g ure 2-2）。そ の 結果 ，曖 昧図 形 の反 復 呈示 の 際 にウ サ ギと し て教 示

され た 場合 に は ，ウ サ ギ図 形 のみ に おい て 好意 度 の 増加 が 認め ら れ， 一

方， ア ヒル と し て教 示 され た 場合 に は， ア ヒル 図 形 のみ に おい て 好意 度

の増 加 が確 認 さ れた 。 この 場 合， 接 触刺 激 と評 定 刺 激の 類 似性 と いう 点

は， 教 示に 関 わ らず 同 じで あ る。 し かし ， 実際 に 般 化が 生 じた の は， 教

示に よ って 操 作 され た 認識 と 一致 し た図 形 のみ で あ り， 単 なる 刺 激間 で

の類 似 性で は 説 明が つ かな い 。換 言 すれ ば ，単 純 接 触効 果 は刺 激 間で の

類似 性 のみ で な く， よ り高 次 の知 覚 者の 認 識を 媒 介 とし て も般 化 する こ

とが 示 唆さ れ る。
F i g ur e 2-1 . T he ar ti f i c i a l g r am m ar used i n Ziz ak and Reber
(2004) . Gr amm at ic a l s t ri ng s ar e g ener at ed by ent er i ng t he
di ag r am on t he l e ft and fo l l owi ng t he sequent i a ll y i nd ic at ed
tr ans i t i on ar r ows , unt i l ex i t i ng at t he ri g ht . T hi s g r amm ar
c an be i nst ant i at ed us i ng an i nf i ni t e arr ay o f st i m ul us
e lem ent s . F ig ur e 2-1A shows art i f i c i al g r amm ar ; F ig ur e 2-1B
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shows gr amm ati c st r i ng s .
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F i g ur e 2-2 . T hr ee v er s i ons o f t he d uc k –r abbit f i g ur e
(C r av er -L em l ey & B or nst e i n, 2006) . F ig ur e 2-2A shows t he
am bi g uous v er s i on o f t hi s f i g ure ; Fi g ur es 2-2B and 2-2C show
t he “d i sam bi g uated d uc k” and “d i sam bi g uated r abbi t”
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項 般 化 のプ ロ セ ス

の よ うに ， 単純 接 触 効果 の 未接 触 刺激 へ の般 化 に関 す る 研究 を 大ま

概 観し て み ると ， その プ ロセ ス とし て は， 接 触 刺激 と 評定 刺 激間 で

理 的な 側 面 に焦 点 を当 て たも の と， 刺 激間 の 関 係性 を 知覚 者 がよ り

的 に意 味 づ けて い く側 面 に焦 点 を当 て たも の ， 大き く 二つ の プロ セ

考 えら れ そ うで あ る。 い ずれ の プロ セ スに し て も， 反 復接 触 に用 い

た 刺激 と ， 評定 に 用い ら れる 刺 激が 同 一で は な いに も 関わ ら ず， 単

触 効果 が 生起 す る こと を 示し て おり ， Zaj onc（ 1968）以来 の 接触 と

で の物 理 的 同一 性 とい う 前提 は 当て は まら な い 。つ ま り， 単 純接 触

の 生起 に は ，接 触 と評 定 で刺 激 が全 く の同 一 で ある 必 要は な く， 知

が 刺激 間 に共 通 性 を見 出 すこ と が重 要 であ る 。

う 考 える と ，先 ほ ど の社 会 的な 場 面に お ける 単 純接 触 効 果の 生 起に

ver s i ons o f t he f i g ur e .
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つい て も合 点 が いく 。 すな わ ち， 日 ごと に 髪型 や 服 装が 違 って い るに も

関わ ら ず ，“同 じ 人 ”で あ る とい う 共通 性 の認 識 を媒 介 とす れ ば ，単純 接

触効 果 は生 起 す ると 考 えら れ る。 同 様に ， 広告 に 関 する 例 にし て も， テ

レビ で 見る 広 告 とし て の商 品 と， 実 際に 店 頭に 並 ぶ 現実 の 商品 と の共 通

性が 認 識さ れ れば 単 純 接触 効 果は 生 起す る であ ろ う。

そこ で ，本論 文 では ，この 知 覚者 の 共 通性 の 認識 に 関す る 視点 と して ，

カテ ゴ リ認 識 を取 り 上 げる 。
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第２節 カテゴリ認識とその自動性

前 節 では ， 単純 接 触 効果 に は単 に 物理 的 な要 素 だけ で は なく ， それ よ

りも 概 念的 で ，よ り 高 次な 要 素が 含 まれ て いる 可 能性 を 論 じた 。 すな わ

ち， 刺 激間 で の共 通 性 の認 識 の問 題 であ る 。本 節 では ， カ テゴ リ 認識 の

観点 か らの 議 論を 試 み る。

第１ 項 カ テ ゴリ に よ る判 断

人は ， 世の 中 に存 在 し てい る もの を 何ら か の基 準 のも と で ，カ テ ゴリ

に分 類 して い る。例 えば ，一 般 に人 は，満 月，半 月，三日 月 を同 じ“ 月 ”

とい う カテ ゴ リ に含 ま れる も のと し て認 識 する 。 そ して ， 人は 個 別の 対

象を 共 通の カ テ ゴリ に まと め 上げ る こと で ，異 な っ た対 象 内に 存 在す る

共 通 性 を 認 識 し ， 情 報 の オ ー バ ー フ ロ ー を 防 ぐ と 考 え ら れ て い る

（ B r uner, Good now, & A ust i n, 1956）。特 に ， N ei ser（ 1987） は ，人 が

万物 を カテ ゴ リ とし て 認識 す るこ と を次 の よう に 定 義し て いる 。 カテ ゴ

リ認 識 とは ，“ 一群 の 事物 を 何 らか の 意味 で 同じ も のと し て扱 っ た り，同

じ山 に 積み 上 げ たり ， 同じ 名 前で 呼 んだ り ，同 じ や り方 で 反応 し たり す

る” 能力 で あ る 1。M er vi s and P ani（ 1980）が カ テゴ リ の 例と し て挙 げ

てい る もの に よれ ば ，コマ ド リ ，ワ シ ，ニワ ト リ ，ダ チ ョウ な ど は“ 鳥 ”

とい う カテ ゴ リ を示 す こと も あれ ば ，イ ス やソ フ ァ ー， ス ツー ル ，あ る

1 “カテ ゴ リ（ c at eg ory）”に 関 連す る 用 語と し て，“ 概念 （ c onc ept）”

があ る 。論 理 学的 に は ，概 念 は内 包 （ c onnot at i ons : 所 属事 例 に共 通 す

る性 質 ある い は属 性 ）と 外 延（ d enot at i ons : 所属 事 例 の集 合 体）によ っ

て構 成 され る 。心 理 学 では ， 一般 に カテ ゴ リと は ，概 念 を 外延 に よっ て

定義 す る場 合 に用 い ら れる（ e .g . , 河原 ， 2001）。本 論文 で は，事 例に 共

通す る 性質 と いう よ り も， 複 数の 対 象が 同 じ集 合 に属 す る と認 識 され る

こと に 重点 を 置き ， な おか つ 単純 接 触効 果 の般 化 に関 わ る 先行 研 究で の

表現 を 踏襲 し ，カ テ ゴ リと い う用 語 を用 い るこ と とす る 。
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いは 切 り株 に 座る こ と によ っ て，“ 座 るこ と ので き るも の ”とい う カテ ゴ

リを 示 すこ と も ある 。 つま り ，ど の よう な 基準 で カ テゴ リ 化さ れ るか は

状況 依 存的 で あ るも の の， 無 限に あ る多 く の事 物 を 何ら か の観 点 から 分

類・ 整 理す る こ とは ， 余分 な 情報 を 簡略 化 し， 社 会 生活 を 円滑 に 営む た

めに も 不可 欠 で ある と 言え る 。言 い 換え れ ば， カ テ ゴリ と は， 世 界に 無

限に あ る， あ らゆ る 対 象へ の 認識 の 枠組 み でも あ る。

先ほ ど の例 を もう 一 度 挙げ る と， コ マド リ ，ワ シ ，ニ ワ ト リ， ダ チョ

ウな ど は， 一 般 的に “ 鳥” と いう カ テゴ リ とし て 整 理さ れ る。 そ れは ，

各事 例 が共 通 に持 つ ，“ 羽 があ る”な どの 特 徴で（定 義 的特 性）分 類さ れ

る た め で あ る 。 ま た ， カ テ ゴ リ は 階 層 的 な 構 造 を 持 っ て お り （ R osc h,

1978）， 例 え ば “ あ る 個 人 ” と し て の カ テ ゴ リ か ら （ R eed， 197 8）， よ

り包 括 的で 上 位 の“ あ る集 団 ”と い うカ テ ゴリ ま で ，文 脈 に応 じ て認 識

され る 。い ず れ にし て も， 個 々の 事 例が 持 つ表 面 的 な特 徴 を捨 象 し， そ

の共 通 性で ま と め上 げ ると い う点 が カテ ゴ リの 本 質 であ る 。カ テ ゴリ が

いか に 表象 さ れ るか に つい て は諸 説 ある も のの ， そ れは 本 論の 言 及す る

とこ ろ では な い 。む し ろこ こ では ， 複数 の 事例 が あ る共 通 性に よ って ま

とめ ら れ， そ れ が知 識 とし て 対象 を 認識 す る枠 組 み とな る こと を 強調 し

たい 。

第２ 項 カ テ ゴリ 認 識 の自 動 性

人 が 日 常 的 に カ テ ゴ リ に 基 づ い た 判 断 を 行 っ て い る こ と に 関 し て は ，

多く の 知見 が 蓄 積さ れ てい る 。特 に 社会 心 理学 に お いて ， カテ ゴ リ認 識

とそ れ に伴 う 認 知・ 感 情・ 行 動と の 関わ り が精 力 的 に検 討 され て いる 。

C ohen（ 1981） は， あ る女 性 が夫 と 夕食 を とり 彼 女 の誕 生 日を 祝 って い

る場 面 のビ デ オ を呈 示 した 。 ただ し ，ビ デ オの 呈 示 に先 立 って ， 参加 者
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には 女 性の 職 業（司 書 ，あ る いは ウ エ イト レ ス）が 伝え ら れた 。す ると ，

後の 再 生課 題 に おい て ，前 も って 伝 えら れ てい た 職 業と 合 致す る 事象 の

方が ， より 正 確 に記 憶 され て いる こ とが 明 らか と な った 。 すな わ ち， 人

は新 奇 に与 え ら れた 情 報を そ のま ま 無条 件 に処 理 す るの で はな く ，こ の

場合 で 言え ば ，“ 司 書”や“ウ エ イト レ ス”とい う カ テゴ リ を通 し て体 制

化し な がら 処 理す る 。

この よ うに ， 例え ば ， 対人 認 知の プ ロセ ス にお い ては ， ま ずカ テ ゴリ

に基 づ いた カ テゴ リ 依 存型 処 理が 行 われ る とさ れ る（ F i ske & N euber g ,

1990）。 つ ま り ， C ohen（ 198 1） の 研 究 の よ う に 他 人 か ら 与 え ら れ た 情

報だ け でな く ， 外見 や 振る 舞 い方 な ど， 瞬 間的 に 捉 える こ とが で きる 情

報を 手 がか り と して ， 性別 や 職業 な どの カ テゴ リ を 同定 す る。 し たが っ

て， 対 象か ら 得 られ る 情報 は その カ テゴ リ に基 づ い た処 理 が行 わ れた 上

で， そ の後 の 感情 ・ 認 知・ 行 動が 決 定さ れ る。

さら に ，こ の よう な カ テゴ リ 認識 は 自動 的 に行 わ れる こ と も示 さ れて

いる 。 カテ ゴ リ 認識 の 自動 性 につ い ての 検 討に は ， 前章 で の閾 下 単純 接

触効 果 研究 に お いて も 議論 し た， 刺 激の 閾 下呈 示 に よる 方 法が 用 いら れ

るこ と が多 い （代 表 的 なも の とし て ， B ar g h, C hen, & B ur r ows , 1996 ;

B ar g h & P i et rom onaco , 1982 ; B r own, C r oi z et , B ohner, F our net , &

P ay ne , 2003 ; C hen & B ar g h, 1997 ; kawakam i , Young , & Dov id i o ,

2002）。 す な わ ち ， 参 加 者 が 意 識 で き ない ほ ど ， 瞬 間 的 に 刺 激 呈 示 を 行

い， そ の後 の 感 情・ 認 知・ 行 動を 測 定す る 。も し ， カテ ゴ リ認 識 が本 人

の意 識 とは 独 立 して 自 動的 に 行わ れ るの で あれ ば ， 閾下 で 呈示 さ れる 刺

激が 含 まれ る カ テゴ リ に基 づ いた 処 理が ， その 後 の 判断 に 影響 を 及ぼ す

ので あ る。 例え ば ， B ar g h et a l .（ 1996 , E xp . 3）は ，白 人 の顔 写 真を 閾

下呈 示 した 場 合 より も ，黒 人 の顔 写 真を 閾 下呈 示 し た場 合 の方 が ，実 験
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参加 者 が怒 り を 表出 し やす い こと を 示し た 。つ ま り ，あ る 顔写 真 が“ 黒

人” と いう カ テ ゴリ と して 認 識さ れ るこ と で， そ の カテ ゴ リに 則 した 処

理が 行 われ た 。 ただ し ，こ こ で強 調 すべ き は， 参 加 者自 身 は呈 示 され て

いた 刺 激が 何 で ある か 気付 い てい な かっ た 点で あ ろ う。 す なわ ち ，接 触

した 人 物が 白 人 であ る か， あ るい は 黒人 で ある か と いう カ テゴ リ 認識 は

自動 的 ・無 意 識的 に 行 われ て いた と 考え ら れる の であ る 。

ま た ， 上 記 の よ う な 意 識 下 で の 処 理 は ，“ 白 人 ”，“ 黒 人 ” と い う ， 外

見上 ， 比較 的 顕 現性 の 高い 刺 激に 留 まら ず ，よ り 詳 細な 刺 激に つ いて も

行 わ れ る 。 例 え ば ， M ac r ae , B od enhausen, M i l ne , C ast el l i ,

Sc hl oer sc he i dt , and Gr ec o（ 1998） は， 元 F 1 チ ャ ンピ オ ンで あ るミ ハ

エル ・ シュ ー マ ッハ を 呈示 し たと こ ろ， そ の後 の 文 字を 読 む課 題 に対 す

る速 度 が高 ま っ た。 こ の結 果 は， 閾 下に よ る瞬 間 的 な知 覚 によ っ ても ，

ある 刺 激が 具 体 的に “ 誰” を 表し て いる か を同 定 で きる ほ ど， 詳 細な 処

理が 無 意識 的 に行 わ れ るこ と を示 唆 して い る。
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第３節 単純接触効果とカテゴリ認識の関係

前節 で は， 情 報処 理 に おけ る カテ ゴ リの 役 割に つ いて 論 じ た。 人 は無

限の 対 象か ら ある 共 通 性を 見 出し ，そ れを カ テゴ リ とし て まと め 上げ る 。

そし て ，そ の 後の 感 情・認知・行 動 は この カ テゴ リ に 基づ き 決定 さ れる 。

そう 考 える と ， ある 対 象や 情 報へ の 反復 接 触と い う 極め て 基礎 的 な情 報

処理 過 程か ら 生 じる 単 純接 触 効果 に おい て も， 同 様 のカ テ ゴリ 認 識が 行

われ て いる と 考 える の が妥 当 であ る よう に 思わ れ る 。す な わち ， 接触 の

主体 で ある 知 覚 者は ， 単に 反 復呈 示 され る 刺激 を 無 条件 に 受け 入 れる の

では な く， そ れ らの 刺 激か ら 何ら か の共 通 性が 見 出 され る ので あ れば ，

それ を カテ ゴ リ とし て 体制 化 する で あろ う 。し た が って ， 好意 度 とい う

感情 も ，こ の カテ ゴ リ に基 づ き決 定 され る 。

本節 で は， こ こま で の 議論 を 踏ま え ，カ テ ゴリ 認 識を 媒 介 とし た 単純

接触 効 果の 可 能性 を ， 先行 研 究を も とに 改 めて 論 ずる 。

第１ 項 単 純 接触 効 果 の般 化 につ い ての 再 考

単純 接 触効 果 が， 単 に 刺激 の 物理 的 な特 徴 に依 存 した 視 覚 的現 象 では

なく ， より 高 次 の認 知 プロ セ スを 含 む現 象 であ る こ とが ， 単純 接 触効 果

の般 化 に関 す る研 究 か ら示 唆 され て いる 。こ こ では 改 めて ，本 章第 1 節

にお い て示 し た先 行 研 究を ， カテ ゴ リ認 識 とい う 観点 か ら 捉え な おす 。

Gor d on and Hol y oak（ 1983）は 人 工 文法 を 持 つ文 字 列 への 接 触 が，

同じ 人 工文 法 を 持つ 未 接触 の 文字 列 に対 し ても 効 果 を般 化 させ る こと を

示し た 。す な わ ち， 接 触を 行 った 文 字列 の 持つ 人 工 文法 と いう 共 通性 が

抽出 さ れた 結 果 ，未 接 触文 字 列へ の 評価 も その 共 通 性に 基 づき 行 われ た

と考 え るこ と がで き る 。 C r aver -L eml ey and B or nst e i n（ 2006） の研 究
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にし て も， 接 触 する 刺 激が “ ウサ ギ ”あ る いは “ ア ヒル ” であ る とい う

教示 に 基づ き ， 曖昧 図 形が “ ウサ ギ ”も し くは “ ア ヒル ” とい う カテ ゴ

リを 通 して 認 識 され た 。し た がっ て ，評 定 の際 に 呈 示さ れ た二 つ の図 形

につ い ては ， そ の認 識 と一 致 した 図 形の み にお い て 選択 的 に効 果 が認 め

られ た もの と 考 えら れ る。 つ まり ， いず れ の研 究 に おい て も， 接 触し た

刺激 と 実際 に 評 価を す る刺 激 間で の 共通 性 ，す な わ ち広 い 意味 で のカ テ

ゴリ 認 識 に基 づ き現 れ る効 果 だ と解 釈 され る （ S m it h, Dij kster hui s , &

C hai ken, 2008）。あ る カテ ゴ リに 属 する 刺 激へ の 反 復接 触 は，同 一カ テ

ゴリ 内 での 未 接触 刺 激 の好 意 度も 増 加さ せ るの で ある 。

第２ 項 単 純 接触 効 果 のカ テ ゴリ へ の般 化

こう し たカ テ ゴリ 認 識 を媒 介 とし た 効果 は ，よ り 社会 的 な 対象 を 用い

た場 合 にお い ても ， い くつ か 報告 さ れて い る（ Gr eenwal d , P i c kr e l l , &

F ar nham , 2002 ; Kr am er & P er ki nson, 2005 ; R hod es , Hal ber st ad t , &

Br aj kov i c h, 2000）。例 え ば， Kr am er and P erk i nson（ 200 5） で は， 同

一人 物 を真 正 面， 45 度， 真 横か ら 撮 影し た 顔写 真 のい ず れか を 呈示 し ，

その 後 の評 定 で は， 真 正面 の 顔写 真 につ い ての 好 意 度を 尋 ねた 。 その 結

果， 接 触す る 顔の 角 度が 45 度， あ るい は 真横 で あ って も 真正 面 の顔 写

真に 接 触し た 場 合と 同 等の 効 果が あ るこ と ，つ ま り ，角 度 の異 な る顔 写

真へ の 反復 接 触 は未 接 触で あ る正 面 写真 へ の効 果 の 般化 を もた ら すこ と

が確 認 され た 。 すな わ ち， 角 度は 異 なっ て いて も 接 触し た 人物 と “同 一

人物 ” であ る と いう 知 覚者 の 認識 を 媒介 と して ， 未 接触 刺 激へ の 般化 が

生じ た とさ れ る。

特に S m i t h et a l .（ 200 8） は ，こ の よう な 接触 し たカ テ ゴ リ内 で の単

純接 触 効果 の 般 化に つ いて ， カテ ゴ リ全 体 への 効 果 の般 化 によ っ て説 明
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して い る。 そ の 研究 で は， 白 人の 顔 写真 へ の閾 下 で の反 復 呈示 が 行わ れ

た結 果 ，未 接 触 の黒 人 顔写 真 に対 す る好 意 度が 減 少 する と いう 形 で， 白

人へ の 好意 的 影 響が 確 認さ れ た。 す なわ ち ，白 人 ・ 黒人 間 での 相 対的 な

関係 に おい て 効 果が 生 じて お り， そ のた め には “ 白 人”，“ 黒人 ” とい う

カテ ゴ リの 認 識が 不 可 欠で あ る。 こ のこ と から ， S m it h et a l .（ 2008）

は， 共 通の カ テ ゴリ に 属す る 刺激 へ 反復 接 触す る 場 合， そ のカ テ ゴリ 全

体の 好 意度 が 増 加し ， その 結 果と し て同 じ カテ ゴ リ に属 す る未 接 触刺 激

へ も効 果 が 般 化す る と いう 可 能 性 を議 論 し た 。す な わ ち， S m i t h et a l .

（ 2008）によ れ ば ，前 述 した Gor d on and Holy oak（ 1983）や Kr am er and

Per k i nson（ 2005）の 知 見は ，“ 共 通の 人 工文 法 ”や“ 同一 人 物 ”とい う

共通 の 特徴 に 基 づく カ テゴ リ の次 元 での 好 意度 増 加 を媒 介 とし て 生起 し

たと 解 釈さ れ る。

この 解 釈を よ り日 常 的 に言 い 換え る と以 下 のよ う にな る 。 広告 を 例に

挙げ れ ば， あ る 企業 の 商品 広 告へ の 反復 接 触は ， 接 触を し た商 品 に留 ま

らず ，“ その 企 業” と いう カ テゴ リ 全 体の 好 意度 を 増加 さ せる 。 する と ，

実際 に 接触 を し た商 品 以外 の 同企 業 の商 品 の好 意 度 も増 加 する と 考え ら

れる 。 この 例 示 は， 従 来の 単 純接 触 効果 の 枠組 み か らは 説 明さ れ 得な い

が， 実 際に 企 業 がブ ラ ンド イ メー ジ の向 上 の戦 略 と して 採 用し て いる も

の で も あ る （ 嶋 村 ， 2006）。 つ ま り ， カ テ ゴ リ 認 識 と い う 観 点 か ら 単 純

接触 効 果を 捉 え るこ と は， 広 く社 会 現象 の 分析 へ も 繋が る もの と 考え ら

れる の であ る 。
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第３章

測定方法に関わる問題

第１節 単純接触効果の測定

第２節 顕在的測定と潜在的測定

第３節 従属変数としての潜在指標

第４節 単純接触効果の測定における潜在指標の可能性

本章 で は， 単 純接 触 効 果の 測 定に 関 わる 問 題を 議 論す る 。 特に ， 従来

の単 純 接触 効 果 研究 で 主に 用 いら れ てき た 自己 報 告 によ る 顕在 的 測定 に

対し て ，近 年 多 く開 発 され て いる 潜 在的 測 定を そ の 測定 に 用い る こと の

可能 性 を論 じ る。 まず ，第 1 節 にお い て， これ ま で の単 純 接触 効 果研 究

にお い て用 い られ て き た測 定 方法 を 概観 す る 。続く 第 2 節 で は ，顕在 的

測定 と 潜在 的 測 定の 特 徴に つ いて ， その 主 要な 測 定 方法 と 共に 論 じる 。

さら に 第 3 節 で は，そ のよ う な潜 在 指標 を 実験 研 究 にお け る従 属 変数 と

して 用 いた 研 究を 概 観 し， その 特 徴を 明 確に し た上 で， 第 4 節で は， 単

純接 触 効果 を 潜在 指 標 によ っ て測 定 する こ との 可 能性 を 提 案す る 。



第 3 章 測定方法に関わる問題

- 48 -

第 1 節 単純接触効果の測定

本 節 では ， こ れま で の単 純 接触 効 果研 究 が用 い て きた 測 定方 法 を概 観

し， そ の問 題 点あ る い は限 界 点を 論 ずる 。

第１ 項 従 来 の測 定 方 法

単 純 接 触 効 果 に お い て は ， 好 意 度 が 主 要 な 従 属 変 数 と な る 。 つ ま り ，

接触 経 験の な い刺 激 と 比べ ，反復 接 触 した 刺 激の 方 が好 意 度が 高 けれ ば ，

単純 接 触効 果 が生 起 し たと 解 釈さ れ る。

これ ま での 単 純接 触 効 果に 関 わる 研 究で は ，反 復 接触 の 効 果を 検 討す

るの に ，好 ま しさ や 魅 力が 評 価次 元 とし て 用い ら れて き た こと は ，第 1

章第 2 節 第 3 項 に て論 じ た通 り であ る 。そ の 測定 方 法と し ては ，大き く

分け て 二つ あ る 。ひ と つは ， 反復 接 触し た 刺激 に 対 して “ 好き － 嫌い ”，

“良 い －悪 い ” など の 次元 で 回答 を 求め ， その 数 値 を指 標 とす る もの で

ある 。 すな わ ち ，反 復 接触 し た刺 激 に対 す る好 意 度 の平 均 値と ， 接触 し

てい な い刺 激 に 対す る 好意 度 の平 均 値を 比 較す る 方 法で あ る。 こ の方 法

は Zaj onc（ 1968）の 研 究以 来 ，一 貫 して 多 く用 い ら れて い る。も うひ と

つは ， 反復 接 触 した 刺 激と 新 奇な 刺 激を 対 で呈 示 し ，ど ち らの 方 が好 ま

しい と 思う か 二 肢択 一 で回 答 を求 め ，そ の 選択 率 を 指標 と する も ので あ

る。 こ の方 法 は ，主 に 閾下 で 刺激 を 反復 呈 示す る 閾 下単 純 接触 効 果研 究

にお い て用 い られ て き た（ Ku nst -Wil son & Zaj onc , 1980）。し か し， こ

の方 法 は， 対 呈 示さ れ る刺 激 間で の 比較 と なる た め ，そ の 組み 合 わせ に

よっ て 影響 を 受 けや す く， ま た効 果 の強 度 に関 し て は言 及 する こ とが 難

しい 。

上記 の 二つ の 測定 方 法 は， 両 者と も 自己 報 告に 基 づく 言 語 的な 評 価で
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ある と いう 点 で 共通 し てい る 。す な わち ， 参加 者 本 人に 呈 示さ れ た刺 激

がど れ だけ 好 ま しい か ，あ る いは 比 較し て どち ら が 好き か ，な ど を自 ら

の内 省 に基 づ き 報告 を 求め る 。そ の ため ， 回答 は 必 然的 に 意識 的 なも の

とな り ，好 意 度 の増 加 を表 明 する に は， ま ずそ の 影 響が 自 覚さ れ なけ れ

ばな ら ない 。 し かし ， 近年 で は， こ のよ う な自 己 報 告を 用 いた 顕 在的 な

効果 の 測定 に 留 まら ず ，よ り 潜在 的 な効 果 を測 定 す る方 法 が多 く 開発 さ

れて お り， そ の ツー ル とし て の有 用 性や ， 測定 さ れ る効 果 の意 義 が盛 ん

に議 論 され て いる 。
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第２節 顕在的測定と潜在的測定

本節 で は， 近 年多 く 開 発さ れ てい る 潜在 的 測定 方 法に つ い て， 従 来の

顕在 的 な測 定 と 対比 し つつ 論 じる 。 また ， 潜在 指 標 の主 要 な測 定 方法 で

あ る Im p li c it A ssoc i at i on Test （ Gr eenwald , M c Ghee , & Sc hwar tz ,

1998） と ， そ こ か ら 派 生 し た Go/N o -g o A ssoc i ati on Task（ N osek &

B anaj i , 2001） を 取り 上 げ， そ の原 理 を解 説 す る。

第１ 項 潜 在 指標 の 特 徴

潜在 指 標と は ，間 接 的 な方 法 によ っ て測 定 され た 変数 で あ り， 多 くは

反応 時 間な ど 非 言語 的 な指 標 で表 さ れる 。 一方 ， 顕 在指 標 とは ， 直接 的

な方 法 によ っ て測 定 さ れた 変 数で あ り ，多 く の場 合 言語 的 に表 明 され る 。

特に ， 社会 心 理 学に お いて は ，測 定 変数 と して 自 己 や特 定 の対 象 への 評

価が 用 いら れ る こと が 多い 。 その よ うな 評 価の 測 定 とし て ，こ れ まで は

自己 報 告に よ る 方法 が 主に 用 いら れ てき た 。代 表 的 な方 法 とし て は， リ

ッカ ー ト法（ L i kert , 1932）や ，S em anti c Di f fe rent i a l 法（ S D 法；Osg ood ,

1952） が 知 ら れ てい る 。 例 え ば ， 測 定 対 象 に 対 し て ，“ 好 き ― 嫌 い ” な

どの 次 元で 段 階 的に 尋 ねる も ので あ る。 そ して ， こ のよ う な方 法 は， 参

加者 に 対し て あ る対 象 への 評 価に つ いて 直 接的 に 回 答を 求 める こ とか ら ，

顕在 的 な測 定 だ と言 え る。 し かし ， 近年 で は， 従 属 変数 と して 間 接的 な

方法 に よる 変 数， す な わち 潜 在指 標 を用 い た研 究 が増 加 し てい る 。

そ も そ も ，“ 顕 在 ” と “ 潜 在 ” と い う 表 現 は ， 測 定 方 法 の 違 い に 起 因

する も ので あ る が， 本 質的 に は， 回 答者 が 回答 内 容 を意 識 でき る か否 か

とい う 点に 集 約さ れ る （ B r i ño l , Pe tty, & Mc C as l i n , 2009 ; Gr eenwal d ,

B anaj i , R udm an, F ar nham , N osek , & M ell o tt , 2002 ; N osek ,
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Greenwal d , & B anaj i , 2005 ; Te ig e -M oc i g em ba, Kl auer, & S her m an,

2010）。 す な わ ち ， 回 答 内 容 が 意 識 さ れ得 る 測 定 の 場 合 ， そ の 対 象 へ の

知識 や ，状 況 に 応じ た 形で 評 価が 表 明さ れ る。 一 方 ，回 答 内容 が 意識 さ

れな い 測定 の 場 合， 回 答者 の 知識 と いう よ りも ， そ の対 象 と評 価 的な 属

性と の 自動 的 な連 合 と いう 形 で表 さ れる（ F i g ur e 3-1）。例 え ば，ある 対

象が 否 定的 な 属 性と 連 合し て いれ ば ，そ れ はそ の 対 象へ の 否定 的 評価 を

意味 す る。 し た がっ て ，直 接 的な 方 法に よ って 測 定 され る 評価 と ，間 接

的な 方 法に よ っ て測 定 され る 評価 は 時と し て乖 離 す るこ と から ， より 自

動的 な 連合 を 測定 す る とさ れ る後 者 は“ 潜 在 ”， 対 照的 に 前者 は “顕 在 ”

と解 釈 され た 。
F i g ur e 3 -1 .Sc hem at i c d epi ct i on o f t he ex p li c it and im pl i c it at t it ud es
- 51 -

(Gawr onsk i & B od enhausen, 2006 ) .
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この よ うな 潜 在的 な 測 定方 法 は近 年 数多 く 開発 さ れて い る が， そ の測

定原 理 は反 応 競合 課 題（ r esp onse i nt er fe r enc e t ask）に 基 づく も のが 多

く 2，反 応時 間 や正 答 率 など の 非言 語 的・ 行 動的 な 指標 と な る。 2010 年

まで に 開発 さ れ た， 反 応競 合 課題 を 基礎 と する 潜 在 的測 定 方法 の 一覧 を

Tabl e 3-1 に示 し た 。本 論 文で は ，そ れ ら の潜 在 的測 定 方法 の う ち比 較

的研 究 数が 多 い 中で ， 信頼 性 や妥 当 性が 高 く， か つ 連合 強 度を 直 接的 に

測定 す ると さ れる （ e .g . , F azi o & Ol son, 2003 ; Gr eenwald , Poehl m an,

U hlm ann, & B anaj i , 2009） IAT と ， IAT と 同 様 の 原 理 か ら 派 生 し た

GNAT を中 心に 議 論を 進 める 。

以下 で は， 従 属変 数 と して 潜 在指 標 を用 い た研 究 に触 れ る 前に ， その

準備 段 階と し て ， IAT と GNAT の原 理 ，基本 的 な測 定 手続 き ，及 び得 点

化に つ いて 展 開す る 。

2 反応 競 合課 題 に 基 づ く測 定 以 外 には ， プ ラ イミ ン グ を 応 用し た 測 定方

法も あ る 。例 え ば ，評 価 的プ ラ イミ ン グ（ ev al uat iv e pr im i ng m easur e :

F az i o , Jac kson, Dunt on, & Wil l i am s , 1995 ） や 感 情 誤 帰 属 手 続 き

（ A ffec t i v e M i satt ri but i on P r oced ur e : P ay ne , C heng , Gov or un, &

St ewart , 2005） など で ある 。
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Task
Publication

Year

Number of

Publications

Reliability

Estimates

Types of

Associations

Target

Objects

IAT 1998 high .70-.90 evaluative, semantic
pairs of

targets

SC-IAT 2006 moderate .70-.90 evaluative, semantic
individual

targets

SA-IAT 2006 low .70-.80 evaluative, semantic
pairs of

targets

P-IAT 2004 moderate .70-.90 evaluative
pairs of

targets

SB-IAT 2008 low .60-.90 evaluative, semantic
pairs of

targets

IAT-RF 2009 low .55-.65 evaluative, semantic
pairs of

targets

B-IAT 2009 low .55-.95 evaluative, semantic
pairs of

targets

GNAT 2001 moderate .65-.85 evaluative, semantic
individual

targets

EAST 2003 moderate .15-.65 evaluative, semantic
individual

targets

AAT 1999 moderate .70-.90 evaluative
individual

targets

EMA 2005 low .30-.75 evaluative
individual

targets

IAP 2006 low .75-.85 self-related
pairs of

targets

AIP 2010 low .30-.50 evaluative
pairs of

targets

Table 3-1

Overview of response interference tasks, including publication year of their

representative references; overall number of publications that have used the task;

approximate range of reported reliability estimates; flexibility of applications

regarding types of associations and types of target objects.

Note . Each task represent follows: Implicit Association Test (IAT: Greenwald et

al., 1998), Single Category Implicit Association Test (SC-IAT: Karpinski &

Steinman, 2006), Single Attribute Implicit Association Test (SA-IAT: Penke,

Eichstaedt, & Asendorpf, 2006), Personalized Implicit Association Test (P-IAT:

Olson & Fazio, 2004), Single Block Implicit Association Test (SB-IAT: Teige-

Mocigemba, Klauer, & Rothermund, 2008), Recoding Free Implicit Association Test

(IAT-RF: Rothermund, Teige-Mocigemba, Gast, & Wentura, 2009), Brief Implicit

Association Test (B-IAT: Sriram & Greenwald, 2009), Go/No-go Association Task

(GNAT: Nosek & Banaji, 2001), Extrinsic Affective Simon Task (EAST: De Houwer,

2003), Approach-Avoidance Tasks (AAT: Chen & Bargh, 1999), Evaluative

Movement Assessment (EMA: Brendl, Markman, & Messner, 2005), Implicit

Association Procedure (IAP: Schnabel, Banse, & Asendorpf, 2006) and Action

Interference Paradigm (AIP: Banse, Gawronski, Rebetez, Gutt, & Morton, 2010).
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第２ 項 Implicit Association Test

IAT は Gr eenwald et a l .（ 1998） に よっ て 開発 さ れた ， 対 とな る カテ

ゴリ 間 の連 合 強 度を 測 定す る 手法 で ある 。 その 発 表 と同 時 に， 膨 大な 数

の研 究 が遂 行 され ，社 会 心理 学 にお い て ，“潜 在 ”と いう 言 葉を 広 く普 及

させ る こと と なっ た 。 IAT の 原理 と して は ，基 本 的 に反 応 競合 課 題に 基

づく と され る 。 すな わ ち， 同 じ反 応 をす る 場合 ， 強 く連 合 して い る項 目

に対 し て行 う ほ うが ， 弱く 連 合し て いる 項 目の 場 合 より も パフ ォ ーマ ン

スは 優 れる と いう も の であ る 。こ の よう な 前提 の もと ， IAT では カテ ゴ

リを 構 成す る 刺 激へ の 分類 課 題を 用 いて ， 分類 に 要 する 反 応時 間 を測 度

に連 合 強度 が 測定 さ れ る。

手続 き IAT の具 体 的 な手 続 きと し ては ， コン ピ ュー タ ー ディ ス プレ

イに 呈 示さ れ る 刺激 が ，左 右 二つ の キー に それ ぞ れ 割り 当 てら れ た各 １

対の 対 象カ テ ゴリ （ e .g . , “ 花 ”・“ 虫 ”） と 属性 カ テ ゴリ （ e .g . , “ 快”・

“不 快 ”）の ，ど ちら に 当て は まる か を判 断 する カ テ ゴリ 分 類課 題 が行 わ

れ る 。 IAT 課 題 の 画 面 例 を F i g ure 3-2 に 示 し た 。 例 を 参 考 に す る と ，

“ beaut y（ 美）”と いう 刺 激は“ P os i t iv e（ 快 ）”カ テ ゴリ に 属す る ため ，

Fi g ur e 3-2A だと 左の キ ーに ，F i g ur e 3-2B だと 右 の キー に 分類 さ れる 。

この と き， 連 合 の強 い 対象 カ テゴ リ と属 性 カテ ゴ リ が同 じ キー に 割り 当

てら れ てい る F i g ur e 3-2A の場 合（ 左 のキ ー：“ 花 ― 快”・右 の キ ー：“ 虫

―不 快 ”）， そ うで な い F i g ure 3-2B の場 合 （左 の キ ー：“ 花― 不 快 ”・ 右

のキ ー ：“虫 ― 快 ”） よ りも 分 類が 容 易に な り， 結 果 とし て 分類 に 要す る

反応 時 間が 相 対 的に 短 いこ と が想 定 され る 。し た が って ， 両分 類 課題 の

平均 反 応時 間 の差 分 の 大き さ が ，ど ち らの 対 象 カテ ゴ リの 方 が，“ 快 ”あ

るい は“ 不快 ”と 強く 連 合し て い るか と いう ，カ テゴ リ 評価 の 指標（ i . e . ,

IAT 効果 ）と な る 。
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ブロ ッ ク構 成 IAT は基 本的 に 七つ

”，“ 快― 不 快” を 用 いた 例 を Tabl e

ち ， 分析 の 中 心と な るの は ，対 象 カ

た ブ ロッ ク 4 とブ ロ ック 7 で ある 。

ン タ ーバ ラ ン スを と られ る のが 通 例

れ た 反応 時 間を 用 い て，連 合強 度 の

AT 効 果の 算 出 方法 に つい て は， い く

は ，両 組み 合 わせ ブ ロッ ク の平 均 反

年 で は， 反 応 時間 の 個人 差 を統 制 す

き が 採用 さ れる こ と が多 い（ e .g . , G

ず れ にし て も ，反 応 時間 の 短い 組 み

。

F i g ur e 3 -2 . S am pl e sc reenshot s fr o
B
T he c or r ec t r esp onse her e i s
-

の ブロ ッ クか ら 構 成さ れ る。“ 花―

3-2 に示 し た 。七 つ のブ ロ ック の

テ ゴ リと 属 性 カテ ゴ リを 組 み合 わ

なお ，二 つ の ブロ ッ クの 順 序は カ

で あ る。 こ の 二つ の ブロ ッ クで 得

指標 で あ る IAT 効果 が算 出 され る 。

つ か 提案 さ れ てい る 。初 期 の研 究

応時 間 が分 析 に用 い られ て きた が ，

る た め， 反 応 時間 を 標準 化 する 手

r eenwal d , Nosek , & B anaj i , 2003）。

合 わ せの 連 合 が強 い こと を 意味 す

m t he “F l ower” v s . “ Insect” IAT.
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Block
No. of
trials

Function
Items assigned to
left-key response

Items assigned to
right-key response

1 20 Practice flower insect

2 20 Practice positive negative

3 20 Practice positive/flower negative/insect

4 40 Test positive/flower negative/insect

5 20 Practice negative positive

6 20 Practice negative/flower positive/insect

7 40 Test negative/flower positive/insect

Note . For half the participants, the positions of Blocks 2, 3, and 4 are

switched with those of Blocks 5, 6, and 7, respectively.

Table 3-2
Sequence of trial blocks in the “Flower” vs. “Insect” IAT

IAT は その 開 発直 後 か ら多 く の研 究 を触 発 し， 課 題に お け る様 々 な問

題も 議 論さ れ てき た 。 例え ば ， IAT の信 頼 性や 妥 当 性に つ いて で ある 。

信頼 性 や妥 当 性 に関 す る研 究 は数 多 くあ り ，詳 し く は個 別 の論 文 に譲 る

こと と する が ， 全体 的 に他 の 潜在 指 標に 比 べて 比 較 的高 い 信頼 性 と妥 当

性 が 認 め ら れ て い る （ e .g . , B anse , S e i se , & Zer bes , 2001 ; . B osson,

S wann, & P ennebaker, 2000 ; E g l o f f & S c hm ukl e , 2002 ; Gr eenwal d et

a l . , 2003 ; L a ne , Ba na j i , Nos e k, & Gre en wal d , 2 00 7 ; N osek , Gr eenwal d ,

& B anaj i , 2007）。

また ， 課題 に 用い る 材 料に つ いて も 検討 が 行わ れ てい る 。 IAT は 前述

の通 り ，二 つ の対 象 カ テゴ リ （ e .g . , “花 ”・“虫 ”） と二 つ の属 性 カテ ゴ

リ（ e .g . , “ 快 ”・“ 不 快 ”） の 計四 つ のカ テ ゴリ か ら 成り ， それ ら のカ テ

ゴリ を 構成 す る 刺激 群 が必 要 であ る 。し た がっ て ， 実際 に 分類 を 行う 刺

激の 選 択も 重 要 であ り ，個 別 の刺 激 が意 図 する カ テ ゴリ を 明確 に 表し て

いる 必 要が あ る 。つ ま り， あ る刺 激 が同 時 に二 つ の カテ ゴ リに 当 ては ま
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る場 合 や， 一 方 のカ テ ゴリ の 刺激 の み特 徴 的で あ る 場合 な どは 分 類の 基

準が 曖 昧に な る 。し た がっ て ，二 つ のカ テ ゴリ を 構 成す る 刺激 群 が， 意

図し た 基準 以 外 では 等 質に な るよ う 選択 し なけ れ ば なら な い。 た だし ，

それ ら の刺 激 群 が適 切 に選 択 され て いれ ば ，刺 激 と して 単 語や 画 像な ど

を用 い るこ と も 可能 で あり ， 一つ の カテ ゴ リに お け る刺 激 項目 数 も課 題

に影 響 を与 え ない こ と が確 認 され て いる （ N osek et al . , 2005）。

とこ ろ が ，IAT に も限 界 点が 存 在 する 。その 最 も重 要 な 点と し て，IAT

では 対 とな る カ テゴ リ のみ の 使用 に 限ら れ ると い う こと で あろ う 。す な

わち ， IAT は カ テゴ リ 間の 相 対的 な 評価 し か扱 え な い。 し たが っ て， 単

一の カ テゴ リ の 評価 に 関心 が ある 場 合に は 用い る こ とが で きな い 。こ う

した IAT の方 法 論を 拡 張 し，単一 の カテ ゴ リを 対 象 に連 合 強度 の 測定 を

行う 手 法が GN AT であ る 。

第３ 項 Go/No-go Association Task

GNAT は，IAT での 相対 評 価と い う限 界 点 を克 服 する た め，N osek and

B anaj i（ 2001）によ り 開発 さ れた 。し た がっ て ，反 応競 合 課題 に 基づ く

とい う IAT の原 理を 踏 襲 しつ つ も， そ の測 定 には 弁 別 課 題 が 行 わ れ る 。

手続 き GN AT の具 体 的な 手 続き と して は ，コ ン ピュ ー タ ーデ ィ スプ

レイ 上 部に 表 示さ れ て いる 対 象カ テ ゴリ （ e .g . , “ 花 ”） と 属性 カ テゴ リ

（ e .g . , “快 ” ある い は“ 不 快 ”） の いず れ かに 当 て はま る 刺激 （ ター ゲ

ット 刺 激） を ， いず れ にも 当 ては ま らな い 刺激 （ デ ィス ト ラク タ 刺激 ）

か ら 制 限 時 間 内 で 弁 別 す る 課 題 が 行 わ れ る 。 GN AT 課 題 の 画 面 例 を

Fi g ur e 3-3 に示 し た。 具体 的 に は， 刺激 が 二つ の カ テゴ リ のい ず れか に

当て は まる 場 合 には ス ペー ス キー を 押す ， いず れ に も当 て はま ら ない 場

合 に は ， 反 応 を し な い と い う 課 題 が 求 め ら れ る 。 例 を 参 考 に す る と ，
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“ su nf l ower （ ひ ま わ り）” と い う 刺 激 は “ 花 ” カ テ ゴ リ に 属 す る た め ，

Fi g ur e 3-3A，Fi g ur e 3-3B のい ずれ で も反 応（キ ー 押し ）しな け れば な

ら な い 。 一 方，“ beaut y” と い う 単 語 は ，“ 快 ” カ テ ゴ リ に 属 す る た め ，

Fi g ur e 3-3C では 反応 し なく て はな ら ない が ， F i g ur e 3-3D で は 当て は

まら な いた め ， 反応 し ない こ とが 正 答と な る。 こ の とき ， 連合 の 強い 対

象カ テ ゴリ と 属性 カ テ ゴリ が ター ゲ ット と なる F i g ur e 3-3A と F ig ur e

3-3C の場 合 （“花 ― 快”）， そう で ない F i g ur e 3-3B と Fi g ur e 3-3D の 場

合（“ 花 ―不 快 ”）よ り も弁 別 が容 易 にな り ，結 果 と して 弁 別へ の 正答 率

が高 い こと が 想定 さ れ る。 GN AT で は， 信 号検 出 理 論に 基 づき ， ター ゲ

ット 刺 激に 対 する 弁 別 への 感 度を ，連合 強 度 の指 標（ i . e . , d´）と する 。

sunflower

Flower Positive

sunflower

Flower Negative
A
T he c orr ect r esp onse i s to
- 58 -

pr ess t he sp ac e bar.

F i g ur e 3-3 . S am pl e sc reenshot s fr

pr ess t he sp ac e bar.

beauty

Flower Positive
B
T he c orr ect r esp onse i s to

pr ess t he sp ac e bar.

beauty

Flower Negative
D
T he c or r ec t r esp onse i s no t to
C
T he c orr ect r esp onse i s to
om t he “F l ower” GNAT.

pr ess t he sp ac e bar.
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ブ ロ ック 構 成 GN AT に お いて ， 二つ の カテ ゴ リ に対 す る評 価 を測 定

する 場 合，基本 的 には 八 つ のブ ロ ック か ら構 成 され る 。“ 花 ”，“ 虫”，“快 ”，

“不 快 ”を 用 いた 例 を Tabl e 3-3 に示 し た。 ブ ロッ ク 1 から ブ ロッ ク 4

は“ 花 ”，“ 虫 ”，“ 快 ”，“不 快 ”を そ れぞ れ 弁別 す る練 習 課題 20 試行 ず

つで あ る。ブ ロッ ク 5 から ブ ロッ ク 8 まで が，分 析 の中 心 とな る 組み 合

わせ ブ ロッ ク で ある 。 なお ， 練習 ブ ロッ ク と組 み 合 わせ ブ ロッ ク 内で の

順序 は カウ ン ター バ ラ ンス を とら れ るの が 通例 で ある 。

GNAT では ， 組み 合 わ せ課 題 にお け る正 答 率を 用 いて 連 合 強度 で ある

d´が 算出 さ れる 。 ここ で は， N osek and B anaj i（ 2001） によ る 得点 化

を紹 介 する 。 まず ， 参 加者 ご とに 四 つの 組 み合 わ せブ ロ ッ クの 76 試 行

のう ち ，最 初の 16 試 行は 練 習試 行 とし ， 除外 す る 。そ こ で残 り の本 試

行 60 試行 を ， それ ぞ れ設 定 した 制 限時 間 と弁 別 の 正解 ・ 不正 解 から ，

ヒッ ト（ タ ーゲ ッ ト刺 激 に正 し く反 応 ），コレ ク トリ ジ ェク シ ョ ン（デ ィ

スト ラ クタ 刺 激を 正 し く回 避 ），フ ォ ルス ア ラー ム（ ディ ス トラ ク タ刺 激

に誤 っ て反 応 ），ミ ス（タ ー ゲ ット 刺 激を 誤 って 回 避）に分 類 する 。さ ら

に， 各 ブロ ッ ク にお け るヒ ッ トの 割 合と ， フォ ル ス アラ ー ムの 割 合を プ

ロビ ッ ト変 換 し ，ヒ ッ トの 値 から フ ォル ス アラ ー ム の値 を 引い た 値を ，

連合 強 度を 表 す d´とす る。す なわ ち， d´の 数 値が 大 きい ほ ど，その 組

み合 わ せに お ける 連 合 強度 が 強い こ とを 意 味す る 。

GN AT は IAT ほど の研 究 数は な いも の の ，い く つ かの 研 究で そ の有 用

性が 認 めら れ て いる 。 大き な 点は ， やは り 単一 の カ テゴ リ への 連 合強 度

を測 定 でき る こと で あ ろう 。ま た，IAT と の相 関 も高 い とさ れ る（ N osek

& B anaj i , 2001）。こ のこ と か ら，IAT では 相対 関 係 とし て 扱わ れ てき た

連合 強 度を ， カ テゴ リ ごと に 分離 し た連 合 強度 を 測 定す る 際に 用 いら れ

る 傾 向 が あ る （ B ol der o , R awl i ng s , & Hasl am , 2007 ; L oug hnan &
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Has l am , 2007 ; M it c he l l , N osek , & B anaj i , 2003 ; Teac hm an, 2007）。

Block
No. of

trials
Function Target items Distractor items

1 20 Practice flower insect

2 20 Practice insect flower

3 20 Practice positive negative

4 20 Practice negative positive

5 78 Test positive/flower negative/insect

6 78 Test negative/flower positive/insect

7 78 Test positive/insect negative/insect

8 78 Test negative/insect positive/flower

Table 3-3

Sequence of trial blocks in the “Flower” and “Insect” GNAT

Note . The block positions in the paractice blocks (Block 1, 2, 3, and 4)

and the test blocks (Block 5, 6, 7, and 8) are randomised for each
participants.
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第３節 従属変数としての潜在指標

ここ ま で ，潜 在 指標 の 測定 方 法 とし て ，IAT と GN AT を中 心 に論 じ た。

した が って ， 以 下で は ，実 際 にそ れ らの 測 定 方法 を 実験 の 従属 変 数と し

た主 要 な研 究 を 整理 し ，従 属 変数 と して の 潜 在指 標 の特 徴 を明 ら かと す

る 。な お ， IAT ある い は GN AT を 従属 変 数と し た研 究 の 概要 を ，一覧 と

して Tabl e 3-4 に ま とめ た 。

第１ 項 従 属 変 数と し ての 潜 在指 標

従来 ， 潜 在的 な もの は 変 化し に くい と 考 えら れ てき た （ F az i o e t al . ,

1995 ; Wi l son, Li nd sey, & S c hoo l e r, 2000）。す な わち ，“ 潜在 ” とは 一

般的 に 意識 下 で の現 象 であ り ，直 感 的に も 変 化し が たい も のと 考 えら れ

るの が 妥当 で あ ろう 。 しか し ，近 年 ，そ れ に 反し て 間接 的 な方 法 によ っ

て測 定 され る 潜 在的 な 評価 は ，実 験 的介 入 に よっ て 変容 し 得る こ とが 明

らか と され て い る。 む しろ ， 状況 に よっ て は ，自 己 報告 に よっ て 測定 さ

れる 顕 在的 な 評 価よ り も， 鋭 敏に 変 容す る こと が Tabl e 3-4 か ら も読 み

取れ る 。

さて ， その よ う な潜 在 的方 法 を用 い てど の よう な 概 念が 測 定さ れ てき

たの で あろ う か。前 述し た よう に， IAT と GN AT に よっ て 測定 さ れる 潜

在指 標 とは ， あ る対 象 と評 価 的な 属 性と の 結 び付 き ，す な わち 連 合強 度

であ る 。した が って ，あ る対 象 と属 性 との 連 合 強度 が 意味 す ると こ ろは ，

研究 者 によ っ て 解釈 さ れる 。 例え ば ， Dasg up t a and Gr eenwald（ 2001 ,

Ex p . 1）では ，対 象カ テ ゴリ と し て“黒 人 ―白 人 ”，属性 カ テゴ リ とし て

“快 ― 不快 ” が 用い ら れて い る。 つ まり ， こ れら の カテ ゴ リを 用 いて 測

定さ れ るの は ，“黒 人 ”と “ 白 人” の どち ら の方 が より 強 く“ 快 ” ある
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いは “ 不快 ” と 結び つ いて い るか と いう 連 合 強度 で ある 。 そし て ，こ の

場合 の 連合 強 度 は， 白 人・ 黒 人に 対 する 好 意 度と 考 えら れ ，特 に 黒人 に

対す る 偏見 と 解 釈さ れ る。 こ うし た 連合 強 度 の解 釈 によ る と， こ れま で

の研 究 は大 き く 四つ に 分類 さ れそ う であ る。第 一に ，あ る 対象 と“ 快 ”・

“不 快 ”，“ ポ ジ ティ ブ ”・“ ネ ガテ ィ ブ” な ど の感 情 的属 性 との 連 合強 度

で表 わ され る 好 意度 で ある（ B r i ño l et a l . , 2002 ; Cz yz ewska & Gi nsbur g ,

2007 ; Kawakam i e t a l . , 2008 ; M it c he ll et al . , 2003 ; 小川 ら ， 2008 ;

Ol son & F az i o , 2001 ; 尾崎 ， 2006）。第 二 に ，感 情 的属 性 との 連 合の 中

でも ， 特に “ 黒 人”・“ 白人 ”，“女 性 ”・“ 男 性 ”，“ 老 人”・“ 若者 ” など ，

社 会 的 な 相 対 関 係 に あ る 対 象 と の 連 合 か ら 表 さ れ る 偏 見 で あ る

（ Dasg up t a & Gr eenwald , 2001 ; Kar pi nsk i & Hi lt on, 2001 ; R ud m an &

Lee , 2002 ; R udm an et al . , 2001 ; Wit t enbri nk et al . , 2001 ）。 第 三に ，

“女 性 ”・“ 男 性”とい う 対象 と ，“ 家 庭 ”・“仕 事 ”な ど，特 定の 対 象あ る

いは 集 団が 持 つ 特性 や 行動 傾 向の 紋 切型 の 信 念と の 連合 か ら表 さ れる ス

テ レ オ タ イ プ で あ る （ B l ai r et a l . , 2001 ; 野 寺 ら ， 2007 ; S t ee le &

Am bady, 2006 ; Torm al a et a l . , 2004）。第四 に ，“ 自 己 ”・“ 他者 ”と“ 快 ”・

“不 快 ”，“ ポ ジ ティ ブ ”・“ ネ ガテ ィ ブ” な ど の感 情 的属 性 との 連 合強 度

で表 わ され る 自 尊感 情 であ る（ B ac c us e t a l . , 2004 ; Di j kst er hui s , 2004 ;

Gem ar et a l . , 2001 ; Gr umm et al . , 2009）。 また ， それ ら 以外 に も“ 攻

撃的 ”・“平 和 的 ”な ど の属 性 を用 い るこ と で ，攻 撃 性な ど 関心 に 応じ た

概 念 と し て 解 釈 さ れ て い る （ Gr eenwal d et a l . , 2002 ; Gr um m et al . ,

2008 ; U hlm ann & S wanson, 2004）。し た が って ， 潜在 指 標の 測 定に お

いて も ，用 い る カテ ゴ リを 組 み合 わ せる こ と で多 様 な概 念 を測 定 可能 で

ある こ とが 示 唆 され る 。

しか し ， この よ うな 測 定 され る 概念 に 関わ ら ず ， Tabl e 3-4 を 鳥 瞰す
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ると ， ある 全 体 的な 傾 向が 読 み取 れ る。 そ れ は， 多 くの 研 究に お いて ，

自己 報 告に よ っ て測 定 され る 顕在 指 標で は 見 られ な かっ た 独立 変 数に よ

る変 化 が， 潜 在 指標 の 場合 確 認さ れ てい る こ とで あ る。 し たが っ て， 従

属変 数 とし て の 潜在 指 標の 特 徴は ， 従来 の 自 己報 告 によ る 顕在 指 標と の

比較 に よっ て 明 確に な ると 考 えら れ る。 そ こ で， 以 下で は ，従 属 変数 と

して の 潜在 指 標 の特 徴 を挙 げ ，顕 在 指標 と の差 異 か ら論 議 する 。

第２ 項 測 定 の 質的 な 違い の 影響

まず ， 潜在 指 標 と顕 在 指標 の 両方 を 測定 し てい る 研 究を 概 観し て みる

と， 基 本的 に 潜 在指 標 では 効 果が 確 認さ れ ， 一方 ， 顕在 指 標で は 効果 が

見ら れ たも の と そう で ない も のが あ るこ と がわ か る 。例 え ば ，“ 黒 人 ”・“ 白

人” と いう 相 対 関係 に おけ る 偏見 低 減を テ ーマ に 扱 っ た Dasg upt a and

Greenwal d（ 2001 , E x p . 1）と R ud m an et a l .（ 2001） の 研究 を 比較 す

る 。ま ず ，Dasg up t a and Gr eenwald（ 20 01 , E xp . 1）に おい て は ，一 般

的に 好 まし い と され て いる 黒 人の 顔 写真 と 好 まし く ない 白 人の 顔 写真 を

呈示 し た場 合 ，IAT によ る潜 在 指標 で ，“黒 人 ―快・白 人 ― 不快 ”の連 合

が強 ま ると い う 黒人 へ の好 意 的影 響 が認 め ら れた 。 一方 ， 感情 温 度計 ，

S D 法に よる 顕 在指 標 では 効 果 が認 め られ な かっ た 。しか し ，R ud m an et

a l .（ 2001）で は ，人 種 多様 性 に関 す るレ ク チ ャー を 受講 す るこ と によ っ

て， 両 指標 お い て黒 人 への 好 意的 影 響が 確 認 され て いる 。 では ， 顕在 指

標に お ける 両 者 の結 果 の不 一 致の 理 由は 何 であ ろ う か。

その 重 要な 要 素 とし て ，ま ず 実験 的 介入 の 強度 が 挙 げら れ るで あ ろう 。

Dasg up t a and Gr eenwald（ 2001 , E x p . 1）の 研究 は ，顔 写 真を 呈 示す る

のみ と いう 比 較 的強 度 の弱 い 実験 的 介入 で ある と 言 える 。他 方 ，R ud m an

et a l .（ 200 1）の 研 究 は ， 人 種 多様 性 に 関 す る レク チ ャ ー の 受 講 とい う
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メッ セ ージ 性 の 明確 な ，介 入 とし て は極 め て 強度 の 強い も ので あ る。 こ

こで ， 測定 方 法 の特 徴 とし て ，自 己 報告 に よ る顕 在 指標 の 測定 は ，参 加

者に 対 して 当 該 対象 に つい て の評 価 を“ 快 ― 不快 ”，“好 き ―嫌 い ”な ど

の段 階 的な 次 元 で直 接 的に 尋 ねる 。 すな わ ち ，実 験 的介 入 によ る 評価 の

変化 を 表明 す る ため に は， 参 加者 が その 影 響 を意 識 する こ とが 必 要で あ

る。 そ のた め ， その 影 響は あ る程 度 明確 か つ 強度 が ある 方 が意 識 され や

すい （ Gawr onsk i & B od enhausen, 2006 ; Gawr onsk i , & L eB el , 2008）。

一方 ， IAT に よ る潜 在 指標 の 測定 で は， 評 価 がカ テ ゴリ と 属性 間 での 連

合強 度 の形 で ， 間接 的 に反 応 時間 な どに よ っ て測 ら れる 。 その た め， 比

較的 強 度の 弱 い 介入 に よっ て も， 参 加者 の 意 識を 必 要と せ ず変 化 を鋭 敏

に捉 え やす い（ F ig ur e 3-1 参 照 ）。した が って ，Dasg up t a and Gr eenwald

（ 2001 , E x p . 1）に よ る顔 写 真の 呈 示で は ， 顕在 指 標に お いて は 効果 が

確認 さ れず ， R ud m an et a l .（ 2001）に よ る レク チ ャー の 受講 で は顕 在

指標 に おい て も 効果 が 確認 さ れた も のと 考 えら れ る。実 際に ，B r i ño l et

a l .（ 2009） や Gawr onsk i and B od enhausen（ 2006） は， 顕在 指 標は 熟

慮的（ d e l i ber ati v e）・命題 的（ p r op osi t i onal）な過 程 を経 て 変化 し，潜

在指 標 は自 動 的（ aut om at i c）・連 合 的（ assoc i at i v e）な 過 程を 経 て変 化

する 傾 向が あ る と論 じ てい る 。す な わち ， 顕 在指 標 では 実 験操 作 によ る

影響 が 当事 者 の 内省 を 経て 言 語化 さ れる 必 要 があ る のに 対 して ， 潜在 指

標で は 対象 と 属 性と の 連合 の 変化 と いう 形 で 直接 的 に現 れ る。 そ れを 裏

付け る よう に ， P he l p s , O ’C onnor, C unni ng ham , Gat enby, F unay am a,

Gor e , and B anaj i（ 2000） は ，黒 人 顔写 真 が 呈示 さ れて い る最 中 の脳 の

扁桃 体（ ネ ガテ ィ ブ な感 情 反応 を 司る 脳 部位 ）の 活 性 化の 度 合い と，IAT

によ る 潜在 的 偏 見と の 間に 強 い相 関 があ る こ とを 示 した （ 顕在 指 標で は

関連 は 見ら れ な かっ た ）。 C u nni ng ham , Johnson, R ay e , Gat enby, Gor e ,



第 3 章 測定方法に関わる問題

- 70 -

and B anaj i（ 2004）は顔 写 真を 呈 示し た 際 の脳 画 像デ ー タと IAT との 関

連が ， 写真 を 閾 下で 呈 示し た 場合 に より 強 ま るこ と を示 し た。 反 対に ，

閾上 呈 示の 場 合 には ， 抑制 や コン ト ロー ル に 関連 す る部 位 が活 性 化し て

いた 。つ ま り ，こ れ らの 知 見は IAT など に よ る潜 在 指標 が 刺激 へ の自 動

的な 感 情反 応 を 反映 す るこ と を示 し てい る 。

この よ うな 観 点 から ， 改め て Tabl e 3-4 を 見る と ， いく つ かの 研 究で

同様 の 傾向 か ら 解釈 で きる 。 例え ば ，反 マ リ ファ ナ や反 タ バコ を 訴え る

ビデ オ の視 聴 を 行っ た C z yz ewska and Gi nsbur g（ 2007） では ， 両指 標

で変 化 が確 認 さ れて い る。 同 様に ， 慢性 痛 患 者や ヘ ビ恐 怖 症患 者 への 認

知療 法 を行 っ た Gr umm et al .（ 20 08）や Teac hm an and Wood y（ 2003）

でも 両 指標 で 効 果が 見 られ た 。い ず れも ， 実 験的 介 入と し ては ， その 内

容が 明 確で あ り 比較 的 強度 の 強い も ので あ る と言 え るで あ ろう 。 対照 的

に ，評 価 的 条件 づ けな ど では 顕 在指 標 で の変 化 は見 ら れに く い（ B ac c us

et a l . , 2004 ; Gr umm et al . , 2009 ; Karp i nsk i & Hil t on, 2001）。

この よ うに ， 潜 在的 な 測定 方 法の 特 徴と し て， ま ず ，測 定 の質 的 な違

い に よ る 影 響 が 挙 げ ら れ る で あ ろ う 。 す な わ ち ， 閾 下 で の 条 件 付 け

（ Gr umm et al . , 2009）や ，対象 へ の 接近・回 避行 動（ Kawakam i et a l . ,

2008 ; 尾 崎 , 2006） な ど， 実 験操 作 それ 自 体 は明 確 な意 図 を持 っ てい な

い非 意 識的 な 実 験操 作 にお い ては ， 熟慮 的 で ルー ル ベー ス の処 理 を経 て

言語 的 に表 明 さ れる 顕 在指 標 より も ，対 象 と 属性 と の連 合 とし て 表さ れ

る潜 在 指標 の 方 が評 価 の変 化 を鋭 敏 に捉 え るこ と が でき る 。

第３ 項 意 識 的 統制 の 影響

また ， 潜在 指 標 と顕 在 指標 の 差異 に は， 回 答内 容 が 意識 さ れる か 否か

とい う ，回 答 時 の意 識 性も 影 響を 与 えて い る よう で ある 。 すな わ ち， 自
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己報 告 によ っ て 直接 的 に測 定 され る 顕在 指 標 の場 合 ，参 加 者は 自 らが 何

を問 わ れ， 何 を 答え る のか が 明確 で ある 。 す ると ， 評価 す る対 象 ，あ る

いは 状 況な ど に 依存 し た形 で 表明 さ れる 統 制的 な 評 価と な る。

その 影 響と し て ，第 一 に， 社 会的 望 まし さ の影 響 が 挙げ ら れる 。 例え

ば， 人 種や ス テ レオ タ イプ な どの 評 価を 自 己 報告 に よる 直 接的 な 方法 で

求め る 場合 ， 特 定の 対 象へ 否 定的 評 価を す る こと は 望ま し くな い とい う

社会 的 な通 念 が 存在 し ，そ れ を回 避 する 方 向 での 回 答が 行 われ や すい 。

した が って ， 仮 に何 ら かの 実 験的 介 入に よ る 影響 が あっ た とし て も， そ

の影 響 を表 明 す るの が 相応 し くな い と考 え ら れる 場 合に は ，自 己 報告 に

よる 評 価の 変 化 とい う 形で は 顕在 化 しな い で あろ う 。一 方 ，そ れ とは 対

照的 に ，間 接 的 な方 法 によ っ て測 定 され る 潜 在指 標 は， 参 加者 に 課さ れ

る課 題 （例 え ば ，分 類 課題 ） と測 定 内容 が 一 見独 立 であ り ，回 答 内容 が

意識 さ れに く い 。し た がっ て ，社 会 的望 ま し さの 影 響を 受 けに く く， 実

験的 介 入に よ る 影響 が 捉え や すい と 考え ら れる 。例え ば ，U hl m ann and

S wanson（ 2004）で は ，暴 力 的ゲ ー ムを 実 施 する こ とに よ る攻 撃 性の 高

まり を 検討 し て いる 。 攻撃 性 とは ， 自分 が ど の程 度 攻撃 的 であ る かを 表

す概 念 であ り ， 一般 的 に攻 撃 性が 高 いこ と を 表明 す るこ と は望 ま しく な

いと 考 えら れ る 。そ の 結果 ， やは り 顕在 指 標 では 暴 力的 ゲ ーム に よる 攻

撃性 の 高ま り は 確認 さ れな か った 。一方 ，IAT によ る潜 在 指 標で は ，“ 自

己” と “攻 撃 ” の連 合 強度 が 強化 さ れる と い う効 果 が見 ら れて い る。 す

なわ ち ，回 答 時 の社 会 的望 ま しさ の 影響 に よ り， 指 標間 で の結 果 の不 一

致が 生 じた も の と考 え られ る 。

また ， 社会 的 望 まし さ の他 に も， 回 答時 の 意識 性 が 影響 を 及ぼ す 要因

が考 え られ る 。 それ は ，特 に 評価 す る対 象 が 既知 の もの で ，回 答 者が そ

の対 象 に対 し て 既に 安 定し た 評価 を 有し て い ると 意 識さ れ る場 合 ，顕 著
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に見 ら れる 。 そ のよ う な対 象 に対 し て， 自 己 報告 に よっ て 評価 を 測定 す

る際 に は， 自 己 の既 存 の態 度 との 一 貫性 を 求 める 動 機的 作 用に よ り， 評

価の 変 化が 表 明 され に くい 。 すな わ ち， 実 験 的介 入 によ る 影響 が あっ た

とし て も， そ の 影響 が 自ら の 評価 を 変化 さ せ たと 意 識さ れ うる ほ ど強 力

でな い 限り ，既 存の 評 価と 一 致 した 形 での 統 制的 な 評価 が な され や すい 。

一方 ， 間接 的 な 方法 に よる 潜 在指 標 の場 合 ， 回答 時 にお け る意 識 性の 影

響が 回 避さ れ る ため ， 自己 の 既存 の 評価 に 関 わら ず ，実 験 的介 入 によ る

影 響 が 連 合 強 度 の 変 化 と い う 形 で 表 れ る 。 例 え ば ， 尾 崎 （ 2006） で は ，

楕円 ・ 四角 と い う既 知 の対 象 への 接 近・ 回 避 行動 が 及ぼ す 効果 が 検討 さ

れた 。 その 結 果 ，自 己 報告 に よる 顕 在指 標 で は効 果 が見 ら れな か った も

のの ，IAT に よる 潜 在指 標 の 場合 ，楕 円へ の 接 近行 動 は，“ 楕 円 ―快 い ”・

“四 角 ―不 快 な ”の 連 合を 強 化 する 形 で楕 円 への 好 意的 影 響 が示 さ れた 。

つま り ，自 己 報 告に よ って 測 定さ れ る顕 在 指標 と は ，社 会 的な 望 まし

さや 自 己の 一 貫 性な ど ，状 況 によ り 統制 さ れ た顕 在 認知 過 程を 反 映す る

もの で ある 。 一 方， 潜 在指 標 は， 意 識的 な 過 程と は 独立 し た， 参 加者 の

内省 を 必要 と し ない 自 動的 な 潜在 認 知を 反 映す る も ので あ る。

ただ し ，潜 在 指 標の 特 徴と し てこ こ で挙 げ た測 定 の 質的 な 違い と 意識

的統 制 の影 響 は ，必 ず しも 明 確に 分 離さ れ る もの で はな い 。実 際 には ，

どち ら か一 方 の 影響 の みが 作 用す る とい う よ りも ， 常に 両 者は 不 可分 で

あり ， 互い に 混 在し な がら 影 響を 及 ぼし て いく も の と考 え られ る 。
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第４節 単純接触効果の測定における潜在指標の可能性

前節 で は， 従 属 変数 と して の 潜在 指 標の 特 徴を 概 観 した 。 そこ で 論じ

た潜 在 指標 の 特 徴を 踏 まえ ， 本節 で は， 指 標 の鋭 敏 性と そ れに 伴 う潜 在

的効 果 の意 義 の 視点 か ら， 単 純接 触 効果 を 潜 在指 標 で測 定 する こ とに つ

いて 述 べる 。

第１ 項 指 標 の 鋭敏 性

単純 接 触効 果 は ，従 来 の自 己 報告 に よる 顕 在指 標 よ りも 潜 在指 標 で鋭

敏に 測 定す る こ とが で きる 可 能性 が ある 。そ の理 由 は以 下 の 通り で ある 。

まず ， 単純 接 触 効果 に おけ る 実験 操 作と は 刺 激の 反 復接 触 のみ で ある 。

その 意 味で Da sg upt a and Gr eenwal d（ 2001） に よる 顔 写 真の 呈 示や ，

評価 的 条件 付 け （ B ac c us et a l . , 2004） な ど に近 い 実験 的 介入 で ある と

言え る であ ろ う 。す な わち ，実 験操 作 自体 は 明 確な 意 味を 持 って お らず ，

Gawronsk i and B od enhausen（ 200 6） が 言 う と ころ の ， 対 象 と 属性 と

の連 合 のみ に 直 接的 な 影響 を 及ぼ す 自動 的 な プロ セ スを 経 て生 じ るも の

と考 え られ る 。 この こ とは ， 接触 し たこ と を 当事 者 が気 付 いて い なく て

も生 じ る閾 下 単 純接 触 効果 研 究か ら も示 唆 さ れる 。 特に ， この 顕 在指 標

より も 潜在 指 標 の方 が 鋭敏 に 効果 を 測定 で き ると い う傾 向 は， 閾 下単 純

接触 効 果に お い て顕 著 に現 れ るこ と も考 え ら れる 。 これ ま での と ころ ，

閾下 呈 示に よ る 効果 は 閾上 呈 示に よ る効 果 に 比べ て 生じ に くい と いう 知

見 も多 い （ B r ooks & Wat ki ns , 1989 ; F ox & B ur ns , 1993 ; N ewe ll &

Br i g ht , 2003 ; N ewe l l & S hank , 2007 ; R eber e t a l . , 1998 ; S eam on et a l . ,

1984 ; Sz p unar e t a l . , 2004）。す な わち ， 閾 下接 触 のよ う にそ も そも 意

識下 で の実 験 操 作は ， 熟慮 的 ・命 題 的な プ ロ セス を 経る 顕 在的 効 果へ と
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至ら ず ，潜 在 的 効果 に 留ま る 可能 性 があ る 。 換言 す れば ， 閾下 接 触に よ

る内 的 な変 化 は ，従 来 の研 究 で用 い られ て き た自 己 報告 に よる 言 語的 な

形で 表 明さ れ る とは 限 らな い 。し た がっ て ， 潜在 指 標を 用 いた 場 合に ，

この よ うな 言 語 化さ れ ない 効 果を よ り鋭 敏 に 捉え る こと が でき る と考 え

られ る 。 実際 に それ を 示 唆す る 知 見も あ る。 N osek（ 2005）に よ れば ，

潜在 指 標と 顕 在 指標 間 での 評 価を 近 づけ る 要 因の 一 つと し て， 評 価の 際

のタ イ ムプ レ ッ シャ ー が挙 げ られ て いる 。 す なわ ち ，あ る 対象 へ の評 価

を求 め ると き ， 回答 者 に十 分 な回 答 時間 を 与 えな い こと に よっ て ，自 己

報告 に おい て も 熟慮 的 とい う より も 自動 的 な 回答 を 誘発 す るこ と がで き ，

その 場 合に は 潜 在指 標 との 相 関係 数 が高 ま ると さ れ る。Kr ug l ansk i et a l .

（ 1996）は ，一 般 的な 単 純接 触 効 果パ ラ ダイ ム（ 閾 上 呈示 ）に よ って 接

触を 行 った 後 ， 刺激 の 評価 の 際に 実 験者 が ス トッ プ ウォ ッ チを 持 ちな が

ら素 早 く回 答 す るよ う 急か す とい う 実験 を 行 った 。 その 結 果， タ イム プ

レッ シ ャー を 与 えた 場 合の 方 が， 自 由に 回 答 させ る より も 単純 接 触効 果

が表 れ やす い こ とを 示 した 。 すな わ ち， 単 純 接触 効 果は そ の影 響 が自 動

的な 反 応と し て 現れ る 場合 に ，鋭 敏 に測 定 さ れる こ とを 示 唆し て いる と

言え る であ ろ う 。

潜 在 指 標 の 方 が 単 純 接 触 効 果 を 測 定 で き る と 考 え る 理 由 の 二 つ 目 は ，

意識 的 統制 に 関 わる も ので あ る。 上 述し た よ うに ， 接触 の 影響 が 自己 報

告に よ って 顕 在 的に 表 出さ れ るの は ，よ り 熟 慮的 ・ 命題 的 なプ ロ セス を

経た 場 合で あ る 。そ う 考え る と， 単 純接 触 効 果の 測 定に お いて は ，む し

ろこ の 熟慮 的 な プロ セ スは 効 果の 表 出を 抑 制 する 方 向に 働 きや す いよ う

に思 わ れる 。 そ れが 意 識的 統 制の 影 響で あ る 。単 純 接触 効 果は ， これ ま

で， 既 知で 新 奇 性の 低 い対 象 につ い ては 生 じ にく い こと が 示さ れ てき た

が（ Har r i son, 1977），これ は 従来 の 測定 が 自 己報 告 によ る 顕在 指 標を 用
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いて い たた め と 考え る こと が でき る 。す な わ ち， 反 復接 触 によ っ て確 か

にそ の 影響 を 受 けて い たと し ても ， その 対 象 が熟 知 性の 高 い場 合 には 自

ら の 安 定 し た 評 価 と 一 致 し た 回 答 を 行 い （ 尾 崎 ， 2006）， 結 果 と し て 顕

在的 に 表出 さ れ るこ と はな い 。そ の 他に も ， 単純 接 触に よ る影 響 の表 出

が社 会 的に 望 ま しく な いと 思 われ る 場合 に は ，顕 在 的な 効 果と し ては 現

れな い こと も 考 えら れ る。 し たが っ て， 意 識 的統 制 の働 き やす い 刺激 を

用い る 際に は ， 潜在 指 標の 方 がそ の 効果 を 明 確に 捉 えら れ るも の と推 察

され る 。

第２ 項 潜 在 的 効果 の 意味 と 意義

こ こ まで の 議 論か ら ，単 純 接触 効 果は 顕 在 指標 よ りも 潜 在指 標 で鋭 敏

に測 定 され る 可 能性 が ある 。 では ， 単純 接 触 によ る 潜在 的 効果 と は， ど

のよ う な意 味 が ある の か。 こ こで は 行動 と の関 係 か ら議 論 を試 み る。

そ も そも 単 純 接触 効 果の よ うな 感 情反 応 は ，一 般 的に は 意識 上 で経 験

でき る もの と 捉 えら れ てき た 。す な わち ， 自 らが “ 好き だ ”と 経 験で き

る主 観 的反 応 を 対象 と する 。 その た め， 多 く の研 究 で自 己 報告 に よる 内

省に 基 づく 反 応 が測 定 され て きた 。 当事 者 自 らが そ の感 覚 に気 付 いて い

ると い う点 か ら すれ ば ，確 か に自 分 でモ ニ タ ーで き る反 応 は感 情 と呼 ぶ

に相 応 しい よ う に思 わ れる 。 しか し ，近 年 で は自 ら の意 識 的な 感 情を モ

ニタ ー でき な い （つ ま り， 自 己報 告 によ る 反 応が 見 られ な い） 場 合で あ

っ て も ， そ の 行 動 は 感 情 反 応 を 反 映 す る こ と が 明 ら か と さ れ て い る

（ B er r id g e & Wi nkie l m an 2004 ; Wi nk i e lm an & B er r id ge , 2004 ;

Wi nk i e lm an, B err i dg e , & Wi l barg er, 2005 ; Wi nk i el m an, Za j onc , &

Sc hwar z , 1997）。例 えば ，感 情刺 激 を閾 下 呈示 す る こと で ，自 己 報告 に

よる 主 観的 な 感 情反 応 は確 認 され な かっ た も のの ， その 後 の購 買 行動 は
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刺 激 呈 示 に よ り 喚 起 さ れ た と 思 わ れ る 感 情 と 対 応 し た 行 動 が 生 起 し た

（ Wi nki e lm an et a l . , 2005）。つ ま り， 主 観 的に は 意識 さ れな い この 種

の感 情 が ，潜 在 的 測定 に よっ て 連合 強 度と い う 形で 表 され る（ P he l p s et

a l . , 2000 ; R ud m an, 2004）。そし て ，近年 明 ら かと な って い るこ と には ，

顕在 指 標が 言 語 的・ 熟 慮的 行 動に 対 して 高 い 予測 力 を持 つ のに 対 して ，

潜 在 指 標 は 概 し て 非 言 語 的 行 動 の 予 測 力 に 優 れ る と さ れ て い る （ B l ai r,

2002 ; Dovi d i o , Kawakam i , & Gaert ner, 2002 ; Kawakam i & Dov id i o ,

2001 ; L am ber t , P ay ne , R am sey, & S haf fe r, 2005 ; M cC onne l l & L e i bo ld ,

2001 ; N osek & B anaj i , 2001）。 他 にも ， Gal d i , Ar c uri , and Gawr onsk i

（ 2008）は ， 将来 （ 1 週間 後 ）行 わ れる 意 思 決定 に つい て ，そ の 時点 で

は未 確 定の 参 加 者の 場 合で あ って も ，潜 在 指標 は 1 週間 後 の意 思 決定 行

動を 良 く予 測 し てい た こと を 明ら か とし た 。 すな わ ち， 意 思決 定 につ い

て未 確 定で あ る と顕 在 的に 表 明し て いる 場 合 でさ え ，潜 在 的に は すで に

その 行 動は 決 定 され て いる こ とを 示 して い る。

この よ うに ， 近 年増 え てい る 潜在 認 知研 究 は， 人 間 の行 動 は少 な から

ず自 ら の意 識 の 与り 知 らな い とこ ろ で決 定 さ れて い るこ と を示 す 。す な

わち ， 単純 接 触 によ る 影響 が 意識 上 に上 ら な いよ う な潜 在 的効 果 であ っ

ても ， それ は 確 かに 行 動へ と 繋が る 。し た が って ， その 予 測す る 行動 が

異な る 点を 鑑 み ても ， 従来 の 自己 報 告に よ る 顕在 的 な測 定 だけ で なく ，

潜在 的 な測 定 も 用い て 多角 的 に効 果 を検 討 す るこ と は， よ り広 い 意味 で

の人 間 の社 会 行 動の 理 解に 繋 がる ， 意義 の ある も の と考 え られ る 。
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第４章

本論文の目的

第１節 本論文のアプローチと目的

第２節 実験的検討の構成

本章 で は， こ こま で の 議論 を 踏ま え た本 論 文の ア プロ ー チ （第 1 節）

と， 実 験的 検 討の 構 成 （第 2 節 ）を 示 す。
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第１節 本論文のアプローチと目的

第１ 項 本 論 文の ア プ ロー チ

これ ま での 単 純接 触 効 果研 究 では ， ある 刺 激に 反 復接 触 し ，後 に その

接触 を した 刺 激自 体 へ の好 意 度評 定 が行 わ れる と いう ， Z aj onc（ 1968）

に基 づ く枠 組 みで 検 討 がな さ れて き た（ 第 1 章 第 1 節 ）。 この 枠 組み の

範疇 に おい て ， 接触 回 数を 始 めと し ，効 果 に影 響 を 及ぼ す 要因 に つい て

数多 く 議論 さ れて い る （第 1 章第 2 節）。 特に ， 接 触し た 刺激 を 再認 で

きな い 事態 に お いて も 好意 度 が増 加 する と いう ， 閾 下単 純 接触 効 果の 発

見に よ り（ K unst -Wi l son & Zaj onc , 1980），日 常 的 な接 触 の大 部 分を 占

める ，無 意 識的 ・無 自 覚的 な 接 触に よ る影 響 が明 ら かと さ れた （第 1 章

第 3 節 ）。

しか し ，従 来 の単 純 接 触効 果 研究 の 枠組 み には ， 接触 し た 刺激 と 評定

を行 う 刺激 が 同 一で あ ると い う暗 黙 の前 提 の存 在 が 窺わ れ ，必 ず しも 現

実場 面 で生 じ 得 る現 象 とは な じま な い。 そ こで 本 論 文で は ，従 来 ，刺 激

の物 理 的側 面 に 焦点 が 当て ら れて き た単 純 接触 効 果 を， 人 が日 常 的に 用

いる カ テゴ リ 認識 に 着 目し ，こ の 問 題の 解 決を 試 みる（ 第 1 章 第 5 節 ）。

その 際 ，単 純 接 触効 果 の未 接 触刺 激 への 般 化を 検 討 した 研 究よ り ，接 触

をす る 刺激 が 共 通の カ テゴ リ に属 す るも の と認 識 さ れる 場 合， 実 際に 接

触を し た当 該 刺 激の み でな く ，そ の カテ ゴ リの 次 元 へと 単 純接 触 効果 が

般化 す るこ と が予 測 さ れる （ 第 2 章 第 3 節）。

また ， 本論 文 では 単 純 接触 効 果を ， 潜在 指 標を 用 いて 測 定 する 。 従来

の研 究 では ， 単 純接 触 効果 の 測定 に ，主 に 自己 報 告 によ る 顕在 的 な測 定

が用 い られ て きた （ 第 3 章 第 1 節 ）。し か し， 近 年 の潜 在 認知 研 究の 進

展に よ り， 単 純 接触 効 果， 特 に閾 下 呈示 に よる 影 響 は， 必 ずし も 当事 者
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の意 識 上に 現 れ る顕 在 的な 効 果で は なく ， 連合 の 変 化と し て潜 在 的な 次

元に 留 まる こ とが 考 え られ る （第 3 章 第 4 節 ）。

第２ 項 本 論 文の 目 的

本論 文 では ， 閾下 単 純 接触 が 潜在 認 知に 及 ぼす 効 果を 検 討 する こ とを

全体 的 な目 的 と する 。 その 際 ，単 純 接触 効 果を カ テ ゴリ ま で拡 張 する こ

とに よ って ， より 社 会 的な 現 象と も 適合 す る効 果 の検 討 を 目指 す 。

さら に ，単 純 接触 効 果 をカ テ ゴリ ま で拡 張 した 上 で， 効 果 に影 響 を及

ぼす 要 因の 検 討 を行 う 。具 体 的に は ，効 果 の強 度 に 影響 を 及ぼ す 要因 と

して 刺 激の 多 様 性， ま た効 果 の持 続 性に 影 響を 及 ぼ す要 因 とし て 接触 の

累積 に 着目 す る。す なわ ち，接 触に お ける“ 反復 ”と“変 化 ”，並 びに 接

触の 積 み重 ね と いう 形 を通 し て， 閾 下で の 情報 処 理 が潜 在 認知 と して 影

響を 及 ぼし て い く過 程 を分 析 する 。 なお ， これ ら の 具体 的 な説 明 は， 実

証研 究 に則 し て論 ず る こと と する 。
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第２節 実験的検討の構成

第Ⅱ 部 実験 的 検討 は ， 以下 の よう に 構成 さ れる 。

まず 第 5 章（ 研究 1・研 究 2・研 究 3）では ，カ テ ゴリ 認 識 を媒 介 とし

た単 純 接触 効 果 の般 化 を実 証 する こ とを 目 的と し ， 刺激 の 閾上 呈 示に よ

って 検 討す る 。そ の際 ， IAT 並び に GN AT によ る潜 在 指標 と ，従 来の 自

己報 告 によ る 顕 在指 標 で効 果 を比 較 する こ とに よ っ て， 両 指標 の 特徴 を

明確 と して い く。 続 く第 6 章 （ 研究 4） では ，第 5 章で の 知見 を 受け た

上で ， 閾下 単 純 接触 に おけ る カテ ゴ リ認 識 の効 果 の 検証 を 目的 と し， 最

小条 件 集団 パ ラ ダイ ム から 生 ずる 集 団意 識 を媒 介 と して 検 討す る 。さ ら

に第 7 章 以降 に は ，第 5 章・第 6 章 にお け る単 純 接 触効 果 をカ テ ゴリ ま

で拡 張 する 試 み を基 に ，効 果 に影 響 を及 ぼ す要 因 の 検討 を 目的 と して い

く。 第 7 章（ 研 究 5・ 研 究 6）で は ，効 果 の強 度 に つい て ，カ テ ゴリ 内

での 多 面的 接 触の 効 果 （刺 激 の多 様 性 ）， 第 8 章 （研 究 7 -1・ 研 究 7-2）

では ， 効果 の 長期 持 続 性に つ いて ， 接触 の 累積 的 効果 を 検 討す る 。
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第Ⅱ部 実験的検討

実験 的 検討 は 四つ の 章 から 構 成さ れ る

まず 第 5 章で は，潜 在 指標 を 用い た 単

の般 化 を検 討 する 。第 6 章 では ，閾 下単

効果 を 検討 す る ため ， 集団 意 識を 媒 介と

第 7 章 で は ，そ こ まで の 知 見を 踏 まえ た

とし て ，効 果 の 強度 の 観点 か ら， カ テゴ

討す る。 最 後に ，第 8 章 では 効 果の 長 期

的効 果 を検 討 する 。

第 5 章 単 純 接触 効 果 のカ テ ゴ リ への 般 化

【 研 究 1】 潜在指標 を 用い た 単純 接 触効 果の 測 定

【 研 究 2】 IAT を用 い た検 討 【 研 究 3】 GNAT を用いた検討

第 7 章 カ テ ゴリ 内 で の多 面 的 接 触の 効 果

【 研 究 5】 知覚面 の多 様 性

第 6 章 閾 下 単純 接 触 にお け る カ テゴ リ 認 識の 効 果

【 研 究 4】 集団意 識を 媒 介と し た効 果

第 8 章 閾 下 接触 の 累 積的

[研 究 7 - 1】 単一接触

【 研 究 7 - 2】 多面的 接
【 研 究 6】 感情の 多様 性

効 果 と 長期 持 続 性
によ る 検討
。

純 接 触効 果 の測 定 と カテ ゴ リへ

純 接触 に お ける カ テゴ リ 認識 の

し た効 果 を 取り 上 げる 。 さら に

上で ，効 果 に影 響 を及 ぼ す要 因

リ 内で の 多 面的 接 触の 効 果を 検

持 続 性 の観 点 から ，接 触 の累 積

触に よ る検 討



第 5 章 単純接触効果のカテゴリへの般化

- 82 -

第５章

単純接触効果のカテゴリへの般化

第１節 問題と目的

第２節 潜在指標を用いた単純接触効果の測定【研究 1】

第３節 IAT を用いた検討【研究 2】

第４節 GNAT を用いた検討【研究３】

第５節 総合考察
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第１節 問題と目的

本章 で は， 単 純接 触 効 果の カ テゴ リ への 般 化を 検 討す る こ とを 全 体的

な目 的 とす る 。 すな わ ち， 共 通の カ テゴ リ に属 す る 刺激 へ の閾 上 での 反

復接 触 は， 実 際 に接 触 した 刺 激に 留 まら ず ，接 触 し たカ テ ゴリ 一 般の 好

意 度 も 増 加 さ せ る も の と 予 測 さ れ る 。 特 に ， そ の 測 定 に は Im pl i c it

A ssoc i ati on Test （ IAT ； Gr eenwald e t a l . , 1998 ） と ， Go/N o -g o

A ssoc i ati on Task（ GN AT； N osek & B anaj i , 2001）と い う連 合 強度 を

指標 と する 潜 在 的測 定 方法 を 用い て ，従 来 の自 己 報 告に よ る指 標 との 比

較検 討 から ， その 特 徴 を明 確 にす る 。

本章 は 三つ の 研究 か ら 構成 さ れる 。研 究の 構 成を Tabl e 5-1 に示 し た。

いず れ の研 究 に おい て も， 刺 激対 象 とし て 日本 語 擬 態語 を 用い る 。日 本

語刺 激 を用 い る 利点 と して ， ひら が なと カ タカ ナ と いう 文 字表 記 の可 変

性が 挙 げら れ る 。ひ ら がな あ るい は カタ カ ナで 表 記 した 擬 態語 を 刺激 対

象と す れば ， 文 字数 ， 発音 ， 意味 が 等価 で ，形 態 の み異 な る刺 激 語ペ ア

を作 成 でき る と 考え ら れる 。 そこ で 本章 で は， 擬 態 語と い うそ れ ほど 極

端な 態 度を 持 っ てい な いと 想 定さ れ る対 象 を刺 激 と し， そ の単 語 をひ ら

がな あ るい は カタ カ ナ で表 記 する こ とで ，刺 激語 の 上位 カ テゴ リ とし て ，

“ひ ら がな ” と“ カ タ カナ ” を設 定 した 。

まず ，研究 1 と研 究 2 では 連 合 強度 の 測定 方 法と し て，比 較的 信 頼性

が 高 い （ e .g . , B ansee t a l . , 2001 ; . B osson et a l . , 2000 ; E g lo f f &

Sc hm ukl e , 2002 ; Gr eenwal d e t a l . , 2003 ; La ne et a l . , 2 00 7 ;N osek et a l . ,

2007）と さ れる IAT を用 い た。IAT は対 と なる 二 つ の対 象 カテ ゴ リと 属

性間 の 連合 強 度 を， カ テゴ リ を構 成 する 刺 激群 の 分 類課 題 によ っ て測 定

し， 相 対的 な カテ ゴ リ 評価 の 指標 と する 。 IAT で の カテ ゴ リを 構 成す る
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刺激 と して ，研究 1 で は接 触 刺激 と 同一 の 刺激 ，研究 2 で は接 触 刺激 と

同じ カ テゴ リ に属 す る 未接 触 刺激 を 用い た 。さ らに 研究 3 で は ，効果 を

IAT の よう な 対 にな る 対象 カ テゴ リ 間で の 相対 的 な 評価 で はな く ，対 象

カテ ゴ リご と に分 離 し た評 価 とし て 検討 す るた め GN AT を用 いた 。

Items for evaluation Implicit measure
Explicit measure

(self-report)

Study 1 exposed items IAT relative evaluation

Study 2 unexposed items IAT relative evaluation

Study 3 unexposed items GNAT individual evaluation

Table 5 -1

Overview of the studies in this chapter
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第２節 潜在指標を用いた単純接触効果の測定【研究 1】

第１ 項 目 的

本研 究 の目 的 は， 潜 在 指標 を 用い て 単純 接 触効 果 を測 定 し ，従 来 の自

己報 告 によ る 測 定と の 比較 検 討か ら ，そ の 特徴 を 明 らか と する こ とで あ

った 。 特に 本 研 究で は ，膨 大 な研 究 の積 み 重ね か ら ，潜 在 指標 と して 比

較的 高 い信 頼 性を 備 え てい る とさ れ る Imp l ic i t A ssoci at i on Test（ IAT）

を使 用 した 。 その 際 ， IAT に おけ る カテ ゴ リを 構 成 する 刺 激と し て， 接

触を し た刺 激 と同 一 の 刺激 を 用い た 。ま た ， IAT と 同時 に ，従 来 の単 純

接触 効 果研 究 で 主に 用 いら れ てき た ，自 己 報告 式 の 評定 に おい て も相 対

的な 好 意度 を 測定 し ， IAT に よる 測 定値 と の関 連 を見 る こ とで ， IAT に

よる 測 定の 特 徴を 明 確 にす る 。

仮 説 ひ ら が な あ る い は カ タ カ ナ の 擬 態 語 に 反 復 し て 接 触 し た 場 合 ，

“接 触 した 表 記” の 好 意度 が 増加 す るで あ ろう 。

第２ 項 方 法

実験 参 加者 大学 生 ， 大学 院 生 60 名 （男 性 11 名 ，女 性 4 9 名 ） であ

った 。 実験 参 加者 の 平 均年 齢 は 21 .40 歳 （ S D=1.91）で あ っ た。

実 験 計 画 接 触 対 象 （ ひ ら が な ・ カ タ カ ナ ・ 統 制 （ 接 触 な し ）） を 要

因と す る 1 要 因 参加 者 間計 画 で あっ た。実 験参 加 者 を各 条 件に ラ ンダ ム

に 20 名 ず つ配 置 した 。

刺激 材 料 実 験に 用 い る刺 激 語を 収 集す る ため に ，大 学 生 ，大 学 院生

22 名（ 男性 10 名， 女性 12 名） を 対象 に 予備 調 査 を実 施 した 。 予備 調

査の 目 的は ， ひ らが な ある い はカ タ カナ で 表記 し た 際に ， 同程 度 の好 意
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度を 持 つ刺 激 語 を選 定 する こ とで あ った 。 予備 調 査 には ， 日本 語 擬態 語

辞典（ 五 味 ，1989）に 収 録さ れ る ，濁 音 及 び破 裂 音を 含 まな い 4 文字 の

XYXY 型の 擬 態語 （ e .g . , し んし ん ） 66 語 を用 い た 。調 査 協力 者 には ，

ひら が なと カ タカ ナ で 表記 し た各 66 語 の擬 態 語を 呈 示し ，それ ぞ れ“ か

なり 嫌 い（ 1）― かな り 好き（ 6）”の 6 件 法で 回 答を 求 めた 。そ の 結果 ，

ひら が なと カ タ カナ の 表記 間 で評 定 値に 大 きな 差 が なく ， 両者 の 平均 値

が理 論 的中 間 値で あ る 3 . 5 付 近 （ 3 .25― 3 .75） に 収 まり ， なお か つ両 者

の差 の 標準 偏 差が 比 較 的小 さ かっ た（ 0 .8 以 下）擬 態 語ペ ア を抽 出 した 。

さら に ，最 初の 文 字が 特 定の 行 に偏 ら ない よ う 配慮 し た結 果 ，各 8 語 を

接触 刺 激及 び 測 定刺 激 とし て 実験 に 使用 し た。 つ ま り， こ れら の 刺激 語

にお け る意 味 的 な好 意 度に つ いて は ，ひ ら がな と カ タカ ナ の両 表 記間 で

大き な 偏り は ない も の と想 定 され た 。使用 し た 語は ，“ ひら が な ”のカ テ

ゴリ を 表す 刺 激 語と し て， く さく さ ・こ せ こせ ・ す たす た ・と く とく ・

のう の う・ ふ つふ つ ・ もく も く・ わ さわ さ の 8 語 ，“カ タ カナ ” のカ テ

ゴリ を 表す 刺 激 語と し て， ク サク サ ・コ セ コセ ・ ス タス タ ・ト ク トク ・

ノウ ノ ウ・ フ ツフ ツ ・ モク モ ク・ ワ サワ サの 8 語で あ った 。 ま た， IAT

にお け る“ 快 ”を 表 す 刺激 語 とし て ，良 ・ 美・ 好 ・嬉 ・ 優 ・幸 の 6 語 ，

“不 快 ”を 表 す刺 激 語と し て，悪・醜・嫌・悲・劣・汚 の 6 語を 用 いた 。

なお ，“ 快 ”・“ 不 快 ”を 表 す刺 激 語が 漢 字 1 字 な のは ，“ ひ らが な ”と“ カ

タカ ナ ”を 表 す刺 激 語 との 混 乱を 避 ける た めで あ る。

実験 装 置 刺 激の 呈 示 及び IAT によ る 反応 の 取得 に は，デ スク ト ップ

型 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ー （ DE L L 社 製 V OS T R O M i c r oso f t

Wi nd ows XP）， 19 イン チ 液晶 デ ィス プ レ イ（ M IT S UB IS HI 社製 ）を 使

用し ，ソ フト ウ ェ アに は Inqui s i t 2 .0（ M i l l i se cond 社 ）を使 用 した 。デ

ィス プ レイ 上 に呈 示 さ れた 刺 激の サ イズ は ， 4 文 字 のひ ら がな ・ カタ カ



第 5 章 単純接触効果のカテゴリへの般化

- 87 -

ナ（ ゴ シッ ク 体） が 約 1 .5 c m×約 5 cm（ 縦×横 ）， 1 文 字 の漢 字 （ゴ シ

ック 体 ）が 約 1 .5 c m×約 1 .5 cm（ 縦×横 ）であ っ た 。実 験 時の 観 察距 離

は約 70 c m で あっ た 。

好意 度 の測 定 本 研 究 では ， 好意 度 の測 定 に二 つ の方 法 を 用い た 。ひ

とつ は ，カ テ ゴ リ分 類 課題 に おけ る 反応 時 間を 測 度 とし ， カテ ゴ リと 属

性間 の 連合 強 度を 好 意 度の 潜 在指 標 とす る IAT で あ った 。もう ひ とつ は ，

従来 の 単純 接 触 効果 研 究で 主 に用 い られ て きた 自 己 報告 に よる 直 接的 な

好意 度 の測 定 であ っ た 。

（ a） IAT を 用 いた 連 合強 度 の測 定 ：“ひ ら がな ” と“ カ タ カナ ” に対

する 相 対的 好 意度 を ， IAT に よっ て 測定 し た。 IAT で使 用 した カ テゴ リ

は ，“ ひ らが な ”，“ カ タカ ナ ”，“ 快 ”，“不 快 ” の 4 種類 で あっ た 。基 本

的な ブ ロッ ク 構成 及 び 試行 数 につ い ては ， Gr eenwal d et a l .（ 19 98） に

依拠 し た。 IAT 課 題に お ける 画 面 例を F i g ur e 5-1， 測定 の 流れ を Tabl e

5-2 に それ ぞ れ示 し た。 IAT は全 部 で七 つ のブ ロ ッ クか ら 構成 さ れ， い

ずれ の ブロ ッ ク にお い ても コ ンピ ュ ータ ー ディ ス プ レイ に 呈示 さ れる 刺

激語 が どの カ テゴ リ に 属す る かを ，キ ー押 し で回 答 させ る 課題 を 実施 し ，

その 反 応時 間を m s 単 位で 記 録し た 。 回答 キ ーに は “ E” と“ I” を使 用

し， 左 右の 人 差し 指 で の回 答 を求 め た。 1 ブロ ッ ク 目は “ ひら が な― カ

タカ ナ ”を弁 別 す る練 習 課題 20 試 行 ，2 ブ ロ ック 目 は“ 快― 不 快 ”を 弁

別す る 練習 課 題 20 試 行 ， 3 ブ ロ ック 目 は 1・ 2 ブ ロッ ク 目の 2 対 のカ テ

ゴリ を 組み 合 わせ た 弁 別課 題（ 練習 試 行 ）20 試行 ，4 ブ ロッ ク 目は 3 ブ

ロッ ク と同 一 の本 試 行 40 試行 で あっ た 。5 ブ ロ ッ クは 2 ブロ ッ ク の“ 快

―不 快”の 弁 別の み を左 右 逆転 し たも の の練 習 試行 20 試 行 であ り，6 ブ

ロッ ク は 4 ブ ロ ック の“快 － 不快 ”を 左 右 逆転 さ せた 2 対 のカ テ ゴリ を

組み 合 わせ た 弁別 課 題（ 練習 試 行 ）20 試 行 ，7 ブ ロッ ク は 6 ブ ロ ック と
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同一 の 本試 行 40 試行 で あ った 。 なお ， N osek et a l .（ 2005） に よっ て ，

それ ぞ れの カ テゴ リ に 含ま れ る刺 激 の数 と 試行 数 は， IAT 効果 の 強さ お

よび 信 頼性 に は 影響 を 与え な いこ と が示 さ れて い る ため ， 本研 究 では 本

試行 に おい て 一貫 して 40 試 行を 行 った 。 組み 合 わ せ課 題 を実 施 する ブ

ロッ ク に関 し て ，“ ひら が な― 快・カ タカ ナ ―不 快”あ るい は“ ひ らが な

―不 快 ・カ タ カ ナ― 快 ”の ど ちら を 先に 実 施す る か は， 参 加者 ご とに ラ

ンダ ム に決 定 し た。 い ずれ の ブロ ッ クに お いて も ， 回答 が 間違 っ てい る

場 合に は “×”を デ ィ スプ レ イ 上 に呈 示 す る こと で 誤 答の フ ィ ー ドバ ッ

クを 行 い ，“×”表示 が 出た 場 合に は す ぐに 正 答キ ー を押 す よう 教 示し た 。

また ，連 合強 度 を IAT 効果 とし て 数値 化 する に 先立 ち ，以 下の 三 つの

手続 き をと っ た。 第 一 に， IAT の本 試行 に おけ る 誤 答が 多 い実 験 参加 者

を除 外 する た め ，誤答 率 を算 出 し ，誤 答 率が 20％ を 超え る 実験 参 加者 は

除外 し た。第 二に ，IAT の本 試行 に おけ る 反 応時 間 につ い て，Gr eenwal d

et a l .（ 1998）に 準 じ， 各 ブロ ッ クの は じ めの 2 試 行は 反 応時 間 が長 く

なる た め除 外 し た。 第 三に ， 本試 行 ブロ ッ クに お け る試 行 の外 れ 値の 影

響を 統 制す る た め， 参 加者 ご との 二 つの 本 試行 ブ ロ ック そ れぞ れ の平 均

反応 時 間±3S D を 超え る 試行 に つい て は ，平 均 反応 時 間±3S D を 境界 値

とし て 割り 当 てた 。 以 上の 三 つの 手 続き の 後， IAT 効果 の 算出 の ため ，

参加 者 ごと に“ひ ら がな ― 快・カ タ カナ ― 不快 ”ブロ ッ ク 38 試 行 と“ ひ

らが な ―不 快 ・カ タ カ ナ― 快 ”ブ ロ ック 38 試 行 の 平均 反 応時 間 を算 出

した 。 さら に ， 弁別 課 題に お ける 反 応時 間 の個 人 差 を統 制 する た め， 個

人の 平 均反 応 時 間か ら のズ レ の割 合 とい う 形で 数 値 化さ れ る基 準 化手 続

きを と った 。具 体 的に は ，“ ひ らが な ―快・カ タ カナ ― 不快 ”ブ ロ ック と

“ひ ら がな ― 不 快・ カ タカ ナ ―快 ” ブロ ッ クの そ れ ぞれ の 平均 反 応時 間

から ， 両ブ ロ ッ クを 合 わせ た 平均 反 応時 間 の差 を と った 。 続い て ，そ の
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差分 を ，両ブ ロ ック を 合わ せ た平 均 反 応時 間 で除 し ，基準 化 得点 と した 。

さら に ，“ ひら が な― 不 快・カタ カ ナ― 快 ”ブロ ッ ク の基 準 化し た 数値 か

ら ，“ひ ら がな ― 快・カ タ カ ナ― 不 快 ”ブ ロ ック の 基 準化 し た数 値 を差 し

引い て ，こ の 値 を IAT 効果 と した 。 IAT 効 果の 値 が大 き いほ ど ，“ひ ら

がな ”と“ 快 ”，“カ タ カナ ”と“ 不 快 ”の 連 合が ，“ ひ らが な ”と“ 不快 ”，

“カ タ カナ ”と“ 快”の 連合 よ り も強 い こと を 意味 す る 。す な わち ，IAT

効果 の 値が 正 の方 向 に 大き い ほど ，“ カ タカ ナ”よ りも“ひ ら がな ”に 対

して 好 意的 評 価を 表 す 。

（ b）自己 報 告 によ る 対評 価 の測 定：IAT で 測定 さ れる 連 合 強度 は 相対

的な 評 価で あ る ため ， 自己 報 告に よ る評 定 にお い て も， 一 対比 較 を用 い

て相 対 的な 好 意 度を 測 定し た 。自 己 報告 に よる 相 対 的な 好 意度 の 測定 に

は， 刺 激語 評 価 とし て ，ひ ら がな と カタ カ ナで 表 記 した 八 つの 接 触刺 激

語を 対 にし て 呈 示し ， それ ぞ れに つ いて “ どち ら の 方が 好 きで す か？ ”

と い う 教 示 に 対 し て ，“（ 左 の 単 語 の 方 が ） か な り 好 き （ 1） ― （ 右 の 単

語の 方 が） か なり 好 き（ 6）”，“ どち ら の方 が 快く 感 じま す か ？” に対 し

て，“（ 左 の 単 語 の 方 が ） か な り 快 い （ 1） ― （ 右 の 単 語 の 方 が ） か な り

快い（ 6）”の 2 項 目 6 件 法 で 評定 を 求め た。ま た，カテ ゴ リ評 価 とし て ，

“カ タ カナ と ひ らが な と， ど ちら の ほう が 好き で す か？ ” とい う 教示 に

対 し て，“（ カ タ カ ナ の 方 が ） か な り 好 き （ 1） ― （ ひ ら が な の 方 が ） か

な り 好 き （ 6）”，“ カ タ カ ナ と ひ ら が な と ， ど ち ら の 方 が 快 く 感 じ ま す

か ？ ” に 対 し て ，“（ カ タ カ ナ の 方 が ） か な り 快 い （ 1） ― （ ひ ら が な の

方が ） かな り 快い （ 6）”の 2 項 目 6 件 法 で評 定 を求 め た 。



第 5 章 単純接触効果のカテゴリへの般化

美

or
ひらがな

快
or

カタカナ

不快

美

or
ひらがな

不快
or

カタカナ

快

Bl oc k 4 S am pl e : T he cor rect
resp onse her e i s “ひ ら が な or
- 90 -

Block
No. of

trials
Function

Items assig

left-key re

1 20 Practice Hiragana

2 20 Practice Pleasant w

3 20 Practice
Pleasant w
Hiragana

4 40 Test
Pleasant w

Hiragana

5 20 Practice Unpleasant

6 20 Practice
Unpleasant

Hiragana

7 40 Test
Unpleasant

Hiragana

Table 5-2

Sequence of trial blocks in the “Hiraga

Note . For half the participants, the po

switched with those of Blocks 5, 6, and

快 ( l e ft -key )” .

“Kat akana” IAT.
Bl oc k 7 S am pl e : T he cor rect
resp onse here i s “カ タ カ ナ or

快 ( r i gh t - k e y ) ” .
F i g ur e 5-1 . S amp l e scr eenshot s fr om t he “ Hi r ag ana” v s .
ned to

sponse

Items assigned to

right-key response

words Katanaka words

ords Unpleasant words

ords +
words

Unpleasant words +
Katakana words

ords +

words

Unpleasant words +

Katakana words

words Pleasant words

words +

words

Pleasant words +

Katakana words

words +
words

Pleasant words +
Katakana words

na ” vs. “Katakana ” IAT

sitions of Blocks 2, 3, and 4 are

7, respectively.
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手続 き 実 験 は実 験 室 で個 別 に実 施 した 。 入室 し た実 験 参 加者 は ，デ

ィス プ レイ 正 面 の所 定 の椅 子 に着 席 した 後 ，実 験 者 より “ こと ば を発 声

する こ とが ， こ とば の 印象 に 与え る 影響 を 調べ る 実 験に 取 り組 ん でも ら

いま す 。”と い うカ バ ース ト ー リー の 説明 を 受け た 。実験 参 加者 が カバ ー

スト ー リー に つい て の 説明 を 受け た 後， 接 触フ ェ イズ ・ IAT フェ イズ ・

自己 報 告式 の 測 定フ ェ イズ の 三つ の フェ イ ズか ら 構 成さ れ る実 験 が行 わ

れた 。 なお ， Hofm ann, Gawr onsk i , Gsc hwend ner, Le , and Sc hm it t et

（ 2005）に よる IAT を用 い た 実験 の メタ 分 析の 結 果，IAT の後 に 自己 報

告に よ る段 階 評 定と い う順 序 の効 果 は認 め られ な い とい う 知見 に 基づ き ，

本研 究 では 一 貫し て IAT の後 に 自己 報 告と い う順 序 の 手 続 き を 採 っ た 。

1． 接 触 フ ェ イ ズ 実 験 参 加 者 に 刺 激 を 呈 示 す る フ ェ イ ズ で あ る 。 ひ

らが な 接触 条 件 ，カ タ カナ 接 触条 件 の実 験 参加 者 は ，実 験 者か ら “今 か

らデ ィ スプ レ イの 中 央 に連 続 して 4 文字 の 単語 が 表 示さ れ るの で ，そ の

単語 を 発音 し てく だ さ い。”と いう 教 示を 受 けた 。デ ィス プ レイ の 最初 の

画面 に は， 実 験 者か ら の教 示 と同 様 の教 示 文が 表 示 され て おり ， 実験 参

加者 は それ を 読 み終 わ った 後 ，ス ペ ース キ ーを 押 し て試 行 を開 始 した 。

ひら が な接 触 条件 で は ，ひら が なで 表 記さ れ た 擬態 語 8 語が そ れぞ れ 10

回ず つ 黒地 背 景 のデ ィ スプ レ イ上 に ラン ダ ムに 呈 示 され た 。ま た カタ カ

ナ接 触 条件 で は ，同様 に カタ カ ナで 表 記さ れ た 擬態 語 8 語が そ れぞ れ 10

回ず つ 黒地 背 景 のデ ィ スプ レ イ上 に 呈示 さ れた 。 具 体的 に は， 一 つの 単

語に つ き 2000m s 間 呈示 さ れ，単 語 間の イ ンタ ー バル は 2 00m s で あっ た 。

こう し た試 行 を 計 80 回 続 けた 。接 触フ ェ イズ 全 体で 約 3 分 間で あ った 。

なお ，統 制条 件 の参 加 者は ，“ こと ば の印 象 に関 す る 実験 に 取り 組 んで も

らい ま す 。” と だけ 伝 えら れ ，接 触 フ ェイ ズ には 参 加し な かっ た 。

2． IAT フ ェ イ ズ 接 触 フ ェ イ ズ 終 了 後 ， す べ て の 実 験 参 加 者は IAT
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に取 り 組ん だ 。 ここ で は， 各 条件 の 接触 フ ェイ ズ で 接触 し た擬 態 語と 同

一擬 態 語 8 語 と，接 触し て いな い 表記 に よ る同 じ 擬態 語 8 語の 分 類を し

た。

3．自 己報 告 式 の評 定 フェ イ ズ IAT 課題 終 了 後，すべ て の 実験 参 加者

は質 問 紙上 で 自己 報 告 式の 評 定に 取 り組 ん だ。

質 問 紙に 回 答 後， す べて の 実験 参 加者 は 実験 者 よ りデ ブ リー フ ィン グ

を受 け ，謝 礼 とし て 文 房具 を 受け 取 り退 室 した 。

第３ 項 結 果

IAT 効 果 の分 析 3 前 述 の IAT 効 果算 出 方法 に 基づ き ，IAT 効果 を 算出

した 。IAT 本試 行 にお け る誤 答 率が ，基 準と な る 20％を 超 える 実 験参 加

者は い なか っ たた め ，全 60 名 のデ ー タを 分 析に 用 いた 。条件 ご との IAT

効果 の 平均 値 を F i g ure 5-2， Tabl e 5-3 に 示 した 。

主要 な 分析 と して ，IAT 効 果を 従 属 変数 に ，接触 対 象（ ひら が な接 触 ・

カタ カ ナ接 触 ・統 制 （ 接触 な し）） を 参加 者 間要 因 とす る 1 要 因 分散 分

析を 行 った と ころ ，有意 差 が認 め られ た（ F（ 2，57）=16.11，p <.001）。

多重 比 較（ HS D 法）の結 果 ， 3 条 件 間す べ てに お い て有 意 な差 が 認め ら

れた 。F i g ur e 5-2 に示 し た通 り ，ひら が な接 触 条件 の IAT 効果 は ，統 制

条件 の IAT 効果 よ り も有 意 に大 き く（ p＜ . 01）， ま た， カ タカ ナ 接触 条

件 の IAT 効 果は ，統制 条 件 の IAT 効 果よ り も有 意 に小 さ か った（ p＜ . 05）。

3予備 的 な分 析 とし て ，ブ ロッ ク 順序 の 効果 を 検討 し た 。IAT 効果 を従 属

変数 と して ， 接 触対 象 （ひ ら がな ・ カタ カ ナ・ 接 触 なし ） とブ ロ ック 順

序（“ ひ らが な －快 ”“ カタ カ ナ－ 不 快 ”ブ ロ ック を 先・“ ひ らが な －不 快 ”

“カ タ カナ － 快” ブ ロ ック を 先） を 参加 者 間要 因 とし た 3×2 の 2 要 因

分 散 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 接 触 対 象 の 主 効 果 の み 有 意 で あ っ た （ F
（ 2，57）=15.24，p <.001）。そ れ 以外 の 交 互作 用 と ，主 効 果は い ずれ も

有意 で はな か った（ F s<0.7，n.s .）。以 上の 検 定の 結 果，ブ ロッ ク 順序 に

よる 影 響が 見 られ な か った た め，以降 の IAT 効果 の 分析 で はブ ロ ック 順

序の 要 因を 除 外し た 。
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すな わ ち， 共 通 の表 記 の擬 態 語に 反 復し て 接触 し た 場合 ， 接触 し ない 場

合よ り も ，“ 接触 し た表 記”と“快 ”（“ 接 触し て いな い 表記 ”と“ 不快 ”）

の連 合 が ，“ 接触 し てい な い表 記 ”と“快 ”（“ 接 触し た 表記 ”と“ 不快 ”）

の連 合 に比 べ 強い と い う結 果 が得 ら れた 。 した が って ， IAT を用 いた 連

合強 度 を指 標 とし た 場 合， 仮 説は 支 持さ れ た。
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Hiragana exposure Control Katakana exposure

M .29 a .13 b -.00 c

SD .14 .19 .16

Table 5-3

Mean IAT effects for each condition

Note . Theoretical median is 0. Means with different subscripts within the

same row are significantly different at least at the p <.05 level.

er r or.
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自己 報 告に よ る対 評 価 の分 析

1. 刺 激 語 対 評 価 の 分 析 得 点 が 高 い ほ ど ひ ら が な へ の 好 意 的 評 価 を

表す よ う回 答 を揃 え た 。刺 激 語 対 8 組 の対 評 価 2 項 目そ れ ぞれ に つい て ，

有意 な 相関 が 見ら れ た ため（ r s＝ . 30― . 65，p s＜ . 05），2 項 目の 平 均値 を

各刺 激 語対 の 評 価得 点 とし ， 刺激 語 対全 体 の平 均 値 を自 己 報告 に よる 刺

激語 対 評価 得 点と し た 。条 件 ごと の 平均 値 を F i g ure 5-3， Tabl e 5-4 に

示し た 。刺 激 語 対評 価 得点 を 指標 と して ， 接触 対 象 を要 因 とす る １要 因

分散 分 析を 行 った 結 果，有 意差 が 認め ら れた（ F（ 2，57）＝ 4 .83，p＜ . 05）。

多重 比 較の 結 果 ，カ タ カナ 接 触条 件 の得 点 は統 制 条 件と ひ らが な 接触 条

件の 得 点 より も 有 意に 低 か った （ p s＜ . 0 5）。 す なわ ち ， カタ カ ナ の擬 態

語に 反 復接 触 し た場 合 ，反 復 接触 し ない 場 合よ り も ，接 触 した カ タカ ナ

表記 の 擬態 語 に対 し て 好意 的 評価 が 示さ れ た。
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Hi r ag ana i t em s . T he bar i nd ic at es st and ard err or.

Hiragana exposure Control Katakana exposure

M 4.30 a 4.38 a 3.79 b

SD .55 .56 .80

Table 5-4

Mean item ratings of self-reported likability for each condition

Note . Theoretical median is 3.5. Means with different subscripts within the

same row are significantly different at the p <.05 level.
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2. カテ ゴリ 対 評価 の 分析 まず ，“ カタ カ ナ― ひ らが な ” とい う カテ

ゴリ に 対す る 対評 価 2 項目 に つ いて ，有 意な 相 関が 見 られ た た め（ r＝ . 78，

p＜ . 001），2 項 目の 平 均値 を 自己 報 告 によ る カテ ゴ リ対 評 価得 点 とし た 。

条件 ご との 平 均値 を F i g ur e 5-4， Tabl e 5-5 に 示 し た。 こ の得 点 を従 属

変数 と して ，接触 対 象（ ひら が な・カタ カ ナ・統 制（ 接触 な し ））を参 加

者間 要 因と す る 1 要 因 分散 分 析 を行 っ た 。そ の 結果 ，有 意 差は 認 めら れ

なか っ た（ F （ 2， 5 7） ＝ 0 .63， n.s .）。
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Hiragana exposure Control Katakana exposure

M 5.05 4.85 4.65

SD .94 .93 .89

Table 5 -5

Mean category ratings of self-reported likability for each condition

Note . Theoretical median is 3.5.

toward “ Hir ag ana” . T he bar i ndi c ates st and ar d er r or.
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IAT 効 果 と自 己 報告 に よる 対 評価 得 点の 関 連 IAT 効 果と 自 己報 告 に

よる 対 評価 得 点と の 相 関係 数 を算 出 した 。 その 結 果， IAT 効 果と カ テゴ

リ対 評 価得 点（ r＝ . 39，p＜ . 01），及び 刺 激語 対 評価 得 点（ r＝ . 30，p＜ . 05）

との 間 に有 意 な相 関 が 認め ら れた 。

第４ 項 考 察

本研 究 の目 的 は， 潜 在 指標 を 用い て 単純 接 触効 果 を測 定 し ，従 来 の自

己報 告 によ る 測 定と の 比較 検 討か ら ，そ の 特徴 を 明 らか と する こ とで あ

った 。 潜在 指 標 には ， これ ま での 研 究の 蓄 積が 最 も 多く ， 信頼 性 や妥 当

性も 比 較的 高 いと さ れ る IAT を用 い た。 以 下， 得 られ た 結果 を 整理 し ，

考察 す る。

単純 接 触効 果 の生 起

まず 自 己報 告 を用 い た 場合 ， カテ ゴ リ評 価 では 効 果の 生 起 が認 め られ

なか っ たが ， 刺 激語 評 価に お いて は ，カ タ カナ 接 触 条件 の みで 単 純接 触

効果 が 見ら れ た。 一 方 ， IAT を用 い た場 合 には 両 接 触条 件 で効 果 の生 起

が確 認 され た 。 これ ま で， 自 己報 告 によ っ て測 定 さ れて き た単 純 接触 効

果は ，既知 の 対象 に 対し て は生 じ にく い と され て おり（ Har r i son, 1977），

擬態 語 とい う 既 知の 対 象を 用 いた 本 研究 で も， そ れ を部 分 的に 支 持す る

結果 が 得ら れ た と言 え る。 こ の点 に つい て の解 釈 と して ， 先行 研 究で は

態 度 の 安 定 性 が 挙 げ ら れ て い る （ e .g . , Har r i son, 1977 ）。

Garc i a -M ar ques and M ack i e （ 2001 ） に よ れ ば ， 熟 知 感 （ fee l i ng o f

fami l i ari t y）の 高さ が 態度 の 安定 性 を規 定 する と さ れ，一 般的 に ひら が

なで 表 記さ れ る擬 態 語 の場 合（ 五 味 , 1989），見 慣 れ たひ ら がな の 方が カ

タカ ナ より も 熟 知感 が 高く ， 態度 が 安定 し てい た と 考え ら れる 。 その た

め， 本 人に 意 識 され う る直 接 的な 方 法が 用 いら れ る 自己 報 告に よ る測 定
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では ， 参加 者 は 自己 の 安定 し た態 度 との 一 貫性 を 求 める 動 機的 作 用に よ

り ，既 有 の態 度 と一 致 する よ う意 識 的 統制 が 回答 に 作用 す る結 果（ 尾崎 ，

2006）， ひ ら が な で は 意 識 的 統 制 が 強 く働 き ， 効 果 が 確 認 さ れ な か っ た

と考 え られ る 。こ れ に 対し て ， IAT によ る 潜在 的 測 定は ， 間接 的 な測 定

であ る ため ， 参 加者 の 回答 へ の意 識 的統 制 が働 き に くく ， 両接 触 条件 で

鋭敏 に 効果 が 確 認さ れ たと 考 えら れ る。 い ずれ に し ても ， 両指 標 で単 純

接触 効 果の 生 起 が確 認 され た こと は ，潜 在 指標 に よ って も 単純 接 触効 果

が測 定 され る こと を 示 すも の と考 え られ る 。

指標 間 での 関 連

加え て ，IAT 効 果と 自 己報 告 との 関 連 を相 関 係数 に より 検 討し た 結果 ，

IAT 効 果と 自 己 報告 に よる 刺 激語 評 価， 並 びに カ テ ゴリ 評 価の 両 者で 正

の相 関 が見 ら れた 。 IAT を用 いた 初 期の 研 究で は ， 潜在 指 標と 顕 在指 標

との 間 の関 連 が 極め て 弱い ， もし く は見 ら れな い こ とを も って 両 者の 区

別を 強 調し て いた （ Gr eenwal d et a l . , 1998）。 し か し， そ の後 の 研究 で

は， 両 指標 間 で の関 連 の程 度 を調 整 する 要 因の 検 討 がな さ れ， い くつ か

特定 さ れて い る 。例 え ば， 社 会的 望 まし さ や， 測 定 対象 の 曖昧 さ など で

ある （ N osek , 2005）。 す なわ ち， こ れら の 要因 の 混 入が な い対 象 の場 合

には ， 潜在 指 標 と顕 在 指標 と の関 連 は強 く なる 。 そ のた め ，本 研 究で 用

いた ひ らが な と カタ カ ナの 対 象は ， 社会 的 望ま し さ が働 き にく か った た

め， あ る程 度 の 正の 相 関が 認 めら れ たも の と考 え ら れる 。 特に ， 刺激 語

評価 に 比べ ， カテ ゴ リ 評価 と の相 関 が大 き かっ た 。こ の 結 果は ， IAT で

測定 さ れる 評 価 が， 分 類に 用 いら れ る刺 激 の平 均 と いう よ りも ， その カ

テゴ リ 一般 の 評価 に 近 いと い う知 見（ De Houwer， 2001）を支 持 する 傾

向に あ るよ う に思 わ れ る。この IAT 効果 に 対す る 自 己報 告 によ る 両評 価

（カ テ ゴリ 評 価 ・刺 激 語評 価 ）と の 相関 係 数の 近 似 は， そ の刺 激 自体 が
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どれ だ けそ の カテ ゴ リ にお い て典 型 的で あ るか に 依存 す る（ N osek et a l . ,

2007）。 す な わ ち ， 個 々 の 刺 激 が そ の カテ ゴ リ に 対 し て 典 型 的 で あ れ ば

ある ほ ど，二つ の 相関 係 数 の値 は 近似 す る。本研 究 にお け る“ ひら が な ”・

“カ タ カナ ” と いう カ テゴ リ は， 文 字の 表 記形 態 と いう 共 通性 に 基づ く

もの で あり ， 用 いた 刺 激語 は 表記 形 態と い う点 で カ テゴ リ に対 す る典 型

性は 高 いも の であ っ た 。そ の ため ， IAT 効 果に 対 す る刺 激 語評 価 とカ テ

ゴリ 評 価と の 相関 は 比 較的 近 似し た 値と な った も のと 考 え られ る 。

続く 研 究 2 では ， IAT での カ テゴ リ を構 成 する 刺 激に 同 じ カテ ゴ リに

属す る 未接 触 の 刺激 を 用い る こと で ，よ り 明確 に 単 純接 触 効果 の カテ ゴ

リへ の 般化 を 検討 す る 。
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第３節 単純接触効果のカテゴリへの般化

―IAT を用いた検討―【研究２】

第１ 項 目 的

本研 究 では ， 単純 接 触 効果 の カテ ゴ リへ の 般化 を ，接 触 し た刺 激 と同

じカ テ ゴリ に 属 する 未 接触 刺 激へ の 測定 を 通し て 検 証す る こと を 目的 と

する 。

研究 1 か ら ，間 接 的な 測 定 によ る 潜在 指 標は ，単 純接 触 に よる 評 価の

変化 に 鋭敏 で あ り， か つそ の 測定 の 次元 は 比較 的 カ テゴ リ 一般 の 評価 に

近い ， とい う 可 能性 が 示唆 さ れた 。 した が って ， 単 純接 触 効果 が 実際 に

接触 を した 刺 激 にと ど まら ず ，そ の カテ ゴ リ一 般 へ と般 化 して い るの で

あれ ば ，接 触 し た刺 激 とカ テ ゴリ が 一致 さ えし て い れば ， 未接 触 の刺 激

を用 い た場 合 であ っ て も，研究 1 と 同様 の 結果 が 得 られ る こと が 予測 さ

れる 。そ こ で， 本研 究 では ，研 究 1 と同 様 にひ ら が なあ る いは カ タカ ナ

で表 記 され た 擬態 語 へ の反 復 接触 を 行う が ，その 後 の IAT での 測 定に は ，

未接 触 の擬 態 語を 用 い て検 討 する 。

第２ 項 方 法

実験 参 加者 大学 生 ， 大学 院 生 63 名 （ 男 性 25 名 ， 女性 3 8 名 ） であ

った 。 平均 年 齢は 2 0 .08 歳 （ S D=1.20）で あ った 。

実 験 計 画 接 触 対 象 （ ひ ら が な ・ カ タ カ ナ ・ 統 制 （ 接 触 な し ）） の 1

要因 参 加者 間 計画 で あ った 。な お ，評 定 に おけ る 従属 変 数は 研 究 1 と 同

一で あ るた め ，統 制 条 件に つ いて は 研 究 1 の 参加 者 のデ ー タ 2 0 名分 を

用い た 。

刺激 材 料 測 定刺 激 及び IAT に 用い る“ 快”，“ 不 快”を 表 す刺 激 語は
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研究 １ と同 一 で あり ， 接触 刺 激の み 新た な 擬態 語 を 用い た 。研 究 １の 予

備調 査 の結 果 から ，研 究 1 で用 い た 8 語 及 びそ の 同 一文 字 が含 ま れる 単

語を 除 外し た 後 ，両 表 記間 の 平均 値 に大 き な差 が な く， 平 均値 が 理論 的

中間 値 であ る 3 .5 付 近（ 3 . 0― 4 .0） に収 ま り， か つ 最初 の 文字 が 特定 の

行に 偏 らな い よう 配 慮 した 結 果， 各 8 語 を 接触 刺 激語 と して 採 用し た 。

使用 し た語 は ，“ ひ らが な”の カテ ゴ リを 表 す刺 激 語と し て，ひら ひ ら ・

ほや ほ や・ め い めい ・ しん し ん・ そ よそ よ ・る い る い・ ち ろち ろ ・て ら

てら の 8 語 ，“ カタ カ ナ” の カテ ゴ リを 表 す刺 激 語 とし て ，ヒ ラ ヒラ ・

ホヤ ホ ヤ・ メ イ メイ ・ シン シ ン・ ソ ヨソ ヨ ・ル イ ル イ・ チ ロチ ロ ・テ ラ

テラ の 8 語で あ った 。

実験 装 置 刺 激の 呈 示 及び IAT によ る 反応 の 取得 に 用い た 装 置は ，研

究 1 と 同 一で あ った 。

好意 度 の測 定 研 究 1 と同 様，IAT と 自己 報 告に よ る対 評 価を 用 いた 。

手続 き 実 験 は実 験 室で 個 別に 実 施さ れ た。 手 続 きは 研 究 1 と 同 一で

あっ た 。

第３ 項 結 果

IAT 効 果 の分 析 IAT で の本 試 行に お ける 誤 答 率が ，基準 と なる 20％

を超 え る実 験 参加 者 は いな か った た め， 全 63 名 の デー タ を分 析 に用 い

た。 研 究 1 と 同 様の 手 続 きに 基 づき ， IAT 効 果を 算 出し た 。 IAT 効果 の

平均 値 を F i g ure5-5，Tabl e 5-6 に 示 した 。 IAT 効 果を 指 標と し て ，接 触

対象（ ひ らが な 接触・カ タカ ナ 接触・統 制（接 触 なし ））を 参加 者 間要 因

とし た 1 要因 分 散分 析 を行 っ た とこ ろ，有 意差 が 認め ら れ たた め（ F（ 2，

60） =9.99， p <.001），多 重比 較 を 行っ た。そ の結 果 ，ひ ら がな 接 触条 件

と統 制 条件 と の 間に 有 意な 差 が見 ら れた が ，カ タ カ ナ接 触 条件 と 統制 条
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件と の 間に は ，有 意 な 差は 見 られ な かっ た 。 F i g ure 5-5 に示 し た通 り ，

ひら が な接 触 条件 の IAT 効果 は ，統制 条 件の IAT 効 果よ り も有 意 に大 き

く（ p ＜ . 05）， カ タカ ナ 接触 条 件の IAT 効果 は ， 統制 条 件の IAT 効果 よ

りも 小 さか っ た もの の ，統 計 的に 有 意で は なか っ た 。す な わち ， 共通 の

表記 の 擬態 語 に反 復 接 触し た 場合 ，反復 接 触 しな い 場合 よ りも ，“ 接触 し

た表 記 ―快 ”（“ 接触 し てい な い表 記 ―不 快 ”）の 連 合が ，“ 接触 し てい な

い表 記 ―快 ”（“ 接触 し た表 記 ―不 快 ”）の 連 合に 比 べ強 い とい う 効果 は ，

ひら が なの 擬 態語 に 反 復接 触 した 場 合の み 認め ら れた 。
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Hiragana exposure Control Katakana exposure

M .27 a .13 b .04 b

SD .18 .19 .16

Table 5-6

Mean IAT effects for each condition

Note . Theoretical median is 0. Means with different subscripts within the

same row are significantly different at least at the p <.05 level.

er r or.
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自己 報 告に よ る対 評 価 の分 析

1. 刺激 語対 評 価の 分 析 研 究 1 と 同様 の 手続 き によ り ， 各刺 激 語対

に対 す る対 評 価 2 項 目（ r s＝ . 31― . 59，p s＜ . 05）の 全 体平 均 値（ F i g ur e

5-6， Tabl e 5-7） を ，自 己 報 告に よ る 刺激 語 対 評価 得 点 とし た 。 接触 対

象を 要 因と し た 1 要 因 分散 分 析 を行 っ た結 果，有 意 差は 見 られ な かっ た

（ F（ 2， 60） ＝ 2 .17， ns）。
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Hiragana exposure Control Katakana exposure

M 4.04 4.38 4.01

SD .65 .56 .67

Table 5-7

Mean item ratings of self-reported likability for each condition

Note . Theoretical median is 3.5.

Hi r ag ana i t em s . T he bar i nd ic at es st and ard err or.
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2. カテ ゴリ 対 評価 の 分析 研 究 1 と同 様 の手 続 きに よ り ，カ テ ゴリ

評価 の 対評 価 2 項目（ r＝ . 6 4，p＜ . 001）の 平均 値 を 自己 報 告に よ るカ テ

ゴ リ 対 評 価 得 点 と し ， 接 触 対 象 を 要 因 と し た 1 要 因 分 散 分 析 を 行 っ た

（ F i g ure 5-7，Tabl e 5-8）。そ の 結果 ，有 意 差は 認 めら れ な かっ た（ F（ 2，

60） ＝ 0 .69， ns）。
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Hiragana exposure Control Katakana exposure

M 5.10 4.85 4.84

SD .64 .93 .79

Table 5-8

Mean category ratings of self-reported likability for each condition

Note . Theoretical median is 3.5.

toward “ Hir ag ana” . T he bar i ndi c ates st and ar d er r or.
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IAT 効果 と自 己 報 告に よ る対 評 価得 点 の関 連 IAT 効果 と 自己 報 告に

よる 対 評価 得 点と の 相 関係 数 を算 出 した 。 その 結 果， IAT 効果 と カテ ゴ

リ 対評 価 得 点 （ r＝ . 3 2， p ＜ . 05） と の 間で 有 意 な 相 関が 認 め ら れた 。 一

方 ，刺 激 語 対 評 価得 点 （ r＝ . 24， p＜ . 1 0） と の 相 関 は有 意 傾 向 に留 ま っ

た。

第４ 項 考 察

本研 究 の目 的 は， 単 純 接触 効 果の カ テゴ リ への 般 化を 検 証 する こ とで

あっ た 。そ こ で ，接 触 刺激 と 同じ カ テゴ リ に属 す る 未接 触 刺激 を 測定 に

用い る こと で ， より カ テゴ リ を明 確 にし た 形で の 検 討を 行 った 。 以下 ，

得ら れ た知 見 を整 理 し 論ず る 。

単純 接 触効 果 の生 起

まず ，自 己 報告 に よる カ テ ゴリ 評 価に つ いて は， 研 究 1 同 様， 有 意な

単純 接 触効 果 の生 起 は 認め ら れな か った 。さ ら に ，研 究 1 では 部 分的 に

確認 さ れた 刺 激 語評 価 に関 し ても ， 効果 は 見ら れ な くな っ てい た 。本 研

究で の 未接 触 刺 激へ の 評価 は ，カ テ ゴリ 認 識を 媒 介 とし た 間接 的 な効 果

であ る ため ， 実 際に 接 触を し た刺 激 語の 場 合と 比 べ ，効 果 が弱 ま った 可

能性 が ある（ M onaha n, M ur p hy, & Zaj onc , 2000）4。それ に 対 して ，IAT

によ る 測定 で は ，ひ ら がな の 擬態 語 に反 復 して 接 触 した 場 合に 単 純接 触

効果 が 確認 さ れた 。 カ タカ ナ 接触 条 件に お いて も ，統 制 条 件に 比べ IAT

効果 の 値は 小 さか っ た もの の（カ タ カナ へ の 好意 的 評価 ），統計 的 には 有

4 研究 1 と の 整 合性 を 確認 す るた め ，補 足 的に 両 実験 条 件 （ひ ら がな 接

触・ カ タカ ナ 接 触） に つい て の接 触 をし た 刺激 語 に 対す る 自己 報 告対 評

価も 測 定， 分 析し た。 そ の結 果， 研 究 1 と 同 様， ひ らが な 接触 と カタ カ

ナ接 触 の条 件 間で 有 意 差が 見 られ （ t (41)=5 .04 , p <.001）， カタ カ ナ接 触

条件 の 得点 が 低 かっ た 。こ の 場合 ， 統制 条 件と の 比 較が で きな い ため ，

厳密 に は単 純 接 触効 果 の生 起 の有 無 を判 定 する こ と は難 し いが ， 実際 に

接触 を した 当 該刺 激 へ の効 果 は比 較 的生 じ やす い 可能 性 が 示唆 さ れる 。
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意で は なか っ た 。し た がっ て ，共 通 のカ テ ゴリ に 属 する 刺 激へ の 反復 接

触が ， その カ テ ゴリ 全 体の 好 意度 も 増加 さ せる と い う単 純 接触 効 果の カ

テゴ リ への 般 化は ， IAT によ る 潜在 指 標に お いて 部 分 的に 支 持さ れ た。

また ， 顕在 指 標と 潜 在 指標 で の関 連 を見 る と， 研究 1 と同 様 に， IAT

効果 は 刺激 語 評価 よ り もカ テ ゴリ 評 価と の 相関 が 強い こ と が示 さ れた 。

本 研 究か ら ， 潜在 指 標を 用 いて 単 純接 触 効果 の カ テゴ リ への 般 化が 示

され た もの の ，検 討 す べき 点 も残 さ れる 。 特に ， IAT にお ける 相 対評 価

（ Gr eenwald e t a l . , 1998）の 問 題が 挙 げ られ る 。 IAT に よる 測 定で は ，

“ひ ら がな ― 快 ”（“ カ タカ ナ ―不 快 ”）ブ ロ ック と ，“カ タ カナ ― 快 ”（“ ひ

らが な ―不 快 ”）ブロ ッ クの 反 応 時間 が 比較 さ れる 。つ まり ，二 つ のカ テ

ゴリ へ の評 価 は 常に 対 とな っ て表 さ れる 。 その た め ，単 純 接触 効 果の よ

うな ， 接触 し た カテ ゴ リへ の 一方 向 的な 影 響が 想 定 され る 場合 ， カテ ゴ

リ間 で の相 対 的 な評 価 では な く， カ テゴ リ ごと に 分 離し た 評価 で の測 定

を行 う こと で ，よ り明 確 に効 果 が表 さ れる 可 能 性が あ る 。続 く 研究 3 で

は，潜 在 的測 定 方法 と して ，Go/N o -g o A ssoc i ati on Task（ GN AT；N osek

& B anaj i， 2001）を 導 入し こ の点 に つ いて 検 討す る 。
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第４節 単純接触効果のカテゴリへの般化

―GNAT を用いた検討―【研究３】

第１ 項 目 的

本研 究 では ， Go/N o -g o A ssoc i at i on Task（ GN AT； N osek & B anaji，

2001）に よ る潜 在 指標 を 用い て，単 純接 触 効果 の カ テゴ リ への 般 化を 検

討す る こと を 目的 と す る。

こ こ ま で の 研 究 1・ 研 究 2 で は ， 潜 在 的 測 定 方 法 と し て ， Im p li c it

A ssoc i ati on Test（ IAT）を用 い て単 純 接 触効 果 を検 討 して き た。し かし ，

IAT では ，“ひ ら がな ― 快 ”（“ カタ カ ナ― 不 快 ”）ブ ロッ ク と ，“ カ タカ ナ

―快 ”（“ ひ らが な ―不 快 ”）ブロ ッ クの 反 応時 間 が比 較 され ，ひ ら がな と

カタ カ ナの 二 つ のカ テ ゴリ は 常に 対 とな っ て相 対 的 に評 価 され る 。本 研

究で は ，反 復 接 触に よ るカ テ ゴリ 評 価を カ テゴ リ ご とに 分 離し た 評価 と

して 検 討す る ため ， GN AT を 導入 し， 研 究 2 と 同 一 の未 接 触刺 激 を測 定

刺激 と し検 討 する 。

仮 説 ひ ら が な あ る い は カ タ カ ナ の 擬 態 語 に 反 復 し て 接 触 し た 場 合 ，

接触 刺 激と 同 じ カテ ゴ リに 属 する 未 接触 刺 激で 構 成 され る “接 触 した 表

記 ”の 好 意度 が 増加 し ，“接 触 して い な い表 記 ”で は 変 化は な いで あ ろう 。

第２ 項 方 法

実験 参 加者 大学 生 ， 大学 院 生 60 名 （ 男 性 14 名 ， 女性 4 6 名 ） であ

った 。 平均 年 齢は 2 0 .33 歳 （ S D=1.34）で あ った 。

実験 計 画 接 触対 象（ひ ら がな・カタ カ ナ・統 制（ 接触 な し ））×カテ

ゴリ 評 価（ ひ らが な・ カ タカ ナ） の 2 要因 混 合計 画 であ っ た。 接 触対 象
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は参 加 者間 要 因， カ テ ゴリ 評 価は 参 加者 内 要因 で あっ た 。

実験 装 置 研 究 1， 研 究 2 と 同 一 であ っ た。

刺 激 材 料 接 触 刺 激 と 測 定 刺 激 は ， 研 究 2 と 同 一 で あ っ た 。 ま た ，

GNAT に用 い る“ 快 ”，“ 不 快” を 表す 刺 激語 は ， 研究 1， 研 究 2 と同 一

であ っ た。

好意 度 の測 定 本 研 究 では ， 好意 度 の測 定 に二 つ の方 法 を 用い た 。ひ

とつ は ，カ テ ゴ リ弁 別 課題 に おけ る 正答 率 を測 度 と し， カ テゴ リ と属 性

間の 連 合強 度 を好 意 度 の潜 在 指標 と する GN AT で あ った 。もう ひ とつ は ，

従来 の 単純 接 触 効果 研 究で 主 に用 い られ て きた 自 己 報告 に よる 直 接的 な

好意 度 の測 定 であ っ た 。

（ a）GNAT を 用い た 連合 強 度の 測 定 ：“ ひら が な”と“ カタ カ ナ”に対

する 好 意度 を，GN AT によ っ て測 定 した 。GN AT で 使用 し たカ テ ゴリ は ，

“ひ ら がな ”，“カ タ カナ ”，“ 快 ”，“ 不 快” の 4 種 類 であ っ た。 基 本的 な

ブロ ッ ク構 成 及び 試 行 数に つ いて は ，N osek and B anaj i（ 2001）に依 拠

した 。 GN AT は 全部 で 八つ の ブロ ッ クか ら 構成 さ れた 。 GN AT に よる 測

定の 流 れ を Tabl e 5-9 に示 し た。 い ずれ の ブロ ッ ク にお い ても デ ィス プ

レイ 中 央に 刺 激 語が 連 続し て 呈示 さ れ， そ れら の 中 から ， ディ ス プレ イ

上部 に 表示 さ れ てい る 対象 カ テゴ リ と属 性 カテ ゴ リ のい ず れか に 当て は

まる タ ーゲ ッ ト刺 激 を ，デ ィ スト ラ クタ 刺 激か ら 600 m s 以内 に 弁別 す

る課 題 が行 わ れた（ F i g ur e 5-8）5。タ ーゲ ッ ト刺 激 が出 て き た場 合 のみ ，

利き 手 の人 差 し指 で ス ペー ス キー を 押す よ う求 め た。 1 ブ ロッ ク 目か ら

4 ブロ ック 目 は “ひ ら がな ”，“カ タ カナ ”，“快 ”，“ 不快 ” をそ れ ぞれ 弁

別す る 練習 課題 20 試行 ず つ であ っ た。5 ブロ ッ ク目 から 8 ブロ ッ ク目 は ，

5 Nosek and B anaj i（ 2001）によ れ ば，正 答率 の 天井 効 果 を回 避 する た

め， 制 限時 間 は 500 m s― 850 m s が 適切 と され る 。 予備 実 験を 通 して ，

本研 究 では 6 00 m s が適 切 と判 断 した 。
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“ひ ら がな ”，“ カタ カ ナ ”の 対 象カ テ ゴ リと ，“ 快 ”，“ 不 快 ”の 属 性カ テ

ゴリ を 各一 つ ずつ 組 み 合わ せ た弁 別 課題 78 試 行 ず つで あ った 。 ディ ス

トラ ク タ刺 激 に は， 四 つの カ テゴ リ のう ち ター ゲ ッ トと な るカ テ ゴリ に

当 て は ま ら な い 残 り の カ テ ゴ リ に 属 す る 刺 激 を 用 い た （ e .g . , “ ひ ら が

な― 快 ”ブロ ッ クで は ，“ カタ カ ナ ”と“ 不 快”の 刺 激語 が ディ ス トラ ク

タ ）。なお ，各組 み 合わ せ 弁別 ブ ロッ ク の初 め の 18 試行 は 練習 試 行で あ

り分 析 から 除 外し た 。練習 試 行 18 試 行 で は，“ ひ らが な ”，“カ タ カナ ”，

“快 ”，“不 快”を 表す 刺 激語 が そ れぞ れ 4 回ま た は 5 回 ず つラ ン ダム に

呈示 さ れ ，本 試行 60 試 行で は それ ぞれ 15 回 ずつ ラ ンダ ム に呈 示 され た 。

練習 ブ ロッ ク 及び 組 み 合わ せ 弁別 ブ ロッ ク 各 4 ブ ロ ック 内 での ブ ロッ ク

順序 は ，参 加 者ご と に ラン ダ ムに 決 定し た 。

d´得点 の算 出 参加 者 ごと に 四つ の 組 み合 わ せブ ロ ック の 本 試行 60

試行 を ，それ ぞ れ 600m s の 制限 時 間と 弁 別の 正 解・不 正 解か ら ，ヒッ ト

（タ ー ゲッ ト 刺激 に 正 しく 反 応），コ レク ト リジ ェ クシ ョ ン（デ ィ スト ラ

クタ 刺 激を 正 しく 回 避 ），フ ォ ルス ア ラー ム（デ ィ ス トラ ク タ刺 激 に誤 っ

て反 応 ），ミス（ ター ゲ ッ ト刺 激 を誤 っ て回 避 ）に分 類 した 。さ らに ，各

ブロ ッ クに お け るヒ ッ トの 割 合と ， フォ ル スア ラ ー ムの 割 合を プ ロビ ッ

ト変 換 し， ヒ ッ トの 値 から フ ォル ス アラ ー ムの 値 を 引い た 値を 連 合強 度

を表 す d´と し た。 以 上の 手 続き の 後 ，“ ひ らが な ―快 ” ブロ ッ ク の d´

から “ ひ らが な ― 不快 ” ブロ ッ ク の d´の差 を とり ， こ の値 を “ ひら が

な”の d´得点 ，同 様 に“ カ タカ ナ ―快 ”ブロ ッ クの d´か ら“ カ タカ ナ

―不 快 ”ブロ ッ クの d´の 差 をと り ，この 値 を“ カ タ カナ ”の d´得点 と

した 。 d´得 点 が大 き い ほど ，“ 不快 ” よ りも “ 快 ”の 連 合が 強 い こと を

意味 す る。す なわ ち ，d´得点 が 正の 方 向に 大 きい ほ ど，好 意的 評 価を 意

味す る 。
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（ b）自己 報 告に よ る 個別 評 価の 測 定： GNAT によ る 連合 強 度指 標 との

効果 を 比較 す るた め ，研 究 1 と研 究 2 とは 異 なり ，自己 報 告に お いて も

個別 の 評価 を 測 定し た 。刺 激 語評 価 とし て ，ひ ら が なと カ タカ ナ で表 記

した 測 定刺 激 各 8 語 ずつ を 呈示 し ，“左 の 単語 に つ いて ど のよ う に感 じ

ま す か ？ ” に 対 し て ， そ れ ぞ れ “ か な り 嫌 い （ 1） ― か な り 好 き （ 7）”，

“か な り不 快（ 1）― かな り 快い（ 7）”の 2 項目 7 件 法で 回 答を 求 めた 。

また ，カ テ ゴリ 評 価と し て ，“ ひら が な（ カタ カ ナ）につ い てど の よう に

感じ ま すか ？”に 対 して ，そ れ ぞれ“か な り嫌 い（ 1）―か な り好 き（ 7）”，

“か な り不 快（ 1）― かな り 快い（ 7）”の 2 項目 7 件 法で 回 答を 求 めた 。

手続 き IAT フェ イズ を GN AT フェ イ ズ に変 更 した 点 以外 は ，研 究 1

及び 研 究 2 と 同 一で あ った 。
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Block
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a ” and “Katakana ” GNAT

ce blocks (Block 1, 2, 3, and 4) and the

domised for each participants.
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第３ 項 結 果

d´得点 の分 析 d´得点 の 平均 値 を F i g ure 5-9，Table 5-10 に 示 した 。

d´得 点を 指 標と し ，接 触対 象（ ひ らが な・カタ カ ナ・統制（ 接 触 なし ））

を参 加 者間 要 因 ，カ テ ゴリ 評 価（ ひ らが な ・カ タ カ ナ） を 参加 者 内要 因

と す る ２ 要 因 分 散 分 析 を 行 っ た 結 果 ， 交 互 作 用 が 有 意 で あ っ た

（ F （ 2， 57） ＝ 4 .9 0， p＜ . 05）。 そ こ で ， 接 触 対 象 の 単 純主 効 果 検 定 を

行っ た とこ ろ ，“ ひら が な ”評価 に おい て ，接触 対 象 の単 純 主効 果 が見 ら

れ た （ F （ 2， 57） ＝ 3 .8 6， p＜ . 0 5）。 多 重 比 較 の 結 果 ， ひら が な 接 触 条

件と 統 制・カ タカ ナ 接触 両 条 件間 に 有意 差（ p s＜ . 05）が 認 めら れ た。ま

た ，“カ タ カナ ”評 価に お い ては ，接 触対 象 の単 純 主 効果 が 有意 傾 向で あ

り （ F （ 2， 57） ＝ 2 .6 9， p＜ . 1 0）， 多 重 比 較 の 結 果 ， カ タカ ナ 接 触 条 件

と 統 制 ・ ひ ら が な 接 触 両 条 件 間 に 有 意 傾 向 差 （ p s＜ . 10） が 見 ら れ た 。

Fi g ur e 5-9 に 示し た 通り ，“ ひら が な” 評 価に お い て， ひ らが な 接触 条

件の 得 点は 統 制 条件 よ りも 有 意に 大 きく ， カタ カ ナ 接触 条 件の 得 点は 統

制条 件 と差 が な かっ た 。ま た “カ タ カナ ” 評価 に お いて ， カタ カ ナ接 触

条件 の 得点 は 統 制条 件 より も 有意 に 大き い 傾向 が あ り， ひ らが な 接触 条

件の 得 点は 統 制 条件 と 差が な かっ た 。す な わち ， 共 通の 表 記の 擬 態語 に

反復 接 触し た 場合 ，反 復接 触 しな い 場合 よ り も，“ 接触 し た 表記 ”と“ 快 ”

の連 合 が“ 不 快”の連 合 に比 べ 強く ，“接 触 して い ない 表 記”と“ 快”の

連合 と “不 快 ”の 連 合 は， 反 復接 触 しな い 場合 と 差は な か った 。
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（n=21）

（n=20）

（n=19）

Hiragana Katakana
-0.8

-0.4

0.0

0.4

0.8

1.2

1.6
d

's
co

re

Hiragana-exposure

control

Katakana-exposure

Target Hiragana exposure Control Katakana exposure

M 1.18 a 0.61 b 0.55 b

SD .89 .87 .61

M -0.59 a -0.55 a, b -0.11 c

SD .71 .79 .62

Hiragana

Katakana

Note . Theoretical median is 4. Means with different subscripts within the same row are
significantly different at least at the p<.05 level (exception; difference between

subscripts b and c is at the p<.10 level).

Table 5-10

Mean d’ scores for “Hiragana” and “Katakana” categories

F i g ur e 5 -9 . M ean d ’ sc or es fo r “ Hi r ag ana” and “ Kat akana”
c at egor i es . Val ues r epr esent t he d i f fe renc e bet ween a c ateg ory
p ai r ed wit h p os it i ve and one p air ed wi t h neg at i ve . P osi t iv e
v al ues i ndi c ate a p os it iv e at t it ud e t oward a t arg et c at egory.
T he bar i nd ic at es st and ard er r or.
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自己 報 告に よ る個 別 評 価の 分 析

1. 刺激 語対 評 価の 分 析 研 究 1，研 究 2 と同 様 の手 続 き によ り ，各刺

激語 に 対す る 個別 評 価 2 項 目 （ r s＝ . 57― . 84， p s＜ . 001） の全 体 平均 値

を自 己 報告 に よる 刺 激 語個 別 評価 得 点と し（ F i g ur e 5-10，Table 5-11），

接触 対 象×カ テ ゴリ 評 価の 2 要因 分 散分 析 を行 っ た 。そ の 結果 ， 交互 作

用 が 見 ら れ た も の の （ F（ 2， 57） ＝ 3 .79， p ＜ . 0 5）， 接 触対 象 の 単 純 主

効 果 は 有 意 で は な か っ た （ F s≦ 1 . 18， n s）。 す な わ ち ， 自 己 報 告 で は 反

復接 触 の効 果 は見 ら れ なか っ た。

1

2

3

4

5

6

7

M
e
a

n
it

em
ra

ti
n

g

Hiragana-exposure

control

Katakana-exposure

（n=21）

（n=20）

（n=19）

Hiragana Katakana
F i g ur e 5-10 . M ean it em r at i ng s o f se l f - r ep or t ed l i kabil i ty. N ot e
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Target Hiragana exposure Control Katakana exposure

M 4.07 3.94 3.93

SD .62 .54 .45

M 3.55 3.77 3.81

SD .37 .59 .74

Table 5-11

Mean item ratings of self-reported likability

Hiragana

Katakana

Note . Theoretical median is 4.

t hat t heor et i c a l m ed i an i s 4 . T he bar i nd i c at es st and ard err or.
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2. カ テ ゴ リ 評 価 の 分 析 さ ら に ， ひ ら が な ・ カ タ カ ナ 両 カ テ ゴ リ に

対す る 個別 評 価 2 項 目 （順 に ， r s＝ . 57， . 68， p s＜ . 001） の平 均 値を 自

己報 告 に よる カ テ ゴリ 個 別 評価 得 点 とし ， 接 触対 象×カテ ゴ リ 評価 の 2

要因 分 散分 析 を行 っ た （ F i g ur e 5-11， Tabl e 5-12）。そ の 結果 ， 交互 作

用は 認 めら れ なか っ た （ F（ 2， 57） ＝ 1 .84， ns）。

1
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7

M
e
a

n
ca

te
g
o
ry

ra
ti

n
g

Hiragana-exposure

control

Katakana-exposure

（n=21）

（n=20）

（n=19）

Hiragana Katakana
F i g ur e 5-11 . M ean c at eg ory r at i ng s o f se l f - r ep ort ed l i kabi l it y.
N ot e t hat t heor et i c a l m edi an i s 4 . T he bar i nd ic at es st and ar d
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Target Hiragana exposure Control Katakana exposure

M 5.83 5.60 5.50

SD .62 .84 .76

M 3.95 4.35 4.16

SD .93 .84 .78

Table 5 -12

Mean category ratings of self-reported likability

Hiragana

Katakana

Note . Theoretical median is 4.

er r or.
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d´得 点と 自 己 報 告に よ る 個 別 評価 得 点 の 関連 d´得点 と 自 己 報 告に よ

る両 個 別評 価 得点 と の 相関 係 数を 算 出し た。そ の 結果 ，d´得点 と ひら が

な， カ タカ ナ の カテ ゴ リ個 別 評価 得 点と の 間に 有 意 な相 関 が認 め られ た

（順 に ， r＝ . 34， r＝ . 32， p s＜ . 05）。一方 ， d´得 点 と刺 激 語個 別 評価 と

の間 に はい ず れも 有 意 な相 関 は認 め られ な かっ た（ 順 に，r＝ . 19，r＝ . 18，

ns）。

第４ 項 考 察

本研 究 の目 的 は， 研 究 1・ 研 究 2 で 示さ れ た単 純 接触 効 果 のカ テ ゴリ

へ の般 化 を ， IAT に よ るカ テ ゴ リ間 で の 相対 的 な 評 価で は な く， GN AT

を用 い てカ テ ゴ リご と の個 別 評価 と して 検 討す る こ とで あ った 。 その 結

果， 自 己報 告 の 場合 ， 刺激 語 評価 ・ カテ ゴ リ評 価 の 両者 で 効果 は 認め ら

れな か った 。一 方 ，GN AT を 用い た 場 合，“ ひ らが な ”・“ カタ カ ナ ”の 両

表記 に おい て ， 接触 し たカ テ ゴリ の 好意 度 が増 加 す ると い う単 純 接触 効

果が 確 認さ れ た。 特 に ， IAT を 用い た 研 究 2 で は ， 統計 的 に有 意 に至 ら

なか っ たカ タ カナ 接 触 条件 に おい て も ，（ 有 意傾 向 では あ るも の の ）効 果

が認 め られ た 。IAT に よる 測 定で は ，“ ひ らが な ―快 ”（“カ タ カナ ― 不快 ”）

ブロ ッ クと ，“ カタ カ ナ― 快 ”（“ ひ ら がな ― 不快 ”） ブロ ッ クの 反 応時 間

が比 較 され る 。 つま り ，二 つ のカ テ ゴリ へ の評 価 は 常に 対 とな っ て表 さ

れる 。 一方 ， GN AT に よる 測 定で は ，カ テ ゴリ ご と に属 性 との 連 合強 度

が測 定 され る 。 その た め， 単 純接 触 効果 の よう な 接 触し た カテ ゴ リへ の

一方 向 的な 影 響 が想 定 され る 場合 ， カテ ゴ リご と に 分離 し た評 価 での 測

定は 対 での 評 価 に比 べ ，効 果 が明 確 にな っ たも の と 考え ら れる 。 実際 ，

本研 究 では ， 接 触し た カテ ゴ リの 好 意度 の み増 加 し ，接 触 しな い カテ ゴ
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リの 好 意度 に は変 化 が ない と いう 一 方向 的 な効 果 が確 認 さ れた 6。した が

って ， 必ず し も相 対 的 な関 係 にな い カテ ゴ リを 扱 う場 合 に は， GN AT で

の測 定 が適 し てい る と も考 え られ る 。

また ， GN AT と自 己 報 告に よ る刺 激 語評 価 ・カ テ ゴリ 評 価 間で の 関連

は， GN AT と 自 己報 告 によ る カテ ゴ リ評 価 との 間 の み， 有 意な 正 の相 関

が認 め られ た 。 した が って ， 連合 強 度指 標 が， 測 定 に用 い る個 々 の刺 激

語評 価 より も ，カ テ ゴリ 評 価と の 関連 が 強 いと い う傾 向 は研 究 1 から 一

貫し て 認め ら れた 。

6本研 究 での GN AT では ，デ ィス ト ラク タ にお い ても ，“ ひ らが な ”か“ カ

タカ ナ ”を 用 いた た め ，相 対 的な 関 係を 完 全に は 脱し な か った 点 は留 意

すべ き であ る 。
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第５節 総合考察

第１ 項 第 ５ 章か ら 得 られ た 知見

本章 で は， 単 純接 触 効 果の カ テゴ リ への 般 化に つ いて ， 連 合強 度 を指

標と す る潜 在 的 な測 定 を用 い て検 討 した 。 まず ， カ テゴ リ 間で の 相対 評

価を 測 定す る IAT に よ って ，接触 刺 激 と同 一 の刺 激 を用 い た場 合 には（ 研

究 1），両 指 標で 効 果が 確 認さ れ た（た だ し ，自 己 報 告に よ るひ ら がな 接

触で は 有意 差 はな か っ た）。こ のこ と は，潜 在指 標 に よっ て も単 純 接触 効

果を 測 定す る こ とが で きる こ とを 示 唆す る もの と 言 えよ う 。続 い て， 同

じカ テ ゴリ に 属 する 未 接触 刺 激を 用 いる こ とで ， カ テゴ リ を媒 介 とし た

効果 を 明確 に した 場 合 には（ 研究 2），自 己 報告 で は 効果 が 見ら れ なか っ

たも の の， IAT では 効 果が 確 認さ れ た（ た だし ， カ タカ ナ 接触 条 件で は

統計 的 に有 意 な差 は 見 られ な かっ た ）。さら に ，相対 評 価で は な く ，個 別

の評 価 とし て 検討 す る ため ，潜 在 指標 と して GN AT を用 い た場 合 にお い

ても（ 研 究 3），GN AT で 接触 し た カテ ゴ リの 好 意度 の み増 加 し ，接触 し

なか っ たカ テ ゴ リの 好 意度 に は変 化 がな い とい う 一 方向 的 な効 果 が確 認

され た 。

また ， 潜在 ・ 顕在 の 両 測定 間 での 関 連を 見 ると ， IAT 効 果 は一 貫 して

自 己 報 告 に よ る 刺 激 語 評 価 よ り も カ テ ゴ リ 評 価 と の 相 関 が 高 か っ た 。

IAT や GNAT では ，連 合強 度 がカ テ ゴリ を 構成 す る 刺激 へ のカ テ ゴリ 判

断課 題 を通 し て 測定 さ れる 。 その た め， カ テゴ リ 判 断に 用 いる 刺 激へ の

評価 の 平均 と い うよ り も， そ のカ テ ゴリ 一 般に 近 い 評価 が 測定 さ れる こ

とが 示 唆さ れ る（ De Houwer, 2001）。

以上 の 結果 か ら， 共 通 のカ テ ゴリ に 属す る 刺激 へ の反 復 接 触が 接 触し

たカ テ ゴリ に 好 意的 影 響を 与 える と いう 単 純接 触 効 果の カ テゴ リ への 般
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化は ， カテ ゴ リ と属 性 間で の 連合 強 度を 指 標と す る 潜在 的 測定 に よっ て

支持 さ れた 。 こ こか ら ，単 純 接触 効 果は 接 触を し た 当該 対 象の み に生 じ

るわ け では な く ，そ れ らを 包 括す る カテ ゴ リの 次 元 にお い ても 生 じる こ

とが 示 唆さ れ る 。す な わち ， 接触 刺 激に カ テゴ リ と いう 共 通性 が 認識 さ

れる 場 合， そ の カテ ゴ リの 次 元に お いて 反 復接 触 が 成立 し ，カ テ ゴリ 評

価に 好 意的 影 響が も た らさ れ たも の と考 え られ る 。

第２ 項 第 ５ 章の ま と め

単純 接 触効 果 は単 に 刺 激の 物 理的 特 徴に 依 存し た 現象 で は なく ， より

高次 の 認知 プ ロ セス を も含 む 現象 で ある こ とが ， 未 接触 刺 激へ の 般化 に

関わ る 研究 か ら 示唆 さ れて き た。 特 に， そ のよ う な 般化 の プロ セ スと し

て， 先行 研 究で は 主に 2 点 挙げ ら れ てき た。 第 一に ，刺 激 の物 理 的類 似

性に 基 づく 般 化で あ る （ S eamon et a l . , 1997 ; Zebr owit z et a l . , 2008）。

すな わ ち， 接 触 した 刺 激と 評 定を 行 う刺 激 が似 て い るた め ，未 接 触刺 激

であ っ ても 好 意 度が 増 加す る とい う 解釈 で ある 。 第 二に ， カテ ゴ リへ の

般化 に よる 解 釈で あ る（ C r av er -Lem ley & B or nste i n, 2006 ; S mi t h et a l . ,

2008）。 す な わ ち ， 特 定 の カ テ ゴ リ 事 例へ の 反 復 接 触 は そ の カ テ ゴ リ 一

般の 好 意度 を 増加 さ せ ると 想 定さ れ る。 特 に S m it h et a l .（ 2008）は ，

この 可 能性 に つ いて ， 白人 の 顔写 真 への 閾 下で の 反 復接 触 が未 接 触の 黒

人顔 写 真に 対 す る好 意 度を 減 少さ せ ると い う結 果 に 基づ き 議論 し た。 本

章で の 一連 の 研究 で は ，IAT や GNAT とい うよ り カ テゴ リ 評価 に 近い 間

接的 な 手法 を 用 いて 効 果が 確 認さ れ たこ と を鑑 み て も， 後 者の カ テゴ リ

認識 を 媒介 と した プ ロ セス を 支持 す るも の と思 わ れる 。

しか し ，本 章 での 検 討 だけ で は不 確 定な 点 も残 さ れて い る 。特 に ，本

章で は ，Dev i ne（ 1989）や S m it h et a l .（ 2008）に基 づ き ，接 触 した 刺
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激が 持 つ共 通 性 ，す な わち カ テゴ リ 認識 を 媒介 と し て般 化 する と いう プ

ロセ ス を想 定 して い る が， こ のカ テ ゴリ 認 識は 必 ずし も S eam on et a l .

（ 1997）や Zebr owitz et a l .（ 2008）の い う類 似 性 と明 確 に分 離 でき る

わけ で はな い 。すな わ ち ，日 常 的に は“ カテ ゴ リ ”と“ 外 見上 の 類似 性 ”

が一 致 する 場 面が 多 い のも 事 実で あ り， 例 えば ， S m it h et a l .（ 2008）

と Zebr owit z et a l .（ 2008） で用 い られ た “人 種 ” とい う カテ ゴ リも ，

主に 外 見上 の 特 徴に 基 づく カ テゴ リ であ る 。つ ま り ，肌 の 色な ど の外 見

上の 類 似性 が“ カ テゴ リ ”を 構成 す る 。そ う 考 える と ，本章 で 用い た“ ひ

らが な ”・“ カ タ カナ ” とい う カテ ゴ リも ， 文字 の 表 記形 態 に基 づ くも の

であ る とい う 点 は留 意 が必 要 であ ろ う。 し たが っ て ，本 章 で示 さ れた 知

見が ， 単な る 類 似性 で はな く ，純 粋 なカ テ ゴリ 認 識 によ る 場合 も 生じ 得

るこ と を示 す た め， 類 似性 と カテ ゴ リが 一 致し な い 状況 に おけ る 単純 接

触効 果 を検 討 する 必 要 があ る 。



第 6 章 閾下単純接触におけるカテゴリ認識の効果

- 120 -

第６章

閾下単純接触におけるカテゴリ認識の効果

第１節 問題と目的

第２節 集団意識を媒介とした効果【研究 4】

第３節 総合考察
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第１節 問題と目的

前章 で の検 討 から ， 共 通の カ テゴ リ に属 す る刺 激 への 反 復 接触 は ，そ

のカ テ ゴリ 一 般 の好 意 度を 増 加さ せ ると い う単 純 接 触効 果 のカ テ ゴリ へ

の般 化 が示 さ れ た。 す なわ ち ，接 触 をす る 刺激 が 共 通の カ テゴ リ に属 す

ると い う認 識 を 媒介 と して ， 個々 の 刺激 語 にお け る カテ ゴ リの 次 元で 反

復接 触 が成 立 した も の と考 え られ る 。

しか し ，こ れ まで の 検 討で は ，こ の カテ ゴ リ認 識 が物 理 的 類似 性 に基

づく も のか （ S eam on et a l . , 1997 ; Zebr owi tz e t a l . , 2008），あ る いは 類

似 性 と は 独 立 し た よ り 抽 象 的 な “ カ テ ゴ リ ” に 基 づ く も の か

（ C r av er -L eml ey & B or nste i n, 2006 ; S mi t h e t a l . , 2008 ）を 明 確に 区

別す る こと は で きな い 。実 際 には ， 多く の 日常 的 な 場面 で ，類 似 性と カ

テゴ リ は一 致 す るこ と が多 い とい う のは 前 述の 通 り であ る 。と は いえ ，

両者 が 不一 致 で ある 場 合も 現 実的 に は十 分 に考 え ら れる 。 した が って ，

本章 で は， 両 者 を分 離 し， 純 粋な カ テゴ リ 認識 を 媒 介と し た効 果 を検 討

する こ とに よ っ て， 単 純接 触 効果 の 般化 を より 一 般 的な 場 面へ と 展開 す

る上 で の示 唆 を もた ら すこ と を目 的 とす る 。な お か つ， 接 触に お いて は

閾下 呈 示に よ る 方法 を 導入 す るこ と で， 無 意識 的 な 接触 か ら生 じ る影 響

を捉 え る。

で は ， そ の よ う な 傾 向 は い か な る 場 面 で 顕 著 に 見 ら れ る で あ ろ う か 。

ここ で は ，集 団 を問 題 とす る 。すな わ ち ，“集 団 ”とい う カテ ゴ リは（ 黒

人・白 人 な どの 人 種を 除 いて ），多 くの 場 合外 見 上の 類 似性 で は なく ，あ

る人 物 がど の 集 団に 属 して い るか と いう 知 覚者 の カ テゴ リ 認識 の みに 依

存す る 。例 え ば ，関 西 人や 関 東人 と いう 集 団で 考 え てみ た 場合 ， 両者 は

外見 上 の類 似 性に 基 づ いて 範 疇化 す るこ と はで き ない 。し たが っ て ，（ 人
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種 な ど で は な い ） 集 団 と い う 視 点 か ら カ テ ゴ リ を 扱 う こ と に よ っ て ，

Zebr owi tz et a l .（ 200 8）な ど の 言 う とこ ろ の 外 見 上の 類 似 性 とは 独 立

した ， 知覚 者 の 認識 の みに 基 づく 効 果の 検 討が 可 能 であ る 。そ こ で本 章

では ， 最小 条 件 集団 パ ラダ イ ムを 用 いる こ とで ， こ の問 題 の検 討 を試 み

る。
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第２節 閾下単純接触によるカテゴリ認識の効果

―集団意識を媒介とした効果―【研究４】

第１ 項 目 的

本研 究 では ， 閾下 単 純 接触 に おけ る カテ ゴ リ認 識 の効 果 を 検証 す るこ

とを 目 的と し ， 類似 性 とカ テ ゴリ が 一致 し ない 状 況 にお け るカ テ ゴリ 認

識の 効 果を ， 特に 集 団 を対 象 にし て 検討 す る。

そ の よ う な 単 純 接 触 効 果 に お け る 知 覚 者 の 認 識 に 基 づ く 効 果 は ，

Cr av er -L em l ey and B or nst ei n (200 6)の 研 究か ら も 示唆 さ れて き た。 そ

の実 験 では ， 接 触刺 激 とし て ウサ ギ にも ア ヒル に も 見え る 曖昧 図 形が 呈

示さ れ たと こ ろ ，そ の 後の 評 定で は 接触 の 際の 教 示 （呈 示 する 図 形が ウ

サギ で ある か ア ヒル で ある か ）と 一 致し た 図形 の み で効 果 が生 じ ると い

う選 択 的な 効 果 が確 認 され た 。つ ま り， 接 触す る 刺 激を ど う捉 え るか と

いう 知 覚者 の 認 識に 基 づき ， 同じ 刺 激に 対 して 異 な る効 果 が生 ま れた と

考え ら れる 。

では ， この 知 見を カ テ ゴリ と して の 集団 の 問題 と 重ね る こ とで ， 何が

考え ら れる か 。 ひと つ に， 知 覚者 が ある 人 物を 内 集 団成 員 ある い は外 集

団成 員 とみ な すか に よ って ，効果 が 変 化す る ので は ない か 。本研 究 では ，

最小 条 件集 団 パラ ダ イ ムを 用 いる こ とで こ の問 題 に迫 り た い。

集団 所 属性 の 観点 か ら する と ，集 団 間関 係 は自 ら の所 属 す る内 集 団と

そ う で な い 外 集 団 か ら 成 立 す る と さ れ る （ Taj fe l， 197 8， 198 2）。 一 般

的に ， 集団 同 士 が対 比 的な 関 係に あ る場 合 ，人 は 内 集団 に 対し て 外集 団

より も 好意 的 な認 知・感情・行 動を 示 す（内 集 団 バイ ア ス）。加 えて ，こ

の内 集 団バ イ ア スを 生 み出 す 対比 的 な関 係 は， 人 種 的対 立 や利 害 葛藤 の

よう な 現実 的 な 理由 に 限ら ず ，単 に くじ 引 きな ど の ラン ダ ムな カ テゴ リ
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分け に よる ，“我 々（ 内 集団 ）”と“彼 ら（外 集 団）”とい う 集団 関 係の 認

識の み で充 足 され る こ とが ， Taj fel , B i ll i ng , B undy, & F l ament（ 1971）

によ り 見出 さ れ た。 す なわ ち ，個 人 を二 つ の集 団 に ラン ダ ムに 分 割す る

こと に よる カ テ ゴリ 化 が， 集 団間 の 差異 を 明確 化 し ，対 比 的な 集 団関 係

を生 み 出す 。 こ れは ， ラン ダ ムな 基 準で 分 けら れ た 二つ の 集団 ， とい う

認識 以 外の 説 明 変数 が 排除 さ れた 状 況と い う意 味 で ，特 に 最小 条 件集 団

パラ ダ イム（ m i ni m al g r oup p ar ad ig m）と 呼ば れ る 。こ の 場合 ，カテ ゴ

リ分 け の基 準 は 集団 の 認識 の みで あ るた め ，人 種 の よう に 外見 上 の類 似

性と カ テゴ リ が 一致 す るこ と はな い 。し た がっ て ， この パ ラダ イ ムを 用

いる こ とで ， 同 一人 物 に対 す る知 覚 者の 認 識の み を 変化 さ せ， 類 似性 の

問題 と 分離 し た純 粋 な カテ ゴ リに 基 づく 効 果の 検 討が 可 能 であ る 。

さて ， 先ほ ど の問 い に 戻り ， ある 人 物に 対 して 内 集団 成 員 とし て 接触

した 場 合と ， 外 集団 成 員と し て接 触 した 場 合で ， 単 純接 触 効果 は 変化 す

るで あ ろう か 。 まず ， 単純 接 触効 果 の知 見 から す れ ば， 接 触す る 人物 が

内集 団 成員 で あ れ外 集 団成 員 であ れ ，効 果 は生 じ る と考 え られ る 。こ こ

で， 最 小条 件 集 団パ ラ ダイ ム の説 明 理論 で ある 社 会 的ア イ デン テ ィテ ィ

理論 （ Taj fe l， 1978， 1982） に よる と， 人 は自 己 の 評価 の 一部 を 内集 団

に依 存 して お り ，内 集 団の 評 価を 高 める よ う動 機 づ けら れ てい る とさ れ

る。 つ まり ， 外 集団 に 対す る 内集 団 の優 位 性を 維 持 する た めで あ る。 そ

う考 え るな ら ば ，内 集 団・ 外 集団 と いう 対 比的 な 集 団関 係 が明 確 な場 合

には ， 反復 接 触 は集 団 意識 （ 社会 的 アイ デ ンテ ィ テ ィ） を 媒介 と して ，

内集 団 に対 す る 評価 を 高め る 方向 で 作用 す る可 能 性 があ る 。す な わち ，

内集 団 成員 に 反 復接 触 する 場 合， 内 集団 の 評価 を 高 めよ う とす る 集団 意

識の 方 向と ， 単 純接 触 効果 の 方向 が 一致 す るた め ， 単純 接 触効 果 は促 進

され る 。一 方 ， 外集 団 成員 と して 反 復接 触 する 場 合 には ， 集団 意 識と 単
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純接 触 効果 の 方 向が 不 一致 で ある た め， 単 純接 触 効 果は 抑 制さ れ ると 考

えら れ る。 し た がっ て ，単 純 接触 効 果が 純 粋な カ テ ゴリ 認 識の み に基 づ

いて も 生じ 得 る ので あ れば ， この よ うな 選 択的 な 効 果が 得 られ る こと が

予測 さ れる 。

また ， C r av er -L em l ey & B or nst e i n（ 2006）で は ，刺 激 に 対す る 知覚

者の 認 識は 実 験者 か ら の教 示 とい う 外的 な 操作 に 基づ い て いた 。しか し ，

この よ うな 認 識 は必 ず しも 受 動的 な もの で はな い 。 特に ， 集団 に 代表 さ

れる カ テゴ リ 認識 は ，無 意 識 的か つ 自動 的 に行 わ れる（ Dev i ne , 1989）。

実際 ， S m it h et a l .（ 2008） でも 刺 激の 閾 下呈 示 に よる 方 法で 効 果が 認

めら れ てい る こ とか ら ，内 集 団・ 外 集団 と いう 認 識 も， 接 触し た とい う

意識 が 伴わ な い状 況 で あっ て も生 じ る能 動 的な も のと 考 え られ る 。

仮説 １ 内 集 団成 員 に 反復 接 触し た 場合 ， 内集 団 に対 す る 相対 的 な好

意度 が 増加 す るで あ ろ う。

仮説 ２ 外 集 団成 員 に 反復 接 触し た 場合 ， 好意 度 に変 化 は ない で あろ

う。

第２ 項 方 法

実験 参 加者 大学 生 39 名 （男 性 20 名 ，女 性 19 名） で あ った 。 平均

年齢 は 20 .56（ S D=1.58）歳 で あっ た 。

実験 デ ザイ ン 接 触 対 象（ 内集 団 成員・外 集 団 成員 ）を 参 加 者間 要 因，

測定 時 期（ 接 触前 ・ 接 触後 ） を参 加 者内 要 因と す る 2×2 の 2 要 因混 合

計画 で あっ た 。

実験 装 置 刺 激の 呈 示 及 び IAT によ る反 応 時間 の 記録 に は パー ソ ナル

コン ピ ュー タ ー（ Del l 社製 V OS T R O Wi nd ows XP），17 イ ンチ C R T デ
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ィ ス プ レ イ （ i i y am a 社 製 HF 703U ） を 使 用 し ， ソ フ ト ウ ェ ア に は

Mi l l i sec ond 社 Inqui s i t 2 .0 を使 用 した 。デ ィ スプ レ イの 解 像度 は 800×

600 ピ クセ ル ，リ フ レッ シ ュレ ー トは 1 20 Hz であ っ た。

刺激 材 料 日 本人 大 学 生顔 写 真を 用 いた 。 刺激 と して 用 い る人 物 の選

定に 当 たっ て ，大 学 生 20 名（ 男 性 10 名， 女 性 10 名） を 対象 に 予備 調

査を 行 った 。 予 備調 査 の目 的 は， 好 意度 が 中程 度 の 人物 を 選定 す るた め

であ っ た。調 査協 力 者に は，1 00 枚（男 女 各 50 枚 ）の大 学 生顔 写 真に つ

いて ，そ れ ぞれ“ど の 程度 好 きで す か”とい う 教示 に 対し て ，“ か なり 嫌

い（ 1） ― かな り 好き （ 7）”の 7 段 階で 回 答を 求 め た。 そ の結 果 から ，

評定 平 均値 が 理論 的 中 間値 で あ る 4 付 近（ 3 . 75― 4 .2 5） に 収ま り ，標 準

偏差 が 比較 的 小さ か っ た（ 0 .7 以下 ） 男女 の 顔写 真 を それ ぞれ 4 枚ず つ

選定 し た 。以上 の 予備 調 査の 結 果か ら 抽出 さ れ た計 8 枚の 顔 写 真を ，好

意度 に 偏り の ない よう 4 枚ず つ （ 男女各 2 枚） 2 セ ット に 分割 し ，そ れ

ぞれ“ 4 08”セ ッ トと“ 411”セ ッ トと し ，実験 に 用い た 。ま た ， IAT に

おけ る“快 ”を表 す 刺 激語 と して ，“良 ”，“ 美”，“ 好”，“ 嬉”，“ 優”の 5

語 ，“ 不 快” を 表す 刺 激語 と して ，“ 悪 ”，“ 醜 ”，“ 嫌 ”，“ 悲 ”，“ 劣 ”の 5

語を 用 いた 。 デ ィス プ レイ に 呈示 さ れた 刺 激の サ イ ズは ， 顔写 真 が縦 約

4 cm×横約 4 c m， 1 文字 の 漢字 が 縦約 1 .5 c m×横 約 1 .5 c m であ った 。

実験 時 の観 察 距離 は 約 70 c m であ っ た。

好意 度 の測 定 本 研 究 では 研 究 1・研 究 2 と同 様 ，好 意 度 の測 定 に潜

在指 標 とし て IAT を ，顕在 指 標と し て 自己 報 告に よ る段 階 評定 を 用い た 。

（ a） IAT を 用 いた 連 合強 度 の測 定 ： 内集 団 と外 集 団の ど ちら の 方が ，

“快 ”・“不 快 ” とい う 属性 と 強く 結 びつ い てい る か ，そ の 連合 の 程度 を

IAT に よっ て 測定 し た。 基 本 的な 手 続き は 研 究 1・研 究 2 と同 一 であ っ

た。 し たが っ て， IAT の ブロ ッ ク構 成 のみ ， Tabl e 6-1 に 示し た 。
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（ b） 自 己 報告による測 定 ： 従 来用 い ら れて き た 自己 報 告 によ る 段 階評

定に お いて ， 両 集団 成 員に 対 する 評 価を 測 定し た 。 ディ ス プレ イ 上に 内

集団 成 員， 外 集団 成 員 の顔 写 真各 4 枚 を ， 1 枚 ず つラ ン ダム に 呈示 し ，

“写 真 の人 物 につ い て どの よ うに 感 じま す か？ ”に対 し て，それ ぞ れ“ か

なり 嫌 い（ 1） ― かな り 好き （ 7）”の 7 件 法で ， キ ーボ ー ドあ る いは マ

ウス を 用い て 回答 を 求 めた 。

Block
No. of
trials

Function
Items assigned to
left-key response

Items assigned to
right-key response

1 20 Practice Ingroup members Outgroup members

2 20 Practice Pleasant words Unpleasant words

3 20 Practice
Pleasant words +

Ingroup members

Unpleasant words +

Outgroup members

4 40 Test
Pleasant words +

Ingroup members

Unpleasant words +

Outgroup members

5 20 Practice Unpleasant words Pleasant words

6 20 Practice
Unpleasant words +

Ingroup members

Pleasant words +

Outgroup members

7 40 Test
Unpleasant words +
Ingroup members

Pleasant words +
Outgroup members

Table 6-1

Sequence of trial blocks in the “Ingoup” vs. “Outgroup” IAT

Note . For half the participants, the positions of Blocks 2, 3, and 4 are
switched with those of Blocks 5, 6, and 7, respectively. Category labels for

groups were "408" and "411".

手続 き 実 験 は二 つ の 実験 室 を用 い ，個 別 に実 施 した 。 実 験は 六 つの

フェ イ ズか ら 構成 さ れ た。

1. 集団 成員 記 憶フ ェ イズ 実験 者 は 実験 参 加者 に ，“ 本 実 験の 目 的は ，

人が ど れだ け 早 く視 覚 的な 情 報を 処 理で き るか を 調 べる こ とで す ”と 教
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示し ，パ ソ コン デ ィス プ レイ の 前に 案 内し た 。着 席後 ，“ 実 験は 二 つの グ

ルー プ に分 か れ， そ れ ぞれ 異 なる 実 験室 （ 408 実 験 室あ る いは 411 実 験

室） で 実験 を 行 って も らい ま す。 そ れに 当 たり 二 つ のグ ル ープ の メン バ

ーを 覚 えて も らい ま す 。”と 教 示 した 。参 加者 の 同意 後 ，デ ィス プ レイ 上

に，顔 写真 と その 下 にそ の メン バ ーの 属 す るグ ル ープ の 名前（“ 408”あ

るい は“ 411”）を，ディ ス プレ イ 上部 に 4 枚，下 部に 4 枚，計 8 枚表 示

した 。 なお ， デ ィス プ レイ 上 にお け る顔 写 真の 配 置 は参 加 者ご と にラ ン

ダム に 決定 さ れた 。以 上 ，8 枚の 顔 写真 を 1 分間 で 記 憶す る よう 求 めた 。

2. 集 団 割 り 当 て フ ェ イ ズ 最 小 条 件 集 団 パ ラ ダ イ ム に 基 づ い て 集 団

分け を 行っ た。具 体的 に は，くじ 引 き（ 吉田・久 保 田，1994）を 用 いて ，

参 加 者 を “ 408” あ る い は “ 411” の い ず れ か の グ ル ー プに 割 り 当 て た 。

すな わ ち， く じ によ り 割り 当 てら れ たグ ル ープ が 参 加者 に とっ て 内集 団

とな り ，も う 一 方の グ ルー プ が外 集 団と な った 。 ま た， 割 り当 て はく じ

引き の ため ， 各 参加 者 がい ず れの グ ルー プ に割 り 当 てら れ るか は ，ラ ン

ダム で ある と の 教示 を した 。 実際 に は， セ ット 間 で のカ ウ ンタ ー バラ ン

ス を と る た め ，“ 408” と “ 411” に 割 り 当 て ら れ る 人 数 が 等し く な る よ

うく じ を操 作 して い た 。

3. 接 触 前 測 定 フ ェ イ ズ 参 加 者 を く じ 引 き に よ り ，“ 408” あ る い は

“ 411” の い ず れ か の グ ル ー プ に 割 り 当 て た 後 ， 自 分 の 属 す る 実 験 室 へ

と案 内 した 。 な お， 実 験室 は 部屋 番 号の 表 示の み を 変え ， 同一 の 実験 室

を用 い た 。実 験 室に 到 着す る と ，“ 先 ほど の 人物 を 正 確に 記 憶で き てい る

かを 確 認す る ため ，分類 課 題 に取 り 組ん で もら い ます 。”と告 げ ，IAT 並

びに 自 己報 告 によ る 評 定へ の 取り 組 みを 求 めた 。

4. 接触 フェ イ ズ 接 触前 測 定フ ェ イ ズ終 了 後， 参 加者 に ，“視 覚 的情

報の 処 理速 度 を調 べ る ため ，これ か ら 瞬間 的 に様 々 な写 真 を表 示 しま す 。



第 6 章 閾下単純接触におけるカテゴリ認識の効果

画面 の 中央 に 注目 し ，注意 し て見 る よう に し て下 さ い。”と の教 示 を行 っ

た 。内 集 団 接触 条 件の 参 加者 に は ，内 集 団 成員 の 顔写 真 4 枚を そ れぞ れ

15 回ず つ，フ ィ ラー 刺 激と し て内 集 団で も 外集 団 で もな い 人物 の 顔写 真

4 枚 を それ ぞ れ 5 回 ず つラ ン ダム に 呈示 し た。 同 様 に， 外 集団 接 触条 件

の参 加 者に は ，外 集 団 成員 の 顔写 真 4 枚 を 15 回ず つ ，フ ィ ラー 刺 激 4

枚 を 5 回 ず つ ラ ン ダ ム に 呈 示 し た 。 具 体 的 に は ， デ ィ ス プ レ イ 中 央 に

1000 m s 注視 点を 呈 示し た 後， 8 m s 顔写 真 を呈 示 した 。 顔写 真 呈示 後 ，

200 m s マス ク 画像 を 呈示 し た。 呈 示 試行 の 画面 例 を F i g ur e 6-1 に示 し

た。 こ うし た 試行 を 計 80 回 続 けた 。 試行 間 の イン タ ーバ ルは 1000 m s

であ り ，そ の 間は デ ィ スプ レ イに は 何も 呈 示し な かっ た 。

5. 接触 後測 定 フェ イ ズ 接 触前 測 定 フェ イ ズと 同 一 の IAT 並び に自

己報 告 によ る 評定 へ の 取り 組 みを 求 めた 。

6. 再 認 判 断 フ ェ イ ズ 再 認 記 憶 課 題 へ の 取 り 組 み を 求 め た 。 こ の 課

題で は ，接 触フ ェ イズ で 呈示 し た顔 写 真 8 枚 と ，呈 示し て いな い 顔写 真

8 枚を 同 性の ペ アに し ，順 序 及び 左 右 の配 置 をラ ン ダム に して 呈 示し た 。

参加 者 には ， 先 ほど の 瞬間 的 な写 真 の表 示 の際 に 見 た方 の 顔写 真 を選 択

する よ う求 め た。 こ う した 試 行を 計 8 回続 け た。

+

Fixation point
（1000 ms）

Target
（8 ms）

Mask
（200 ms）

Blank （1000 ms）
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F i g ur e 6-1 . S equenc e o f t ri a l i n exp osur e t ask .
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第３ 項 結 果

IAT 効 果 の分 析 研 究 1・研 究 2 と同 様 の手 続 きに 基 づき IAT 効 果を

算出 し た。そ の際 ，本 試 行 にお い て誤 答 率が 20％ を超 え た 2 名 の 参加 者 ，

並び に 教示 に 従わ な か った 1 名 を除 外 した 結 果， 以 降の 分 析に は 36 名

のデ ー タを 用 いた 。 な お， IAT 効果 算 出に 当 たっ て ， 0 を理 論 的中 間 値

とし ， 正の 方 向が 内 集 団へ の 好意 的 評価 ， 負の 方 向が 外 集 団へ の 好意 的

評価 を 表す よ う数 値 化 した 。

IAT 効果 を指 標 と して ，接 触対 象（ 内 集団・外 集 団 ）を 参 加 者間 要 因，

測定 時 期（ 接 触前 ・ 接 触後 ） を参 加 者内 要 因と し た 2×2 の 2 要 因分 散

分析 を 行っ た 7。条 件 ごと の IAT 効果 平均 値 を F i g ure 6-2，Tabl e 6-2 に

示し た 。そ の 結果 ，接触 対 象 ×測 定 時 期の 交 互作 用 のみ 有 意で あ り（ F (1 ,

34)=5 .46 , p <.05）， 単 純 主 効果 検 定 を 行 った 。 そ の 結果 ， 内 集 団 接触 条

件に お いて ，接触 前 測定 よ りも 接 触後 測 定に お いて IAT 効 果が 有 意に 大

きか っ た（ F (1 , 34)=5 .96 , p <.05）。 外集 団 接触 条 件 にお い ては ， 接触 前

測 定 と 接 触 後 測 定 と の 間 に 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た （ F (1 , 34 )=0 .75 ,

ns）。

7予 備 的 な 分 析 と し て ， カ ウ ン タ ー バ ラ ン ス を と っ た セ ッ ト （“ 408”・

“ 411”） の要 因 の効 果 を， IAT 及び 自己 報 告に よ る 測定 の それ ぞ れで 検

討し た 。そ の 結 果， 両 測定 に つい て ，セ ッ ト要 因 に 関わ る 主効 果 及び 交

互作 用 はい ず れも 有 意 では な かっ た（ F s<1.5 , ns）。以上 の 結果 ，セッ ト

によ る 影響 が 見 られ な かっ た ため ， 以降 の 分析 で は セッ ト の要 因 を除 外

した 。
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N M SD M SD

Ingroup exposure 18 .01 a .13 .07 b .10

Outgroup exposure 18 .01 .11 -.01 .16

Conditions

Table 6-2

Mean IAT effect for the ingroup exposure and outgroup exposure conditions.

Time of measurement

Before After

Note. Theoretical median is 0. Means with different subscripts within the same

row are significantly different at the p <.05 level.

pos i t i v e ev al uat i ons t oward t he out g roup t han t he i ng r oup.
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自己 報 告に よ る評 価 の 分析 刺激 写 真 8 枚 に つい て，内 集 団と 外 集団

ごと に 評定 値 の平 均 値 を算 出 した 。 条件 ご との 各 平均 値 を Tabl e 6-3 に

示し た 。まず ，内 集団 評 定値 を 指標 と し て，接 触 対象（ 内集 団・外集 団 ）

を参 加 者間 要 因， 測 定 時期 （ 接触 前 ・接 触 後） を 参加 者 内 要因 と した 2

×2 の 2 要 因 分 散分 析 を行 っ た。 そ の結 果 ，い ず れ の主 効 果及 び 交互 作

用は 見 られ な かっ た（ F s<1.5 , ns）。続 い て，外集 団 評 定値 を 指標 と して ，

同様 の 分散 分 析 を行 っ た結 果 ，い ず れの 主 効果 及 び 交互 作 用は 見 られ な

かっ た （ F s<1, ns）。

M SD M SD

4.13 .46 4.04 .50

Outgroup exposure 4.13 .46 4.22 .47

4.24 .72 4.29 .57

4.11 .66 4.10 .74Outgroup exposure

Note. Theoretical median is 4.

Before After

Target groups

Table 6-3

Mean self-report ratings for the ingroup exposure and outgroup

exposure conditions.

Ingroup

Ingroup exposure

Outgroup

Ingroup exposure

Time of measurement

再 認 判 断 の 分 析 全 参 加 者 の 再 認 判 断 に お け る 平 均 正 答 率 を 算 出 し

た （ M =52.43 , S D=22.5 2）。 平 均 正 答 率 を 指 標 と し て ， チ ャ ン ス レ ベ ル

（ 50%）を 基 準と し た t 検 定 を行 っ た。 そ の結 果 ， 平均 正 答率 は チャ ン

スレ ベ ルを 有 意に 上 回 るこ と はな か った （ t (35)=0 .65 , ns）。す な わち ，

参加 者 は各 刺 激が 呈 示 され て いた こ とを 再 認す る こと は で きな か った 。
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第４ 項 考 察

本研 究 では ， カテ ゴ リ 認識 に 基づ く 効果 を 検討 す るた め ， 最小 条 件集

団パ ラ ダイ ム に基 づ く 内集 団 ・外 集 団成 員 への 閾 下で の 単 純接 触 が， 集

団間 評 価に 及 ぼす 効 果 を検 討 した 。 その 結 果， 内 集団 成 員 に反 復 して 接

触し た 場合 の み， IAT に よる 潜 在的 な 測定 に おい て ， その 集 団に 対 する

相対 的 な好 意 度が 増 加 する こ とが 明 らか と なっ た 。

以下 の 考察 で は， ま ず ， IAT を 用い た 潜在 的 測定 と ， 従来 の 自己 報 告

によ る 顕在 的 測定 と の 差異 に つい て 論じ ， 続い て ，先 行 研 究か ら 導出 さ

れた 仮 説に つ いて 結 果 と照 ら し議 論 する 。

測定 間 での 差 異

従来 の 自己 報 告に よ る 顕在 的 な測 定 にお い ては ， 内集 団 接 触条 件 ，外

集団 接 触条 件 とも に 反 復接 触 の効 果 は確 認 され な かっ た 。 一方 ， IAT に

よる 潜 在的 な 測 定で は ，内 集 団接 触 条件 の み効 果 が 確認 さ れた 。 この 測

定方 法 によ る 結 果の 相 違に は ，主 に 二つ の 要因 が 挙 げら れ る。 第 一に ，

回答 へ の意 識 的 統制 の 影響 で ある 。 特に ， 本研 究 の 場合 ， 接触 前 と接 触

後の 反 復測 定 に よる 参 加者 内 計画 で 行っ て いた た め ，自 己 報告 で は， 接

触前 で の測 定 と 接触 後 での 測 定の 間 に一 貫 性を 持 た せた 回 答が 行 われ た

と考 え られ る 。 すな わ ち， 接 触前 と 接触 後 の測 定 の 間に は ，閾 下 での 反

復接 触 とい う ， 極め て 曖昧 な 実験 操 作が 短 時間 行 わ れた の みで あ り， 実

験参 加 者は 接 触 後の 評 定に お いて も ，接 触 前と 近 似 した 回 答を 行 った も

のと 考 える こ とが で き る。 一 方， IAT によ る潜 在 的 な測 定 は， 間 接的 な

方法 で ある た め， 回 答 への 意 識的 統 制が 働 きづ ら い（ Gr eenwal d e t a l . ,

1998 ; 尾 崎 ， 2006）。 そ の た め ， 接 触 前 と 接 触 後 で 一 貫 性 を 持 た せ た 回

答が 行 われ ず ，好意 度 の変 化 が鋭 敏 に 認め ら れた と 考え ら れる 。第 二に ，

測定 の 質的 な 違 いの 影 響で あ る。 自 己報 告 によ る 測 定で は ，接 触 の繰 り
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返し の みに よ っ て生 じ る捉 え にく い 変化 に もか か わ らず ， 参加 者 に対 し

て 当 該 対 象 に つ い て の 好 意 度 を “ 好 き ―嫌 い ” の 段 階 的 な 次 元 で 直 接 的 に

尋ね る 。そ の た め， 参 加者 自 身が 捉 えに く い変 化 に まず 気 づく こ とが 必

要と な り， 判 断 は難 し く， そ の変 化 は言 語 的に は 表 出さ れ ない 。 一方 ，

IAT で は， 好 意 度が 当 該対 象 を含 む カテ ゴ リと 属 性 間で の 結び つ きの 強

さの 形 で， 間 接 的に 反 応時 間 によ っ て測 ら れる 。 そ のた め ，閾 下 接触 に

よる 無 意識 的 な影 響 を 鋭敏 に 捉え や すか っ た可 能 性も あ ろ う。実 際に は ，

どち ら か一 方 の 影響 と いう よ りも ， 両者 の 影響 が 混 在し た 形で ， 自己 報

告で は 見ら れ なか っ た 接触 に よる 好 意度 の 変化 が ， IAT を 用い た 場合 ，

潜在 的 効果 と し て鋭 敏 に確 認 され た もの と 考え ら れ る。 以 上の 測 定方 法

によ る 結果 の 相違 を 踏 まえ ， 以下 で は， 仮 説に つ いて ， IAT によ る潜 在

的な 測 定か ら 得ら れ た 結果 を 中心 に 論ず る 。

集団 意 識を 媒 介と し た 選択 的 効果

まず ， 内集 団 成員 に 反 復接 触 した 場 合， 内 集団 に 対す る 相 対的 な 好意

度が 増 加す る（仮 説 1），外 集 団成 員 に反 復 接触 し た 場合 に は効 果 が生 じ

ない （ 仮説 2），と い う単 純 接触 効 果 に関 わ る二 つ の仮 説 は支 持 され た 。

この こ とか ら ， 集団 成 員へ の 反復 接 触が そ の集 団 に 対し て 好意 的 影響 を

与え る とい う 効 果は ， 内集 団 成員 に 反復 接 触し た 場 合の み に生 じ る選 択

的な 効 果で あ ると 言 え る。こ の結 果 は ，単 純 接触 効 果 の観 点 から す ると ，

示唆 に 富む 知 見 であ る 。す な わち ， これ ま での 単 純 接触 効 果研 究 から 予

測さ れ るこ と は ，内 集 団・ 外 集団 を 問わ ず ，接 触 し た集 団 への 好 意度 が

（相 対 的に ） 増 加す る とい う こと で あっ た 。し か し ，本 研 究で は ，外 集

団接 触 条件 で は 単純 接 触効 果 は見 ら れず ， 内集 団 接 触条 件 のみ 効 果が 確

認さ れ た。 つ ま り， 集 団間 に おけ る 単純 接 触効 果 に は， 接 触す る 人物 が

内集 団 であ る か ，あ る いは 外 集団 で ある か とい う カ テゴ リ 認識 が 媒介 と
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され ， 接触 す る 人物 が 内集 団 だと 認 識さ れ る場 合 の み効 果 が生 じ る。 こ

の知 見 は ，接 触 対象 に 対す る 知覚 者 の 認識 に よる 効 果の 変 化と い う点 で ，

Cr av er -L em l ey and B or nst ei n（ 2 006） の 曖昧 図 形 を用 い た研 究 と一 致

する 。 すな わ ち ，最 小 条件 集 団パ ラ ダイ ム によ っ て 即時 的 ・恣 意 的に 形

成さ れ たカ テ ゴリ 認 識 を媒 介 とし て 生起 し た効 果 であ る と 解釈 さ れる 。

そし て ， C r av er -Lem ley and B or nste i n（ 2006） と本 研 究 の違 い を強

調 す る な ら ば ， そ れ は 知 覚 者 の 認 識 の 源 泉 で あ る と 考 え ら れ る 。

Cr av er -L em l ey and B or nst ei n（ 2 006） に おけ る 知 覚者 の 認識 は ，実 験

者か ら の教 示 に よる 受 動的 な もの で あっ た のに 対 し て， 本 研究 で は， 知

覚者 に よる 自 発 的な カ テゴ リ 認識 で あっ た 。さ ら に ，顔 写 真の 閾 下呈 示

にお い て見 ら れ たこ と から ， この カ テゴ リ 認識 は 無 意識 的 かつ 自 動的 で

あっ た こと が 窺 える 。 すな わ ち， 無 意識 的 なカ テ ゴ リ認 識 を媒 介 とし ，

社会 的 アイ デ ン ティ テ ィ理 論 に基 づ いた 内 集団 の 評 価を 高 めよ う とす る

動機 づ けが ， 内 集団 成 員に 反 復接 触 した 場 合に は 効 果を 促 進し た 一方 ，

外集 団 成員 に 反復 接 触 した 場 合に は 効果 を 抑制 し たと 考 え られ る 。
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第３節 総合考察

第１ 項 第 ６ 章の ま と め

本章 で は， 閾 下単 純 接 触に お ける カ テゴ リ 認識 の 効果 の 検 討を 目 的と

して ， 類似 性 と カテ ゴ リが 一 致し な い状 況 を， 最 小 条件 集 団パ ラ ダイ ム

を用 い て創 出 し た。 そ の結 果 ，単 純 接触 効 果は 接 触 する 人 物が 内 集団 成

員で あ る場 合 の み確 認 され た 。つ ま り， 類 似性 の 要 因を 排 除し た 集団 認

識の み に基 づ くカ テ ゴ リで の 効果 で あっ た 。こ のこ と は ，第 5 章 で得 ら

れた 単 純接 触 効 果の 般 化が 単 なる 類 似性 だ けで は 説 明さ れ 得な い こと の

傍証 と なる 。 多 くの 日 常的 場 面に お いて ， 類似 性 と カテ ゴ リが 一 致し や

すい と いう こ と は前 述 した 通 りで あ るが ， 単純 接 触 効果 の カテ ゴ リへ の

般化 は 両者 が 一 致し な い場 合 にお い ても 生 じる 一 般 的な 現 象で あ るこ と

が窺 え る。 例 え ば， 本 研究 か ら示 さ れた 集 団の み な らず ， ある 企 業内 で

の商 品 など は ， 類似 性 より も “同 じ 企業 ” とい う ブ ラン ド ，す な わち カ

テゴ リ 認識 に 強く 依 存 する 。

加え て ，本 章 での 検 討 が， 閾 下接 触 によ る 無意 識 的な 影 響 であ っ た点

が重 要 であ る 。 単純 接 触効 果 が本 人 の自 覚 的な 記 憶 とは 独 立し て 生じ る

こ と を 始 め と し （ B or nst e i n & D’Ag osti no , 1992 ; Kunst -Wil son &

Zaj onc , 1980），さ ら なる 高 次心 的 過程 す らも 無 意識 的 ，自 動的 な もの を

基 盤 とす る こ と が 示さ れ て き た （ Weg ner, 2002）。特 に ， カ テ ゴリ 認 識

はそ の 最も 典 型 的な プ ロセ ス であ り ，多 く の研 究 が その 頑 健性 を 立証 し

てい る （ e .g . , B ar g h et a l . , 1996 ; B ar g h & P i et r om onac o , 1982 ; B r own

et a l . , 2003 ; C hen & B ar g h, 1997 ; Kawakam i e t a l . , 2002 ）。 本 章で の

知見 も それ ら を 追随 す るも の であ り ，対 象 への 反 復 接触 ， 並び に それ に

伴う カ テゴ リ 認 識を 通 した 好 意度 増 加も ， 無意 識 的 なプ ロ セス か ら生 じ
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るも の と考 え られ る 。

第２ 項 次 章 への 展 開

第 5 章 では ，ひ らが な と カタ カ ナを 用 いる こ とで ，単 純 接触 効 果の カ

テゴ リ への 般 化を 示 し た。 さら に， 第 6 章 で は， 最 小条 件 集団 パ ラダ イ

ムを 導 入す る こ とで ， 類似 性 とは 分 離さ れ たカ テ ゴ リ認 識 （集 団 ）を 媒

介と し たプ ロ セ スの 存 在を ， 内集 団 への 選 択的 な 効 果に よ り示 し た。 し

たが っ て， 単 純 接触 効 果は 単 に刺 激 の物 理 的な 特 徴 のみ に 基づ く 視覚 的

現象 で はな く ， より 高 次の 認 知プ ロ セス を 含む も の であ る こと が 示唆 さ

れる 。 すな わ ち ，接 触 の主 体 であ る 知覚 者 は， 単 に 反復 呈 示さ れ る刺 激

を無 条 件に 受 け 入れ る ので は なく ， それ ら の刺 激 か ら何 ら かの 共 通性 を

見出 し ，そ れ を感 情 判 断の 枠 組み と して 用 いる 。

しか も ，こ の 過程 は 潜 在認 知 を反 映 した も ので あ ると 考 え られ る 。第

5 章 ・ 第 6 章 の 実験 的 検討 を 通し て ，一 貫 して 自 己 報告 に よる 顕 在指 標

より も ，IAT や GNAT によ る 潜在 指 標で 鋭 敏に 単 純 接触 効 果が 確 認さ れ

る傾 向 にあ っ た 。す な わち ， 反復 接 触に よ る影 響 は 本人 の 意識 の 及ば な

い次 元 で生 じ る潜 在 的 な効 果 であ っ た 。特 に ，研 究 4 に お ける 閾 下接 触

での 検 討に よ り ，そ も そも 当 事者 が その 情 報入 力 に 明確 に 気づ い てい な

い場 合 にお い て さえ ， その 情 報は 潜 在的 に は影 響 を 及ぼ す こと が 示唆 さ

れた 。Gawr onsk i and B od enhausen（ 2 006）の モ デ ルを 参 考に す れば ，

むし ろ 無意 識 的な 接 触 であ っ たた め に ，顕 在 的効 果 の形 で は表 面 化せ ず ，

潜在 的 効果 の まま 留 ま った の かも し れな い 。い ずれ に して も ，（ 閾下 ）単

純接 触 効果 は 潜 在的 な 次元 に 強く 影 響を 及 ぼす も の であ る と考 え られ ，

その よ うな 潜 在認 知 に 着目 し たさ ら なる 検 討が 必 要で あ ろ う。

以 上 の検 討 を踏 ま え ，以 降 では カ テゴ リ 認識 を 媒介 と し た閾 下 単純 接
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触効 果 に影 響 を及 ぼ す 要因 を 検討 す る。 まず ，第 7 章 にお い て， カテ ゴ

リ内 で の多 面 的接 触 の 効果 を ，そ の 強度 の 観点 か ら検 討 す る。 そ して ，

第 8 章 に おい て は， 日 々の 接 触 を積 み 重ね る こ と に よ る 累 積 的 効 果 を ，

その 長 期持 続 性の 観 点 から 検 討す る 。
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第７章

カテゴリ内での多面的接触の効果

第１節 問題と目的

第２節 知覚面の多様性【研究５】

第３節 感情の多様性【研究６】

第４節 総合考察
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第１節 問題と目的

本章 で は， 単 純接 触 効 果を カ テゴ リ まで 拡 張し た 際， 効 果 の強 度 に影

響を 及 ぼす 要 因 の検 討 を目 的 とし て ，多 面 的接 触 の 効果 に つい て 議論 す

る。

第１ 項 カ テ ゴリ 内 で の多 様 性

ここ ま での 検 討か ら ， 接触 す る刺 激 が共 通 のカ テ ゴリ に 属 する も のと

認識 さ れる 場 合 ，そ の カテ ゴ リの 次 元に お いて 反 復 接触 が 成立 し ，単 純

接触 効 果が カ テゴ リ ま で般 化 する こ とが 示 され た 。

さて ， この よ うに 単 純 接触 効 果を カ テゴ リ まで 拡 張し た 場 合， そ れに

付随 す る新 た な 可能 性 に気 づ く。 そ れは ， カテ ゴ リ 内で の 多様 性 とい う

可能 性 であ る 。 カテ ゴ リと は その 文 脈に よ って 変 動 し， か つそ の 中に 無

数の 事 例を 含 んで お り ，必ず し も一 義 的な も の では な い 。例 え ば ，“ネ ズ

ミ” と いう カ テ ゴリ に は， ハ ツカ ネ ズミ や ドブ ネ ズ ミを 始 めと し ，カ ピ

バ ラ ま で も 同 じ “ ネ ズ ミ （ 目 ）” に 含 ま れ る 。 特 に ， 宮 崎 （ 1982） や 宮

崎 ・ 上 野 （ 200 8）は ， カ テ ゴ リ あ る い は 概 念 を 理 解 す る と い う こ と は ，

複数 の 視点 か ら その カ テゴ リ の多 様 性を 知 るこ と で ある と 議論 し た。 な

ぜな ら ，あ る カ テゴ リ に対 し て新 た な視 点 を獲 得 す ると い うこ と は， 新

たな 情 報を 獲 得 する こ とで あ り， そ れに よ って カ テ ゴリ は より 立 体的 に

表象 さ れる こ と とな る ため で ある 。 すな わ ち， カ テ ゴリ を 単一 の 事例 の

みか ら 一面 的 に 捉え る ので は なく ， 複数 の 事例 か ら 多面 的 に捉 え るこ と

の重 要 性が 窺 え る。 そ う考 え ると ， 単純 接 触効 果 を カテ ゴ リま で 拡張 し

て捉 え 直し た 場 合に お いて も ，単 に カテ ゴ リ内 で の 一面 的 な接 触 より も

多面 的 な接 触 の方 が ， 効果 が 強い と いう こ とも 予 測さ れ る 。
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この 予 測は ， 対象 へ の 評価 と 情報 と の関 係 を表 し た研 究 か らも 示 唆さ

れる（ B er l y ne , 1966；L ass it er & St one，1984）。例え ば ，L ass i t er and

St one（ 198 4） は， 刺 激 対 象 を 詳 細 に 分析 す る ほ ど ， そ の 対 象 への 好 意

度が 増 加す る こ とを 明 らか に した 。 この 研 究で は ， ディ ス プレ イ に映 し

出さ れ た対 象 人 物の 観 察・ 分 析を 行 う際 に ，実 験 参 加者 に 要求 す る観 察

レベ ル を， 詳 細 に・ 自 然に ・ 大雑 把 に， の 三つ に 分 け， そ の後 好 意度 評

定を 求 めた 。 そ の結 果 ，対 象 人物 へ の好 意 度は 詳 細 に分 析 した 群 が最 も

高く ， 大雑 把 に 分析 し た群 が 最も 低 い結 果 とな っ た 。こ の 結果 を 受け ，

L assi t er and St one（ 1984） は評 価 する 対 象か ら 得 られ る 情報 が 多い ほ

ど， そ の対 象 に 対す る 好意 度 が増 加 する こ とを 議 論 した 。 言い 換 える な

らば ， 刺激 対 象 の多 様 性に 触 れる こ とで ， 対象 へ の 情報 が 増し 好 意度 に

影響 を 与え る こと が 考 えら れ る。

単純 接 触効 果 に関 わ る 先行 研 究で は ，効 果 の強 度 に影 響 を 及ぼ す 要因

とし て ，序 論 で 議論 し た通 り ，主 に 接触 回 数が 取 り 上げ ら れて き た。 つ

ま り， 刺 激 の 呈 示回 数 と 好 意 度は 基 本 的 に比 例 関 係 に あり （ B or nst e i n,

1989），（ 閾下・閾 上 に関 わ らず ）呈 示回 数 が多 い ほ どそ の 対象 へ の好 意

度も 高 まる 。 確 かに ， ある 人 物の 特 定の 顔 写真 を 数 十回 呈 示し ， その 写

真そ の もの に つ いて の 好意 度 を問 う ，と い うこ れ ま での パ ラダ イ ムを 想

定す れ ば， 接 触 回数 が 単純 に 多い ほ ど効 果 も強 い で あろ う 。し か し， 上

で論 じ たよ う に ，カ テ ゴリ の 多様 性 と 好意 度 との 関 係を 踏 まえ る なら ば ，

単純 接 触効 果 の 強度 に は同 一 刺激 に 反復 接 触す る 回 数だ け では な く， 複

数の 刺 激へ の 多面 的 な 接触 に よる 情 報量 も 影響 を 与え る で あろ う 。特 に ，

本論 文 にお け る ここ ま での 知 見か ら ，カ テ ゴリ の 次 元で 反 復接 触 が成 立

する な らば ， 同 数回 の 接触 の 場合 ， ある カ テゴ リ を 表す 複 数の 刺 激へ 多

面的 な 接触 を す る場 合 の方 が ，単 一 の刺 激 のみ へ 接 触す る 場合 よ りも ，
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その カ テゴ リ に 対す る 効果 が 強い こ とが 推 察さ れ る 。多 面 的な 接 触は ，

カテ ゴ リの 多 様 性と し てそ の 情報 量 を増 加 させ る た めで あ る。 例 えば ，

テレ ビ コマ ー シ ャル の 効果 が その 好 例で あ る。 近 年 では ， ある 商 品の 単

一の テ レビ コ マ ーシ ャ ルを 何 度も 放 送す る だけ で な く， 同 一商 品 に対 し

て様 々 なバ ー ジ ョン の コマ ー シャ ル を放 送 する と い う戦 略 が多 く 採ら れ

てい る 。こ の 戦 略は 視 聴者 を 飽き さ せな い とい う 意 図の 下 にな さ れて い

ると 考 えら れ る が， 同 一商 品 の多 様 なテ レ ビコ マ ー シャ ル を見 る こと で

その 商 品の 好 意度 が 増 加す る とい う 現象 は 想像 に 難く な い 。

以 上 の 議 論 か ら ， 本 章 で は 単 純 接 触 効 果 に 影 響 を 及 ぼ す 要 因 と し て ，

多面 的 接触 を 検 討す る 。ま た ，刺 激 対象 に は日 常 的 な観 点 から 人 物の 顔

写真 を 用い て 検 討を 行 う。 す なわ ち ，あ る 人物 の 複 数の 顔 写真 へ 多面 的

な接 触 をし た 場 合の 方 が， 単 一の 顔 写真 へ 接触 し た 場合 に 比べ ， 効果 が

強い こ とが 予 測 され る 。人 物 の顔 写 真に 対 する 多 様 性と し て， 本 章で は

2 点取 り上 げ る 。第 一 に， 知 覚面 で の多 様 性で あ る 。す な わち ， 同一 人

物の 角 度の 異 なる 顔 写 真を 呈 示す る（ 研究 5）。第 二に ，感 情の 多 様性 で

ある 。 すな わ ち， 同 一 人物 の 表情 の 異な る 顔写 真 を呈 示 す る（ 研 究 6）。

さら に 本章 で は， 前 章 での 検 討を 踏 まえ ， 閾下 呈 示に よ る 方法 を 用い

る。 す なわ ち ， 単純 接 触効 果 が閾 下 呈示 に おい て も 生起 す るこ と は前 述

の通 り であ る が ，カ テ ゴリ 認 識な ど の認 知 プロ セ ス も意 識 下で 行 われ る

（ S m it h et a l . , 2008）。例 え ば， 前 章で は ，接 触 を した 人 物が い ずれ の

集団 に 属す る か とい う 認識 は 本人 の 自覚 と は独 立 し たも の であ っ た。 し

たが っ て， 本 章 での 人 物に お ける 共 通性 の 認識 に つ いて も 無意 識 的に 行

われ る こと が 予 測さ れ る。 同 様に ， 測定 に 関し て も 潜在 指 標を 用 いる 。

特に ， 人物 は 対 とな る カテ ゴ リを 想 定す る のが 難 し いた め ，個 別 評価 の

測定 方 法で あ る GN AT を 用い て 検討 を 行う 。
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第２ 項 実 験 刺激

日 本 人女 子 大 学生 の 顔写 真 を用 い た。 刺 激人 物 の 選定 に 当た っ ては ，

二段 階 の予 備 調 査を 実 施し た 。第 一 段階 と して ， 好 意度 に 極端 な 偏り の

ない 人 物を 選 定す る こ とを 目 的と し ，女 子 大学 生 20 名 を 対象 に 調査 を

行 った 。 調 査 協 力者 に は ， デジ タ ル 一 眼 レフ カ メ ラ （ S ON Y α 100） で

撮影 さ れ た 20 名の 女 子大 学 生の 白 黒顔 写 真（ 無 表情 正 面 写真 ） 8につ い

て，それ ぞ れ“ どの 程 度好 ま しく 感 じま す か”とい う 教示 に 対 して ，“ か

なり 嫌 い（ 1）― かな り 好き（ 7）”の 7 件 法で 回 答を 求 めた 。そ の 結果 ，

評定 値 が理 論 的中 間 値 であ る 4 付近 （ 3 .75― 4 .25） に収 ま り， 標 準偏 差

の比 較 的小 さ かっ た （ 0 .8 以 下 ）人 物 6 名 を選 出 し た。 さ らに ， 選出 さ

れ た 6 名に 対 して ， 角度 及 び表 情 を 変化 さ せた 顔 写真 の 撮影 を 行っ た 。

顔の 角 度に つ いて は，無 表情 状 態 にお け る左 右 各 30 度・ 45 度・ 60 度 の

6 種類 ， 表情 に つい て は， E km an and Fr i esen（ 1975 工 藤 訳 1987） の

基 本 6 表情 か ら， 正 面状 態 にお け る 怒り ， 嫌悪 ， 恐怖 ， 喜び ， 悲し み ，

驚き の 6 種類 を 撮影 し た。

第二 段 階と し て， 撮 影 した 表 情が 意 図す る 表情 を 示し て い るか を 確認

する こ とを 目 的 とし た 予備 調 査を 行 った 。 最初 の 調 査に は 参加 し てい な

い女 子 大学 生 20 名 を対 象 に， 第 一段 階 の調 査 に て選 出 され た 6 名の 人

物に つ いて の 表情 写 真各 6 種 類 に，無 表 情 写真 を 加え た 7 種類 の 表情 写

真に 対 して ， 怒 り， 嫌 悪， 恐 怖， 喜 び， 悲 しみ ， 驚 き， 無 表情 ， わか ら

ない ， の選 択 肢 を設 け ，各 写 真が 示 して い ると 感 じ る表 情 ひと つ を回 答

する よ う求 め た。 そ の 結果 ， 表情 の 一致 率が 10 0％ で あっ た 人物 3 名 を

最終 的 な刺 激 人 物と し て実 験 に用 い た。 ま た， 補 足 的に ， いず れ の調 査

8 モデ ル とな っ た人 物 には ， 顔写 真 の 撮影 ， 予備 調 査， 実 験へ の 使用 ，

及び 顔 写真 の 公表 に つ いて ， 許諾 を 得た 上 で撮 影 を行 っ た 。
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にも 参 加し て いな い 女 子大 学 生 1 5 名 を 対象 に ， 刺激 人 物 の 7 表 情に つ

いて ，“ か なり 不 快な（ 1）― かな り 快い（ 7）”の 7 件法 で 評定 を 求め た

と ころ ， 7 表 情 の 快― 不 快 評 定 値の 平 均 （ M s=3.56― 3 .69） と 無表 情 の

み の 快― 不 快 評 定 値 （ M s=3.89― 4 .02） と の 間に 有 意 な 差 が 認 めら れ な

かっ た （ t s≦ 1 .59 , ns）。 実 験 に用 い た写 真 の例 を F i g ur e 7-1 に 示し た 。

なお ， 予備 調 査へ の 回 答者 は ，い ず れの 本 実験 に も参 加 し なか っ た。

A nger FearHapp i ness N eut r a l

F i g ur e 7-1 . A n ex amp l e

60° 45° 60°30°30°45°

Left Ri g ht

0°

F ull - fac e

(N eut r a l )
Di sg ust S ad ness

o f st im ul i .
S urp ri se
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第２節 カテゴリ内での多面的接触の効果

―知覚面の多様性の観点から―【研究５】

第１ 項 目 的

本 研 究で は ，単 純 接 触効 果 の強 度 に影 響 を及 ぼ す要 因 と して ， カテ ゴ

リ内 で の多 面 的接 触 の 効果 を 検討 す るこ と を目 的 とす る 。 特に ， 人物 顔

写真 を 用い て ，知 覚 面 の多 様 性の 観 点か ら ，同 一 人物 の 角 度の 異 なる 複

数の 顔 写真 （ 7 枚） を 呈 示し ， 真正 面 のみ を 呈示 し た場 合 と 効果 の 強度

を比 較 する 。 すな わ ち ，単 純 接触 効 果が カ テゴ リ 認識 を 媒 介と し て生 じ

るの で あれ ば ，複 数 の 顔写 真 を少 数 回ず つ 呈示 し た場 合 で あっ て も， 単

一の 顔 写真 を 多数 回 呈 示し た 場合 と 同等 の 効果 が 生じ る で あろ う 。さ ら

に， カ テゴ リ 内で の 複 数の 事 例に 接 触す る こと で ，そ の カ テゴ リ への 情

報量 が 増す な らば ， 多 面的 な 接触 は 単一 接 触に 比 べ効 果 が 強ま る こと が

予測 さ れる 。

第２ 項 方 法

実験 参 加者 女子 大 学 生， 大 学院 生 51 名 であ っ た。 平 均年 齢 20 .19

（ S D＝ 1 .53） 歳で あ った 9。

実験 デ ザイ ン 接 触 対 象（ 多 角度 接 触人 物 ・単 一 角度 接 触 人物 ・ 接触

なし （ 統制 ）） を要 因 とす る 1 要因 3 水 準参 加 者内 計 画で あ っ た。

実験 装 置 刺 激の 呈 示，及び GN AT によ る 測定 の 実施 に は パー ソ ナル

コン ピ ュー タ ー（ Del l 社製 V OS T R O Wi nd ows XP），17 イ ンチ C R T デ

ィス プ レイ （ i i y am a 社製 HF 703U），ソ フ トウ ェ アに は M i l l i se c ond 社

9 参加 者 及び 刺 激人 物 の性 別 の影 響 を 排除 す るた め ，本 研 究で は 一貫 し

て女 性 のみ を 対象 と し た。
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Inqui s it 2 .0 を 使 用し た 。デ ィ スプ レ イの 解 像 度は 800×600 ピ クセ ル ，

リフ レ ッシ ュ レー ト は 120 Hz で あ った 。

刺 激 材 料 予 備 調 査 か ら 選 定 さ れ た 日 本 人 女 子 大 学 生 の 顔 写 真 を 用

いた 。 本研 究 で は， 接 触刺 激 とし て 同一 人 物を 複 数 の角 度 から 撮 影し た

顔写 真 ， GN AT にお け る弁 別 課題 で の対 象 人物 に 関 連す る 刺激 と して ，

同一 人 物の 複 数の 表 情 を撮 影 した 顔 写真 を 用い た 10。

また ，GN AT に おけ る“ 快”を表 す 刺 激語 と して，研 究 3 と 同 様 ，“ 良”，

“美 ”，“好 ”，“嬉 ”，“ 優”，“ 幸” の 6 語 を ，“ 不 快 ”を 表 す刺 激 語と し

て ，“ 悪 ”，“ 醜 ”，“ 嫌 ”，“ 悲 ”，“ 劣 ”，“汚 ” の 6 語 を用 い た。 デ ィス プ

レイ に 呈示 さ れた 刺 激 のサ イ ズは ， 顔写 真 が縦 約 5 c m×横約 4 c m， 1

文字 の 漢字 が 縦約 1 .5 cm×横約 1 .5 cm で あっ た 。 実験 時 の観 察 距離 は

約 70 c m であ った 。

GNAT を用 いた 連 合強 度 の測 定 3 接 触水 準 の人 物 と属 性 （“快 ”，“不

快 ”）との 連 合強 度 を，GN AT によ って 測 定 した 。GN AT で 使用 し たカ テ

ゴリ は ，対 象カ テ ゴリ と して ，“ 多 角度 接 触人 物 ”，“ 単一 角 度接 触 人物 ”，

“統 制 人物 ” の 3 種 類， 属 性 カテ ゴ リと し て ，“ 快 ”，“ 不 快” の 2 種 類

であ っ た。 GN AT は 全 部で 九 つの ブ ロッ ク から 構 成 され た 。基 本 的な 手

続き は ，序 論 ある い は 研究 3 で 論じ た N osek and B anaj i（ 2001）に 依

拠し た 。い ず れ のブ ロ ック に おい て もコ ン ピュ ー タ ーデ ィ スプ レ イ中 央

に， 弁 別刺 激 とし て ， 対象 カ テゴ リ であ る 3 名 の 人物 を 表す 顔 写真 と ，

属性 カ テゴ リ で ある “ 快”，“ 不快 ” を表 す 漢字 が ， 連続 し てラ ン ダム な

順序 で 呈示 さ れ た。 そ れら の 中か ら ，デ ィ スプ レ イ 上部 に 表示 さ れて い

10 Nosek et a l .（ 2007） など か ら ，“ あ る人 物 ”と い うカ テ ゴリ を 的確

に表 し てい れ ば，表情 と い う感 情 価を 含 む刺 激 を GN AT で の弁 別 課題 に

用い て も， 連 合強 度 に は影 響 を与 え ない と 考え ら れる 。 ま た， 実 験後 の

イン タ ビュ ー によ り ， 弁別 課 題に お いて ， 表情 と “快 ”，“ 不快 ” の属 性

との 間 に ，カ テ ゴリ の 混同 は なか っ た こと を 全て の 参加 者 から 確 認し た 。
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る対 象 カテ ゴ リ と属 性 カテ ゴ リの い ずれ か に当 て は まる タ ーゲ ッ ト刺 激

を ，デ ィ スト ラ ク タ刺 激 から 600 m s 以 内 に弁 別 する 課 題 が行 わ れた 11。

実験 参 加者 に は ，タ ー ゲッ ト 刺激 が 出て き た場 合 の み， 利 き手 の 人差 し

指で ス ペー ス キ ーを 押 すよ う 求め た 。な お ，デ ィ ス プレ イ 上部 に 表示 さ

れ る カ テ ゴ リ を 表 す ラ ベ ル に は ， 当 該 人 物 の 無 表 情 正 面 写 真 と ，“ 快 ”，

“不 快 ”と い う漢 字 を 用い た 。 1 ブロ ッ ク 目か ら 3 ブロ ッ ク目 は ，練 習

課題 用 の人 物 で ある “ フィ ラ ー人 物 ”，“ 快 ”，“ 不 快 ”を そ れぞ れ 弁別 す

る練 習 課題 20 試 行ず つ で あっ た 。4 ブ ロ ッ ク目 か ら 9 ブ ロ ック 目 は，“ 多

角 度 接 触 人 物 ”，“ 単 一 角 度 接 触 人 物 ”，“ 統 制 人 物 ” の 対 象 カ テ ゴ リ と ，

“ 快”，“ 不 快 ” の 属 性 カ テ ゴ リ を 各 一 つ ず つ 組 み 合 わ せ た 弁 別 課 題 76

試行 ず つで あ っ た。 デ ィス ト ラク タ 刺激 に は， 五 つ のカ テ ゴリ の うち ，

ター ゲ ット と な るカ テ ゴリ に 当て は まら な い残 り の カテ ゴ リに 属 する 刺

激を 用 いた （ e .g . , “ 多角 度 接 触人 物 ―快 ” ブロ ッ クで は ，“単 一 角度 接

触人 物 ”，“統 制 人物 ”，“ 不快 ”の 刺激 が ディ ス ト ラク タ ）。な お ，各組 み

合わ せ 弁別 ブ ロッ ク の 初め の 16 試 行は 練 習試 行 で あり ， 分析 か ら除 外

した （ N osek & B anaj i， 2001）。練 習 試行 16 試 行 では ， ター ゲ ット 刺

激と デ ィス ト ラク タ 刺 激が そ れぞ れ 8 回ず つ ，本 試 行 6 0 試行 で は， そ

れぞ れ 30 回 ず つラ ン ダム に 呈示 さ れた 。 練習 ブ ロ ック 及 び組 み 合わ せ

弁別 ブ ロッ ク 内で の ブ ロッ ク 順序 は ，参加 者 ごと に ラン ダ ムに 決 定し た 。

d´得点の算 出 研 究 3 と同 様 の手 続 きに 基 づき ， 連合 強 度 の指 標 とな

る d´を算 出 し た。 ま ず， 参 加 者ご と に 六つ の 組み 合 わ せブ ロ ッ クの 本

試 行 60 試行 を ，それ ぞ れ 600 m s の 制 限時 間 と弁 別 の正 解・不正 解 から ，

ヒッ ト（ タ ーゲ ッ ト刺 激 に正 し く反 応 ）・コレ ク トリ ジ ェク シ ョ ン（デ ィ

スト ラ クタ 刺 激を 正 し く回 避 ）・フ ォ ルス ア ラー ム（ ディ ス トラ ク タ刺 激

11 制限 時 間に つ いて は ，予 備 実験 を 通 して 6 0 0 m s が 適 切 と 判 断 し た 。
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に誤 っ て反 応 ）・ミ ス（タ ー ゲ ット 刺 激を 誤 って 回 避）に分 類 した 。さ ら

に， 各 ブロ ッ ク にお け るヒ ッ トの 割 合と ， フォ ル ス アラ ー ムの 割 合を プ

ロビ ッ ト変 換 し ，ヒ ッ トの 値 から フ ォル ス アラ ー ム の値 を 引い た 値を ，

連合 強 度を 表 す d´とし た 。以 上 の手 続 き の後 ，“多 角 度 接触 人 物― 快 ”

ブロ ッ クの d´か ら“ 多角 度 接 触人 物 ―不 快 ”ブロ ッ クの d´の 差 をと り ，

この 値 を “多 角 度 接触 人 物” の d´得 点 ，同 様 に“ 単 一 角度 接 触 人物 ―

快 ”ブ ロ ック の d´か ら“単 一 角度 接 触人 物 ―不 快 ”ブロ ッ クの d´の 差

をと り ，こ の 値を “ 単 一角 度 接触 人 物” の d´得 点 ，“ 統 制 人物 ― 快 ” ブ

ロッ ク の d´から“ 統 制人 物 ―不 快 ”ブロ ッ クの d´の 差 をと り ，この 値

を “統 制 人 物” の d´得 点 とし た 。 d´得 点 が大 き い ほ ど，“ 不 快 ”よ り

も“ 快”の 連 合が 強 いこ と を意 味 する 。すな わ ち，d´得 点 が正 の 方向 に

大き い ほど ， その 人 物 に対 す る好 意 的評 価 を表 す 。

手 続き 実 験 は 実 験 室 で個 別 に 実 施 し た 。 実 験は 二 つ の フ ェ イ ズ から

構成 さ れた 。

1. 接 触 フ ェ イ ズ 実 験 参 加 者 に 刺 激 を 反 復 呈 示 す る フ ェ イ ズ で あ る 。

“こ の 実験 は ，視覚 に おけ る 情報 処 理 の速 さ につ い て検 討 する も ので す 。

今か ら ディ ス プ レイ 中 央に ， 画像 が 短時 間 表示 さ れ ます 。 一瞬 し か表 示

され な いの で ，ディ ス プレ イ 中央 を 注視 す る よう に して く ださ い 。”と い

う教 示 の後 ， 各 接触 人 物の 顔 写真 を 黒地 背 景の デ ィ スプ レ イ上 に ラン ダ

ムに 呈 示し た。 そ の際 ，多 角 度 接触 人 物に お いて は， 左 右 3 角 度 に真 正

面を 加 え た 7 角 度の 顔 写真 を 各 3 回 ず つの 計 21 回 ，単 一 角度 接 触人 物

では 真 正面 の 顔写 真 の みを 21 回 呈 示し た 。ま た ， 統制 人 物の 顔 写真 は

呈示 を 行わ な かっ た 。なお ，3 名の 刺 激人 物 の各 水 準 への 割 り当 て には ，

カウ ン ター バ ラ ンス を とっ た 。各 試 行に お ける 具 体 的な 内 容と し ては ，

まず デ ィス プ レイ 中 央 に注 視 点を 100 0 m s 呈 示し た 後， 顔 写真 を 8 m s
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呈示 し た。 顔 写真 の 呈 示後 ， マス ク 刺激 を 200 m s 呈示 し た。 各 試行 間

のイ ン ター バ ルは 1 000 m s であ り ，その 間 はデ ィ ス プレ イ には 何 も呈 示

しな か った 。

2. GNAT フェ イ ズ 接 触フ ェ イ ズ終 了 後， す べて の 参加 者 は GN AT に

取り 組 んだ 。

第３ 項 結 果

d´得点 の分 析 水 準 ごと の d ´得 点平 均 値を F i g ur e 7-2， Tabl e 7-1 に

示 した 。 d ´得 点 を 指 標と し て ，接 触 対 象を 参 加 者内 要 因 とす る 分 散分 析

を行 っ たと こ ろ， 有 意 差が 認 めら れ た（ F (2 , 100)= 12 .75 , p＜ . 001）。 そ

こで ， 多重 比 較 を行 っ た。 そ の結 果 ，多 角 度接 触 人 物， 単 一角 度 接触 人

物と 統 制人 物 との 間 に 有意 差 が認 め られ た 。 F i g ure 7-2 に示 し た通 り ，

多角 度 接触 人 物と 単 一 角度 接 触人 物 に対 す る d ´得点 は ，統 制人 物 に対 す

る d ´得点 よ りも 有 意に 高 かっ た（ p s＜ . 01）。すな わ ち，多 角度 接 触人 物

と単 一 角度 接 触 人物 に おい て ，単 純 接触 効 果が 生 じ てい た 。し か し， 多

角 度 接 触 人 物 と 単 一 角 度 接 触 人 物 の d ´得 点 の 間 に は 差 は 認 め ら れ な か

った 。

また ， d ´得 点を 指 標と し て ， 0 を 基 準と す る 一変 量 の t 検 定を そ れぞ

れの 水 準で 行 っ たと こ ろ， 多 角度 接 触人 物 と単 一 角 度接 触 人物 で 有意 に

0 よ り得 点 が高 く （ t s (50)≧ 4 .36 , p s＜ . 001）， 統 制 人物 で は有 意 な差 は

見ら れ なか っ た（ t (50)＝ 1 .91 , p＜ . 10）。す な わち ，多角 度 接触 人 物と 単

一角 度 接触 人 物に お い ては ，“不 快 ” より も “快 ” との 連 合が 強 かっ た 。
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No-exposure

(Control)

M .46 a .42 a -.21 b

SD .70 .68 .78

Table 7-1

Mean d’ scores for target person.

Note . Theoretical median is 0. Means with different subscripts within the same row

are significantly different at least at the p<.01 level.

F i g ur e 7-2 . M ean d ’ sc ores fo r t arg e t p er son i n S t udy 5 (n=51) .
Val ues rep resent t he d i f fe r enc e bet ween a t arg e t p er son p air ed
wit h p os it i v e and one p air ed wit h neg at i ve . P os it i v e v al ues
i ndi c at e a p os it iv e at t it ud e t oward a t arg e t per son. T he bar
i ndi c at es st and ar d er r or.
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第４ 項 考 察

本研 究 では ，単 純接 触 効 果に 影 響を 及 ぼす 要 因と し て ，カテ ゴ リ内 に

おけ る 多面 的 接 触の 効 果を 検 討す る こと を 目的 に 挙 げ， 知 覚面 の 多様 性

の観 点 から ， 同 一人 物 を複 数 の角 度 から 撮 影し た 顔 写真 を 呈示 し た。 そ

の結 果 ，複 数 の 角度 か ら撮 影 した 顔 写真 を 少数 回 ず つ呈 示 した 場 合で あ

って も ，単 一 の 角度 の みを 多 数回 呈 示し た 場合 と 同 等の 効 果が 認 めら れ

た。 従 来の 知 見 から す れば ， 同じ 刺 激を 多 数回 反 復 呈示 し た方 が 効果 は

強い は ずで あ る 。し か し， 複 数の 刺 激に 少 数回 ず つ 反復 接 触し た 場合 も

同等 の 効果 が 得ら れ た こと か ら ，角 度 は異 な っ てい て も，“ 同 じ 人物 ”と

いう 認 識を 媒 介 とし ， カテ ゴ リの 次 元で 反 復接 触 が 成立 し たた め ，効 果

が生 じ たも の と 考え ら れる 。 なお か つ， 閾 下呈 示 に おい て も見 ら れた こ

とか ら ，こ の よ うな カ テゴ リ 認識 は 無意 識 的か つ 自 動的 な もの だ った と

考え ら れる 。

ただ し ，本 研 究か ら は 多面 的 接触 が 効果 を 強化 す ると い う 予測 は 支持

され な かっ た 。 L ass i te r and St one（ 1984）は ， 対 象か ら 得ら れ る情 報

量が 増 すほ ど 好 意度 も 増加 す るこ と を論 じ たが ， そ れに 基 づけ ば 本研 究

での 知 覚面 で の 多様 性 に関 わ る情 報 は， 対 人認 知 に おい て は比 較 的情 報

量が 少 ない ， ある い は 情報 価 が低 か った 可 能性 が ある 。
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第３節 カテゴリ内での多面的接触の効果

―感情の多様性の観点から―【研究６】

第１ 項 目 的

本研 究 では ， 単純 接 触 効果 の 強度 に 影響 を 及ぼ す 要因 と し て， 引 き続

きカ テ ゴリ 内 での 多 面 的接 触 の効 果 を検 討 する こ とを 目 的 とす る 。特 に ，

感情 の 多様 性 の観 点 か ら，同 一人 物 の表 情 の異 な る複 数 の顔 写 真（ 7 枚 ）

を呈 示 し， 無 表情 の み を呈 示 した 場 合と 効 果の 強 度を 比 較 する 。

第２ 項 方 法

実験 参 加者 女子 大 学 生， 大 学院 生 51 名 であ っ た。 平 均年 齢 20 .46

（ S D＝ 1 .79） 歳で あ った 。

実験 デ ザイ ン 接 触 対 象（ 多 表情 接 触人 物 ・単 一 表情 接 触 人物 ・ 接触

なし （ 統制 ）） を要 因 とす る 1 要因 3 水 準参 加 者内 計 画で あ っ た。

実験 装 置 研 究 5 と 同 一の 装 置 を用 い た。

刺激 材 料 研 究 5 と 同 一の 3 名 の刺 激 人 物を 用 いた 。本 研 究で は ，接

触刺 激 とし て 同一 人 物 の複 数 の表 情 を撮 影 した 顔 写真 ， GN AT に おけ る

弁別 課 題で の 対 象人 物 に関 連 する 刺 激と し て， 同 一 人物 を 複数 の 角度 か

ら撮 影 した 顔 写真 を 用 いた 。 なお ， GN AT にお け る “快 ”，“不 快 ”を 表

す刺 激 語は 研 究 5 と 同 一で あ っ た。

手続き 実 験は 実 験 室で 個 別に 実 施し た 。接 触 フェ イ ズと GN AT フェ

イズ か ら構 成 され る 実 験の 基 本的 な 手続 き は， 研 究 5 と 同一 で あっ た 。

ただ し， 接 触フ ェ イズ の み， 呈 示す る 刺激 が 研究 5 と は異 な った 。具 体

的に は ，多 表 情接 触 人 物に つ いて は ， 6 表 情に 無 表情 を 加え た 7 表情 の

顔写 真 を 各 3 回 ず つの 計 2 1 回， 単 一表 情 接触 人 物 では 無 表情 の 顔写 真
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のみ を 21 回呈 示 した 。また ，統制 人 物の 顔 写真 は 呈 示を 行 わな か った 。

第３ 項 結 果

d´得点 の分 析 水 準 ごと の d ´得 点 平均 値 を F i g ure 7-3， Tabl e 7-2 に

示 した 。 d ´得 点 を 指 標と し て ，接 触 対 象を 参 加 者内 要 因 とす る 分 散分 析

を行 い （ F (2 , 100)=23 .00 , p＜ . 001），さ ら に多 重 比 較を 行 った 。 その 結

果， 3 水 準間 全 てに お い て有 意 差が 認 めら れ た。 F i g ur e 7-3 に 示 した 通

り，多表 情 接 触人 物 と単 一 接触 人 物に 対 する d ´得 点 は，統 制人 物 に対 す

る d ´得点 よ りも 有 意に 高 かっ た（ p s＜ . 01）。すな わ ち，多 表情 接 触人 物

と単 一 表情 接 触 人物 に おい て ，単 純 接触 効 果が 生 じ てい た 。さ ら に， 多

表情 接 触人 物 に対 す る d ´得 点は ， 単 一表 情 接触 人 物 の d ´得点 よ りも 有

意に 高 かっ た （ p＜ . 05）。

また ， d ´得 点を 指 標と し て ， 0 を 基 準と す る 一変 量 の t 検 定を そ れぞ

れの 水 準で 行 った と こ ろ ，全 て の水 準 で有 意 差が 見 られ た（ t s (50)≧ 2 .62 ,

ps＜ . 05）。 多角 度 接触 人 物と 単 一角 度 接触 人 物 では ， 有意 に 0 よ り得 点

が高 く（ p s＜ . 01），統 制 人物 で は有 意 に 0 よ り 得 点が 低 かっ た（ p＜ . 05）。

すな わ ち ，多表 情 接触 人 物と 単 一表 情 接触 人 物 にお い ては ，“ 不 快 ”よ り

も“ 快 ”と の 連 合が 強 く，統 制人 物 にお い て は，“ 快”よ り も“ 不 快”と

の連 合 が強 か った 。
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Table 7-2

Mean d’ scores for target person.

Note . Theoretical median is 0. Means with different subscripts within the same row

are significantly different at least at the p<.05 level.

F i g ur e 7-3 . M ean d ’ sc ores fo r t ar g et per son i n S t ud y 6 (n=51) .
Val ues repr esent t he d i f fe r enc e bet ween a t arg e t p er son p ai r ed
wit h p os it i v e and one p air ed wit h neg at iv e . P os it i ve v al ues
i ndi c at e a p os it iv e at t i t ude t oward a t arg et p er son. T he bar
i ndi c at es st and ar d er r or.
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第４ 項 考 察

本研 究 では ， カテ ゴ リ 内に お ける 多 面的 接 触の 効 果を 検 討 する こ とを

目的 と し， 感 情 の多 様 性の 観 点か ら ，同 一 人物 を 複 数の 表 情か ら 撮影 し

た顔 写 真を 呈 示し た。 そ の 結果 ，研 究 5 と 同 様， 接 触を 行 った 多 表情 接

触人 物 と単 一 表 情接 触 人物 に 対し て 単純 接 触効 果 が 生じ て いた 。 加え て

注目 す べき は ， 単一 表 情接 触 人物 よ りも 多 表情 接 触 人物 の 方が ， 有意 に

効果 が 強か っ た こと で ある 。 すな わ ち， 同 一人 物 の 複数 の 表情 に 接触 す

るこ と が単 純 接触 効 果 を強 化 する こ とが 明 らか と され た 。この こ とか ら ，

カテ ゴ リ内 で の 多面 的 接触 の 効果 は ，表 情 に接 触 し た場 合 に生 じ るこ と

が示 さ れた 。
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第４節 総合考察

単純 接 触効 果 に関 わ る 従来 の 研究 か らは ， 反復 接 触を 行 う 刺激 が 単一

であ る とい う 前提 の 上 で， 刺 激の 呈 示回 数 とそ の 好意 度 の 比例 関 係が 明

らか と され て いた 。 し かし ， より 日 常的 な 視点 か ら単 純 接 触効 果 を捉 え

た場 合 ，接 触 する 刺 激 は厳 密 には 同 一で あ ると は 言え ず ， 接触 す る“ カ

テゴ リ ”と い う観 点 が 重要 で ある 。 さら に ，カ テ ゴリ の 観 点か ら 単純 接

触効 果 を再 考 する と ， 呈示 回 数だ け でな く ，同 一 カテ ゴ リ 内で の 多様 性

の獲 得 が効 果 を強 化 す るこ と が予 測 され た 。そ こ で本 章 は ，同 一 カテ ゴ

リ内 で の多 面 的な 閾 下 単純 接 触が カ テゴ リ 評価 に 及ぼ す 効 果を 明 らか と

する こ とを 試 みた 12。

第１ 項 第 ７ 章か ら 得 られ た 知見

人 物 の顔 写 真を 用 い て，知 覚 面の 多 様 性（研 究 5）と 感情 の 多様 性（ 研

究 6） の観 点 から 検 討し た 。ま ず 研 究 5 で は， 同 一 人物 の 角度 の 異な る

顔写 真 へ多 面 的 な閾 下 接触 を 行っ た 。そ の 結果 ， 複 数の 角 度か ら 撮影 し

12 本章 に おけ る 8 m s の呈 示 が閾 下 であ っ たか を 検討 す る ため ， いず れ

の実 験 にも 参 加し て い ない 女 子大 学生 22 名を 対 象 に， 好 意度 評 価と は

独立 に 再 認判 断 実験 を 行っ た （ B or nst ei n & D'A g ost i no， 1992）。そ こ

では ，本 研 究で 用 いた 3 名 の刺 激 人 物を 多 角度 接 触・ 多表 情 接触 ・単 一

接触 の いず れ か にカ ウ ンタ ー バラ ン スを と った 上 で 割り 当 て， 本 章で 用

いた 同 一の 装 置 及び 呈 示回 数 で呈 示 した 。 その 後 ， 接触 し た人 物 ３名 と

未接 触 の人 物 3 名の 無 表情 正 面 写真 を ペア に し，順 序及 び 左右 の 配置 を

ラン ダ ムに し て コン ピ ュー タ ー上 に 呈示 し た。 参 加 者に は ，見 た 方の 人

物を 選 択す る よう 求 め た。再認 正 答率（ M =55.55，S D=30.25）を 指標 と

して ， チャ ン スレ ベ ル（ 5 0 %） を 基準 と した t 検 定 を行 っ たと こ ろ， 正

答率 は 有意 に チャ ン ス レベ ル を上 回 るこ と はな か った （ t (17)= .78 , ns）。
すな わ ち， 呈 示 され た 刺激 を 正確 に 再認 で きな か っ たと い う点 で ，本 章

での 接 触は 閾 下 であ っ たと 考 えら れ る。 さ らに 水 準 ごと に 再認 正 答率 を

算出 し ，分 散 分析 を 行 った と ころ ， 3 水 準 間で 有 意 差は 認 めら れ なか っ

た（ F ＜ 1）。
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た顔 写 真を 呈 示 した 場 合で あ って も ，単 一 の角 度 の みを 呈 示し た 場合 と

同等 の 効果 が 認 めら れ た。 従 来の 知 見か ら すれ ば ， 同じ 刺 激を 多 数回 反

復呈 示 した 方 が効 果 は 強い は ずで あ る 。し か し ，複数 の 刺激 に 少数 回（ 3

回） ず つ反 復 接 触し た 場合 も 同等 の 効果 が 得ら れ た こと か ら， 角 度は 異

なっ て いて も ，“同 じ 人物 ” とい う カ テゴ リ の次 元 で反 復 接触 が 成立 し ，

単純 接 触効 果 が生 じ た もの と 考え ら れる 。

さら に 研究 6 で は，同 一人 物 の表 情 の異 な る顔 写 真へ 多 面 的な 閾 下接

触を 行 った 。そ の 結果 ，研 究 5 と同 様， 無 表情 の み に接 触 した 場 合と 複

数の 表 情に 接 触 した 場 合の 両 者で 単 純接 触 効果 が 生 じて い た。 加 えて 注

目す べ きは ， 前 者の 単 一表 情 のみ へ の接 触 に比 べ ， 後者 の 複数 の 表情 に

接触 し た場 合 の 方が ， 有意 に 効果 が 強か っ たこ と で ある 。 すな わ ち， 同

一人 物 の複 数 の 表情 に 接触 す るこ と が単 純 接触 効 果 を強 化 する こ とが 明

らか と され た 。

第２ 項 第 ７ 章の ま と め

本章 で の検 討 から ， 接 触す る 刺激 を カテ ゴ リと し て捉 え た 場合 ， その

カテ ゴ リ内 で の 事例 の 多様 性 も効 果 に影 響 を与 え る こと が 示唆 さ れた 。

すな わ ち， あ る カテ ゴ リ内 で の複 数 の刺 激 に多 面 的 に接 触 する こ とで ，

その カ テゴ リ の 情報 が 豊か と なり ， 単一 の 刺激 に 接 触す る 場合 よ りも 効

果が 強 化さ れ た と考 え られ る 。あ る いは ， 従来 の 知 見に 当 ては め ，同 一

刺激 を 反復 呈 示 する こ とに よ る飽 き の影 響 で， 単 一 接触 に おい て は効 果

が弱 ま った と 考 える こ とが で きる か もし れ ない 。 し かし ， 好意 度 が下 降

する の は過 度 の接 触 時 であ り ，閾 下 接触 に おけ る 20 回 程 度の 呈 示回 数

で飽 き が生 じ ると は 考 え難 い 。むし ろ ，20 回程 度 の 接触 は 効果 を 最大 化

する （ B or nst e i n & D'A g ost i no， 1992）。 また ， 多表 情 接触 で は 接触 す
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る刺 激 が全 体 的 にポ ジ ティ ブ であ り ，そ の ため プ ラ イミ ン グの 原 理で 効

果が 強 まっ た の かも し れな い 。し か し， 予 備調 査 に おい て ，刺 激 人物 に

おけ る 7 表情 の 快― 不 快度 の 平 均と ，無 表 情の み の 快― 不 快度 に 有意 な

差は な く， むし ろ 7 表情 の 平均 値 の 方が 低 かっ た。 し たが っ て， 接触 す

る刺 激 がも と も とポ ジ ティ ブ であ っ たと い う解 釈 は 棄却 さ れる 。 他の 考

えう る 解釈 と し ては ， 同一 人 物と し ての 認 識の し や すさ ， とい っ た要 因

も 挙 げら れ る 13。 す な わ ち， 角 度 が 異 な る より も ， 表 情 が 異な っ て い る

方が 同 一人 物 だ と認 識 され や すか っ たた め ，多 表 情 接触 の 場合 に 効果 が

強か っ たと い う 可能 性 であ る 。確 か に， 表 情写 真 は いず れ も正 面 を向 い

た写 真 であ り ， 人物 の 同定 と いう 点 から す れば ， 角 度よ り も表 情 の方 に

分が あ ると 考 え るこ と は不 自 然で は ない か もし れ な い。 し かし ， ここ で

再び 注 目す べ き は， 複 数の 角 度を 呈 示し た 場合 に は ，真 正 面の み を呈 示

した 場 合と 同 等 の効 果 ，さ ら に複 数 の表 情 を呈 示 し た場 合 には ， 無表 情

のみ を 呈示 し た 場合 よ りも 強 い効 果 が得 ら れた こ と であ ろ う。 つ まり ，

同一 人 物と し て の認 識 のし や すさ と いう 点 から す れ ば， 単 一の 角 度あ る

いは 単 一の 表 情 を呈 示 する 場 合が 最 も効 率 的で あ る こと は 疑い よ うも な

い。 し かし ， 得 られ た 結果 は この 解 釈と 矛 盾す る 。 いず れ にし て も， 複

数の 顔 写真 を 呈 示す る こと が 効果 に 対し て 抑制 的 に 作用 す ると は 考え 難

い。 こ のこ と か らも ， 本章 で の知 見 はカ テ ゴリ 内 で の多 面 的な 接 触が 効

果を 強 化し た と考 え る のが 妥 当で あ るよ う に思 わ れる 。

さら に，角 度（ 研 究 5）より も 表 情（ 研究 6）へ の 多面 的 接 触の 方 が，

明確 に 効果 が 確認 さ れ たこ と は興 味 深い 。 L ass i t er and St one（ 1984）

など の 議論 に 基 づけ ば ，カ テ ゴリ で の事 例 が多 様 で あり ， また 情 報量 が

13 この よ うな 複 数の 顔 写真 を 同一 人 物 だと 知 覚す る 能力 に つい て は，ス

キー マ が関 わ って い る もの と 考え ら れる 。
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多い 方 が効 果 は強 い と 考え ら れる 。こ のこ と から ，対 人認 知 にお い ては ，

角度 な どの 知 覚 面で の 情報 よ りも ， 表情 で 表わ さ れ るよ う な感 情 面で の

情報 の 方が ， よ り情 報 とし て の価 値 が高 い こと を 示 して い ると 言 える で

あろ う 。

ただ し ，こ れ らの 結 果 は流 暢 性と も 強く 関 わる 可 能性 が あ る。 単 純接

触効 果 の般 化 を ，こ れ まで の 主要 な 説明 理 論に 基 づ き流 暢 性に よ って 解

釈し よ うと す る 場合 ， 流暢 性 自体 の 般化 も 想定 し な けれ ば なら な い。 す

なわ ち ，あ る 刺 激へ の 接触 に よっ て 高ま っ た流 暢 さ は， 当 該刺 激 のみ な

らず そ のカ テ ゴ リ全 体 へと 般 化し ， また そ の結 果 と して 未 接触 の 刺激 へ

の流 暢 性も 高 ま る。 こ のよ う に， 流 暢性 も カテ ゴ リ まで 拡 張し て 考え た

場合 ， 複数 の 事 例に 接 触す る 方が ， その カ テゴ リ と して の 処理 が スム ー

ズに な ると い う こと は 十分 考 えら れ そう で ある 。 し かし ， この 流 暢性 に

よ る 解釈 は 必 ず し も上 述 の 情 報 量 によ る 解 釈 と は矛 盾 し な い 。 L ass i te r

and S t one（ 1984）は ， 情報 の 多 さと 好 まし さ を 直接 的 な関 係 と して 考

えて い るが ， む しろ ， 情報 が 多い と いう こ と自 体 が 流暢 性 の源 泉 にな っ

てい る 可能 性 も ある 。 すな わ ち， 多 面的 接 触に よ る 情報 量 の増 加 が流 暢

性を 高 め， 最 終 的に は その 流 暢性 が 好ま し さに 繋 が る， と 考え た 方が 自

然で あ るよ う に思 わ れ る。

第３ 項 接 触 にお け る “反 復 ”と “ 変化 ”

本章 で の検 討 から ， 従 来， 単 純接 触 効果 を 強化 す る最 大 の 要因 と 考え

られ て いた ， 同 一の 刺 激へ の 呈示 回 数よ り も， カ テ ゴリ 内 での 多 面的 な

接触 の 方が 強 い 効果 を 持つ こ とが 示 され た 。こ の 多 面的 接 触を 別 の視 点

から 捉 える な ら ば， そ の本 質 は“ 反 復” と “変 化 ” であ る 。す な わち ，

ある 対 象の 単 な る繰 り 返し だ けで な く， そ こに 変 化 が含 ま れる こ とで 強
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い効 果 を生 む 。一見 す ると ，“ 反 復 ”と“ 変 化”と い う要 因 は相 反 する も

のの よ うに 思 わ れる 。 しか し ，こ こ でも カ テゴ リ と いう 観 点か ら の考 察

が重 要 であ ろ う 。す な わち ， 変化 が 効果 を 持つ の は ，あ る 共通 性 の中 で

の変 化 であ り ，それ が カテ ゴ リで あ る 。カ テ ゴリ の 次元 で の“ 反 復 ”と ，

その カ テゴ リ の 中で の “変 化 ”の 関 係が 対 象の 多 様 性を 生 み， 効 果が 強

まる の では な い だろ う か。 逆 に言 え ば， 共 通性 の 枠 に収 ま らな い 変化 は

効果 を 持た な いで あ ろ う 。そ う 考え る と ，先行 研 究が 挙 げて き た“反 復 ”

に起 因 する 親 近性 だ け でな く ，“ 変化 ”に 起因 す る新 奇 性も ，単 純 接触 効

果と 深 く関 わ って い る こと が 示唆 さ れる 。
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第８章

閾下接触の累積的効果と長期持続性

第１節 問題と目的

第２節 単一接触による検討【研究７-１】

第３節 多面的接触による検討【研究７-２】

第４節 総合考察
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第１節 問題と目的

単純 接 触効 果 の基 本 的 な実 験 パラ ダ イム は ，序 論 での 議 論 の通 り （第

1 章第 1 節 ），対 象へ の 反復 接 触と 好 意度 評 定の 二 つ のフ ェ イズ か ら構 成

され る。こ れま で の 研究 の ほと ん どは ， Zaj onc（ 1968）に 依拠 し た実 験

室実 験 とい う 形 で， 接 触フ ェ イズ に おい て 一時 的 に 接触 回 数を 操 作し た

検討 が なさ れ て きた 。 しか し ，反 復 接触 と いう 事 態 を日 常 的な 視 点か ら

捉え 直 した 場 合 ，そ れ は必 ず しも 一 時点 で 完結 す る もの で はな い 。む し

ろ， 日 常的 な 生 活の 中 で接 触 が日 々 積み 重 ねら れ ， それ が 累積 的 な形 と

なっ て 現れ る と ころ が 大き い 。特 に 情報 過 多が 叫 ば れる 現 代で は ，主 体

が意 識 する し な いに 関 わら ず ，常 に 何ら か の情 報 に 曝さ れ てお り ，そ の

影響 は 従来 の 一時 点 で の接 触 のパ ラ ダイ ム から は 捉え ら れ ない 。

その 中 で M or el and and B eac h（ 1 992） な どは ， この 一 時 点で の 枠組

みを フ ィー ル ド 実験 に 置き 換 える こ とで ， 接触 の 積 み重 ね から 生 じる 日

常的 な 効果 を 検討 し て いる 。 その M or e l and and B eac h（ 1992） によ る

研究 で は， サ クラ の 学 生を 週 1 回 の講 義 へ出 席 させ る 日数 を 操 作し （ 0

回・ 5 回 ・ 10 回 ・ 15 回 ）， そ のコ ー スの 最 後に サ ク ラの 人 物に つ いて の

好意 度 を， 受 講 生に 尋 ねる と いう 方 法が 用 いら れ た 。そ の 結果 ， 他の 学

生と の 相互 作 用 はな か った に も関 わ らず ， 接触 日 数 の増 加 と共 に サク ラ

の人 物 への 好 意 度も 増 加す る こと が 示さ れ た。 す な わち ， この 研 究は そ

れま で の実 験 室 実験 の 枠組 み で検 討 され て きた ， 一 時点 で の接 触 回数 を

接触 日 数に 置 き 換え る こと で ，接 触 の積 み 重ね と い う長 期 的な 視 点に 立

った 現 実場 面 に 基づ く 効果 を 実証 し たも の と考 え ら れる 。 ただ し ，こ の

フィ ー ルド 実 験 にお い ても ， 接触 日 数（ 回 数） が 独 立変 数 とな っ てい る

ため ， 接触 量 と 接触 を 長期 的 に積 み 重ね る 累積 的 な 影響 は 概念 的 に区 別
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され な い。 す な わち ， 接触 の 累積 的 な効 果 のみ を 抽 出， 検 討す る ため に

は， 一 時点 で 接 触し た 場合 の 接触 回 数と 複 数の 時 点 で接 触 した 場 合の 総

接触 回 数を 等 し くし た 上で の 比較 が 必要 で ある 。 例 えば ， この よ うな 接

触 の 累 積 的 な 効 果 は ， メ デ ィ ア 接 触 の 文 脈 か ら 多 く 議 論 さ れ （ e .g . ,

Johnson, C ohen, S m ai l es , Kasen, & Br ook , 2002），日 常 的な メ ディ ア

接触 の 積み 重 ね が， 視 聴者 の 攻撃 性 など に 長期 的 な 影響 を 及ぼ す こと が

相関 研 究か ら 明 らか と され て いる 。 した が って ， 接 触を 日 々積 み 重ね る

こと に よる 累 積 的な 影 響は ， 従来 の 一時 点 にお け る 接触 の 影響 と は異 な

る性 質 を持 つ と 推測 さ れる 。 実際 ， この 反 復の 方 法 に関 わ る問 題 は， い

わゆ る 分散 学 習（ d i s t r i but ed l ear ni ng）， 集中 学 習 （ m assed lear ni ng）

とい う 文脈 で は 明確 に 区別 さ れて い る。 具 体的 に は ，あ る 一定 量 の項 目

を学 習 する 際 ， 間隔 を あけ ず に学 習 する （ 集中 学 習 ）よ り も， あ る程 度

の間 隔 をあ け て 学習 す る（ 分 散学 習 ）方 が ，後 の 再 生率 が 優れ る とい う

もの で ある （ see Demp st er, 1996 , for a r ev iew）。 すな わ ち， 反 復の 方

法に よ って そ の 効果 が 質的 に 異な る こと を 示し て お り， よ り現 実 場面 に

近い 現 象を 捉 え るた め には ， 単純 接 触効 果 にお い て も， 接 触回 数 の効 果

と日 々 の接 触 の 積み 重 ねに よ る累 積 的な 効 果を 概 念 的に 区 別し た 実験 的

手続 き が必 要 で あろ う 。そ こ で本 章 では ， 接触 回 数 と区 別 した 接 触の 累

積的 効 果に つ いて 検 討 を行 う 。

第１ 項 接 触 の累 積 的 効果

ここ で 言う 接 触の 累 積 的効 果 とは ， 数日 間 に渡 り ある 対 象 へ接 触 する

こと に よっ て 生 じる 効 果を 意 味す る 。換 言 すれ ば ， 日々 の 接触 の 積み 重

ねの 影 響で あ る 。従 来 の単 純 接触 効 果研 究 では ， 一 時点 で の接 触 によ る

影響 の みが 検 討 され て おり ， 長期 に わた る 累積 的 な 接触 に よる 影 響は 明



第 8 章 閾下接触の累積的効果と長期持続性

- 164 -

らか で ない 。

ただ し ，あ る 行為 を 繰 り返 す とい う 意味 で は， 前 述の よ う に分 散 学習

と集 中 学習 と いう 現 象 が知 ら れて い る（ Demp st er, 1996）。した が って ，

ある 行 為の 反 復 のス パ ンと い う点 か らす れ ば， 本 章 での 累 積接 触 と集 中

接触 に 類似 し て いる よ うに 思 われ る 。し か し， 両 者 の前 提 には い くつ か

の重 要 な相 違 点 が見 受 けら れ る。 ま ず， い わゆ る 分 散学 習 が意 図 的な 学

習を 前 提と し て いる の に対 し て， 単 純接 触 効果 で は むし ろ その 無 意図 的

な側 面 が強 調 され る（ Zaj onc , 2001）。す なわ ち，対 象へ の 一切 の 働き か

けの な い“ 単 な る” 接 触が 好 意度 増 加の 十 分条 件 と なる こ とに ， この 効

果の 現 象的 意 義 があ る 。ま た ，分 散 学習 が 再生 率 と いう 意 識的 な 記憶 成

績を 指 標と す る 一方 で ，単 純 接触 効 果は 好 意度 と い う感 情 ある い は態 度

を指 標 とす る 。 ここ で 重要 な こと は ，閾 下 単純 接 触 効果 で 示さ れ てき た

よ う に ， 単 純 接 触 効 果 が 顕 在 的 な 記 憶 と は 独 立 し て 生 じ る 点 で あ る

（ Kunst -Wi l son & Zaj onc , 1980）。 した が って ， 両 者の プ ロセ ス が同 一

であ る とは 考 え 難い が ，接 触 のス パ ンに よ って 効 果 が質 的 に異 な るで あ

ろう 示 唆は 得 られ る 。

さら に ，接 触 の累 積 的 な影 響 は， メ ディ ア 接触 の 影響 で 議 論さ れ るよ

うに （ e .g . , Johnson et a l . , 2002）， 長期 的 に見 た 場 合顕 著 に現 れ ると 推

測さ れ る。 そ こ で本 章 では ， 反復 接 触の 効 果を そ の 長期 持 続性 の 観点 か

ら検 討 する 。

第２ 項 効 果 の長 期 持 続性

単純 接 触効 果 研究 に お いて ， 一時 点 での 接 触に よ る長 期 的 な効 果 はい

くつ か 報告 さ れて い る こと は 序論 で 示し た が（ 第 1 章 第 2 節 ）， 接触 を

数日 に 渡っ て 繰 り返 し た場 合 の持 続 性に つ いて は 検 討が な され て いな い 。
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加え て ，多 く の研 究 で はそ の 測定 期 間が 2 週 間（ S t ang , 1975 : 閾 上接 触 ）

や， 1 週 間（ S eam on et a l . , 1983 : 閾下 接 触） で あ り， そ の影 響 をよ り

明確 に 捉え る た めに は ，数 週 間に 留 まら ず より 長 期 的な 測 定が 必 要で あ

ろう 。そ こ で， 本章 で はそ の 効 果の 推 移を ，接 触 直後 か ら接 触 3 カ月 後

まで フ ォロ ー アッ プ す る。

第３ 項 方 法 論的 制 約

以上 の よう に ，接 触 の 積み 重 ねに よ る累 積 的な 効 果と 単 純 接触 効 果の

長期 持 続性 に つ いて 示 唆す る 知見 は ある も のの ， そ れら が 統一 的 な観 点

から 実 験的 に 検 討さ れ たも の はな い 。そ の 大き な 理 由の 一 つは ， 実験 に

当た っ ての 方 法 論的 な 制約 に ある と 考え ら れる 。 接 触の 累 積的 な 影響 の

検討 に は ，同 じ 対象 へ 数日 間 に渡 る 繰 り返 し 接触 が 必要 で ある 。同 様に ，

長期 持 続性 の 検 討に も ，同 一 参加 者 内で の 推移 を 検 討す る ため に は， 同

じ参 加 者に 対 し て， 同 じ対 象 への 複 数回 の 好意 度 測 定が 必 要で あ る。 つ

まり ， 長期 的 な スパ ン での 単 純接 触 効果 の 検討 に は ，参 加 者に 対 して 同

じ対 象 への 接 触 ，測 定 を繰 り 返す と いう 不 自然 な 課 題を 強 いる こ とに な

る。 そ のた め ， 例え ば 参加 者 が実 験 者の 意 図を 意 識 的に 汲 み取 っ てし ま

う可 能 性（ 要 求特 性 な ど） も 考え ら れる 。

その よ うな 場 合に は ， ここ ま で用 い てき た 無意 識 的な 実 験 方法 が 有効

であ る（ B ar g h, 1992）。 すな わ ち， 同じ こ とが 不 自 然に 繰 り返 さ れて い

ると い う意 識 を 極力 排 除し た 形の 実 験状 況 を設 定 す るこ と で， 要 求特 性

の混 入 は比 較 的 避け ら れる も のと 考 えら れ る。 し た がっ て ，本 論 文で 検

討を 重 ねて き た ，閾 下 単純 接 触と 潜 在指 標 によ る 測 定の 方 法論 的 特徴 が

有用 に なる で あ ろう 。 それ と 同時 に ，こ れ らの 方 法 を通 し た検 討 によ っ

て， 接 触の 積 み 重ね と いう よ り日 常 的な 文 脈に お け る無 意 識過 程 の存 在
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を， 改 めて 捉 え直 す こ とが で きる と 考え ら れる 。

第４ 項 本 章 の構 成

以上 の 議論 か ら， 閾 下 単純 接 触の 累 積的 効 果と そ の長 期 持 続性 を ，潜

在 指 標 （ GN AT） を 用い て 検 討 す る こ と を ， 本 章 で の 全 体 的な 目 的 と す

る。

さら に 本章 で の 検討 に は， 前 章で 明 ら かと さ れた 多 面的 接 触 の効 果 を

含め る 。よ り 日 常的 な 観点 か ら反 復 接触 と いう 現 象 を捉 え た場 合 ，人 が

日々 接 触す る 対 象は 必 ずし も 同一 の もの で はな く ， 常に 変 化を 伴 う。 特

に， 情 報社 会 の 現代 で は， あ る対 象 や情 報 は， 形 ， 表面 的 な内 容 ，あ る

いは 発 信さ れ る 媒体 を 変え ， 我々 の 日常 に 溢れ て い る。 し たが っ て， 接

触の 積 み重 ね と いう 状 況に ， 多面 的 接触 に よる “ 反 復” と “変 化 ”の 観

点を 踏 まえ る こ とで ， より 現 実場 面 に即 し た効 果 と して の 示唆 が 可能 で

あろ う 。

した が って ， 本章 で の 検討 点 とし て は， 日 々の 接 触の 積 み 重ね に よる

接触 の 累積 的 効 果， ま た接 触 にお け る“ 反 復” と “ 変化 ” によ る 多面 的

接触 の 効果 の 二 つと な り， こ れら の 要因 の 特徴 は ， 分析 的 には “ 累積 接

触と 集 中接 触 ”，“多 面 的接 触 と単 一 接触 ” の比 較 と して 集 約さ れ る。 そ

して ， 上記 二 つ の要 因 を， 単 純接 触 効果 の 長期 持 続 性の 観 点か ら 分析 す

る。 加 えて ， 単 純接 触 効果 の 生起 ， 並び に 接触 回 数 の多 寡 によ る 影響 の

検討 の ため ，接 触を 行 わな い 場合（ 統制 ）と ，先 行 研究（ B or nst e i n, 1989）

か ら 効 果 が 安 定 し て 生 起 す る た め の 標 準 的 な 接 触 回 数 と 考 え ら れ る 20

回接 触 する 場 合（ 基 本 接触 ） を含 め 効果 を 比較 す る。

本章 は 二つ の 研究 か ら 構成 さ れる 。 第一 に ，単 一 刺激 の 閾 下呈 示 によ

る，累 積 的効 果 及び そ の長 期 持続 性 につ い て 検討 す る（ 研 究 7-1）。第 二
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に， 多 面的 接 触 によ る 累積 的 効果 及 び長 期 持続 性 に つい て 検討 す る（ 研

究 7-2）。

第５ 項 実 験 刺激

本章 で の検 討 は長 期 に 渡る た め， 実 験参 加 者が 日 常生 活 の 中で 接 触す

る機 会 がな い 対象 を 刺 激と す る必 要 があ る 。そ こ で， 架 空 の 3D キャ ラ

クタ ー を用 い た。刺激 と なる キ ャ ラク タ ーは，C G 作成 ソ フト（ e fr ont ie r

社製 P OS E R 7）に より 作 成し た 。

刺激 の 選定 に 当た っ て ，好 意 度に 偏 りの な いキ ャ ラク タ ー を抽 出 する

こと を 目的 と し ，大学 生 20 名（ 男性 8 名 ，女性 12 名 ）を 対象 に 予備 調

査を 行 った 。 調査 協 力 者に は ， C G 作成 ソ フト に よ り作 成 した 8 種類 の

キャ ラ クタ ー （ 正立 正 面画 像 ）に つ いて ， それ ぞ れ “こ の キャ ラ クタ ー

につ い て ，ど の よう に 感 じま す か ”と い う教 示 に対 し て ，“か な り嫌 い（ 1）

―か な り好 き （ 7）”，“ かな り 不 快（ 1） ―か な り快 い （ 7）” の 2 項 目 7

件法 で 評定 を 求 めた 。 その 結 果， 当 該キ ャ ラク タ ー の正 立 正面 画 像の 好

意度 評 定値 が ，理 論 的 中間 値 であ る 4 付近 （ 3 .75― 4 .25） に収 ま り， か

つ標 準 偏差 の 比較 的 小 さい （ 0 .8 以 下 ）， キ ャ ラク タ ー 2 種 類を 最 終的 な

刺激 キ ャラ ク タ ーと し て実 験 に用 い た。 な お， 前 章 での 検 討か ら ，多 面

的接 触 の効 果 に は感 情 面で の 多様 性 が強 く 影響 を 及 ぼす こ とが 示 され た 。

そこ で ，本 章 で の多 面 的接 触 にお け るキ ャ ラク タ ー のバ リ エー シ ョン に

つい て も， キ ャ ラク タ ーの ポ ーズ な どを 変 化さ せ る こと で ，感 情 的な 次

元で の 多様 性 を 創出 す るこ と とし た 。バ リ エー シ ョ ン画 像 は各 キ ャラ ク

ター に つき ， 5 枚作 成 した 。 実験 に 用い た キャ ラ ク ター と その バ リエ ー

ショ ン の例 を F i g ur e 8-1 に示 し た。また ，GN AT に よる 測 定に 用 いる キ

ャラ ク ター を 表 す刺 激 とし て ，ポ ー ズや 角 度の 異 な る画 像 を各 キ ャラ ク
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F i g ur e 8-1 . A n ex amp l e o f c har ac ter s , and it s v ar i ati ons .
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第２節 閾下接触の累積的効果と長期持続性

―単一接触による検討―【研究 7-1】

第１ 項 目 的

本研 究 では ， 単一 の 刺 激へ の 閾下 接 触に よ る累 積 的効 果 と その 長 期持

続性 に つい て 検討 す る こと を 目的 と する 。そ の際 ，単 純接 触 効果 の 生起 ，

並び に 接触 回 数の 多 寡 によ る 影響 の 検討 の ため ， 接触 を 行 わな い 統制 条

件と ， 20 回 のみ 接 触を 行 う基 本 接触 条 件を 含 め， 効 果 を分 析 する 。

第２ 項 方 法

実験 参 加者 大学 生 62 名 （男 性 28 名 ，女 性 34 名） で あ った 。 平均

年齢 は ， 20 .55（ S D＝ 1 .66） 歳で あ った 。

実験 デ ザイ ン 接 触 方 法（ 累 積接 触 ・集 中 接触 ・ 基本 接 触 ・接 触 なし

（統 制 ））を参 加 者間 要 因 ，測 定 時期（ Ti m e 1；直 後・Ti m e 2； 3 日 後 ・

Tim e 3； 1 週 間後 ・ Ti m e 4； 2 週間 後 ・ Ti m e 5； 1 カ月 後 ・ Ti m e 6； 3

カ月 後 ）を 参 加者 内 要 因と す る 4×6 の 2 要因 混 合計 画 であ っ た 。

実験 装 置 刺 激の 呈 示 及び GN AT の 実施 に はパ ー ソナ ル コ ンピ ュ ータ

ー（ Del l 社 製 V OS T R O Wi nd ows XP）， 17 イン チ C R T ディ ス プレ イ

（ i i y am a 社 製 ）， ソ フ トウ ェ アに は Inqui s i t 2 .0（ M i l l i se cond 社 ）を 使

用し た 。デ ィ スプ レ イ の解 像 度は 800×600 ピ ク セ ル， リ フレ ッ シュ レ

ート は 120 Hz で あ った 。

刺激 材 料 予 備調 査 か ら選 定 され た キャ ラ クタ ー 2 種 類 を 用い た 。一

つは 接 触対 象 とな る キ ャラ ク ター で あり ，も う 一つ は GN AT での ディ ス

トラ ク タと な る キャ ラ クタ ー であ っ た。 い ずれ の キ ャラ ク ター が 接触 対

象と な るか は ， 参加 者 間で カ ウン タ ーバ ラ ンス を と った 。 本研 究 では ，
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接触 刺 激と し てキ ャ ラ クタ ー の正 立 正面 画 像， GN AT に お ける 弁 別課 題

での 対 象に 関 連 する 刺 激と し て， そ のキ ャ ラク タ ー のポ ー ズや 角 度の 異

なる 画 像 5 枚×6 組（ 計 30 枚）を用 い た。同 様に ，ディ ス トラ ク タに 関

連す る 刺激 に も画 像 5 枚×6 セ ッ ト（ 計 30 枚 ）を 用 いた 。ま た， GN AT

にお け る“快 ”を 表す 刺 激語 と し て，“ 良 ”，“美 ”，“ 好 ”，“ 嬉 ”，“優 ”の

5 語を ，“不 快 ”を 表 す刺 激 語と し て ，“ 悪 ”，“ 醜 ”，“嫌 ”，“悲 ”，“劣 ”

の 5 語 を 用い た 。ディ ス プ レイ に 呈示 さ れた 刺 激の サ イズ は ，キ ャラ ク

ター 画 像が 縦 約 6 c m×横 約 4 c m であ った 。実験 時 の 観察 距 離は 約 70c m

であ っ た。

GNAT を 用い た 連合 強 度の 測 定 キ ャ ラク タ ーと 属 性（“ 快 ”・“ 不 快 ”）

との 連 合強 度 を， GN AT に よ って 測 定し た 。 GN AT で使 用 した カ テゴ リ

は， 対 象カ テ ゴリ と し て，“ 接触 キ ャ ラク タ ー”，“ 未接 触 キャ ラ クタ ー ”

の 2 種 類，属 性カ テ ゴリ と し て，“快 ”，“不 快”の 2 種類 で あっ た。GN AT

は全 部 で七 つ の ブロ ッ クか ら 構成 さ れ， 基 本的 な 手 続き 及 び得 点 化は 研

究 3・ 研 究 5・研 究 6 に準 じ た。 い ずれ の ブロ ッ ク にお い ても コ ンピ ュ

ータ ー ディ ス プ レイ 中 央に 刺 激が 連 続し て 呈示 さ れ ，そ れ らの 中 から ，

ディ ス プレ イ 上 部に 表 示さ れ てい る 対象 カ テゴ リ と 属性 カ テゴ リ のい ず

れ かに 当 て はま る タ ーゲ ッ ト 刺 激を ， デ ィス ト ラ ク タ刺 激 から 550 m s

以 内 に弁 別 す る 課 題 が 行わ れ た 14。 実 験 参 加者 に は ， タ ー ゲッ ト 刺 激 が

出て き た場 合 のみ ，利 き手 の 人差 し 指 でス ペ ース キ ーを 押 すよ う 求め た 。

なお ， ディ ス プ レイ 上 部に 表 示さ れ るカ テ ゴリ を 表 すラ ベ ルに は ，当 該

キャ ラ クタ ー の正 立 正 面画 像 と，“ 快”，“不 快” と いう 漢 字を 用 い た。 1

ブロ ッ ク目 か ら 3 ブ ロ ック 目 は ，練習 課 題用 の キャ ラ クタ ー で ある“ フ

14 制限 時 間に つ いて は ，本 研 究で は ， 予備 実 験を 通 して 550 m s が適 切

と判 断 した 。
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ィ ラ ー キ ャ ラ ク タ ー ”，“ 快”，“ 不 快 ” を そ れ ぞ れ 弁 別 す る 練 習 課 題 20

試行 ず つで あ った 。4 ブ ロ ック 目 から 7 ブ ロッ ク 目は ，“ 接 触キ ャ ラク タ

ー ”，“ 未 接触 キ ャラ ク ター ”の 対象 カ テ ゴリ と ，“快 ”，“ 不快 ”の 属性 カ

テゴ リ を各 一 つず つ 組 み合 わ せた 弁 別課 題 76 試 行 ずつ で あっ た 。デ ィ

スト ラ クタ 刺 激 には ， 四つ の カテ ゴ リの う ち， タ ー ゲッ ト とな る カテ ゴ

リ に 当 て は ま ら な い 残 り の カ テ ゴ リ に 属 す る 刺 激 を 用 い た （ e .g . , “ 接

触キ ャ ラク タ ー― 快”ブ ロッ ク で は，“未 接 触キ ャ ラク タ ー ”，“不 快”の

刺激 が ディ ス トラ ク タ ）。 な お， 各 組 み合 わ せ弁 別 ブロ ッ クの 初 め の 16

試行 は 練習 試 行で あ り ，分 析 から 除 外し た 。練 習 試行 16 試行 で は， タ

ーゲ ッ ト刺 激 とデ ィ ス トラ ク タ刺 激 がそ れ ぞ れ 8 回 ずつ ， 本 試 行 60 試

行で は ，そ れ ぞれ 30 回ず つ ラン ダ ムに 呈 示さ れ た 。練 習 ブロ ッ ク及 び

組み 合 わせ 弁 別 ブロ ッ ク内 で のブ ロ ック 順 序は ， 参 加者 ご とに ラ ンダ ム

に決 定 した 。

d´得 点の算 出 研 究 3・研 究 5・研 究 6 と 同 様の 手 続き に 基 づき ，連合

強度 の 指 標と な る d´を算 出 し た。 接 触 キャ ラ クタ ー を ター ゲ ッ トと す

る二 つ のブ ロ ッ クの み 分析 に 用い た 。ま ず ，参 加 者 ごと に 二つ の 組み 合

わせ ブ ロッ ク の本 試 行 60 試行 を ，そ れ ぞれ 5 50 m s の制 限 時間 と 弁別 の

正解・不 正 解か ら，ヒ ット（タ ー ゲッ ト 刺激 に 正し く 反応 ）・コ レ クト リ

ジェ ク ショ ン（ ディ ス トラ ク タ刺 激 を 正し く 回避 ）・フォ ル スア ラ ーム（ デ

ィス ト ラク タ 刺激 に 誤 って 反 応）・ ミ ス（ タ ーゲ ッ ト刺 激 を誤 っ て回 避 ）

に分 類 した 。 さ らに ， 両ブ ロ ック に おけ る ヒッ ト の 割合 と ，フ ォ ルス ア

ラー ム の割 合 を プロ ビ ット 変 換し ， ヒッ ト の値 か ら フォ ル スア ラ ーム の

値を 引 いた 値 を ，連 合 強度 を 表す d´と し た。以 上 の手 続 きの 後 ，“接 触

キャ ラ ク ター ― 快 ”ブ ロ ック の d´か ら “接 触 キャ ラ ク ター ― 不 快” ブ

ロッ ク の d´の差 を とり ，こ の値 を“ 接触 キ ャラ ク ター ”の d´得 点と し



第 8 章 閾下接触の累積的効果と長期持続性

- 172 -

た。 d´得点 が 大き い ほ ど，“ 不 快” よ り も“ 快 ” の連 合 が強 い こ とを 意

味す る 。す な わち ，d´得点 が 正 の方 向 に大 き いほ ど ，そ の キャ ラ クタ ー

に対 す る好 意 的評 価 を 意味 す る。

手 続き 実 験 は 実 験 室 で個 別 に 実 施 し た 。 視 覚に お け る 情 報 処 理 に関

する 時 系列 的 検 討と い う教 示 のも と ，実 験 は二 つ の フェ イ ズか ら 構成 さ

れた 。 実験 手 続き の 全 体的 な 流れ を F i g ur e 8-2 に示 し た。

1. 接 触 フ ェ イ ズ 実 験 参 加 者 に 刺 激 を 反 復 呈 示 す る フ ェ イ ズ で あ る 。

“こ の 実験 は ， 視覚 に おけ る 情報 処 理の 速 さの 時 間 経過 に 伴う 変 化に つ

いて 検 討す る も ので す 。今 か らデ ィ スプ レ イ中 央 に ，画 像 が短 時 間表 示

され ま す。 一 瞬 しか 表 示さ れ ない の で， デ ィス プ レ イ中 央 を注 視 する よ

うに し てく だ さい 。”とい う 教 示の 後 ，接 触 キャ ラ ク ター 画 像を 黒 地背 景

のデ ィ スプ レ イ 上に 呈 示し た 。接 触 にあ た り， 接 触 キャ ラ クタ ー の正 立

正面 画 像を 20 回呈 示 する セ ット を 基本 セ ット と し た。 累 積接 触 条件 に

おい て は ，基 本 セ ット を 1 日 1 回 5 日間 連 続し て ほ ぼ同 時 刻に 実 施し た

（ 計 100 回呈 示 ）。集 中 接触 条 件で は ，基 本 セッ ト を 約 2 分間 の イン タ

ーバ ル を挟 み ，5 回繰 り 返し て 実施 し た（ 計 100 回 呈示 ）。基本 接 触条 件

では ， 基本 セ ット を 1 回 の み実 施 し， 統 制条 件 では フ ィラ ー 画 像を 20

回呈 示 した 。 各 試行 に おけ る 具体 的 な内 容 とし て は ，ま ず ディ ス プレ イ

中央 に 注視 点 を 1000 m s 呈 示し た 後， 接 触 キャ ラ クタ ー 画像 を 8 m s 呈

示し た 。キ ャ ラク タ ー 画像 の 呈示 後 ，マ ス ク刺 激 を 200 m s 呈 示 した 。

各試 行 間の イ ンタ ー バ ルは 1000 m s で あ り ，そ の 間 はデ ィ スプ レ イに は

何も 呈 示し な かっ た 。

2. 測 定 フ ェ イ ズ 最 後 の 接 触 フ ェ イ ズ 終 了 後 ， す べ て の 参 加 者 に

GNAT への 取り 組 みを 求 めた 。測 定フ ェ イズ に おけ る GN AT は，各参 加

者に つ き 計 6 回 行っ た 。具 体 的に は ， 接触 直 後， 接 触 3 日 後 （ M＝ 3 日
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1 カ月 後（ M =30.44 日後 ），接 触 3 カ 月後 （ M =91.09 日 後 ）で あ った 。

弁別 課 題に 用 いる 6 組 の GN AT 用 刺激 セ ット の 順序 は ，参 加者 ご とに ラ

ンダ ム に決 定 し た。 な お， 統 制条 件 にお い て， い ず れの キ ャラ ク ター が

評価 対 象と な るか は ， カウ ン ター バ ラン ス をと っ た。

第

Ta

中

析

そ

け

Accumulative-exposure

Day 1 Day 2 Day3 Day 4 Day 5

Exposure phase GNAT phase

Time 1 - Time 6

Massed-exposure

Standard-exposure

No-exposure (Control)
- 173 -

３ 項 結 果

接触 キ ャラ ク ター に お ける 条 件ご との d ´得 点 平均 値を F i g ur e 8-3 と

bl e 8-1 に 示し た 。 d ´得 点 を指 標 とし て ， 4（ 接 触 方法 ： 累積 接 触・ 集

接 触 ・基 本 接触 ・ 統 制）×6（測 定 時 期： Ti m e 1― Ti m e 6） の 分散 分

を 行 った 結 果， 交 互 作用 が 有意 で あっ た （ F (15 , 290)= 4 .62 , p＜ . 05）。

こ で ，要 因 ご との 単 純主 効 果検 定 を行 っ た。 そ の 結果 ， 測定 時 期に お

る 接 触方 法 の単 純 主 効果 が Ti m e 3（ 1 週間 後）を 除 き有 意 であ り（ F s(3 ,

F i g ur e 8 -2 . Pr oced ur al f l owc hart o f E xp er im ent .
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58)＞ 4 .00 , p s＜ . 01），Ti m e 3 では 有 意傾 向 に留 ま った（ F (3 , 58)= 2 .45 , p

＜ . 10）。ま た 接 触方 法 に お ける 測 定 時期 の 単 純主 効 果 が累 積 接 触 条件 と

統制 条 件を 除 き有 意 で あっ た （ F s(5 , 54)＞ 2 . 92 , p s＜ . 05）。

多重 比 較を 踏 まえ た 分 散分 析 の結 果 は以 下 の 5 点 に 整理 さ れる 。（ a）

まず ，統 制 条件 の 得点 は， 全 て の時 期 にお い て 0 周 辺 に位 置 し， 測定 時

期間 で 有意 差 は 見ら れ なか っ た。 こ のこ と から ， 単 純接 触 効果 の 生起 の

基準 と して 妥 当で あ る と考 え られ る 。（ b）そこ で ，Ti m e 1（ 直 後 ）に お

ける 条 件間 の 差 を見 る と， 累 積接 触 ，集 中 接触 ， 基 本接 触 の３ 条 件の 得

点が ， 統 制条 件 の 得点 よ り も高 か っ た（ p s＜ . 01）。 し た がっ て ， 接触 直

後に お いて は ，接 触を 行 った 3 条 件で 単 純接 触 効果 が 生じ て い た 。し か

し ，こ れ ら 3 条 件 間の 得 点 に有 意 な差 は 見ら れ なか っ たこ と か ら ，直 後

の時 点 では ， 接 触方 法 に関 わ らず 同 程度 の 効果 が 生 じて い たと 考 えら れ

る。 続 い て， 時 系 列に 沿 って 見 て いく と ，（ c） 基 本接 触 条件 の 得 点は ，

Tim e 1（直 後 ）か ら Ti m e 2（ 3 日 後） で 有意 に 減少 し （ p＜ . 05），さ ら

に Ti me 4（ 2 週間 後 ）に は ，統 制 条 件と の 有意 差 も見 ら れな く なっ た 。

すな わ ち ，接触 直 後か ら 効果 は 減衰 し 始め ，接 触 から 2 週 間後 に は効 果

が消 失 する こ とが 示 さ れた 。（ d）集 中接 触 条件 に おい て も ，Ti m e 1（ 直

後 ）で 最 も高 い 得点 が 見ら れ た もの の ，やは り Ti m e 2（ 3 日 後 ）から 有

意な 減 少を 示 し（ p＜ . 0 5），そ れ 以 降も 減 衰傾 向 が続 い た。た だし ，統 制

条件 と の有 意 差は Ti m e 3（ 1 週 間 後 ）を 除 いて Ti m e 5（ 1 カ 月後 ）ま で

見ら れ（ p s＜ . 05），Ti m e 6（ 3 カ月 後）で 有意 差 は消 失 した 。す な わち ，

基本 接 触条 件 と 同様 ， 接触 直 後か ら 効果 は 減衰 す る もの の ，単 純 接触 効

果は 接 触か ら 1 カ月 後 まで 維 持 され る こと が 示さ れ た 。（ e）累 積 接触 条

件で は ，Ti m e 1（直 後）の 得点 が 減少 せ ず，統 制条 件 との 有 意差 も Ti m e

6（ 3 カ 月後 ）ま で 見ら れ 続け た（ p s＜ . 01）。 すな わ ち， 3 カ月 後 まで 直
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後の 効 果が 維 持さ れ る こと が 明ら か とな っ た。

F i g ur e 8 -3 . M ean d ’ sc or es fo r t ar g et c har act er i n S t ud y 7-1 .
Val ues r epr esent t he d i f fe renc e bet ween a t arg e t c har act er p ai r ed
wit h p osi t iv e and one p air ed wit h neg at iv e . P os it i v e v al ues
i ndi c at e a p osi t iv e att it ud e t oward a t ar g et c har ac t er.
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accumulative-exposure (n=16)

massed-exposure (n=16)
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Conditions

(0.42) (0.41) (0.77) (0.42) (0.44) (0.36)

(0.53) (0.57) (0.53) (0.52) (0.30) (0.62)

(0.55) (0.34) (0.47) (0.46) (0.40) (0.53)

(0.47) (0.76) (0.79) (0.31) (0.30) (0.30)

Note 1 . Standard deviations are in parentheses.

Note 2 . Means with different small superscript letters within the same row are

significantly different at least at the p <.10 level.

Note 3 . Means with different capital subscript letters within the same column are

significantly different at least at the p <.10 level.

Time of measurement

Table 8-1

Mean d' scores for each condition in Study 7-1.
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第４ 項 考 察

本研 究 で得 ら れた 結 果 の全 体 的な 傾 向と し ては ， 累積 的 な 方法 で 接触

をし た 場合 で は ，接 触 直後 の 得点 が 減衰 す るこ と な く， 単 純接 触 効果 が

3 カ月 後ま で 長 期的 に 渡っ て 持続 す るこ と が明 ら か とさ れ た。 そ れ以 外

の場 合 では ，直 後の 時 点に お いて 単 純 接触 効 果が 最 も強 く 現れ る もの の ，

徐々 に 減衰 し ，20 回 のみ の 接触 で は 2 週 間 後 ，100 回の 集 中的 な 接触 で

は 3 カ 月 後に は 効果 が 消失 す る こと が 示さ れ た 。こ の 結果 は ，従 来の 単

純接 触 効果 が 少な く と も 1 週 間あ る い は 2 週間 は 持 続す る こと を 示し た

研究 （ S eam on et a l . , 1983 ; S t ang , 1975） と 近 似す る もの で ある 。

また 局 所的 に みる と ， 直後 の 時点 に おい て は， 100 回 接 触 する 場 合と

20 回の み 接 触す る 場合 と で差 は 見ら れ なか っ た 。一般 的 には ，刺 激の 呈

示回 数 と好 意 度 は比 例 関係 に ある と され る が， 過 度 の接 触 は飽 き をも た

らし ， 逆に 好 意 度が 減 少す る とい う 知見 も あり ， こ れは 閾 下呈 示 の場 合

に も 当 て は ま る と さ れ る （ 八 木 ・ 菊 地 ， 2008）。 つ ま り ， 単 一 の 刺 激 の

みで の 100 回の 接 触で は 飽き が 生 じ， 結 果的 に 20 回呈 示 と同 程 度の み

の効 果 に留 ま っ た可 能 性が あ る。 あ るい は ，天 井 効 果の 可 能性 も ある 。

B or nst e i n（ 198 9） の メ タ 分 析 に よ る と， 用 い る 材 料 に よ っ て 変 動 は あ

るも の の ，概 ね 20 回 程 度で 好 意度 に つい て 天井 効 果 が現 れ ると さ れる 。

つま り ，流 暢 性 に基 づ く説 明 理論 か ら解 釈 する と ， 単一 の 刺激 を 呈示 す

る場 合 には ，20 回 程 度の 反 復に よ って 流 暢さ が 最 大化 す るた め ，それ 以

上の 反 復を 行 っ た場 合 であ っ ても 好 意度 の 増加 に は 繋が ら ない と 考え る

こと も 可能 で あ ろう 。 しか し ，い ず れの 解 釈に し て も， 同 じ短 時 間で の

接触 で ある 集 中接 触 条 件と 基 本接 触 条件 を 比べ た 場合 ， 2 週間 後 以降 に

は差 が 見ら れ 始 めて い た。 つ まり ， 効果 の 強度 に つ いて は ，接 触 回数 の
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多寡 に 関わ ら ず 接触 直 後で 最 大化 す るが ， 多数 回 の 接触 は 長期 的 に見 た

場合 ， 少数 回 の 接触 と 比較 し て， 好 意度 の 減衰 を 抑 制す る もの と 考え ら

れる 。
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第３節 閾下接触の累積的効果と長期持続性

―多面的接触による検討―【研究 7-2】

第１ 項 目 的

研究 7 -1 か ら ，累 積 的な 接 触は 一 時点 で の 接触 と 比較 し て， 効 果を 長

期に 渡 り持 続 させ る こ とが 示 され た 。そ こ で本 研 究で は ， ある キ ャラ ク

ター を 表す 複 数の 刺 激 への 多 面的 接 触の 効 果を ， 研究 7 -1 か ら 得ら れ た

単一 接 触の デ ータ と 比 較検 討 する こ とを 目 的と す る 。すな わ ち ，第 7 章

で示 さ れた よ うに ， カ テゴ リ 内で の 多面 的 接触 は 主に 単 純 接触 効 果の 強

度に 影 響を 及 ぼす こ と が予 測 され る 。

第２ 項 方 法

実験 参 加者 大学 生 64 名 （男 性 26 名 ，女 性 38 名） で あ った 。 平均

年齢 は ， 20 .72（ S D＝ 1 .95） 歳で あ った 。

実 験 デ ザ イ ン 接 触 方 法 （ 累 積 接 触 ・ 集 中 接 触 ）， 接 触 対 象 （ 多 面 的

接触 ・ 単一 接 触 ）， 測 定時 期 （ Ti me 1; 直 後・ Ti m e 2; 3 日後 ・ Ti m e 3; 1

週間 後 ・ Ti m e 4; 2 週間 後 ・ Ti m e 5; 1 カ月 後 ・ Ti m e 6; 3 カ月 後 ）を 要

因と す る 2×2×6 の 3 要因 混 合計 画 であ っ た。 な お ，測 定 時期 の み参 加

者内 要 因で あ った 。単一 接 触 の要 因 に関 わ るデ ー タ 32 名 分 は，研 究 7-1

で得 ら れた も ので あ る 。

実験 装 置 研 究 7-1 と同 一 の装 置 を用 い た 。

刺激 材 料 研 究 7-1 と同 一 の 2 種 類 のキ ャ ラク タ ー を用 い た。 本 研究

では ， 一つ の キ ャラ ク ター に つき ， 予備 調 査か ら 選 定さ れ たポ ー ズの 異

なる 5 種 類の 画 像を 接 触刺 激 と して 用 いた 。GN AT にお け る弁 別 課題 で

の対 象 に関 連 する 刺 激 6 セ ット と ，“快 ”，“不 快 ” を表 す 刺激 語 は研 究
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7-1 と 同 一で あ った 。 なお ， GN AT 用刺 激 セッ ト に 接触 刺 激と 同 一の 画

像は 含 まれ な かっ た 。

手続き 基 本的 な 実 験の 流 れは 研究 7 -1 と 同 様で あ った 。し たが っ て，

新た に 分析 に 用い た 多 面的 接 触に 関 わる 手 続き の みを 以 下 に示 す 。

多面 的 接触 に つい て は，接 触キ ャ ラク タ ーの 画 像の う ちい ず れ かを 20

回呈 示 する セ ット を ， 5 種 類の 画 像そ れ ぞ れで 作 成し た （ 計 5 セ ット ）。

累積 多 面的 接 触条 件 に おい て は，こ の 五つ の セッ ト をラ ン ダム な 順序 で ，

1 日 1 セット 5 日間 連 続し て ほぼ 同 時刻 に 実施 し た 。集 中 多面 的 接触 条

件に お いて は ，五 つの セ ット を 約 2 分 間 のイ ン ター バ ルを 挟 み ，ラン ダ

ムな 順 序で 5 セ ット 実 施し た （ F i g ur e 8-4）。測 定 フェ イ ズに つ いて は ，

研究 7 -1 と 同 じく ，接 触 直後 ，接 触 3 日後（ M＝ 3 日後 ），接 触 1 週間 後

（ M =7 日 後 ），接 触 2 週 間 後（ M =14.46 日 後），接触 1 カ 月後（ M =30.86

日後 ）， 接触 3 カ 月後 （ M =92.77 日後 ） であ っ た。

Accumulative-exposure

(Single-stimulus)

Day1 Day2 Day3 Day4 Day5

Exposure phase GNAT phase

Time 1 - Time 6

Massed-exposure

(Single-stimulus)

Accumulative-exposure

(Multiple-stimuli)

Massed-exposure

(Multiple-stimuli)
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F i g ur e 8 -4 . Pr oced ur al f l owc hart o f E xp er im ent .
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第３ 項 結 果

研究 7 -1 と 同 様の 手 続き に 基づ き ， d ´得点 を 算出 し た。 接 触キ ャ ラク

ター へ の d ´得点 平 均値 を F i g ur e 8-5， Tabl e 8-2 に 示し た 。 d ´得 点を 指

標と し て， 接 触 方法 （ 累積 接 触・ 集 中接 触 ）と 接 触 対象 （ 単一 接 触・ 多

面的 接 触 ）を参 加 者間 要 因 ，測 定 時期 を 参 加者 内 要因 と する 3 要 因分 散

分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， ま ず 接 触 対 象 の 主 効 果 が 有 意 で あ り （ F (1 ,

60)=5 .07 , p＜ . 05），単 一 接 触条 件 より も 多面 的 接触 条 件の 方 が ，得点 が

高か っ た。 す な わち ， 複数 の 刺激 へ の多 面 的接 触 は 効果 を 強化 す るこ と

が 示 さ れ た 。 さ ら に ， 接 触 方 法 と 測 定 時 期 の 交 互 作 用 が 有 意 で あ っ た

（ F (5 , 300)=7 .20 , p＜ . 01）。

そ の 後 の 単 純 主 効 果 検 定 及 び 多 重 比 較 の 結 果 は 以 下 に 整 理 さ れ る 。

（ a） ま ず Ti m e 1（ 直 後） で は， 統 計的 に 有意 な 差 には 至 らな か った も

のの（ F (1 , 60)＝ 2 .16，ns），集中 接 触条 件 の得 点 が 累積 接 触条 件 より も

高か っ た。 す な わち ， 集中 的 な接 触 は， 接 触直 後 に おい て 効果 を 最大 化

させ る 可能 性 が示 唆 さ れた 。次 に 時系 列 的に 見 てい く と ，（ b） 累 積接 触

条件 で は， 測 定時 期 間 で得 点 に有 意 な変 化 はな く （ F (5 , 56)＝ . 77 , ns），

接触 直 後の 得 点が 3 カ 月後 ま で 維持 さ れる こ とが 示 され た 。（ c） 一方 ，

集中 接 触条 件 では ，測 定時 期 の単 純 主効 果 が 見ら れ（ F (5 , 56)＝ 1 0 .36 , p

＜ . 01）， Ti m e 1（ 直 後） の 得点 が 最も 高 く， Ti m e 2（ 3 日 後） 以 降で 有

意な 減 少が 認 めら れ た（ p s＜ . 01）。加 え て Ti m e 4（ 2 週間 後） の 時点 か

らは ，累 積接 触 条件 の 得 点が 集 中接 触 条件 よ りも 高 くな っ て いた（ F s(1 ,

60)≧ 3 .99 , p s＜ . 05）。
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第４ 項 考 察

本研 究 では ， 多面 的 接 触の 効 果を 検 討す る ため ， 研究 7 -1 で 得 られ た

単一 接 触の デ ータ を 用 いて 3 要 因分 散 分析 を 行っ た 。その 結 果 ，接触 対

象の 主 効果 か ら， 多 面 的接 触 は単 純 接触 効 果を 強 化す る と いう 前 章で の

検討 を 支持 す る結 果 が 得ら れ た。 ま た， 接 触方 法 と測 定 時 期の 交 互作 用

から ， 累積 的 な接 触 は 同数 回 の接 触 を集 中 的に 行 う場 合 に 比べ て ，効 果

を長 期 的に 持 続さ せ る 働き が ある こ とが 示 され た 。ま た ， 統計 的 に有 意

では な かっ た もの の ， 集中 的 な接 触 は効 果 を即 時 的に 最 大 化さ せ る可 能

性が 示 唆さ れ た。 以 上 の分 析 から ， 多面 的 接触 は 効果 の 強 度， 累 積的 接

触は 効 果の 長 期持 続 性 ，集 中 的接 触 は効 果 の即 効 性に ， そ れぞ れ 影響 を

及ぼ す とい う 特徴 が 明 らか と なっ た 。
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第４節 総合考察

単純 接 触効 果 に関 わ る 従来 の 研究 で は， 一 時点 に おけ る 接 触の 影 響が

明ら か にさ れ てき た 。 これ に 対し て ，本 章 では 接 触を 数 日 間に 渡 って 積

み重 ね るこ と によ る 累 積的 効 果を ，そ の長 期 持続 性 の観 点 から 検 討し た 。

その 結 果， 研 究全 体 を 通し て ，累 積 的な 接 触を し た場 合 に は， 同 じ回 数

を集 中 的に 接 触す る よ りも ， 効果 が 長期 に 渡り 維 持さ れ る こと が 示さ れ

た 。同 時 に，あ る 対象 を 表す 単 一の 刺 激の み に繰 り 返 し接 触 する よ りも ，

複数 の 刺激 に 多面 的 に 接触 し た場 合 の方 が ，効 果 が強 化 さ れる こ とが 示

され た 。以 上 を通 じ て ，累 積 的な 接 触は 効 果の 持 続性 ， 集 中的 な 接触 は

効果 の 即効 性 ，多 面 的 接触 は 効果 の 強度 に ，そ れ ぞれ 関 わ るこ と が示 唆

され た 。以 下 では ， 関 連す る 先行 研 究を 交 えつ つ ，こ れ ら の結 果 の意 義

を論 ず る。

第１ 項 接 触 の累 積 的 効果

本章 の 結果 は ，従 来 の 研究 が 想定 し てき た 一時 点 での 接 触 とい う パラ

ダイ ム を超 え ， 日々 の 接触 の 積み 重 ねの 効 果を 示 し たも の であ る 。そ の

可能 性 は ， M ore l and and B eac h（ 1992） など の よる フ ィー ル ド 実験 か

ら示 唆 され て い たも の の， そ こで は 接触 回 数と 日 々 の接 触 の積 み 重ね の

影響 が 区別 さ れ てい な かっ た 。本 章 は， 両 者を 分 離 した 実 験手 続 きに 基

づき ， 累積 的 な 接触 が 従来 の 一時 点 での 接 触と は 質 的に 異 なる 効 果を 有

する こ とを 実 験 的に 示 した 。 この 接 触の 方 法に よ る 差異 は ，特 に 時系 列

的に 鳥 瞰し た 場 合に 際 立つ 。 すな わ ち， 一 時点 で の 集中 的 な接 触 によ る

効果 は ，接 触 直 後に 最 大化 す るも の の， 時 間の 経 過 と共 に 漸減 し ，お よ

そ 1 週 間 から 1 カ 月程 度 で有 意 な効 果 は 消失 し た。それ に 対し て ，少 数
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回の 接 触を 数 日間 繰 り 返し た 場合 ，接 触直 後 の効 果 は減 衰 する こ とな く ，

3 カ月 後ま で も 維持 さ れて い た。 こ のよ う な累 積 的 な接 触 の長 期 的効 果

は ，メ デ ィア 接 触に 関 する 相 関 研究 な どか ら 示唆 さ れて い たが（ Jo hnson

et a l . , 2002），（接 触 対象 や 従 属変 数 は違 う もの の ）本章 は それ を 実験 的

手法 に より 実 証し た も のと 位 置づ け られ る 。

ただ し ，累 積 的に 接 触 をし た 場合 の 方が ， 集中 的 に接 触 を する よ りも

全体 的 に見 て 有 効で あ った と いう 結 果は ， 表面 的 に は学 習 方略 と して の

分散 学 習， 集 中 学習 と 類似 し てい る よう に 思わ れ る かも し れな い 。し か

し ，む し ろ ここ で は両 者 の相 違 点が 重 要で あ ろ う 。本 章 第 1 節 で も論 じ

たよ う に， い わ ゆる 分 散学 習 が顕 在 的な 記 憶（ 再 生 率） を 指標 と する の

に 対し て （ Dem p st er, 1996）， 単 純 接 触効 果 の 場 合 ，感 情 （ 好 意度 ） が

指標 と なる 。 こ の記 憶 と感 情 とい う 指標 の 違い は ， 両者 の プロ セ スを 決

定的 に 分か つ も ので あ る。 す なわ ち ，単 純 接触 効 果 は， 接 触し た 刺激 を

再 認 で き な い 閾 下 呈 示 に お い て も 生 じ る （ K unst -Wi l son & Zaj onc ,

1980） 15。事 実 ， 本章 に おけ る 接 触直 後 の再 認 率 はチ ャ ンス レ ベ ルに 近

く， 累 積接 触 ， 集中 接 触の 条 件間 で 差は 見 られ な か った 。 この こ とは ，

純粋 に 顕在 的 な 記憶 を 指標 と する 分 散学 習 の前 提 と はな じ まな い 。す な

わち ， 閾下 呈 示 によ る 無意 識 的な 接 触は ， 本人 の 意 識的 な 学習 あ るい は

記憶 と 独立 し て積 み 重 なり ， 好意 度 に影 響 を及 ぼ すも の と 考え ら れる 。

第２ 項 多 面 的接 触 の 効果

さら に ，単 に 同じ 刺 激 のみ に 繰り 返 し接 触 する よ りも ， あ る対 象 を表

15 接触 直 後に ，統制 条 件を 除 く各 条 件の 参 加 者に 対 して ，接触 キ ャラ ク

ター と 未接 触 キャ ラ ク ター の 正立 正 面画 像 を対 呈 示し ， ど ちら が 表示 さ

れて い たか を 問う た 。その 結 果，各 条件 間 の再 認 率に 有 意 差は な く（ F (4 ,

74)＝ 0 .98，ns），平均 再 認率 は 54 .74%で あ った 。な お，課 題実 施 時に は

回答 の フィ ー ドバ ッ ク を参 加 者に 与 えな か った 。
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す複 数 の刺 激 へ 接触 し た場 合 （多 面 的接 触 ）の 方 が ，全 体 的な 効 果の 強

度が 底 上げ さ れて い た 。こ れ は ，前 章 での 多 面的 接 触 の効 果 を支 持 する 。

本章 で の検 討 か ら言 え ば， あ るキ ャ ラク タ ーと い う カテ ゴ リレ ベ ルで の

反復 （同 じ キャ ラ クタ ー への 5 日 間 の接 触） と， そ のカ テ ゴリ 内 での 変

化（ 同 一キ ャ ラ クタ ー では あ るも の の， 表 面的 特 徴 が異 な る刺 激 への 接

触） が 効果 を 強 化し た と考 え られ る 。た だ し， 本 章 は前 章 での 知 見を 踏

まえ ， キャ ラ ク ター の 多様 性 につ い て比 較 的感 情 的 な要 素 が強 い 刺激 を

選択 し た。 し た がっ て ，累 積 的な 接 触に お ける 多 面 的接 触 の効 果 が， 感

情の 多 様性 以 外 の場 合 にお い ても 生 じる の かは ， 今 後の 検 討が 必 要で あ

る。
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第Ⅲ部 総括

総括 で は， 実 験的 検 討 から 得 られ た 知見 を 整理 し ，先 行 研 究と の 位置

づけ も 踏ま え た上 で ， 本論 文 の全 体 的な 結 論を 導 く。

第 9 章

全体的結論
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第９章

全体的結論

第１節 実験的検討のまとめ

第２節 本論文の結論と位置づけ

第３節 今後の展開と課題

本章 で は ，実 験 的検 討 から 得 られ た 知見 を 整 理し ，本論 文 の位 置 づけ ，

並び に 今後 の 展開 及 び 課題 を 示す 。



第 9 章 全体的結論

- 188 -

第１節 実験的検討で得られた知見

本論 文 では ， 単純 接 触 効果 を 単に 刺 激の 物 理的 特 徴に 依 存 した 現 象で

はな く ，よ り 高 次の 認 知プ ロ セス を 含む 現 象と 捉 え ，そ の 効果 を カテ ゴ

リま で 拡張 し た 。さ ら に， 閾 下接 触 と潜 在 指標 に よ る測 定 とい う 形で ，

反復 接 触が 潜 在 認知 に 及ぼ す 影響 を 分析 し た。 本 節 では ， 第Ⅱ 部 実験 的

検討 か ら得 ら れた 知 見 を整 理 する 。

第１ 項 カ テ ゴリ 認 識 を媒 介 とし た 単純 接 触効 果

こ れ まで の 多 くの 単 純接 触 効果 研 究で は ，あ る 刺 激に 反 復接 触 し， 後

にそ の 接触 を し た刺 激 自体 へ の好 意 度評 定 が行 わ れ ると い う枠 組 みで 検

討が な され て き た。 こ の枠 組 みの 範 疇に お いて ， 接 触回 数 を始 め とし ，

効果 に 影響 を 及 ぼす 要 因に つ いて 数 多く 議 論さ れ て いる 。 しか し ，そ こ

には 接 触を し た 刺激 と 評定 を 行う 刺 激が 同 一で あ る とい う 暗黙 の 前提 の

存在 が 窺わ れ ， 必ず し も現 実 場面 で 生じ 得 る現 象 と はな じ まな い 。そ こ

で本 論 文で は ， 従来 ， 刺激 の 物理 的 側面 に 偏重 さ れ た形 で 捉え ら れて き

た単 純 接触 効 果 を， カ テゴ リ まで 拡 張す る こと で こ の問 題 の解 決 を試 み

た。

第 5 章 ，第 6 章 では ，カテ ゴ リ認 識 を媒 介 とし た 単純 接 触 効果 を 検討

した 。まず 第 5 章（ 研 究 1・研 究 2・研 究 3）に お いて ，ひ らが な とカ タ

カナ の 擬態 語 を 用い て 閾上 接 触に よ る効 果 を検 討 し た。 そ の結 果 ，単 純

接触 効 果は 実 際 に接 触 をし た 刺激 に とど ま らず ， そ のカ テ ゴリ へ と般 化

する こ とが 示 さ れた 。 すな わ ち， 接 触す る 刺激 が あ るカ テ ゴリ に 属す る

もの と 認識 さ れ る場 合 ，そ の カテ ゴ リの 次 元に お い て反 復 接触 が 成立 し

たも の と考 え られ る 。
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さら に第 6 章（ 研究 4） では ，第 5 章で の 検討 を 踏ま え ， 最小 条 件集

団パ ラ ダイ ム を 用い て 閾下 接 触に お ける カ テゴ リ 認 識の 効 果を 検 討し た 。

その 結 果， 単 純 接触 効 果は 内 集団 成 員に 接 触し た 場 合の み に生 じ た。 す

なわ ち ，接 触 を する 人 物が 内 集団 で ある か ，あ る い は外 集 団で あ るか と

いう 集 団の 認 識 を媒 介 とし ， 内集 団 成員 に 接触 し た 場合 に は効 果 が促 進

され ， 外集 団 成 員に 接 触し た 場合 に は効 果 が抑 制 さ れた も のと 考 えら れ

た。 し たが っ て ，単 純 接触 効 果は 無 意識 的 なカ テ ゴ リ認 識 を媒 介 とし て

生じ る こと が 明ら か と され た 。

以 上 の検 討 か ら， 単 純接 触 効果 は 単に 刺 激の 物 理 的特 徴 に依 存 した 現

象で は なく ， カ テゴ リ 認識 を 通し て 接触 す る刺 激 を 知覚 者 が主 体 的に 意

味づ け ，そ れ に 基づ き 単純 接 触効 果 がカ テ ゴリ ま で 拡が っ てい く 過程 が

示さ れ た。

第２ 項 カ テ ゴリ 内 で の多 面 的接 触 の効 果

第 7 章 では ，単 純接 触 効 果を カ テゴ リ まで 拡 張し た 際に ，効 果 の強 度

に影 響 を及 ぼ す 要因 と して ， カテ ゴ リ内 で の多 面 的 接触 の 効果 を 検討 し

た。 まず 研 究 5 で は， 同 一人 物 の顔 写 真に つ い て， 知覚 面 の多 様 性の 観

点か ら ，複 数 の角 度 （ 7 角 度 ）か ら 撮影 さ れた 顔 写 真を 閾 下呈 示 した 。

その 結 果， 複 数の 角 度 から 少 数回 （ 3 回 ） ずつ 閾 下 呈示 し た場 合 には ，

単一 の 角度 （ 真正 面 ） のみ を 21 回 閾下 呈 示し た 場 合と 同 等の 効 果が 得

られ た 。従 来 の 知見 か らす れ ば， 同 じ刺 激 を多 数 回 反復 接 触し た 場合 の

方が ， 効果 が 強 いも の と想 定 され る 。し か し， 複 数 の刺 激 を少 数 回ず つ

呈示 し た場 合 に おい て も同 等 の効 果 が認 め られ た こ とか ら ，接 触 する 複

数の 顔 写真 が 同 一人 物 であ る と認 識 され る 過程 を 経 て， カ テゴ リ の次 元

にお い て単 純 接触 効 果 が生 起 した こ とを 示 す。
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続く 研 究 6 で は，感 情の 多 様性 の 観点 か ら，同一 人 物 の複 数 の表 情（ 7

表情 ） を閾 下 呈 示し た 。そ の 結果 ， 単一 の 表情 （ 無 表情 ） のみ を 呈示 す

る場 合 より も 単 純接 触 効果 が 強化 さ れる こ とが 明 ら かと さ れた 。 すな わ

ち， 従 来， 単 純 接触 効 果の 強 度に 影 響を 及 ぼす 最 大 の要 因 と考 え られ て

きた 接 触回 数 よ りも ， カテ ゴ リ内 で 多様 な 刺激 を 呈 示す る こと に よる 多

面的 接 触の 方 が ，効 果 の強 度 に強 く 関わ る こと が 示 唆さ れ た。 た だし ，

効果 を 強化 す る とい う 結果 は ，表 情 刺激 を 用い た 場 合の み であ っ た。 す

なわ ち ，用 い た 対象 が 人物 で あっ た こと を 鑑み て も ，角 度 で表 さ れる 純

粋な 物 理的 な 次 元で の 多様 性 より も ，表 情 など 対 象 人物 の 内面 的 な次 元

を反 映 する 多 様 性の 方 が， 対 人認 知 にお け る情 報 と して の 価値 が 高い こ

とを 示 して い る と考 え られ る 。加 え て， こ れら の 効 果は 閾 下呈 示 によ る

もの で あっ た こ とか ら ，接 触 した 人 物の 角 度や 表 情 とい っ た多 様 性は ，

無意 識 的に 弁 別さ れ て いた も のと 推 察さ れ る。

第３ 項 閾 下 接触 の 累 積的 効 果

これ ま での 単 純接 触 効 果研 究 では ， 基本 的 に一 時 点で の 接 触の 影 響が

検討 さ れて き た 。し か し， 反 復接 触 とい う 事態 を 日 常的 な 視点 か ら捉 え

た場 合 ，そ れ は 必ず し も一 時 点で 完 結す る もの で は なく ， 日常 的 な生 活

を通 し て日 々 積み 重 な って い くも の と考 え られ る 。そ こ で 第 8 章で は ，

接触 を 日々 積 み 重ね る こと に よる 接 触の 累 積的 効 果 を， 効 果の 長 期持 続

性の 観 点か ら 検討 し た 。

まず 研 究 7-1 では ， 単一 の キャ ラ クタ ー 画 像の みを 5 日 間 連続 し て閾

下呈 示 した 。 そ の結 果 ，同 数 回の 接 触を 一 時点 で 行 った 場 合に は ，効 果

は接 触 直後 か ら 減衰 す る一 方 で， 累 積的 な 接触 の 場 合に は 接触 直 後の 効

果が 減 衰す る こと な く ， 3 カ 月後 ま で長 期 渡っ て 持 続さ れ るこ と が明 ら
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かと さ れた 。

さら に ，第 7 章 で の知 見 を 踏ま え ，日ご と に異 な る画 像 を 呈示 す る多

面的 接 触の 効 果 を検 討 した 。 われ わ れが 日 常的 に 接 触す る 対象 と いう の

は， 必 ずし も 同 一の も ので は なく 日 々変 化 を伴 う 。 した が って ， 日々 の

接触 の 積み 重 ねと い う 状況 に ，“ 反復 ”と“変 化”の 観 点を 加 える こ とで ，

社会 的 な現 象 と も適 合 した 効 果の 解 明に 繋 がる も の と考 え られ た 。そ の

結果 ， 接触 方 法 （累 積 接触 ・ 集中 接 触） に 関わ る 時 系列 的 傾向 は 単一 接

触の 場 合と 同 様 であ っ たも の の， い ずれ の 接触 方 法 にお い ても ， 多面 的

接触 は 全体 的 に効 果 を 強化 す るこ と が示 さ れた 。

以上 の 知見 か ら， 接 触 を日 々 積み 重 ねる こ とに よ る累 積 的 な接 触 は単

純接 触 効果 の 長 期持 続 性に ， 集中 的 な接 触 は単 純 接 触効 果 の即 効 性に ，

そし て 多面 的 接 触は 単 純接 触 効果 の 強度 に それ ぞ れ 影響 を 及ぼ す こと が

明ら か とさ れ た。

第４ 項 潜 在 指標 を 用 いた 単 純接 触 効果 の 測定

本 論 文で は ， 単純 接 触効 果 を従 来 の自 己 報告 に よ る顕 在 指標 だ けで な

く， 潜 在指 標 に よっ て 測定 し た。 そ の結 果 ，閾 上 で 実際 に 接触 を した 刺

激に 対 する 直 接的 な 効 果は 自 己報 告 でも 確 認さ れ たも の の（ 研 究 1），単

純接 触 効果 を カ テゴ リ まで 拡 張し た 際に は ，顕 在 指 標で の 効果 は 認め ら

れな か った（ 研 究 2・ 研究 3）。単 純接 触 効果 の 般化 は ，知 覚者 の 認識 を

媒介 と した 間 接 的な 効 果で あ るた め ，接 触 した 刺 激 への 直 接的 な 効果 よ

りも 弱 いこ と が示 さ れ てお り（ M onaha n et a l . , 2000），そ れを 支 持す る

結果 と 言え る 。一 方 ， IAT や GN AT によ る潜 在 指標 に つい て は ，一貫 し

て単 純 接触 効 果 が確 認 され た 。し た がっ て ，単 純 接 触効 果 ，特 に 閾下 で

の効 果 は， 顕 在 的に は 表明 さ れな い 潜在 的 な効 果 と して 留 まる こ とが 示
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唆さ れ た。

ま た ，第 5 章 にお い て顕 在 指標 と 潜在 指 標で の 関 連性 を 検討 し たと こ

ろ ，IAT と GN AT は一 貫し て 顕在 指 標の う ちで も カ テゴ リ 評価 と の関 連

が強 い こと が 示さ れ た 。も ち ろん ，自 己報 告 にお け る カテ ゴ リ評 価 とは ，

ひら が なと カ タ カナ に つい て どう 感 じる か ，と い う よう に 極め て 抽象 的

にし か 測定 す る こと は でき な い。 し たが っ て， そ れ が的 確 にカ テ ゴリ 評

価を 表 して い ると は 言 えな い もの の ，IAT や GNAT とい う 連合 強 度の 測

定 は ， 個 別 の 刺 激 へ の 評 価 と い う よ り も カ テ ゴ リ 一 般 へ の 評 価 に 近 い

（ De Houwer, 2001），とす る 知見 と も一 致 する も の であ る と捉 え られ る 。

その た め， カ テ ゴリ 認 識を 媒 介と し た単 純 接触 効 果 が鋭 敏 に測 定 され た

可能 性 もあ る 。
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第２節 本論文の結論と位置づけ

実 験 的検 討 か ら得 ら れた 知 見を 基 に， カ テゴ リ ま で拡 張 され た 単純 接

触効 果 ，接触 に おけ る“ 反復 ”と“ 変化 ”，接触 の 積 み重 ね によ る 累積 的

効果 ， そし て 単 純接 触 にお け る潜 在 的効 果 とし て ， 本論 文 をま と めて い

く。 最 後に ， 本 論文 で の検 討 を単 純 接触 効 果研 究 へ と位 置 づけ て いく 際

には ， 効果 の メ カニ ズ ムへ の 示唆 ， 並び に 単純 接 触 効果 研 究へ の イン パ

クト を 明確 と して い く 。

第１ 項 単 純 接触 効 果 のカ テ ゴリ へ の拡 張

単純 接 触効 果 はカ テ ゴ リ認 識 を媒 介 とし て 生起 す る。 こ れ まで 単 純接

触効 果 研究 の 多 くは ， 接触 し た刺 激 と評 定 を行 う 刺 激が 同 一で あ ると い

う枠 組 みの 中 で 検討 が なさ れ てお り ，必 ず しも 現 実 場面 で 起こ る 現象 と

適合 す るも の で はな か った 。 本論 文 の知 見 は， 単 純 接触 効 果を 単 に刺 激

の物 理 的特 徴 に 依存 し た現 象 では な く， カ テゴ リ 認 識と い う高 次 認知 プ

ロセ ス を想 定 す るこ と で， こ の点 の 解明 に 貢献 す る 。す な わち ， 人は 単

に与 え られ た 情 報を 無 条件 に 受け 入 れる だ けで は な く， そ こか ら カテ ゴ

リと い う共 通 性 を積 極 的に 見 出す 。 よっ て ，後 の 感 情判 断 もこ の カテ ゴ

リに 基 づき 決 定 され る 。例 え ば， 従 来の 枠 組み か ら すれ ば ，日 常 的に あ

る人 物 に反 復 接 触す る と言 っ ても ， その 人 物が 常 に 物理 的 に全 く の同 一

であ る とは 考 え 難い 。 しか し ，カ テ ゴリ と いう 観 点 を導 入 する こ とで ，

ある 人 に何 度 も接 触 す る際 の ，服 装 や 髪形 な どの 表 面的 特 徴は 捨 象さ れ ，

“同 じ 人” と い う認 識 が成 立 する た め単 純 接触 効 果 が生 起 する ， と解 釈

され る 。

と は 言 え ， 単 純 接 触 効 果 を カ テ ゴ リ ま で 拡 張 す る こ と の 可 能 性 は ，
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Gor d on and Hol y oak（ 1983）に よ る 人工 文 法 を用 い た 研究 以 来 ，単 純

接触 効 果の 般 化と い う 形で 同 様の 知 見が 蓄 積さ れ てい た 。特に ，S m i t h et

a l .（ 2008）は，白 人・黒人 と い う人 種 を対 象 にす る こと で ，よ り 社会 的

現象 へ の適 用 可能 性 を 示し た 。確 か に， S m i t h et a l .（ 2008） に よる 研

究は ， 人種 あ る いは 集 団間 関 係と い う社 会 現象 に 基 づく 問 題を 扱 った 点

を鑑 み ても ， そ の現 象 的な 意 義は 明 確で あ る。 し か し， 般 化の プ ロセ ス

とい う 視点 か ら 見れ ば ，理 論 的な 限 界点 が 認め ら れ る。 単 純接 触 効果 の

般化 は ，刺 激 間 の関 係 性の 観 点か ら ，二 つ のプ ロ セ スが 想 定さ れ る。 第

一に ， 刺激 間 で の物 理 的類 似 性に よ るプ ロ セス で あ る。 す なわ ち ，単 純

接触 効 果が 未 接 触刺 激 へ般 化 する の は， 接 触し た 刺 激と 類 似し て いる た

め と いう 考 え 方 で ある 。 S eam on et al .（ 1997） は， 図 形 を 用 いた 接 触

刺激 か ら， 向 き ，大 き さ， 色 を変 化 させ た 場合 で あ って も 単純 接 触効 果

が生 起 する こ とを 示 し た 。ま た ，Zebr owi tz et a l .（ 200 8）は ，S m i t h et

a l .（ 2008）と同 様 ，人種 を 対象 に 般化 を 検 討し た もの の ，それ は 刺激 間

での 類 似性 に よ るも の と論 じ た。 そ して 第 二に ， カ テゴ リ 認識 を 媒介 と

した 般 化の プ ロ セス で ある 。 すな わ ち， 反 復接 触 す る刺 激 があ る カテ ゴ

リに 属 する も の と認 識 され る 場合 ， その カ テゴ リ 全 体の 好 意度 増 加が 生

じ， 結 果と し て 同じ カ テゴ リ の未 接 触刺 激 へと 般 化 が起 こ ると い う解 釈

であ る 。も ち ろん ， S m it h et al .（ 2008） は後 者 の プロ セ スを 基 に論 じ

たわ け だが ， 実 際の と ころ 人 種と い う対 象 を用 い る 限り ， 両者 の プロ セ

スは 必 ずし も 明確 に 区 別さ れ ない 。な ぜな ら ，人種（ 特 に，白 人・黒 人 ）

は基 本 的に 共 通 の外 見 的特 徴 を持 つ 者同 士 が一 つ の カテ ゴ リを 構 成す る

ため で ある 。 し かし ， 現実 問 題と し て， そ のよ う な 物理 的 な類 似 性と カ

テゴ リ が一 致 し ない 場 合も 数 多く 想 定さ れ る。 例 え ば， 人 種内 で の集 団

は多 く の場 合 ， 共通 の 外見 的 特徴 か らカ テ ゴリ 化 さ れる わ けで な く， 純
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粋に ラ ベル に 基 づく カ テゴ リ であ る 。同 様 に， あ る 企業 内 での 商 品と 言

って も ，そ こ に 確固 と した 類 似性 が 常に 認 めら れ る とは 限 らず ， やは り

それ を どの よ う に認 識 する か とい う カテ ゴ リが 重 要 にな っ てく る もの と

思わ れ る。

これ ら の解 釈 に対 し て ，本 論 文の 知 見か ら 以下 の 2 点 が 有効 で ある 。

第一 に ，IAT ある いは GN AT とい う カテ ゴ リ全 体 の 評価 に 近い 測 定手 法

によ っ て効 果 が確 認 さ れた 。 S m it h et a l .（ 2008） は， 接 触す る 刺激 が

共通 の カテ ゴ リ に属 す るも の と認 識 され る 場合 ， 単 純接 触 効果 が カテ ゴ

リま で 般化 す る こと を 指摘 し たが ， この 点 につ い て 直接 的 に検 証 され て

はい な い。 な ぜな ら ， S m it h et a l .（ 2008）で は ， カテ ゴ リ自 体 の評 価

は測 定 され て お らず ， 同じ カ テゴ リ に属 す る未 接 触 刺激 へ の評 価 をも っ

て， 推 論的 に の み検 討 され た ため で ある 。 した が っ て， 本 論文 で の知 見

は， S m i t h et a l .（ 2008） の 想定 す る単 純 接触 効 果 のカ テ ゴリ へ の般 化

を， カ テゴ リ 評 価に 近 い測 定 方法 を 用い た こと で 直 接的 に 支持 す るも の

と位 置 づけ ら れ る。 第 二に ， 最小 条 件集 団 パラ ダ イ ムを 用 いる こ とに よ

って ， 類似 性 と カテ ゴ リが 一 致し な い状 況 で検 討 を 行っ た 結果 ， 効果 が

生じ る のは 内 集団 成 員 に接 触 した 場 合の み であ っ た（研 究 4）。す なわ ち ，

ある 人 物を 内 集 団あ る いは 外 集団 と 認識 す るか に よ って 効 果が 変 化し て

おり ， 純粋 に カ テゴ リ 認識 の みを 媒 介と し ても 単 純 接触 効 果が 生 じる こ

との 傍 証と な る。

単純 接 触効 果 の般 化 に は， 確 かに 類 似性 に 基づ く プロ セ スと ， カテ ゴ

リに 基 づく プ ロ セス の 両者 が 成立 し 得る の に加 え て ，必 ず しも 両 者が 概

念 的 に分 離 で き る とも 限 ら な い 。例 え ば ， S eam on et a l .（ 199 7） な ど

の図 形 を対 象 と した 場 合に は ，カ テ ゴリ が 明確 で な いた め ，か な りの 部

分を 外 見上 の 類 似性 に 負っ て 生じ る こと が 考え ら れ る。 一 方で ， より 社
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会的 な 対象 に 目 を転 じ た場 合 ，類 似 性で は 説明 さ れ 得な い 状況 が ある の

は前 述 の通 り で ある 。 した が って ， 本論 文 から ， 単 に刺 激 の物 理 的特 徴

に特 化 した 類 似 性だ け では な く， よ り抽 象 的な 認 知 プロ セ スに 基 づい て

も単 純 接触 効 果 が生 じ るこ と が示 さ れた 点 は， 広 い 意味 で の社 会 現象 の

解 明に 繋 が る 知見 が 得 られ た も の と考 え ら れ る。 加 え て， S m i t h et a l .

（ 2008）同 様，カテ ゴ リを 媒 介と し た効 果 が閾 下 呈 示に お いて も 見ら れ

たこ と から ， こ のよ う なカ テ ゴリ 認 識は 無 意識 的 な 過程 と して ， 自動 的

に行 わ れる も ので あ る と考 え られ る 。

第２ 項 接 触 にお け る “反 復 ”と “ 変化 ”

単 純 接触 効 果 をカ テ ゴリ ま で拡 張 して 捉 えた 場 合 ，カ テ ゴリ 内 で単 一

の刺 激 に接 触 する よ り も，複 数の 多 様 な刺 激 に接 触 した 方 が効 果 が強 い 。

対 象へ の 好 意度 は 情 報量 と も 関連 す る こと が 知 られ て い る が（ B er l y ne ,

1966； L ass i t er & S tone， 1984）， カテ ゴ リ内 で 複 数の 刺 激を 呈 示す る

こと で ，その カ テゴ リ に対 す る情 報 が 増え た ため と 考え ら れる 。し かし ，

この 過 程に は 流 暢性 も 深く 関 わっ て いる 可 能性 も あ る。 す なわ ち ，複 数

の刺 激 に接 触 す ると い うこ と は， そ のカ テ ゴリ を よ り立 体 的に 表 象す る

こと に 繋が り ， その 結 果と し てカ テ ゴリ に 対す る 処 理が 促 進さ れ ると い

うこ と も考 え られ る 。 L ass i t er and St one（ 1984） は， 情 報の 多 さと 好

まし さ を直 接 的 な関 係 とし て 論じ て いる が ，む し ろ ，情 報 が多 い とい う

こと 自 体が 流 暢 性の 源 泉に な って い る可 能 性が 高 い 。も し そう で ある な

らば ， 本論 文 か ら示 さ れた 知 見を ， 従来 の 流暢 性 を 基盤 と する 説 明理 論

と同 じ プロ セ ス に基 づ くと 位 置づ け るこ と が可 能 で ある 。 すな わ ち， 最

終的 な 好意 度 に は流 暢 性が 影 響を 及 ぼす が ，そ の 媒 介項 と して 反 復接 触

によ る 情報 量 の増 加 を 仮定 す ると い うプ ロ セス で ある 。
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また ， 角度 で は単 純 接 触効 果 の強 化 が見 ら れず ， 表情 の み で見 ら れた

とい う こと は ， 人間 の 情報 処 理に お いて は 角度 な ど の純 粋 な物 理 的な 情

報よ り も， 表 情 によ っ て表 さ れる 感 情面 で の情 報 の 方が ， 多く の 有意 味

な情 報 を提 供 す ると い う意 味 で， よ り価 値 が高 い こ とを 示 して い ると 考

えら れ る。 F r i d l und（ 1994） や R usse l l and F er nánd ez -Dol s（ 1997）

によ れ ば ，人 の 表情 は その と きど き の 感情 や 認知 の プロ セ スと 連 動し て ，

人の 内 的状 態 を 外部 に 示す 表 出媒 体 であ る だけ で な く， 他 者に 様 々な メ

ッセ ー ジを 伝 達 する と きの 媒 体と し ての 機 能も 有 し てい る とさ れ る。 す

なわ ち ，人 の 表 情を 知 ると い うこ と は， 単 なる 物 理 的な 情 報を 超 え， そ

の人 物 の感 情 状 態， 意 図な ど を知 る こと で あり ， 他 者と の 社会 生 活を 営

む上 で 極め て 重要 な 情 報源 と なっ て いる こ とが 窺 える 16。

この 多 面的 接 触に よ る 多様 性 を別 の 視点 か ら捉 え るな ら ば ，そ の 本質

は“ 反 復” と “ 変化 ” であ る 。つ ま り， 同 じ対 象 へ 繰り 返 し接 触 する だ

けで な く， そ こ に変 化 が含 ま れる こ とで 単 純接 触 効 果が 強 化さ れ る。 従

来， 単 純接 触 効 果に は 親近 性 が関 わ ると 考 えら れ て きた 。 親近 性 とは 当

然反 復 に起 因 す るも の であ る 。逆 に ，本 論 文で 示 さ れた “ 変化 ” とは 新

奇性 に 関わ る も のと 考 えら れ る。 一 見， こ の“ 反 復 ”に 起 因す る 親近 性

と ，“変 化”に 起因 す る新 奇 性 は相 反 する よ うに 思 われ る。し かし ，こ こ

でも カ テゴ リ と いう 観 点か ら の考 察 が重 要 であ る 。 すな わ ち， 変 化が 効

果を 持 つの は あ る共 通 性の 中 での 変 化で あ り， そ れ がカ テ ゴリ で ある 。

16 この よ うな 観 点か ら 考え る と，研究 4 で 内集 団 成員 に 接 触し た 場合 の

み， 単 純接 触 効果 が 得 られ た とい う 知見 も ，情 報 の価 値 に よる も のと 考

える こ とが で きる か も しれ な い。 す なわ ち ，外 集 団成 員 よ りも 内 集団 成

員の 方 が， 集 団の 情 報 とし て の価 値 が高 い とい う 解釈 で あ る。 し かし な

がら ， 内集 団 と外 集 団 とい う 対比 的 な関 係 の中 で は， 外 集 団成 員 であ っ

ても ， 一定 の 情報 と し ての 価 値を 有 して い るも の と考 え ら れ， 外 集団 成

員に 接 触し た 場合 に は 効果 が 生じ な いと い う結 果 を， こ の 解釈 の みか ら

結論 す るこ と は留 意 が 必要 で あろ う 。
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カテ ゴ リの 次 元 での “ 反復 ” と， そ のカ テ ゴリ の 中 での “ 変化 ” の関 係

が対 象 の多 様 性 の認 識 ，並 び に情 報 の増 加 へと 繋 が り， 効 果が 強 化さ れ

るの で はな い だ ろう か 。そ う 考え る と， 先 行研 究 が 挙げ て きた 親 近性 だ

けで な く新 奇 性 も単 純 接触 効 果と 深 く関 わ って い る こと が 示唆 さ れる 。

例え ば ，同 一 商 品の コ マー シ ャル を 複数 放 送し た り ，あ る 楽曲 を 別の 歌

手が カ バー し た りと ， 多く の 社会 現 象が こ の原 理 に 基づ い てい る と考 え

られ る。し たが っ て，接触 と いう 極 めて 根 源 的な 情 報処 理 を，“反 復”と

“変 化 ”の 視 点 から 捉 え直 す こと は ，人 間 の好 意 度 形成 プ ロセ ス を理 解

する 上 でも 意 義 を有 す るよ う に思 わ れる 。 本論 文 は ，単 純 接触 効 果の メ

カニ ズ ムを 明 らか に す るも の では な いが ，“ 反復 ”に 起因 す る親 近 性だ け

でな く ，“ 変化 ”に 起因 す る 新奇 性 を考 慮 に入 れ るこ と で ，より 日 常的 な

現象 の 解明 や ， 効果 の 説明 理 論へ も 一定 の 示唆 を 有 する も のと 考 えら れ

る。

ただ し ，本 論 文か ら ， 同じ カ テゴ リ を表 す 多様 な 刺激 へ の 多面 的 接触

が効 果 を強 化 す るこ と が示 さ れた が ，こ れ らの 複 数 の事 例 がど の よう な

過程 を 経て ， 統 一的 に カテ ゴ リと し て認 識 され る か は定 か でな い 。つ ま

り， カ テゴ リ が 全く も って ば らば ら な個 別 事例 の 単 なる 集 合体 で ない 限

り， そ こに は こ の多 面 性を 統 一し て いく 何 か， そ の カテ ゴ リを 一 つの カ

テゴ リ たら し め る何 か があ る はず で ある 。 ある カ テ ゴリ を 表す 複 数の 事

例を 呈 示し た だ けで は ，カ テ ゴリ 内 での 事 例が 多 様 には な って も ，ま だ

その 多 様性 が ば らば ら に捉 え られ て いる だ けで あ っ て， こ の多 様 性を 統

一的 に 捉え て い ると は 言え な い。 つ まり ， カテ ゴ リ 内で の 多様 性 がカ テ

ゴリ の 情報 と し て意 味 を持 つ ため に は， そ れら が 統 一的 に 捉え ら れな く

ては な らな い 。例え ば ，宮 崎・上 野（ 2008）は 連 続 性と い う観 点 から こ

の統 一 的過 程 を 議論 し てい る 。あ る 対象 は ，時 間 的 ・空 間 的な 構 造の 中
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で常 に 変化 を 伴 うが ， 人間 は その 中 に不 変 的構 造 を 見出 す 。す な わち ，

何か を 知覚 す る 場合 に おい て も， 単 にそ れ 自体 と し てで は なく ， 何ら か

の連 続 的変 化 の 途上 に 位置 づ ける こ とで ， 個々 の 事 例を 動 的に 捉 える こ

とが 可 能で あ ると い う。S haw and P it t enger（ 1977）は，線で 描 かれ た

顔の 輪 郭を 様 々 にひ ず ませ る こと で ，人 間 の成 長 （ 加齢 ） に伴 う 顔の 変

化プ ロ セス を 7 枚の 画 像と し て 表現 し た。そし て 参 加者 に これ ら の画 像

を呈 示 した と こ ろ， そ れら の 画像 が 同一 人 物で あ る とい う こと だ けで な

く， そ の人 物 の 加齢 を 反映 し てい る こと ま で正 確 に 認識 さ れた 。 すな わ

ち， そ れぞ れ の 画像 を 時間 的 ・空 間 的に 静 的に 捉 え るの で はな く ，そ れ

らを 不 変的 構 造 に基 づ く連 続 的な 変 化と し て動 的 に 捉え る こと で ，そ の

背後 に ある ス ト ーリ ー （こ の 場合 で 言え ば 人間 の 加 齢） ま で認 識 され る

こと が 示さ れ た 。し た がっ て ，本 論 文で の 多面 的 接 触に お いて も ，カ テ

ゴリ 内 での 複 数 の事 例 が時 間 的あ る いは 空 間的 な 連 続性 の 基で ， 統一 的

に捉 え られ て い たの か もし れ ない 。 ただ し ，本 論 文 では 刺 激の 呈 示順 序

はラ ン ダム で あっ た た め，こ のよ う な 連続 性 の役 割 を検 討 する た めに は ，

各刺 激 を何 ら か の基 準 で系 列 的に 呈 示し 検 討す る こ とが 必 要に な るで あ

ろう 。

第３ 項 接 触 の積 み 重 ねに よ る累 積 的効 果

接 触 を 日 々 繰 り 返 す こ と は ， 単 純 接 触 効 果 を 長 期 に 渡 り 持 続 さ せ る 。

反復 接 触と い う 意味 で は， 従 来よ り ，日 常 的な メ デ ィア 接 触は 長 期的 な

影 響 と し て 持 続 す る こ と が 相 関 研 究 に よ っ て 示 さ れ て い た （ e .g . ,

Johnson et a l . , 2002）。本 論 文で は ，従 属 変数 な ど は異 な るも の の， そ

れを 実 験的 手 法 で実 証 した も のと も 位置 づ けら れ る 。す な わち ， 相関 研

究で は ，日 常 的 に接 触 を繰 り 返す こ とに よ る累 積 的 な効 果 と， 最 終的 な
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接触 量 が概 念 的 に区 別 され な い。 な ぜな ら ，日 々 接 触を 繰 り返 す とい う

こと は 必然 的 に 接触 量 自体 も 増加 す るた め であ る 。 一方 ， 本論 文 では ，

同数 回 の接 触 を 一時 点 で行 う 条件 （ 集中 接 触条 件 ） を設 け るこ と で両 者

を明 確 に区 別 し ，そ れ ぞれ 質 的に 異 な る効 果 を持 つ こと を 明ら か とし た 。

すな わ ち， 集 中 的な 接 触は 効 果を 即 時的 に 最大 化 さ せる も のの 時 間経 過

と共 に 減衰 し ，累 積 的 な接 触 は効 果 を長 期 的に 持 続さ せ る 。

また ， この よ うな 日 々 の接 触 によ る 累積 的 効果 は ，本 人 の 自覚 と は独

立し て 生じ る こ とが 閾 下呈 示 によ っ て示 さ れた 。 す なわ ち ，接 触 した 対

象が わ から な い 場合 で あっ て も， そ の影 響 は日 々 蓄 積さ れ てい く 。加 え

て， 日 々接 触 す る刺 激 に変 化 を伴 う 場合 に は， そ の 効果 が 強化 さ れる 。

した が って ， 好 意度 の 形成 と いう 点 から す れば ， 変 化を 伴 いな が ら日 々

繰り 返 し接 触 す るこ と が， 強 い効 果 をよ り 長期 ま で 持続 さ せる 役 割を 有

する こ とが 示 唆さ れ る 。

第４ 項 単 純 接触 と 潜 在認 知

本 論 文か ら ， 以上 の 知見 が 得ら れ たも の の， い ず れも 本 人の 意 識上 に

は現 れ ない 潜 在的 効 果 であ っ た。す な わち ，閾下 単 純 接触 に よる 効 果は ，

言語 的 な形 で 表明 さ れ ると は 限ら ず ，多く の 場合 潜 在的 な 次元 に 留ま る 。

この よ うな 測 定 間で の 差異 が 見ら れ た理 由 には ， 大 きく 二 つの 要 因が 想

定 さ れ る 。 第 一 に ， 効 果 に お け る 指 標 間 で の 質 的 な 違 い で あ る 。

Gawronsk i and B od enhausen（ 2006）の 潜 在認 知 モデ ル （ F i g ur e 3-1）

によ れ ば， 顕 在 指標 は 熟慮 的 ・命 題 的な プ ロセ ス を 経て 変 化す る のに 対

して ， 潜在 指 標 は自 動 的・ 連 合的 な プロ セ スを 経 て 変化 す ると さ れる 。

この モ デル を 参 考と す れば ， 閾下 接 触は 本 人も 接 触 をし た こと を 気付 か

ない 無 自覚 的 な 実験 操 作で あ るた め ，自 動 的な プ ロ セス を 経て 連 合の 変
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化と い う潜 在 的 な形 の みで 現 れ， よ り熟 慮 的で ル ー ルベ ー スの 処 理を 反

映す る 顕在 的 効 果と し ては 検 出さ れ なか っ たと 考 え られ る 。こ れ は， 閾

下評 価 的条 件 付け （ Gawr onsk i & L eB el , 2008 ; Gr um m et al . , 2009） や

接近 回 避運 動 の反 復 （ Kawakam i et a l . , 2008 ; 尾 崎， 2006） に おい て ，

潜在 指 標の み で 効果 が 検出 さ れた こ とと 同 じプ ロ セ スで あ る。 第 二に ，

本論 文 での 刺 激 など の 実験 設 定が 顕 在的 な 単純 接 触 効果 を 抑制 し たと も

捉え ら れる 。 例え ば ， 顕在 ・ 潜在 両 指標 で 効果 を 測定 し た 研究 1・研 究

2・研 究 3 で は ，ひ ら がな あ るい は カタ カ ナの 擬 態 語と い う馴 染 みの あ

る対 象 を刺 激 と した た め， 自 らの 既 有の 態 度と の 一 貫性 を 求め る 動機 的

作用 に より（ e .g . , 尾 崎 ，2006），反 復接 触 によ る 影 響が 顕 在的 に は割 り

引か れ たと 思 われ る。 ま た， 研究 4 に おい て は， 対 象自 体 は新 奇 な人 物

であ っ たが ， 接 触前 ・ 接触 後 の反 復 測定 に よっ て 効 果を 検 討し た ため ，

接触 前 での 意 識 的な 回 答が ， 接触 後 の回 答 にも 影 響 を及 ぼ した と 考え ら

れる 。 すな わ ち ，実 験 操作 は 閾下 で の接 触 とい う そ れ自 体 は明 確 な意 図

を持 っ てい な い もの で あっ た ため ， その 影 響が 意 識 され に くく ， 顕在 的

な自 己 報告 に お いて は ，接 触 前と 接 触後 で 近似 し た 回答 が 行わ れ たも の

と推 察 され る 。 一方 で ，潜 在 指標 に つい て は， こ れ らの 意 識的 な 統制 の

影響 を 受け に くく ， 反 復接 触 の効 果 を鋭 敏 に捉 え られ た の であ ろ う。

こ の よ う に ， 測 定 間 で の 差 異 に つ い て 大 き く 二 つ の 要 因 を 挙 げ た が ，

実際 に はど ち ら か一 方 の影 響 とい う より も ，両 者 が 混在 し た形 で ，単 純

接触 に よる 影 響 は顕 在 的効 果 とし て 表明 さ れず ， 潜 在的 効 果と し て現 れ

たも の と推 察 され る 。

で は ，閾 下 単 純接 触 によ る 潜在 的 効果 と は何 を 意 味す る であ ろ うか 。

潜在 認 知の モ デル に 基 づけ ば ，接 触 し た対 象 と快 と の連 合 の強 化 であ る 。

この よ うな 連 合 が単 純 接触 に よる 感 情を 表 すか は 疑 問に 思 われ る かも し
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れな い 。す な わ ち， 従 来自 己 報告 で 測定 さ れて き た 好意 度 は， 当 事者 が

好き だ と言 語 的に 表 明 する 行 為で あ り ，確 か に感 情 と呼 ぶ にふ さ わし い 。

しか し ，潜 在 認 知研 究 の積 み 重ね か ら， 連 合と し て 表さ れ る潜 在 指標 も

やは り 感情 を 反 映す る こと が 明ら か とさ れ てい る 。 この こ とは 行 動と の

関連 か ら示 さ れ る。 す なわ ち ，自 己 報告 で は主 観 的 な感 情 は確 認 され な

く と も ， そ の 行 動 は や は り 連 合 と し て 現 れ た 感 情 を 反 映 す る の で あ る

（ e .g . , R udm an, 2004 ; Wi nk ie l m an & B err i dg e , 2004 ; Wi nki e lm an et

a l . , 1997 , 2006）。ま た， IAT によ る 連合 強 度と 感 情 刺激 を 呈示 し た際 に

活 性 化 す る 脳 部 位 と の 間 に も 関 連 が 見 出 さ れ て い る （ P he l p s e t a l . ,

2000）。 こ の よ う に ， 潜 在 指 標 は 極 め て自 動 的 ・ 客 観 的 な 感 情 反 応 と し

て捉 え られ る 一方 ，顕 在指 標 は多 分 に 統制 的・主 観 的 な感 情 反応 で ある 。

した が って ， い ずれ が 真の 単 純接 触 効果 か と論 じ る こと は 不毛 で ある 。

実際 に ，潜 在 指 標と 顕 在指 標 は予 測 する 行 動の 種 類 が異 な るこ と が明 ら

かと さ れて お り ，顕 在 指標 が 言語 的 ・熟 慮 的行 動 に 対し て 高い 予 測力 を

持つ の に対 し て ，潜 在 指標 は 概し て 非言 語 的行 動 の 予測 力 に優 れ ると さ

れて い る（ B l ai r, 2002 ; Dov id i o et a l . , 2002 ; Kawakami & Dov id i o ,

2001 ; L am ber t et a l . , 2005 ; M c Conne l l & L e i bo ld , 2001 ; N osek &

B anaj i , 2001）。以上 の こと か ら，本 論文 で 示さ れ た 潜在 的 効果 も 従来 の

自己 報 告に よ る 顕在 的 効果 と 合わ せ ，多 角 的な 効 果 の分 析 に繋 が り， よ

り広 い 意味 で の 社会 行 動の 理 解へ と 貢献 す るも の と 考え ら れる 。 この こ

とを 実 証す る た めに も ，今 後 は行 動 との 関 連を 検 討 する こ とも 必 要で あ

ろう 。

第５ 項 単 純 接触 効 果 のメ カ ニズ ム への 示 唆

本論 文 での 知 見は ， 単 純接 触 効果 の メカ ニ ズム へ もい く つ かの 示 唆を
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有す る 。単 純 接 触効 果 の説 明 理論 に は未 だ 定説 は な いが ， 知覚 的 流暢 性

（ Jac oby & Kel l ey, 1987） を 基盤 と する モ デル が 有 力で あ る。 具 体的 に

は， 知 覚 的流 暢 性の 誤 帰属 モ デ ルや （ B or nst e i n & D'A g ost i no， 1992，

1994）， ヘ ド ニ ッ ク 流 暢 性 モ デ ル （ R eber et a l . , 2004 ; Top o l i nsk i &

St r ac k , 2009） であ る 。両 者 のモ デ ルは ， 誤帰 属 過 程を 仮 定す る か否 か

とい う 点に 大 き な違 い が見 出 され る が， い ずれ も 反 復接 触 によ っ て生 じ

る処 理 のス ム ー ズさ ， すな わ ち流 暢 性が 好 意度 に 繋 がる も のと 想 定し て

いる 。

本論 文 から 得 られ た 知 見を ， これ ら のモ デ ルが 示 すと こ ろ の流 暢 性に

よっ て 説明 し よ うと 試 みる 場 合， い くつ か の修 正 が 必要 に なる よ うに 思

われ る 。そ の 問 題は ， 単純 接 触効 果 をカ テ ゴリ ま で 拡張 し た場 合 に浮 か

び上 が る。 本 論 文で は ，反 復 接触 す る刺 激 が共 通 の カテ ゴ リに 属 する も

のと 認 識さ れ る 場合 ， 効果 は カテ ゴ リへ と 般化 す る こと が 示さ れ た。 し

かし ， この 般 化 とい う 現象 を 従来 の “知 覚 的” 流 暢 性に よ って 説 明す る

のは 難 しい 。 な ぜな ら ，こ れ まで の モデ ル は， あ る 刺激 に 反復 接 触す る

こと に よっ て ， 後続 の 同一 対 象の 処 理が 流 暢に な る こと を 指し て “知 覚

的” 流 暢性 と し てい る ため で ある 。 すな わ ち， 単 純 接触 効 果の 般 化を 流

暢性 に よっ て 説 明す る には ， 単に 知 覚的 な レベ ル で 流暢 に なる だ けで な

く， よ り高 次 の 過程 に おけ る 流暢 性 を仮 定 する 必 要 があ る 。近 年 ，こ の

知覚 的 流暢 性 と いう 枠 組み を 概念 に まで 拡 張し よ う とす る 試み が なさ れ

てい る （ L ee & L abr oo , 2004 ; R aj ar am & Ger aci , 2000）。 そこ で は， 処

理の 流 暢性 と い う考 え 方を ， 対象 の 知覚 的 な側 面 に 焦点 を 当て る ので は

な く ， よ り 抽 象 的 な 次 元 ま で 拡 張 し て ， 概 念 的 流 暢 性 （ c onc ep t ual

f l uenc y）と 呼 ばれ る 。す なわ ち ，反復 接 触に よ って 流 暢 にな る のは ，対

象の 物 理的 ・ 知 覚的 処 理だ け でな く ，そ の 意味 や イ メー ジ にま で 及ぶ と
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考え ら れる の で ある 。 この 考 え方 を 踏ま え ると ， 本 論文 で の多 面 的接 触

が単 純 接触 効 果 を強 化 する と いう 知 見も ， カテ ゴ リ 内で 多 様な 刺 激に 接

触す る こと で カ テゴ リ の情 報 が増 え ，そ の 意味 や イ メー ジ 全体 の 処理 が

流暢 に なっ た た めと 考 える こ とが で きる よ うに 思 わ れる 。 しか し ，い ず

れに し ても 流 暢 性を 知 覚的 な 次元 と して 捉 える か ， ある い はよ り 抽象 的

な次 元 で捉 え る かと い う違 い であ り ，従 来 のモ デ ル が想 定 する 単 純接 触

効果 の 生起 プ ロセ ス 自 体を 否 定す る もの で はな い 。

さて ， この よ うに 本 論 文の 知 見を ， 知覚 的 流暢 性 を拡 張 す る形 で ，流

暢性 を 基盤 と す る従 来 のモ デ ルに 当 ては め るこ と が 可能 で ある こ とが 示

唆さ れ た。 で は ，単 純 接触 効 果の 生 起に 誤 帰属 は 必 要か 。 この 点 につ い

ては ， 単純 接 触 効果 が 潜在 認 知に 強 く影 響 を及 ぼ す とい う 知見 が 有用 で

あ る よ う に 思 わ れ る 。 繰 り 返 し 引 用 し て き た Gawr onsk i and

B od enhausen（ 2006）に よ るモ デ ルに 基 づけ ば ，潜 在指 標 は対 象 と属 性

との 連 合を 意 味 し， 刺 激の 入 力に よ って 自 動的 ・ 無 意識 的 に生 起 する 反

応を 反 映す る 。 一方 ， 顕在 指 標は ， その 連 合を 基 に ，よ り 熟慮 的 ・統 制

的な 過 程を 反 映す る 。した が って ，潜 在認 知 にお け る 単純 接 触効 果 とは ，

接触 し た対 象 と 快と の 連合 の 強化 と して 表 され る 自 動的 な 反応 だ と捉 え

られ る 。こ こ で ，仮 に 単純 接 触効 果 に誤 帰 属が 媒 介 する も のと し て想 定

した 場 合， そ れ はど の 段階 で 成立 す るか 。 帰属 と は 推論 過 程を 反 映し た

もの で ある た め（ e .g . , Tr ope . 1986），お そ らく 連 合 を基 に した 顕 在認 知

に関 わ るも の と 考え ら れる 。 そう で ある な らば ， 単 純接 触 効果 は ，顕 在

認知 を 反映 す る 顕在 指 標で し か現 れ ない こ とに な る 。し か し， そ れは 本

論文 の 知見 と 矛 盾す る 。一 方 ，誤 帰 属を 仮 定し な い 場合 に は， 流 暢性 自

体が 快 をも た ら すと 考 えら れ るた め ，潜 在 認知 を 反 映し た 潜在 指 標に お

いて も 効果 が 測 定さ れ る。 加 えて ， 潜在 認 知研 究 か らは ， 熟慮 的 ・統 制
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的過 程 を経 た 顕 在指 標 では ， むし ろ 効果 が 現れ に く いこ と も想 定 され る

ため ， 本論 文 の 知見 と は矛 盾 しな い 。し た がっ て ， 単純 接 触効 果 が潜 在

的効 果 とし て 現 れや す いと い う本 論 文の 知 見を 踏 ま える な らば ， 単純 接

触効 果 の説 明 理 論と し ては ， 誤帰 属 を想 定 する 知 覚 的流 暢 性の 誤 帰属 モ

デル よ りも ， 流 暢性 自 体が 快 をも た らす と する ヘ ド ニッ ク 流暢 性 モデ ル

を支 持 する も のと 考 え られ る 。

第６ 項 本 論 文の 単 純 接触 効 果研 究 への イ ンパ ク ト

こ れ まで の 単 純接 触 効果 研 究の 流 れを 改 めて 概 観 する と ，そ の 初期 に

おい て は対 人 魅 力な ど 社会 心 理学 的 な観 点 から の 検 討が 多 かっ た 。し か

し，1980 年 以 降に は ，その 主 要研 究 分野 が 認知 心 理 学へ と 移行 し てい っ

たよ う に思 わ れる 。 こ れは ， Kunst -Wi l son and Zajonc（ 1980） によ る

閾 下単 純 接 触 効 果の 発 見 ， 並 びに Zaj onc（ 1980， 1984） に よ る感 情 先

行説 ， 感情 認 知 論争 に よる と ころ が 大き い 。そ の た めか ， 以降 の 多く の

研究 で は， 単 純 接触 効 果を よ りミ ク ロな 視 点か ら 捉 える こ とが 多 く， そ

こか ら 得ら れ る 個々 の 知見 は ，必 ず しも そ の出 発 点 であ る 社会 へ と還 元

され る もの で は ない 。 本論 文 では ， 単純 接 触効 果 を 人が 日 常的 に 用い る

カテ ゴ リ認 識 を 媒介 と して 生 起す る こと を 示す こ と で， 改 めて 単 純接 触

効果 が 日常 的 ， 社会 的 な場 面 へも 適 用さ れ 得る こ と を示 し た。 特 に， 閾

下で の 接触 が 反 復と 変 化と い う形 で 効果 を 強化 す る こと ， 閾下 で の接 触

の累 積 が効 果 を 長期 に 渡り 持 続さ せ るこ と ，そ し て 閾下 接 触は 潜 在認 知

へ強 く 影響 を 及 ぼす こ と， こ れら の 知見 は 単純 接 触 効果 へ の新 た なア プ

ロー チ の重 要 性 を示 す もの で あり ， これ ま での 単 純 接触 効 果研 究 ，並 び

に今 後 の単 純 接触 効 果 研究 へ もイ ン パク ト を与 え ると 考 え られ る 。

ま た ， 本 論 文 で の ア プ ロ ー チ は ， 社 会 で 見 ら れ る 反 復 接 触 に 基 づ く
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様々 な 現象 を 理 解す る 上で も 重要 な 視点 を 提供 す る 。本 論 文で は 単純 接

触効 果 の観 点 か ら， そ の影 響 とし て 好意 度 を取 り 上 げた が ，単 な る反 復

接触 と いう 状 況 が極 め て日 常 的な 事 態で あ るこ と を 加味 す ると ， この 知

見は 単 純接 触 効 果を 超 え， よ り社 会 的な 場 面に お い ても 当 ては ま るで あ

ろう 。 例え ば ， 暴力 映 像へ の 接触 が 攻撃 行 動を 促 進 する こ とが 指 摘さ れ

てい る（ B er kowit z , 1965）。そこ で ，仮に 本 人が 意 識 をし て いな く とも ，

日々 暴 力的 な 刺 激に 接 する よ うな 状 況に あ れば ， そ れら は 無意 識 的に 積

み重 ね られ る こと と な るた め ，攻 撃 傾 向の 高 まり は 長期 に 渡っ て 持続 し ，

より 確 固と し たパ ー ソ ナリ テ ィー と して 定 着す る かも し れ ない 。加え て ，

近年 で はメ デ ィ アの 発 達に よ って ， ある 情 報が 様 々 な変 化 を伴 い なが ら

呈示 さ れる こ と も多 く ，そ の ため よ り強 い 影響 と し て現 れ るこ と も推 測

され る 。そ う 考 える と ，イ ン ター ネ ット の 普及 も 手 伝っ て 情報 過 多と 呼

ばれ ， 形や 発 信 され る 媒体 を 変え つ つ常 に 何ら か の 情報 に 曝さ れ てい る

現代 社 会で は ， その 接 触に よ る影 響 は， よ り強 く ， かつ 持 続的 な もの と

して 蓄 積さ れ てい く の では な いだ ろ うか 。
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第３節 今後の展開と課題

本論 文 では ， 単純 接 触 効果 を 単に 刺 激の 物 理的 特 徴に 依 存 した 視 覚的

現象 で はな く ， より 高 次の 認 知プ ロ セス を 含む 現 象 と捉 え ，単 純 接触 効

果を カ テゴ リ ま で拡 張 した 。 同時 に ，そ れ に影 響 を 及ぼ す 要因 を 検討 し

た。 得 られ た 知 見を 総 合す る と， 反 復接 触 に起 因 す る影 響 につ い て， 以

下の 特 徴が 認 め られ る 。ま ず ，効 果 の最 大 化と い う 観点 か らす れ ば， 共

通の カ テゴ リ を表 す 複 数の 刺 激へ の 集中 的 な接 触 が有 効 で ある 。ただ し ，

この 効 果は 即 時 的な も ので あ り時 間 の経 過 と共 に 減 衰す る 。次 に ，効 果

の持 続 とい う 観 点か ら は， 少 数回 の 接触 を 数日 間 に 渡り 継 続的 に 行う こ

との 重 要性 が 窺 える 。 しか も ，単 に 同じ も ので な く 日ご と に異 な る刺 激

に接 触 する こ と で， よ り強 い 効果 が 生じ ， また 維 持 され る 。た だ し， い

ずれ に おい て も ，そ の 効果 は 必ず し も本 人 の自 覚 を 伴う 形 で言 語 的に 顕

在化 す るわ け で はな く ，潜 在 的な 効 果と し て現 れ る 。し た がっ て ，接 触

にお け る“ 反 復 ”と “ 変化 ”，並 び に 接触 の 積み 重 ねと い う形 を 通し て ，

閾下 で の単 純 接 触が 潜 在認 知 とし て 影響 を 及ぼ し て いく 過 程が 示 され た 。

本節 で は， 実 験的 検 討 から 得 られ た 知見 を 踏ま え ，今 後 の 展開 ， 並び

に今 後 の課 題 を提 示 す る。

第１ 項 今 後 の展 開

本 論 文か ら 閾下 接 触 にお け る“ 変化 ”の役 割 が示 さ れた 。した が って ，

今後 は この “ 変 化” の 質を 追 求す る こと が でき る 。 本論 文 では ， 変化 と

言っ て も多 面 的 接触 に 重点 を 置き ， 複数 の 刺激 を ラ ンダ ム な順 に 呈示 す

るだ け に留 ま っ た。 し かし ， この “ 変化 ” に何 ら か の連 続 性を 付 与す る

とど う なる で あ ろう か 。す な わち ， 複数 の 刺激 を ラ ンダ ム に呈 示 する の
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では な く， あ る 意味 内 容を 表 すよ う な順 序 で呈 示 を 行う こ とで ， そこ か

らス ト ーリ ー が 抽出 さ れる こ とも 考 えら れ る。 も し ，そ の 意味 内 容が 無

意識 に 認識 さ れる な ら ば， 後 の評 価 に影 響 が見 ら れる か も しれ な い。

ま た ，本 論 文 では 閾 下接 触 によ る 影響 は 潜在 的 効 果と し て顕 著 に現 れ

るこ と が示 さ れ た。 で は， こ のよ う な閾 下 接触 に よ る潜 在 的効 果 は， 自

己報 告 でも 測 定 され 得 る効 果 とし て 顕在 化 する の で あろ う か。 こ こで は

二つ の 可能 性 を 挙げ る 。第 一 に， 相 互作 用 によ る 集 団成 極 化を 介 した 顕

在化 で ある 。 す なわ ち ，共 通 の刺 激 に接 触 した も の 同士 が 相互 作 用を 行

うこ と で， 個 人 とし て は潜 在 的な 効 果で あ って も ， それ が 相互 作 用を 経

るこ と で顕 在 化 する 可 能性 が ある 。 第二 に ，手 が か りに よ る顕 在 化で あ

る。 つ まり ， 潜 在的 な 効果 は ，そ れ に関 連 する 手 が かり を 与え る こと で

顕在 化 する か も しれ な い。 い ずれ に して も ，閾 下 接 触に よ る影 響 が社 会

的に も より 強 い意 味 を 持つ た めに は ，言語 的 にも 表 明さ れ る必 要 があ る 。

した が って ， ど のよ う な場 合 に潜 在 的な 効 果が 顕 在 化す る か， 検 討が 必

要で あ ろう 。

第２ 項 今 後 の課 題

今 後 検討 す べ き未 解 決の 課 題も 残 され る 。第 一 に ，本 論 文か ら 多面 的

接触 の 効果 や 累 積的 効 果が 示 され た もの の ，そ れ が いか な るプ ロ セス を

経て 現 れた の か は定 か では な い。 し たが っ て， 今 後 は現 象 のデ モ ンス ト

レー シ ョン を 超 えて ， その 生 起メ カ ニズ ム やプ ロ セ スに 関 する 検 討が 必

要で あ ろう 。

第二 に ，カテ ゴ リの 捉 え 方で あ る 。例 え ば ，第 7 章 や第 8 章 での 人 物

やキ ャ ラク タ ー とい う カテ ゴ リは ， 集団 な どの よ う に既 存 のカ テ ゴリ に

は含 ま れな い 。 した が って ， 反復 接 触自 体 がカ テ ゴ リを 形 成す る 役割 を
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果た し てい た 可 能性 が ある 。 その た め， 多 面的 接 触 の効 果 がこ の よう な

カテ ゴ リが 形 成 され る 場合 の みに 出 現す る こと も 考 えら れ る。 し たが っ

て， 今 後は 集 団 など を 対象 と した 多 面的 接 触の 効 果 を検 討 する こ とも 必

要で あ ろう 。

最後 に，閾 下と 閾 上で の 効 果の 比 較で あ る。B or nst e i n and D’A g ost i no

（ 1992）は ，閾 上呈 示（ 500 m s）と閾 下 呈 示（ 5 m s）で 効 果を 比 較し ，

閾 下 呈 示 の 場 合 に 効 果 が 強 く 現 れ る こ と を 示 し た 。 B or nst ei n a nd

D’A gost i no（ 1992）は，反復 接 触に よ って 高 まっ た 流 暢性 が，閾 上呈 示

の場 合 には そ の 接触 経 験に 正 しく 帰 属さ れ るた め ， 好意 度 の増 加 が抑 制

され る と説 い た 。し か し， こ の解 釈 はい く つか の 矛 盾を 孕 む。 ま ず， 純

粋に 流 暢性 と い う側 面 のみ を 考え れ ば， 刺 激へ の 接 触時 間 の長 い 閾上 呈

示の 方 がよ り 流 暢性 は 高ま る であ ろ う。 し たが っ て ，接 触 時間 が 相対 的

に短 い 閾下 呈 示 の方 が 効果 は 弱く な る。 加 えて ， 顕 在的 な 記憶 が 単純 接

触効 果 を抑 制 す るの で あれ ば ，閾 上 での 接 触回 数 の 増加 と とも に むし ろ

好意 度 は減 少 す るこ と も考 え られ る 。な ぜ なら ， 閾 上に お ける 接 触回 数

の増 加 は学 習 の 機会 の 増加 を 意味 し ，顕 在 的な 記 憶 も向 上 する た めで あ

る。 実 際に ， B or nst e i n and D’Ag osti no（ 1992） で は， 閾 上接 触 にお い

て接 触 回数 の 増 加に 伴 い再 認 成績 が 向上 し てい る 。 しか し ，そ れ にも 関

わら ず ，接 触 回 数の 増 加に 合 わせ ， 好意 度 も増 加 す るこ と が示 さ れた 。

この 結 果は ， 顕在 的 な 記憶 が 単純 接 触効 果 を割 り 引く と いう B or nst e i n

and D’Ag osti no（ 1992，1994）の主 張 と は矛 盾 する 。そ して ，そ の後 の

研究 で は，や はり 同 様の 知 見 を再 現 する の は難 し く（ B r ooks & Wat k i ns ,

1989 ; F ox & B ur ns , 1993 ; N ewe l l & B r ig ht , 2003 ; N ewel l & S hank ,

2007 ; R eber e t al . , 1998 ; S eam on et a l . , 1984 ; Sz p unar et a l . , 2004），

本論 文 にお い て も閾 下 呈示 の 場合 に は自 己 報告 で 効 果が 認 めら れ なか っ
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た（ 研究 4）。した が って ，B or nste i n and D’A g ost i no（ 1992）の 閾下 呈

示の 場 合に 効 果 が強 く 現れ る とい う 効果 は ，一 般 的 な現 象 では な く， 特

殊 な 状 況 下 に お け る 効 果 で あ る 可 能 性 が 高 い 。 B or nst e i n and

D’A gost i no（ 1992）は ，閾 上 と閾 下 呈示 で の効 果 を 参加 者 間要 因 とし て

検討 し てい た が ，上 記 のよ う な状 況 を特 定 する た め にも ， 今後 は 両者 を

同一 参 加者 内 で 比較 し ，よ り 直接 的 な検 討 を通 し て の議 論 が必 要 であ る

と思 わ れる 。
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論文要旨

これ ま での 単 純接 触 効 果研 究 では ， ある 刺 激に 反 復接 触 し ，後 に その

接触 を した 刺 激自 体 へ の好 意 度評 定 が行 わ れる と いう ， Z aj onc（ 1968）

に基 づ く枠 組 み で検 討 がな さ れて き た。 こ の枠 組 み の範 疇 にお い て， 接

触回 数 を始 め と し， 効 果に 影 響を 及 ぼす 要 因に つ い て数 多 く議 論 され て

いる 。 特に ， 接 触し た 刺激 を 再認 で きな い 事態 に お いて も 好意 度 が増 加

する と いう ， 閾下 単 純 接触 効 果の 発 見に よ り（ K unst -Wi l son & Zaj onc ,

1980）， 日 常 的 な 接 触 の 大 部 分 を 占 め る， 無 意 識 的 ・ 無 自 覚 的 な 接 触 に

よる 影 響が 明 ら かと さ れた 。 しか し ，従 来 の枠 組 み には ， 接触 し た刺 激

と評 定 を行 う 刺 激が 同 一で あ ると い う暗 黙 の前 提 の 存在 が 窺わ れ ，必 ず

しも 現 実場 面 で 生じ 得 る現 象 とは な じま な い。 そ こ で本 論 文で は ，こ れ

まで 刺 激の 物 理 的側 面 に焦 点 が当 て られ て きた 単 純 接触 効 果を ， カテ ゴ

リま で 拡張 す る こと で この 問 題の 解 決を 試 みた 。 同 時に ， 単純 接 触効 果

を従 来 の自 己 報 告に よ る顕 在 的な 測 定だ け でな く ， 近年 開 発と 理 論化 の

進む 潜 在指 標 を 用い て 測定 を 行い ， 反復 接 触が 潜 在 認知 に 及ぼ す 効果 を

検討 し た。

まず ，第 5 章（ 研究 1・研究 2・研 究 3）で は，単 純接 触 効 果を カ テゴ

リま で 拡張 す る こと を 目的 と し， 閾 上呈 示 での 単 純 接触 効 果の 般 化と い

う枠 組 みで の 検 討を 行 った 。 その 際 ，刺 激 対象 に は ひら が なあ る いは カ

タカ ナ で表 記 した 擬 態 語を 用 い， 研 究 1 で は 接触 し た刺 激 ，研 究 2・ 研

究 3 で は接 触 し た刺 激 と同 じ カテ ゴ リに 属 する 未 接 触の 刺 激へ の 評価 を

求 め た 。 同 時 に ， 測 定 に お い て は 自 己 報 告 に よ る 顕 在 指 標 と と も に ，

Im pl i c it A ssoc i at i on Test（ IAT：研 究 1・研 究 2）と Go/N o -g o A ssoc i at i on

Task（ GN AT：研 究 3）に よ る潜 在 指 標を 導 入 した 。 そ の結 果 ， 自己 報
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告で は 接触 し た 刺激 へ の直 接 的な 効 果の み に留 ま っ たも の の， 潜 在指 標

にお い ては 実 際 に接 触 をし た 刺激 だ けで な く， 同 じ カテ ゴ リに 属 する 未

接触 の 刺激 を 用 いた 場 合に お いて も 生起 し ，効 果 が カテ ゴ リへ と 般化 す

るこ と が示 さ れ た。 す なわ ち ，接 触 する 刺 激が あ る カテ ゴ リに 属 する も

のと 認 識さ れ る 場合 ， その カ テゴ リ の次 元 にお い て 反復 接 触が 成 立し た

もの と 考え ら れ る。 た だし ， この 効 果は 潜 在的 な 次 元に 留 まる こ とも 示

唆さ れ た。

さら に 第 6 章 （ 研 究 4）で は ，刺 激 間で の 物理 的 類似 性 と カテ ゴ リを

分離 し ，純 粋 な カテ ゴ リ認 識 に基 づ く単 純 接触 効 果 を検 討 する こ とを 目

的と し ，最 小 条 件集 団 パラ ダ イム を 用い て 閾下 呈 示 によ る 効果 を 検討 し

た。 そ の結 果 ， 集団 成 員へ の 閾下 接 触に よ る単 純 接 触効 果 は， 内 集団 成

員に 接 触し た 場合 の み に生 じ るこ と が， IAT によ る 潜在 指 標に よ って 示

され た 。す な わ ち， 接 触を す る人 物 が内 集 団で あ る か， あ るい は 外集 団

であ る かと い う 集団 の 認識 を 媒介 と し， 内 集団 成 員 に接 触 した 場 合に は

効果 が 促進 さ れ ，外 集 団成 員 に接 触 した 場 合に は 効 果が 抑 制さ れ たも の

と考 え られ る 。 した が って ， 単純 接 触効 果 は無 意 識 的な カ テゴ リ 認識 を

媒介 と して 生 じ るこ と が明 ら かと さ れた 。 以上 の 検 討か ら ，単 純 接触 効

果は 単 に刺 激 の 物理 的 特徴 に 依存 し た現 象 では な く ，カ テ ゴリ 認 識を 通

して 接 触す る 刺 激を 知 覚者 が 主体 的 に意 味 づけ ， そ れに 基 づき 効 果が カ

テゴ リ まで 拡 がっ て い く過 程 が示 さ れた 。

以降 の 研究 で は， 単 純 接触 効 果を カ テゴ リ まで 拡 張し た こ こま で の知

見を 踏 まえ ， 効果 に 影 響を 及 ぼす 要 因を 検 討し た 。 第 7 章 （研 究 5・ 研

究 6） では ， 効 果の 強 度に 影 響を 及 ぼす 要 因の 同 定 を目 的 とし ， カテ ゴ

リ内 で の多 面 的接 触 の 効果 を 検討 し た 。ま ず 研究 5 で は ，同一 人 物の 顔

写真 に つい て ，知 覚 面 の多 様 性の 観 点か ら ，複 数 の角 度 （ 7 角 度 ）か ら
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撮影 さ れた 顔 写真 を 閾 下呈 示 した 。その 結 果，複 数の 角 度 から 少 数回（ 3

回） ず つ閾 下 呈示 し た 場合 に は， 単 一の 角 度（ 真 正面 ） の みを 21 回 閾

下呈 示 した 場 合 と同 等 の効 果 が得 ら れた 。 従来 の 知 見か ら すれ ば ，同 じ

刺激 を 多数 回 反 復接 触 した 場 合の 方 が， 効 果が 強 い もの と 想定 さ れる 。

しか し ，複 数 の 刺激 を 少数 回 ずつ 呈 示し た 場合 に お いて も 同等 の 効果 が

認め ら れた こ と から ， 接触 す る複 数 の顔 写 真が 同 一 人物 で ある と 認識 さ

れる 過 程を 経 て ，カ テ ゴリ の 次元 に おい て 単純 接 触 効果 が 生起 し たこ と

を示 す。 続 く研 究 6 では ，感 情 の多 様 性の 観 点 から ，同 一 人物 の 複数 の

表情 （ 7 表 情 ） を閾 下 呈示 し た。 そ の結 果 ，単 一 の 表情 （ 無表 情 ）の み

を呈 示 する 場 合 より も 単純 接 触効 果 が強 化 され る こ とが 明 らか と され た 。

すな わ ち， 従 来 ，単 純 接触 効 果の 強 度に 影 響を 及 ぼ す最 大 の要 因 と考 え

られ て きた 接 触 回数 よ りも ， カテ ゴ リ内 で 多様 な 刺 激を 呈 示す る こと に

よる 多 面的 接 触 の方 が ，効 果 の強 度 に強 く 関わ る こ とが 示 唆さ れ た。 こ

の多 面 的接 触 を 別の 視 点か ら 捉え る なら ば ，そ の 本 質は “ 反復 ” と“ 変

化” で ある 。 つ まり ， カテ ゴ リの 次 元で の “反 復 ” と， そ のカ テ ゴリ の

中で の “変 化 ” の関 係 が対 象 の多 様 性の 認 識， 並 び に情 報 の増 加 へと 繋

がり ， 単純 接 触 効果 が 強化 さ れる も のと 考 えら れ る 。た だ し， 効 果を 強

化す る とい う 結 果は 表 情刺 激 を用 い た場 合 のみ で あ った 。 本研 究 で用 い

た対 象 が人 物 で あっ た こと を 鑑み て も， 角 度で 表 さ れる 純 粋な 物 理的 な

次元 で の多 様 性 より も ，表 情 など 対 象の 内 面的 な 次 元を 反 映す る 多様 性

の方 が ，対 人 認 知に お ける 情 報と し ての 価 値が 高 い こと を 示し て いる と

考え ら れる 。 加 えて ， これ ら の効 果 は閾 下 呈示 に よ るも の であ っ たこ と

から ， 接触 し た 人物 の 角度 や 表情 と いっ た 多様 性 は ，無 意 識的 に 弁別 さ

れて い たも の と推 察 さ れる 。

第 8 章（研 究 7-1・研 究 7 -2）では ，効果 の 持続 性 に影 響 を 及ぼ す 要因
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を検 討 した 。 こ れま で の単 純 接触 効 果研 究 では ， 基 本的 に 一時 点 での 接

触の 影 響が 検 討 され て きた 。 しか し ，反 復 接触 と い う事 態 を日 常 的な 視

点か ら 捉え た 場 合， そ れは 必 ずし も 一時 点 で完 結 す るも の では な く， 日

常的 な 生活 を 通 して 日 々積 み 重な っ てい く もの と 考 えら れ る。 そ して ，

この よ うな 接 触 を日 々 積み 重 ねる こ とに よ る累 積 的 効果 は ，メ デ ィア 接

触な ど に関 わ る知 見 か ら，効 果の 長 期 持続 性 に関 わ るこ と が予 測 され た 。

そこ で ， 第 8 章で は ，架 空 の 3D キ ャラ ク ター を 刺 激対 象 とし ， その キ

ャラ ク ター を 5 日間 連 続し て 閾 下呈 示 を行 い ，その 効 果を GN AT によ る

潜在 指 標を 用 いて 接 触 直後 か ら 3 カ 月 後ま で フォ ロ ーア ッ プし た 。ま ず

研究 7 -1 で は ，単 一 のキ ャ ラク タ ー画 像 の みを 5 日 間連 続 して 閾 下呈 示

した（累 積 接触 ）。そ の 結果 ，同 数 回の 接 触を 一 時 点で 行 った 場 合に は（ 集

中接 触 ），効 果 は接 触 直後 か ら減 衰 し 続け ， 最終 的 に 3 カ 月後 に は消 失

した 一 方で ， 累 積的 な 接触 の 場合 に は接 触 直後 の 効 果が 減 衰す る こと な

く， 3 カ月 後 ま で長 期 渡っ て 持続 さ れる こ とが 明 ら かと さ れた 。 さら に

研究 7 -2 で は ，第 7 章 での 知 見を 踏 まえ ， 日ご と に 同じ キ ャラ ク ター の

異な る 画像 を 呈 示す る 多面 的 接触 の 効果 を 検討 し た 。わ れ われ が 日常 的

に接 触 する 対 象 とい う のは ， 必ず し も同 一 のも の で はな く 日々 変 化を 伴

う 。した が って ，日 々の 接 触 の積 み 重ね と いう 状 況に ，“ 反 復 ”と“変 化 ”

の観 点 を加 え る こと で ，社 会 的な 現 象と も 適合 し た 効果 の 解明 に 繋が る

もの と 考え ら れ た。 そ の結 果 ，接 触 方法 （ 累積 接 触 ・集 中 接触 ） に関 わ

る時 系 列的 傾 向 は単 一 の刺 激 へ接 触 する 場 合と 同 様 であ っ たも の の， い

ずれ の 接触 方 法 にお い ても ， 多面 的 接触 は 全体 的 に 効果 を 強化 す るこ と

が示 さ れた 。 以 上の 結 果か ら ，接 触 を日 々 積み 重 ね るこ と によ る 累積 的

な接 触 は単 純 接 触効 果 の長 期 持続 性 に， 集 中的 な 接 触は 単 純接 触 効果 の

即効 性 に， そ し て多 面 的接 触 は単 純 接触 効 果の 強 度 に， そ れぞ れ 影響 を
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及ぼ す とい う 特徴 が 明 らか と され た 。

以上 の 実験 的 検討 を 通 して ， 反復 接 触に よ る効 果 は一 貫 し て顕 在 指標

より も 潜在 指 標 によ っ て鋭 敏 に測 定 され る こと が 明 らか と され た 。こ の

測定 間 での 不 一 致に は 主に 二 つの 要 因が 関 わる と 考 えら れ る。 第 一に ，

測定 の 質的 な 違 いで あ る。 近 年の 潜 在認 知 のモ デ ル に基 づ けば ， 顕在 指

標と 潜 在指 標 は それ ぞ れ異 な るプ ロ セス を 経て 変 容 する こ とが 示 され て

いる 。 具体 的 に は， 前 者は 熟 慮的 ・ 命題 的 な過 程 を 経て 変 化す る のに 対

して ， 後者 は 自 動的 ・ 連合 的 なプ ロ セス を 経て 変 化 する 。 すな わ ち， 本

論文 で の（ 閾 下 ）単 純 接触 効 果と は 単な る 反復 接 触 のみ に 基づ く 実験 的

介入 で あり ， そ の意 図 や意 味 が明 確 でな い ため ， 熟 慮的 な 過程 を 経て 顕

在的 に 表出 さ れ るこ と なく ， 潜在 的 な次 元 での 効 果 とし て のみ 現 れた も

のと 考 えら れ る 。第 二 の要 因 が意 識 的統 制 の影 響 で ある 。 すな わ ち， 本

論文 で の刺 激 な どの 実 験設 定 が， 直 接的 な 方法 で 測 定を 行 う自 己 報告 に

おい て ，単 純 接 触効 果 を抑 制 する 方 向に 作 用し や す かっ た とも 捉 えら れ

る。 た だし ， 実 際に は どち ら か一 方 の影 響 とい う よ りも ， 両者 が 混在 し

た形 で ，単 純 接 触に よ る影 響 は顕 在 的効 果 とし て 表 明さ れ ず， 潜 在的 効

果と し て現 れ たも の と 推察 さ れる 。

本 論 文 で の 以 上 の 議 論 を 単 純 接 触 効 果 研 究 へ の 貢 献 と し て 総 括 す る

と， そ の社 会 現 象へ の 適用 可 能性 が 挙げ ら れる 。 閾 下単 純 接触 効 果の 発

見以 降 ，多 く の 研究 で は， 単 純接 触 効果 を より ミ ク ロな 視 点か ら 捉え る

こと が 多く ， そ こか ら 得ら れ る個 々 の知 見 は必 ず し も社 会 へと 還 元さ れ

るも の では な か った 。 本論 文 では ， 単純 接 触効 果 を 人が 日 常的 に 用い る

カテ ゴ リ認 識 を 媒介 と して 生 起す る こと を 示す こ と で， 改 めて 単 純接 触

効果 が 日常 的 ， 社会 的 な場 面 へも 適 用さ れ 得る こ と を示 し た。 特 に， 閾

下で の 接触 が “ 反復 ” と“ 変 化” と いう 形 で効 果 を 強化 す るこ と ，閾 下
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での 接 触の 累 積 が効 果 を長 期 に渡 り 持続 さ せる こ と ，そ し て閾 下 接触 は

潜在 認 知へ 強 く 影響 を 及ぼ す こと ， これ ら の知 見 は 単純 接 触効 果 への 新

たな ア プロ ー チ の重 要 性を 示 すも の であ り ，こ れ ま での 単 純接 触 効果 研

究， 並 びに 今 後 の単 純 接触 効 果研 究 へも イ ンパ ク ト を及 ぼ すと 考 えら れ

る。

（ 3998 字）
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資料 1-1 自己報告用質問紙【研究 1】

質問紙の説明

● これは「ことばの印象」に関する質問紙です。

● 質問紙にお答えいただいた回答は数値化し，コンピューターで統計処理を行います。

そのため，個人のプライバシーを侵害したり，ご迷惑をお掛けしたりするようなことは

一切ありません。

● 質問紙の結果は，学術的な目的以外には使用いたしませんので，感じた通りにお答え

ください。

● 最後まで進みましたら，やり残しがないかお確かめください。

【回答方法】

以下に示した回答例のように，左右の単語を比べて，自分が当てはまると感じた数字に○

をつけてください。また，１つの質問項目に対して１つだけ○をつけてください。間違っ

たときにはその上に×を書き，改めて当てはまる数字に○をつけてください。

（回答例）

左
の
単
語
の
方
が

か
な
り
好
き

左
の
単
語
の
方
が

や
や
好
き

左
の
単
語
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き

右
の
単
語
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き

右
の
単
語
の
方
が

や
や
好
き

右
の
単
語
の
方
が

か
な
り
好
き

わくわく 1 2 3 4 5 6 ワクワク

ソロソロ 1 2 3 4 5 6 そろそろ
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左
の
単
語
の
方
が

か
な
り
好
き

左
の
単
語
の
方
が

や
や
好
き

左
の
単
語
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き

右
の
単
語
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き

右
の
単
語
の
方
が

や
や
好
き

右
の
単
語
の
方
が

か
な
り
好
き

クサクサ 1 2 3 4 5 6 くさくさ

こせこせ 1 2 3 4 5 6 コセコセ

すたすた 1 2 3 4 5 6 スタスタ

トクトク 1 2 3 4 5 6 とくとく

のうのう 1 2 3 4 5 6 ノウノウ

フツフツ 1 2 3 4 5 6 ふつふつ

モクモク 1 2 3 4 5 6 もくもく

わさわさ 1 2 3 4 5 6 ワサワサ

【1】以下の単語について，どちらの方が好きですか？当てはまる数字に○をつけてください。
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左
の
単
語
の
方
が

か
な
り
快
い

左
の
単
語
の
方
が

や
や
快
い

左
の
単
語
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
快
い

右
の
単
語
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
快
い

右
の
単
語
の
方
が

や
や
快
い

右
の
単
語
の
方
が

か
な
り
快
い

クサクサ 1 2 3 4 5 6 くさくさ

こせこせ 1 2 3 4 5 6 コセコセ

すたすた 1 2 3 4 5 6 スタスタ

トクトク 1 2 3 4 5 6 とくとく

のうのう 1 2 3 4 5 6 ノウノウ

フツフツ 1 2 3 4 5 6 ふつふつ

モクモク 1 2 3 4 5 6 もくもく

わさわさ 1 2 3 4 5 6 ワサワサ

【2】以下の単語について，どちらの方が快く感じますか？当てはまる数字に○をつけてください。
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カ
タ
カ
ナ
の
方
が

か
な
り
好
き

カ
タ
カ
ナ
の
方
が

や
や
好
き

カ
タ
カ
ナ
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き

ひ
ら
が
な
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き

ひ
ら
が
な
の
方
が

や
や
好
き

ひ
ら
が
な
の
方
が

か
な
り
好
き

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

ひ

ら
が
な
の
方
が

か
な
り
快
い

カ

タ
カ
ナ
の
方
が

か
な
り
快
い

カ

タ
カ
ナ
の
方
が

や
や
快
い

カ

タ
カ
ナ
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
快
い

ひ

ら
が
な
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
快
い

【3】カタカナとひらがなと，どちらの方が好きですか？

以上で質問紙は終了です。
記入漏れがないことを確認し，実験者に声を掛けてください。

【5】性別・年齢などをお答えください。

年齢 （ 歳）性別 （男 ・ 女）

利き手 （左 ・ 右）

【4】カタカナとひらがなと，どちらの方が快く感じますか？

ひ

ら
が
な
の
方
が

や
や
快
い
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研究１・研究２実験プログラム
********************************************************************
実験の組立て
********************************************************************
<expt>
/ preinstructions = (INSTpre1)
/ postinstructions = (INSTend)
/ blocks = [1 = practice]
</expt>

<block practice>
/ trials = [1-16= random (Pw)]
</block>

********************************************************************
刺激：カタカナ
********************************************************************
<text Pwtarget>
/ numitems = 8
/ items = Pw
/ txcolor = (0, 255, 0)
</text>

<item Pw>
/ 1 = " コセコセ"
/ 2 = " クサクサ"
/ 3 = " スタスタ"
/ 4 = " ノウノウ"
/ 5 = " モクモク"
/ 6 = " ワサワサ"
/ 7 = " フツフツ"
/ 8 = " トクトク"
</item>

*******************************************************************
接触セッション：呈示時間
********************************************************************
<trial Pw>
/ trialcode = "Pw"
/ frames = [1-120=Pwtarget]
/ timeout=120
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 200
</trial>

*******************************************************************
教示：課題の説明
********************************************************************
<page INSTpre1>
^ 【課題の説明】^^^
この実験は、ことばを発声することが、そのことばの記憶と印象にどのような影響を与えるか、ということについて検討す
るものです。^^
まずは、今から画面の中央に連続して４文字の単語が表示されますので、その単語を声に出して読み上げてください。^^
^^この課題の次には、単語を分類する課題を行っていただきます。^^スペースキーを押すと、実験を開始します。
</page>

********************************************************************
教示：課題終了後
********************************************************************
<page INSTend>
^^^^ 続いて、単語を分類する課題に移ります。^^
スペースキーを押して、次のページに進んでください。
</page>

***********************************************************************
ひらがな・カタカナ擬音語IAT
***********************************************************************
<item attributeAlabel>
/1 = "ひらがな"
</item>

<item attributeA>
/1 = "こせこせ"
/2 = "くさくさ"
/3 = "すたすた"
/4 = "のうのう"
/5 = "もくもく"
/6 = "わさわさ"
/7 = "ふつふつ"
/8 = "とくとく"
</item>

<item attributeBlabel>
/1 = "カタカナ"
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</item>
<item attributeB>
/1 = "コセコセ"
/2 = "クサクサ"
/3 = "スタスタ"
/4 = "ノウノウ"
/5 = "モクモク"
/6 = "ワサワサ"
/7 = "フツフツ"
/8 = "トクトク"
</item>

<item targetAlabel>
/1 = "快"
</item>

<item targetA>
/1 = "良"
/2 = "美"
/3 = "好"
/4 = "優"
/5 = "嬉"
/6 = "幸"
</item>

<item targetBlabel>
/1 = "不快"
</item>

<item targetB>
/1 = "悪"
/2 = "醜"
/3 = "嫌"
/4 = "汚"
/5 = "悲"
/6 = "劣"
</item>

<instruct>
/ screencolor = (172, 209, 230)
/ font = ("ＭＳゴシック", -19, 700, 128, 49)
/ nextkey = (" ")
/ prevkey = ("d")
/ nextlabel = "スペースキーで実験開始"
/ lastlabel = "スペースキーで次のページ"
/ prevlabel = "前ページに戻るときは「Ｄ」"
</instruct>

<page summary>
^お疲れさまでした。以上で、パソコンを使った実験は終了です。^
続いて、質問紙に回答していただきます。^^
（Below is a summary of your average response time for two different configurations.）
^^Configuration 1: <% item.targetAlabel.1 %> with <% item.attributeAlabel.1 %>, <% item.targetBlabel.1 %>
with<% item.attributeBlabel.1 %>^ <%block.compatibletest.meanlatency%> milliseconds
^^Configuration 2: <% item.targetAlabel.1 %> with <% item.attributeBlabel.1 %>, <% item.targetBlabel.1 %>
with<% item.attributeAlabel.1 %>^ <%block.incompatibletest.meanlatency%> milliseconds^^
</page>

***********************************************************************
Task instruction stimuli
***********************************************************************
<counter instructions>
/ resetinterval = 20
/ select = sequence(1, 2, 3, 4, 5, 6, 7)
</counter>

<trial instructions>
/ stimulustimes = [1=instructions, spacebar]
/ correctresponse = (" ")
/ errormessage = false
/ recorddata = false
</trial>

<text instructions>
/ items = instructions
/ hjustify = left
/ size = (90%, 60%)
/ position = (50%, 85%)
/ valign = bottom
/ select = instructions
/ font = ("MSゴシック", -19, 700, 128, 49)
</text>

<item instructions>
/ 1 = "画面上部に文字のカテゴリーが２つ示されています。
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これから「ひらがな」または「カタカナ」のどちらか一方に当てはまる単語が画面の中央にひとつずつ呈示されます。
呈示された項目が左側のカテゴリーに属する場合には「E」キーを，右側のカテゴリーに属する場合には「I」キーを押して
ください。可能なかぎり誤答を少なくしながらも，できるだけ速く回答してください。
あなたの分類がエラーだった場合には，×が表示されますので，もう一方のキーを押してエラーを訂正してください。"

/ 2 = "上部を見てください。カテゴリーが変わりました。画面中央には，どちらか一方のカテゴリーに関連する単語が呈
示されます。ルールはこれまでと同じです。
呈示された項目が左側のカテゴリーに属する場合には「E」キーを，右側のカテゴリーに属する場合には「I」キーを押して
ください。可能なかぎり誤答を少なくしながらも，できるだけ速く回答してください。
あなたの分類がエラーだった場合には，×が表示されますので，もう一方のキーを押してエラーを訂正してください。"

/ 3 = "上部を見てください。あなたがこれまで別々に見てきた４つのカテゴリーが，今度はまとめて示されています。
これから画面の中央に呈示される項目は，４カテゴリーのうちのどれかひとつだけに属することを覚えておいてください。
ルールはこれまでと同じです。呈示された項目の該当するカテゴリーが左側に表示されている場合には「E」キーを，右側
に表示されている場合には「I」キーを押してください。可能なかぎり誤答を少なくしながらも，できるだけ速く回答する
ことを忘れないでください。まずは練習になります。"

/ 4 = "続いて本番になります。可能なかぎり誤答を少なくしながらも，できるだけ速く回答することを忘れないでくださ
い。ルールはこれまでと同じです。呈示された項目の該当するカテゴリーが左側に表示されている場合には「E」キーを，
右側に表示されている場合には「I」キーを押してください。
"
/ 5 = "上部を見てください。２つのカテゴリーの左右の位置が今までとは逆になっています。この新しい配置で練習を行
います。ルールはこれまでと同じです。呈示された項目が左側のカテゴリーに属する場合には「E」キーを，右側のカテゴ
リーに属する場合には「I」キーを押してください。可能なかぎり誤答を少なくしながらも，できるだけ速く回答してくだ
さい。"

/ 6 = "上部を見てください。４つのカテゴリーが新しい配置で示されています。この新しい配置で練習を行います。
各項目は1つのカテゴリーにのみ属することを忘れないでください。ルールはこれまでと同じです。
呈示された項目の該当するカテゴリーが左側に表示されている場合には「E」キーを，右側に表示されている場合には「I」
キーを使用してください。可能なかぎり誤答を少なくしながらも，できるだけ速く回答してください。"

/ 7 = "続いて本番になります。可能なかぎり誤答を少なくしながらも，できるだけ速く回答することを忘れないでくださ
い。ルールはこれまでと同じです。呈示された項目の該当するカテゴリーが左側に表示されている場合には「E」キーを，
右側に表示されている場合には「I」キーを使用してください。"
</item>

<text spacebar>
/ items = ("スペースキーを押すとはじまります。")
/ position = (50%, 95%)
/ valign = bottom
/ font = ("MSゴシック", -25, 700, 128, 49)
</text>

<text attributeA>
/ items = attributeA
/ txcolor = (0, 255, 0)
</text>

<text attributeB>
/ items = attributeB
/ txcolor = (0, 255, 0)
</text>

<text targetB>
/ items = targetB
/ txcolor = (255, 128, 0)
</text>

<text targetA>
/ items = targetA
/ txcolor = (255, 128, 0)
</text>

<text error>
/ position = (50%, 75%)
/ items = ("X")
/ color = (255, 0, 0)
/ fontstyle = ("Arial", 10%, true)
</text>

<text attributeAleft>
/ items = attributeAlabel
/ valign = top
/ halign = left
/ position = (5%, 5%)
/ txcolor = (0, 255, 0)
</text>

<text attributeBright>
/ items = attributeBlabel
/ valign = top
/ halign = right
/ position = (95%, 5%)
/ txcolor = (0, 255, 0)
</text>
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<text attributeAleftmixed>
/ items = attributeAlabel
/ valign = top
/ halign = left
/ position = (5%, 19%)
/ txcolor = (0, 255, 0)
</text>

<text attributeBrightmixed>
/ items = attributeBlabel
/ valign = top
/ halign = right
/ position = (95%, 19%)
/ txcolor = (0, 255, 0)
</text>

<text targetBleft>
/ items = targetBlabel
/ valign = top
/ halign = left
/ position = (5%, 5%)
/ txcolor = (255, 128, 0)
</text>

<text targetBright>
/ items = targetBlabel
/ valign = top
/ halign = right
/ position = (95%, 5%)
/ txcolor = (255, 128, 0)
</text>

<text targetAleft>
/ items = targetAlabel
/ valign = top
/ halign = left
/ position = (5%, 5%)
/ txcolor = (255, 128, 0)
</text>

<text targetAright>
/ items = targetAlabel
/ valign = top
/ halign = right
/ position = (95%, 5%)
/ txcolor = (255, 128, 0)
</text>

<text orleft>
/ items = ("or")
/ valign = top
/ halign = left
/ position = (5%, 12%)
</text>

<text orright>
/ items = ("or")
/ valign = top
/ halign = right
/ position = (95%, 12%)
</text>

***********************************************************************
Trials
***********************************************************************
<trial attributeA>
/ validresponse = ("E", "I")
/ correctresponse = ("E")
/ stimulusframes = [1 = attributeA]
/ posttrialpause = 250
</trial>

<trial attributeB>
/ validresponse = ("E", "I")
/ correctresponse = ("I")
/ stimulusframes = [1 = attributeB]
/ posttrialpause = 250
</trial>

<trial targetBleft>
/ validresponse = ("E", "I")
/ correctresponse = ("E")
/ stimulusframes = [1 = targetB]
/ posttrialpause = 250
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</trial>

<trial targetBright>
/ validresponse = ("E", "I")
/ correctresponse = ("I")
/ stimulusframes = [1 = targetB]
/ posttrialpause = 250
</trial>

<trial targetAleft>
/ validresponse = ("E", "I")
/ correctresponse = ("E")
/ stimulusframes = [1 = targetA]
/ posttrialpause = 250
</trial>

<trial targetAright>
/ validresponse = ("E", "I")
/ correctresponse = ("I")
/ stimulusframes = [1 = targetA]
/ posttrialpause = 250
</trial>

***********************************************************************
Blocks
***********************************************************************
<block attributepractice>
/ bgstim = (attributeAleft, attributeBright)
/ trials = [1=instructions;2-21 = random(attributeA, attributeB)]
/ errormessage = true(error,200)
/ responsemode = correct
/ recorddata = false
</block>

<block targetcompatiblepractice>
/ bgstim = (targetAleft, targetBright)
/ trials = [1=instructions;2-21 = random(targetAleft, targetBright)]
/ errormessage = true(error,200)
/ responsemode = correct
/ recorddata = false
</block>

<block targetincompatiblepractice>
/ bgstim = (targetAright, targetBleft)
/ trials = [1=instructions;2-20 = random(targetAright, targetBleft)]
/ errormessage = true(error,200)
/ responsemode = correct
/ recorddata = false
</block>

<block targetcompatiblepracticeswitch>
/ bgstim = (targetAleft, targetBright)
/ trials = [1=instructions;2-41 = random(targetAleft, targetBright)]
/ errormessage = true(error,200)
/ responsemode = correct
/ recorddata = false
</block>

<block targetincompatiblepracticeswitch>
/ bgstim = (targetAright, targetBleft)
/ trials = [1=instructions;2-41 = random(targetAright, targetBleft)]
/ errormessage = true(error,200)
/ responsemode = correct
/ recorddata = false
</block>

<block compatiblepractice>
/ bgstim = (targetAleft, orleft, attributeAleftmixed, targetBright, orright, attributeBrightmixed)
/ trials = [1=instructions;3,5,7,9,11,13,15,17,19,21= random(targetAleft, targetBright);
2,4,6,8,10,12,14,16,18,20 = random(attributeA, attributeB)]
/ errormessage = true(error,200)
/ responsemode = correct
</block>

<block incompatiblepractice>
/ bgstim = (targetBleft, orleft, attributeAleftmixed, targetAright, orright, attributeBrightmixed)
/ trials = [1=instructions;3,5,7,9,11,13,15,17,19,21 = random(targetBleft, targetAright);
2,4,6,8,10,12,14,16,18,20 = random(attributeA, attributeB)]
/ errormessage = true(error,200)
/ responsemode = correct
</block>

<block compatibletestinstructions>
/ bgstim = (targetAleft, orleft, attributeAleftmixed, targetBright, orright, attributeBrightmixed)
/ trials = [1=instructions]
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/ recorddata = false
</block>

<block compatibletest>
/ bgstim = (targetAleft, orleft, attributeAleftmixed, targetBright, orright, attributeBrightmixed)
/ trials = [
2,4,6,8,10,12,14,16,18,20,22,24,26,28,30,32,34,36,38,40 = random(targetAleft, targetBright);
1,3,5,7,9,11,13,15,17,19,21,23,25,27,29,31,33,35,37,39 = random(attributeA, attributeB)]
/ errormessage = true(error,200)
/ responsemode = correct
</block>

<block incompatibletestinstructions>
/ bgstim = (targetBleft, orleft, attributeAleftmixed, targetAright, orright, attributeBrightmixed)
/ trials = [1=instructions]
/ recorddata = false
</block>

<block incompatibletest>
/ bgstim = (targetBleft, orleft, attributeAleftmixed, targetAright, orright, attributeBrightmixed)
/ trials = [2,4,6,8,10,12,14,16,18,20,22,24,26,28,30,32,34,36,38,40 = random(targetBleft,
targetAright);
1,3,5,7,9,11,13,15,17,19,21,23,25,27,29,31,33,35,37,39 = random(attributeA, attributeB)]
/ errormessage = true(error,200)
/ responsemode = correct
</block>

***********************************************************************
実験組立て
***********************************************************************
<defaults>
/ screencolor = (0,0,0)
/ txbgcolor = (0,0,0)
/ txcolor = (255, 255, 255)
/ font = ("MSゴシック", -35, 700, 128, 49)
</defaults>

<expt>
/ blocks = [1=attributepractice; 2=block2; 3=block3; 4=block4; 5=block5; 6=block6; 7=block7; 8=block8;
9=block9]
/ postinstructions = (summary)
</expt>

<variables>
/ group = (1 of 2) (block2=targetcompatiblepractice; block3=compatiblepractice;
block4=compatibletestinstructions; block5=compatibletest; block6=targetincompatiblepractice;
block7=incompatiblepractice; block8=incompatibletestinstructions; block9=incompatibletest]
/ group = (2 of 2) (block2=targetincompatiblepractice; block3=incompatiblepractice;
block4=incompatibletestinstructions; block5=incompatibletest; block6=targetcompatiblepractice;
block7=compatiblepractice; block8=compatibletestinstructions; block9=compatibletest]
</variables>

<data>
/ columns = [date time subject blockcode blocknum trialcode trialnum response correct latency
stimulusnumber
stimulusitem stimulusnumber stimulusitem]
</data>
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質問紙の説明

● これは「ことばの印象」に関する質問紙です。

● 質問紙にお答えいただいた回答は数値化し，コンピューターで統計処理を行います。

そのため，個人のプライバシーを侵害したり，ご迷惑をお掛けしたりするようなことは

一切ありません。

● 質問紙の結果は，学術的な目的以外には使用いたしませんので，感じた通りにお答え

ください。

● 最後まで進みましたら，やり残しがないかお確かめください。

【回答方法】

以下に示した回答例のように，左右の単語を比べて，自分が当てはまると感じた数字に○

をつけてください。また，１つの質問項目に対して１つだけ○をつけてください。間違っ

たときにはその上に×を書き，改めて当てはまる数字に○をつけてください。

（回答例）

左
の
単
語
の
方
が

か
な
り
好
き

左
の
単
語
の
方
が

や
や
好
き

左
の
単
語
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き

右
の
単
語
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き

右
の
単
語
の
方
が

や
や
好
き

右
の
単
語
の
方
が

か
な
り
好
き

わくわく 1 2 3 4 5 6 ワクワク

ソロソロ 1 2 3 4 5 6 そろそろ
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左
の
単
語
の
方
が

か
な
り
好
き

左
の
単
語
の
方
が

や
や
好
き

左
の
単
語
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き

右
の
単
語
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き

右
の
単
語
の
方
が

や
や
好
き

右
の
単
語
の
方
が

か
な
り
好
き

クサクサ 1 2 3 4 5 6 くさくさ

こせこせ 1 2 3 4 5 6 コセコセ

すたすた 1 2 3 4 5 6 スタスタ

トクトク 1 2 3 4 5 6 とくとく

のうのう 1 2 3 4 5 6 ノウノウ

フツフツ 1 2 3 4 5 6 ふつふつ

モクモク 1 2 3 4 5 6 もくもく

わさわさ 1 2 3 4 5 6 ワサワサ

【1】以下の単語について，どちらの方が好きですか？当てはまる数字に○をつけてください。
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左
の
単
語
の
方
が

か
な
り
快
い

左
の
単
語
の
方
が

や
や
快
い

左
の
単
語
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
快
い

右
の
単
語
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
快
い

右
の
単
語
の
方
が

や
や
快
い

右
の
単
語
の
方
が

か
な
り
快
い

クサクサ 1 2 3 4 5 6 くさくさ

こせこせ 1 2 3 4 5 6 コセコセ

すたすた 1 2 3 4 5 6 スタスタ

トクトク 1 2 3 4 5 6 とくとく

のうのう 1 2 3 4 5 6 ノウノウ

フツフツ 1 2 3 4 5 6 ふつふつ

モクモク 1 2 3 4 5 6 もくもく

わさわさ 1 2 3 4 5 6 ワサワサ

【2】以下の単語について，どちらの方が快く感じますか？当てはまる数字に○をつけてください。
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左
の
単
語
の
方
が

か
な
り
好
き

左
の
単
語
の
方
が

や
や
好
き

左
の
単
語
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き

右
の
単
語
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き

右
の
単
語
の
方
が

や
や
好
き

右
の
単
語
の
方
が

か
な
り
好
き

ヒラヒラ 1 2 3 4 5 6 ひらひら

ほやほや 1 2 3 4 5 6 ホヤホヤ

めいめい 1 2 3 4 5 6 メイメイ

シンシン 1 2 3 4 5 6 しんしん

そよそよ 1 2 3 4 5 6 ソヨソヨ

ルイルイ 1 2 3 4 5 6 るいるい

チロチロ 1 2 3 4 5 6 ちろちろ

てらてら 1 2 3 4 5 6 テラテラ

【3】以下の単語について，どちらの方が好きですか？当てはまる数字に○をつけてください。
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左
の
単
語
の
方
が

か
な
り
快
い

左
の
単
語
の
方
が

や
や
快
い

左
の
単
語
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
快
い

右
の
単
語
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
快
い

右
の
単
語
の
方
が

や
や
快
い

右
の
単
語
の
方
が

か
な
り
快
い

ヒラヒラ 1 2 3 4 5 6 ひらひら

ほやほや 1 2 3 4 5 6 ホヤホヤ

めいめい 1 2 3 4 5 6 メイメイ

シンシン 1 2 3 4 5 6 しんしん

そよそよ 1 2 3 4 5 6 ソヨソヨ

ルイルイ 1 2 3 4 5 6 るいるい

チロチロ 1 2 3 4 5 6 ちろちろ

てらてら 1 2 3 4 5 6 テラテラ

【4】以下の単語について，どちらの方が快く感じますか？当てはまる数字に○をつけてください。
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カ
タ
カ
ナ
の
方
が

か
な
り
好
き

カ
タ
カ
ナ
の
方
が

や
や
好
き

カ
タ
カ
ナ
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き

ひ
ら
が
な
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き

ひ
ら
が
な
の
方
が

や
や
好
き

ひ
ら
が
な
の
方
が

か
な
り
好
き

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

ひ
ら
が
な
の
方
が

や
や
快
い

ひ
ら
が
な
の
方
が

か
な
り
快
い

カ
タ
カ
ナ
の
方
が

か
な
り
快
い

カ
タ
カ
ナ
の
方
が

や
や
快
い

カ
タ
カ
ナ
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
快
い

ひ
ら
が
な
の
方
が

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
快
い

【5】カタカナとひらがなと，どちらの方が好きですか？

以上で質問紙は終了です。
記入漏れがないことを確認し，実験者に声を掛けてください。

【7】性別・年齢などをお答えください。

年齢 （ 歳）性別 （男 ・ 女）

利き手 （左 ・ 右）

【6】カタカナとひらがなと，どちらの方が快く感じますか？
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質問紙の説明

● これは「ことばの印象」に関する質問紙です。

● 質問紙にお答えいただいた回答は数値化し，コンピューターで統計処理を行います。

そのため，個人のプライバシーを侵害したり，ご迷惑をお掛けしたりするようなことは

一切ありません。

● 質問紙の結果は，学術的な目的以外には使用いたしませんので，感じた通りにお答え

ください。

● 最後まで進みましたら，やり残しがないかお確かめください。

【回答方法】

以下に示した回答例のように，それぞれの単語について，自分が当てはまると感じた数字

に○をつけてください。また，１つの質問項目に対して１つだけ○をつけてください。間

違ったときにはその上に×を書き，改めて当てはまる数字に○をつけてください。

（回答例）

か
な
り
嫌
い

や
や
嫌
い

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
嫌
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き

や
や
好
き

か
な
り
好
き

わくわく 1 2 3 4 5 6 ７

ソロソロ 1 2 3 4 5 6 ７
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か
な
り
嫌
い

や
や
嫌
い

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
嫌
い

ど
ち
ら
か
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き

や
や
好
き

か
な
り
好
き

くさくさ 1 2 3 4 5 6 7

こせこせ 1 2 3 4 5 6 7

すたすた 1 2 3 4 5 6 7

とくとく 1 2 3 4 5 6 7

のうのう 1 2 3 4 5 6 7

ふつふつ 1 2 3 4 5 6 7

もくもく 1 2 3 4 5 6 7

わさわさ 1 2 3 4 5 6 7

か
な
り
不
快

や
や
不
快

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
不
快

ど
ち
ら
か
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
快
い

や
や
快
い

か
な
り
快
い

くさくさ 1 2 3 4 5 6 7

こせこせ 1 2 3 4 5 6 7

すたすた 1 2 3 4 5 6 7

とくとく 1 2 3 4 5 6 7

のうのう 1 2 3 4 5 6 7

ふつふつ 1 2 3 4 5 6 7

もくもく 1 2 3 4 5 6 7

わさわさ 1 2 3 4 5 6 7

【1】以下の単語について，どのように感じますか？当てはまる数字に○をつけてください。

【2】以下の単語について，どのように感じますか？当てはまる数字に○をつけてください。
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か
な
り
嫌
い

や
や
嫌
い

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
嫌
い

ど
ち
ら
か
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き

や
や
好
き

か
な
り
好
き

クサクサ 1 2 3 4 5 6 7

コセコセ 1 2 3 4 5 6 7

スタスタ 1 2 3 4 5 6 7

トクトク 1 2 3 4 5 6 7

ノウノウ 1 2 3 4 5 6 7

フツフツ 1 2 3 4 5 6 7

モクモク 1 2 3 4 5 6 7

ワサワサ 1 2 3 4 5 6 7

か
な
り
不
快

や
や
不
快

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
不
快

ど
ち
ら
か
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
快
い

や
や
快
い

か
な
り
快
い

クサクサ 1 2 3 4 5 6 7

コセコセ 1 2 3 4 5 6 7

スタスタ 1 2 3 4 5 6 7

トクトク 1 2 3 4 5 6 7

ノウノウ 1 2 3 4 5 6 7

フツフツ 1 2 3 4 5 6 7

モクモク 1 2 3 4 5 6 7

ワサワサ 1 2 3 4 5 6 7

【3】以下の単語について，どのように感じますか？当てはまる数字に○をつけてください。

【4】以下の単語について，どのように感じますか？当てはまる数字に○をつけてください。
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か
な
り
嫌
い

や
や
嫌
い

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
嫌
い

ど
ち
ら
か
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き

や
や
好
き

か
な
り
好
き

ひらがな 1 2 3 4 5 6 7

ひらがな 1 2 3 4 5 6 7

【5】ひらがなに対してどのように感じますか？当てはまる数字に○をつけてください。

か
な
り
快
い

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
快
い

や
や
快
い

か
な
り
不
快

や
や
不
快

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
不
快

ど
ち
ら
か
と
も
い
え
な
い
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か
な
り
嫌
い

や
や
嫌
い

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
嫌
い

ど
ち
ら
か
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
好
き

や
や
好
き

か
な
り
好
き

カタカナ 1 2 3 4 5 6 7

カタカナ 1 2 3 4 5 6 7

【6】カタカナに対してどのように感じますか？当てはまる数字に○をつけてください。

か
な
り
快
い

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
快
い

や
や
快
い

か
な
り
不
快

や
や
不
快

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
不
快

ど
ち
ら
か
と
も
い
え
な
い

【7】性別・年齢などをお答えください。

以上で質問紙は終了です。
記入漏れがないことを確認し，実験者に声を掛けてください。

性別 （ 男 ・ 女 ） 年齢 （ 歳）

利き手 （ 左 ・ 右 ）
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研究３実験プログラム
********************************************************************
実験の組立て
********************************************************************
<expt>
/ preinstructions = (INSTpre1)
/ postinstructions = (INSTend)
/ blocks = [1 = practice]
</expt>

<block practice>
/ trials = [1-80= random (Pw)]
</block>

********************************************************************
刺激：カタカナ
********************************************************************
<text Pwtarget>
/ numitems = 8
/ items = Pw
/ txcolor = (0, 255, 0)
</text>

<item Pw>
/ 1 = " ヒラヒラ"
/ 2 = " ホヤホヤ"
/ 3 = " メイメイ"
/ 4 = " シンシン"
/ 5 = " ソヨソヨ"
/ 6 = " ルイルイ"
/ 7 = " チロチロ"
/ 8 = " テラテラ"
</item>

*******************************************************************
接触セッション：呈示時間
********************************************************************
<trial Pw>
/ trialcode = "Pw"
/ frames = [1-120=Pwtarget]
/ timeout=120
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 200
</trial>

*******************************************************************
教示：課題の説明
********************************************************************
<page INSTpre1>
^ 【実験の説明】^^^
この実験は、ことばを発声することが、そのことばの印象にどのような影響を与えるか、ということについて検討するもの
で
す。̂^まずは、今から画面の中央に連続して４文字の単語が表示されますので、その単語を声に出して読み上げてください。
^^^^この課題の次には、キーボードを使って単語を判断する課題を行っていただきます。^^スペースキーを押すと、実験
を開始します。
</page>

********************************************************************
教示：課題終了後
********************************************************************
<page INSTend>
^^^^ 続いて、単語を分類する課題に移ります。^^
スペースキーを押して、次のページに進んでください。
</page>

********************************************************************
GNAT
********************************************************************
<defaults>
/ screencolor = (0,0,0)
/ txbgcolor = (0,0,0)
/ txcolor = (255, 255, 255)
/ font = ("MSゴシック", -35, 700, 128, 49)
</defaults>

<instruct>
/ screencolor = (172, 209, 230)
/ font = ("ＭＳゴシック", -19, 700, 128, 49)
/ nextkey = (" ")
/ prevkey = ("d")
/ nextlabel = "スペースキーで次のページ"
/ lastlabel = "スペースキーで実験開始"
/ prevlabel = "前ページに戻るときは「Ｄ」"
</instruct>
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<data>
/ columns = [date time build subject trialcode blocknum trialnum latency response correct stimulusitem
blockcode]
/ format = TAB
</data>

<text speedup>
/ items = ("ここから２つのカテゴリーを組み合わせた課題が始まります。－スペースキーを押して始めてください。")
/ position = (50, 75) / color = (255, 255, 255) / font = ("ＭＳゴシック", -19, 700, 128, 49)/ numitems
= 1
</text>

<text remind>
/ items = ("新しいカテゴリーになりました- スペースキーを押すと練習が始まります")
/ position = (50, 75) / color = (255, 255, 255) / font = ("ＭＳゴシック", -19, 700, 128, 49)/ numitems
= 1
</text>

<text pause>
/ items = ("ここから本番です。準備はよろしいですか? - スペースキーを押して始めてください")
/ position = (50, 75) / color = (255, 255, 255) / font = ("ＭＳゴシック", -19, 700, 128, 49)/ numitems
= 1
</text>

*************未接触**************
<text ひらがなbackground>
/ numitems = 8 / items = ひらがなbackground / font =("ＭＳゴシック", -35, 700, 128, 49)/ color = (0, 255,
0)</text>
<item ひらがなbackground>
/1 = "コセコセ"
/2 = "クサクサ"
/3 = "スタスタ"
/4 = "ノウノウ"
/5 = "モクモク"
/6 = "ワサワサ"
/7 = "フツフツ"
/8 = "トクトク"
</item>

<text カタカナbackground>
/ numitems = 8 / items = カタカナbackground / font =("ＭＳゴシック", -35, 700, 128, 49)/ color = (0, 255,
0)</text>
<item カタカナbackground>
/1 = "こせこせ"
/2 = "くさくさ"
/3 = "すたすた"
/4 = "のうのう"
/5 = "もくもく"
/6 = "わさわさ"
/7 = "ふつふつ"
/8 = "とくとく"
</item>

<text ひらがな>
/ numitems = 8 / items = ひらがな/ font =("ＭＳゴシック", -35, 700, 128, 49)/ color = (0, 255, 0) </text>
<item ひらがな>
/1 = "こせこせ"
/2 = "くさくさ"
/3 = "すたすた"
/4 = "のうのう"
/5 = "もくもく"
/6 = "わさわさ"
/7 = "ふつふつ"
/8 = "とくとく"
</item>

<text カタカナ>
/ numitems = 8 / items = カタカナ/ font =("ＭＳゴシック", -35, 700, 128, 49)/ color = (0, 255, 0) </text>
<item カタカナ>
/1 = "コセコセ"
/2 = "クサクサ"
/3 = "スタスタ"
/4 = "ノウノウ"
/5 = "モクモク"
/6 = "ワサワサ"
/7 = "フツフツ"
/8 = "トクトク"
</item>

<text 快>
/ numitems = 6 / items = 快/ font =("ＭＳゴシック", -35, 700, 128, 49)/ color = (255, 128, 0)</text>
<item 快>
/1 = "良"
/2 = "美"
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/3 = "好"
/4 = "優"
/5 = "嬉"
/6 = "幸"
</item>

<text 不快>
/ numitems = 6 / items = 不快/ font =("ＭＳゴシック", -35, 700, 128, 49)/ color = (255, 128, 0) </text>

<item 不快>
/1 = "悪"
/2 = "醜"
/3 = "嫌"
/4 = "汚"
/5 = "悲"
/6 = "劣"
</item>

********************* Reminder Stimuli （未接触）*********************
<text ひらがなremind>
/ numitems = 1 / items = ("ひらがな") / color = (0, 255, 0) / position = (38,25) </text>

<text カタカナremind>
/ numitems = 1 / items = ("カタカナ") / color = (0, 255, 0) / position = (38,25) </text>

<text 快remind>
/ numitems = 1 / items = ("快") / color = (255, 128, 0) / position = (60,25) </text>

<text 不快remind>
/ numitems = 1 / items = ("不快") / color = (255, 128, 0) / position = (60, 25) </text>

<text error>
/ numitems = 1 / items = ("×") / position = (50,65) / color = (255, 0, 0) </text>

<text correctresp>
/ numitems = 1 / items = ("○") / position = (50,65) / color = (0, 255, 0) </text> 

*********接触刺激*********
<text ひらがな2background>
/ numitems = 8 / items = ひらがな2background / font =("ＭＳゴシック", -35, 700, 128, 49)/ color = (0, 255,
0)</text>

<item ひらがな2background>
/ 1 = "ヒラヒラ"
/ 2 = "ホヤホヤ"
/ 3 = "メイメイ"
/ 4 = "シンシン"
/ 5 = "ソヨソヨ"
/ 6 = "ルイルイ"
/ 7 = "チロチロ"
/ 8 = "テラテラ"
</item>

<text カタカナ2background>
/ numitems = 8 / items = カタカナ2background / font =("ＭＳゴシック", -35, 700, 128, 49)/ color = (0, 255,
0)</text>

<item カタカナ2background>
/ 1 = "ひらひら"
/ 2 = "ほやほや"
/ 3 = "めいめい"
/ 4 = "しんしん"
/ 5 = "そよそよ"
/ 6 = "るいるい"
/ 7 = "ちろちろ"
/ 8 = "てらてら"
</item>

<text ひらがな2>
/ numitems = 8 / items = ひらがな2 / font =("ＭＳゴシック", -35, 700, 128, 49)/ color = (0, 255, 0) </text>
<item ひらがな2>
/ 1 = "ひらひら"
/ 2 = "ほやほや"
/ 3 = "めいめい"
/ 4 = "しんしん"
/ 5 = "そよそよ"
/ 6 = "るいるい"
/ 7 = "ちろちろ"
/ 8 = "てらてら"
</item>

<text カタカナ2>
/ numitems = 8 / items = カタカナ2 / font =("ＭＳゴシック", -35, 700, 128, 49)/ color = (0, 255, 0) </text>

<item カタカナ2>
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/ 1 = "ヒラヒラ"
/ 2 = "ホヤホヤ"
/ 3 = "メイメイ"
/ 4 = "シンシン"
/ 5 = "ソヨソヨ"
/ 6 = "ルイルイ"
/ 7 = "チロチロ"
/ 8 = "テラテラ"
</item>

<text 快2>
/ numitems = 6 / items = 快2 / font =("ＭＳゴシック", -35, 700, 128, 49)/ color = (255, 128, 0) </text>

<item 快2>
/1 = "良"
/2 = "美"
/3 = "好"
/4 = "優"
/5 = "嬉"
/6 = "幸"
</item>

<text 不快2>
/ numitems = 6 / items = 不快2 / font =("ＭＳゴシック", -35, 700, 128, 49)/ color = (255, 128, 0) </text>

<item 不快2>
/1 = "悪"
/2 = "醜"
/3 = "嫌"
/4 = "汚"
/5 = "悲"
/6 = "劣"
</item>

<text ひらがな2remind>
/ numitems = 1 / items = ("ひらがな") / color = (0, 255, 0) / position = (38,25) </text>

<text カタカナ2remind>
/ numitems = 1 / items = ("カタカナ") / color = (0, 255, 0) / position = (38,25) </text>

<text 快2remind>
/ numitems = 1 / items = ("快") / color = (255, 128, 0) / position = (60,25) </text>

<text 不快2remind>
/ numitems = 1 / items = ("不快") / color = (255, 128, 0) / position = (60, 25) </text>

*********************教示*******************
<page begin>
^ 【実験の説明】^^^
これから、画面の中央に単語が出てきます。̂ ^その単語が画面上部に表示されているカテゴリーに当てはまるかどうかを判
断していただきます。^^出てきた単語が、そのカテゴリーに当てはまる場合には、スペースキーを押してください。^^出
てきた単語が、そのカテゴリーに当てはまらない場合には、何も押さないでください。^一定時間後自動的に次の単語が出
てきます。^^一定時間後、自動的に次の単語が出てきますので、なるべく早く正確に判断するようにしてください。^^^
</page>

<page end>
お疲れ様でした。^^最後に質問紙にご回答いただきます。
</page>

***************未接触トライアル*************
<trial ひらがな_true1000>
/ responsemode = timeout(1000) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=ひらがな] </trial>

<trial カタカナ_true1000>
/ responsemode = timeout(1000) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=カタカナ] </trial>

<trial 快_true1000>
/ responsemode = timeout(1000) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=快] </trial>

<trial 不快_true1000>
/ responsemode = timeout(1000) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=不快] </trial>

<trial ひらがな_true550>
/ responsemode = timeout(575) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=ひらがな] </trial>

<trial カタカナ_true550>
/ responsemode = timeout(575) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=カタカナ] </trial>

<trial 快_true550>
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/ responsemode = timeout(575) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=快] </trial>

<trial 不快_true550>
/ responsemode = timeout(575) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=不快] </trial>

<trial カタカナ_false1000>
/ responsemode = timeout(1000) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=カタカナ] </trial>

<trial ひらがな_false1000>
/ responsemode = timeout(1000) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=ひらがな] </trial>

<trial 快_false1000>
/ responsemode = timeout(1000) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=快] </trial>

<trial ひらがなbackground_false1000>
/ responsemode = timeout(1000) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=ひらがなbackground] </trial>

<trial カタカナbackground_false1000>
/ responsemode = timeout(1000) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=カタカナbackground] </trial>

<trial 不快_false1000>
/ responsemode = timeout(1000) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=不快] </trial>

<trial ひらがな_false550>
/ responsemode = timeout(575) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=ひらがな] </trial>

<trial カタカナ_false550>
/ responsemode = timeout(575) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=カタカナ] </trial>
<trial 快_false550>
/ responsemode = timeout(575) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=快] </trial>

<trial 不快_false550>
/ responsemode = timeout(575) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=不快] </trial>

<trial ひらがなbackground_false550>
/ responsemode = timeout(575) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=ひらがなbackground] </trial>

<trial カタカナbackground_false550>
/ responsemode = timeout(575) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=カタカナbackground] </trial>

<trial reminder>
/ correctresponse = (" ") / frames = [1=remind] / responsemode = correct </trial>

<trial speedup>
/ correctresponse = (" ") / frames = [1=speedup] / responsemode = correct </trial>

<trial pause>
/ correctresponse = (" ") / frames = [1=pause] / responsemode = correct </trial>

<block speedup>
/ trials = [1 = speedup] </block>

<block 快RT1000>
/ bgstim = (快remind)
/ trials = [2-21 = random(快_true1000, 不快_false1000); 1 = reminder] </block>

<block 不快RT1000>
/ bgstim = (不快remind)
/ trials = [2-21 = random(不快_true1000, 快_false1000); 1 = reminder] </block>

<block ひらがなRT1000>
/ bgstim = (ひらがなremind)
/ trials = [2-21 = random(ひらがな_true1000, ひらがなbackground_false1000); 1 = reminder] </block>

<block カタカナRT1000>
/ bgstim = (カタカナremind)
/ trials = [2-21 = random(カタカナ_true1000, カタカナbackground_false1000); 1 = reminder] </block>

<block カタカナ快RT550>
/ bgstim = (カタカナremind, 快remind)
/ trials = [2-17 = random(カタカナ_true550, カタカナbackground_false550, 快_true550, 不快_false550);
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1 = reminder;18 = pause;
19-78 = random(カタカナ_true550, カタカナbackground_false550, 快_true550, 不快_false550)] </block>

<block カタカナ不快RT550>
/ bgstim = (カタカナremind, 不快remind)
/ trials = [2-17 = random(カタカナ_true550, カタカナbackground_false550, 快_false550, 不快_true550);
1 = reminder;18 = pause;
19-78 = random(カタカナ_true550, カタカナbackground_false550, 快_false550, 不快_true550)] </block>

<block ひらがな快RT550>
/ bgstim = (ひらがなremind, 快remind)
/ trials = [2-17 = random(ひらがな_true550, ひらがなbackground_false550, 快_true550, 不快_false550);
1 = reminder;18 = pause;
19-78 = random(ひらがな_true550, ひらがなbackground_false550, 快_true550, 不快_false550)] </block>

<block ひらがな不快RT550>
/ bgstim = (ひらがなremind, 不快remind)
/ trials = [2-17 = random(ひらがな_true550, ひらがなbackground_false550, 快_false550, 不快_true550);
1 = reminder;18 = pause;
19-78 = random(ひらがな_true550, ひらがなbackground_false550, 快_false550, 不快_true550)] </block>

***************接触トライアル**************
<trial ひらがな2_true550>
/ responsemode = timeout(575) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=ひらがな2] </trial>

<trial カタカナ2_true550>
/ responsemode = timeout(575) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=カタカナ2] </trial>

<trial 快2_true550>
/ responsemode = timeout(575) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=快2] </trial>

<trial 不快2_true550>
/ responsemode = timeout(575) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=不快2] </trial>

<trial ひらがな2_false550>
/ responsemode = timeout(575) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=ひらがな2] </trial>

<trial カタカナ2_false550>
/ responsemode = timeout(575) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=カタカナ2] </trial>

<trial 快2_false550>
/ responsemode = timeout(575) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=快2] </trial>

<trial 不快2_false550>
/ responsemode = timeout(575) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=不快2] </trial>

<trial ひらがな2background_false550>
/ responsemode = timeout(575) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=ひらがな2background] </trial>

<trial カタカナ2background_false550>
/ responsemode = timeout(575) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=カタカナ2background] </trial>

*******接触ブロック*******
<block カタカナ2快RT550>
/ bgstim = (カタカナ2remind, 快remind)
/ trials = [2-17 = random(カタカナ2_true550, カタカナ2background_false550, 快2_true550, 不快2_false550);
1 = reminder;18 = pause;19-78 = random(カタカナ2_true550, カタカナ2background_false550, 快2_true550, 不
快2_false550)]

</block>
<block カタカナ2不快RT550>
/ bgstim = (カタカナ2remind, 不快remind)
/ trials = [2-17 = random(カタカナ2_true550, カタカナ2background_false550, 快2_false550, 不快2_true550);
1 = reminder;18 = pause;19-78 = random(カタカナ2_true550, カタカナ2background_false550, 快2_false550, 不
快2_true550)]
</block>

<block ひらがな2快RT550>
/ bgstim = (ひらがな2remind, 快remind)
/ trials = [2-17 = random(ひらがな2_true550, ひらがな2background_false550, 快2_true550, 不快2_false550);
1 = reminder;18 = pause;19-78 = random(ひらがな2_true550, ひらがな2background_false550, 快2_true550, 不
快2_false550)]
</block>

<block ひらがな2不快RT550>
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/ bgstim = (ひらがな2remind, 不快remind)
/ trials = [2-17 = random(ひらがな2_true550, ひらがな2background_false550, 快2_false550, 不快2_true550);
1 = reminder;18 = pause;19-78 = random(ひらがな2_true550, ひらがな2background_false550, 快2_false550, 不
快2_true550)]
</block>

**************************実験の流れ************************
<expt>
/ preinstructions = (begin)
/ blocks = [1-4 = random (快RT1000, 不快RT1000, ひらがなRT1000, カタカナRT1000);
5 = speedup;6-9 = random(カタカナ快RT550, カタカナ不快RT550, ひらがな快RT550, ひらがな不快RT550);
10-13 = random(カタカナ2快RT550, カタカナ2不快RT550, ひらがな2快RT550, ひらがな2不快RT550)]
/ postinstructions = (end)
</expt>
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**********************
研究4
**********************
********************************************************************
実験の組立て
********************************************************************
<expt>
/ preinstructions = (intro)
/ blocks = [1 = exposure]
/ postinstructions = (end)
</expt>

*******************************************************************
接触セッション：呈示時間
********************************************************************
<trial in1>
/ trialcode = "in1"
/ frames = [1=fix; 121=stimuli1; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial in2>
/ trialcode = "in2"
/ frames = [1=fix; 121=stimuli2; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial in3>
/ trialcode = "in3"
/ frames = [1=fix; 121=stimuli3; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial in4>
/ trialcode = "in4"
/ frames = [1=fix; 121=stimuli4; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial non1>
/ trialcode = "non1"
/ frames = [1=fix; 121=nonstimuli1; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial non2>
/ trialcode = "non2"
/ frames = [1=fix; 121=nonstimuli2; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial non3>
/ trialcode = "non3"
/ frames = [1=fix; 121=nonstimuli3; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial non4>
/ trialcode = "non4"
/ frames = [1=fix; 121=nonstimuli4; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
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</trial>

********************************************************************
ブロック：
********************************************************************
<block exposure>
/ trials = [1-40= noreplace (

in1, in2, in3, in4,
in1, in2, in3, in4,
in1, in2, in3, in4,
in1, in2, in3, in4,
in1, in2, in3, in4,
non1, non2, non3, non4,
non1, non2, non3, non4,
non1, non2, non3, non4,
non1, non2, non3, non4,
non1, non2, non3, non4,)]
</block>

********************************************************************
刺激： 注視点
********************************************************************
<text fix>
/ numitems = 1
/ items = (" ＋ ")
/ font = ("MSゴシック", -50, 700, 128, 49)
</text>

********************************************************************
刺激： マスク
********************************************************************
<picture mask>
/ numitems = 1
/ items = ("mask5.bmp")
</picture>

********************************************************************
刺激
********************************************************************
<picture stimuli1>
/ items =("m411a.jpg")
</picture>

<picture stimuli2>
/ items =("m411b.jpg")
</picture>

<picture stimuli3>
/ items =("fe411a.jpg")
</picture>

<picture stimuli4>
/ items =("fe411b.jpg")
</picture>

<picture nonstimuli1>
/ items =("mnon1.jpg")
</picture>

<picture nonstimuli2>
/ items =("mnon2.jpg")
</picture>

<picture nonstimuli3>
/ items =("fnon1.jpg")
</picture>

<picture nonstimuli4>
/ items =("fnon2.jpg")
</picture>

********************************************************************
テキストデフォルト
********************************************************************
<defaults>
/ screencolor = (0,0,0)
/ txbgcolor = (0,0,0)
/ txcolor = (255, 255, 255)
/ font = ("MSゴシック", -40, 700, 128, 49)
</defaults>

*******************************************************************
教示：課題の説明
********************************************************************
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<page intro>
【 実験の説明 】^
この実験は、視覚的な情報処理に関する実験です。^^これから、画面の中央に瞬間的に画像が表示されます。^^一瞬です
ので、よく見えないかもしれませんが、画面の中央に意識を集中して、どんな画像が出てきたのか注意して見てください。
^^画面にはまず「＋」印が表示され、その後写真が出てきます。^写真の後には、関係のない画像が表示されます。^^あな
たには、これから数分間これを繰り返し見ていただきます。^^気分が悪くなった場合には、実験者に声をかけてください。
</page>

********************************************************************
教示：課題終了後
********************************************************************
<page end>
^^^^ お疲れさまでした。^^^何も押さずに、実験者に声を掛けてください。
</page>

<data>
/ columns = [date time subject blockcode blocknum trialcode trialnum response correct latency
stimulusnumber stimulusitem stimulusnumber stimulusitem]
</data>

<item targetAlabel>
/1 = "快"
</item>

<item targetA>
/1 = "良"
/2 = "美"
/3 = "好"
/4 = "優"
/5 = "嬉"
</item>

<item targetBlabel>
/1 = "不快"
</item>

<item targetB>
/1 = "悪"
/2 = "醜"
/3 = "嫌"
/5 = "悲"
/6 = "劣"
</item>

<item attributeAlabel>
/1 = "411"
</item>

<picture attributeA>
/ numitems =4
/ items = 411
</picture>

<item 411>
/ 1 = "m411a.jpg"
/ 2 = "m411b.jpg"
/ 3 = "fe411a.jpg"
/ 4 = "fe411b.jpg"
</item>

<item attributeBlabel>
/1 = "408"
</item>

<picture attributeB>
/ numitems =4
/ items = female
</picture>

<item female>
/ 1 = "m408a.jpg"
/ 2 = "m408b.jpg"
/ 3 = "fe408a.jpg"
/ 4 = "fe408b.jpg"
</item>

***********************************************************************
Performance summary
***********************************************************************
<page summary>
^お疲れさまでした。^
（Below is a summary of your average response time for two different configurations.）
^^Configuration 1: <% item.targetAlabel.1 %> with <% item.attributeAlabel.1 %>, <% item.targetBlabel.1
%> with <% item.attributeBlabel.1 %>
^ <%block.compatibletest.meanlatency%> milliseconds
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^^Configuration 2: <% item.targetAlabel.1 %> with <% item.attributeBlabel.1 %>, <% item.targetBlabel.1
%> with <% item.attributeAlabel.1 %>
^ <%block.incompatibletest.meanlatency%> milliseconds
</page>

***********************************************************************
Task instruction stimuli
***********************************************************************
<counter instructions>
/ resetinterval = 20
/ select = sequence(1, 2, 3, 4, 5, 6, 7)
</counter>

<trial instructions>
/ stimulustimes = [1=instructions, spacebar]
/ correctresponse = (" ")
/ errormessage = false
/ recorddata = false
</trial>

<text instructions>
/ items = instructions
/ hjustify = left
/ size = (90%, 60%)
/ position = (50%, 98%)
/ valign = bottom
/ select = instructions
/ font = ("MSゴシック", -17, 700, 128, 49)
</text>

<item instructions>
/ 1 = "画面上部に文字のカテゴリーが２つ示されています。これから「快」または「不快」のどちらか一方に当てはまる
単語が画面の中央にひとつずつ呈示されます。呈示された項目が左側のカテゴリーに属する場合には「E」キーを，右側の
カテゴリーに属する場合には「I」キーを押してください。可能なかぎり誤答を少なくしながらも，できるだけ速く回答し
てください。
あなたの分類がエラーだった場合には，×が表示されますので，もう一方のキーを押してエラーを訂正してください。"

/ 2 = "上部を見てください。カテゴリーが変わりました。画面中央には，どちらか一方のカテゴリーに関連する単語が呈
示されます。ルールはこれまでと同じです。呈示された項目が左側のカテゴリーに属する場合には「E」キーを，右側のカ
テゴリーに属する場合には「I」キーを押してください。可能なかぎり誤答を少なくしながらも，できるだけ速く回答して
ください。
あなたの分類がエラーだった場合には，×が表示されますので，もう一方のキーを押してエラーを訂正してください。"

/ 3 = "上部を見てください。あなたがこれまで別々に見てきた４つのカテゴリーが，今度はまとめて示されています。こ
れから画面の中央に呈示される項目は，４カテゴリーのうちのどれかひとつだけに属することを覚えておいてください。ル
ールはこれまでと同じです。呈示された項目の該当するカテゴリーが左側に表示されている場合には「E」キーを，右側に
表示されている場合には「I」キーを押してください。可能なかぎり誤答を少なくしながらも，できるだけ速く回答するこ
とを忘れないでください。まずは練習になります。"

/ 4 = "続いて本番になります。可能なかぎり誤答を少なくしながらも，できるだけ速く回答することを忘れないでくださ
い。ルールはこれまでと同じです。呈示された項目の該当するカテゴリーが左側に表示されている場合には「E」キーを，
右側に表示されている場合には「I」キーを押してください。"

/ 5 = "上部を見てください。２つのカテゴリーの左右の位置が今までとは逆になっています。この新しい配置で練習を行
います。ルールはこれまでと同じです。呈示された項目が左側のカテゴリーに属する場合には「E」キーを，右側のカテゴ
リーに属する場合には「I」キーを押してください。可能なかぎり誤答を少なくしながらも，できるだけ速く回答してくだ
さい。"

/ 6 = "上部を見てください。４つのカテゴリーが新しい配置で示されています。この新しい配置で練習を行います。各項
目は1つのカテゴリーにのみ属することを忘れないでください。ルールはこれまでと同じです。呈示された項目の該当する
カテゴリーが左側に表示されている場合には「E」キーを，右側に表示されている場合には「I」キーを使用してください。
可能なかぎり誤答を少なくしながらも，できるだけ速く回答してください。"

/ 7 = "続いて本番になります。可能なかぎり誤答を少なくしながらも，できるだけ速く回答することを忘れないでくださ
い。ルールはこれまでと同じです。呈示された項目の該当するカテゴリーが左側に表示されている場合には「E」キーを，
右側に表示されている場合には「I」キーを使用してください。"
</item>

<text spacebar>
/ items = ("スペースキーを押すとはじまります。")
/ position = (50%, 95%)
/ valign = bottom
/ font = ("MSゴシック", -25, 700, 128, 49)
</text>

<text targetA>
/ items = targetA
/ txcolor = (0, 255, 0)
</text>

<text targetB>
/ items = targetB
/ txcolor = (0, 255, 0)
</text>
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<text error>
/ position = (50%, 75%)
/ items = ("X")
/ color = (255, 0, 0)
/ fontstyle = ("Arial", 10%, true)
</text>

<text attributeAleft>
/ items = attributeAlabel
/ valign = top
/ halign = left
/ position = (30%, 20%)
/ txcolor = (0, 255, 0)
</text>

<text attributeBright>
/ items = attributeBlabel
/ valign = top
/ halign = right
/ position = (71%, 20%)
/ txcolor = (0, 255, 0)
</text>

<text attributeAleftmixed>
/ items = attributeAlabel
/ valign = top
/ halign = left
/ position = (22%, 31%)
/ txcolor = (0, 255, 0)
</text>

<text attributeBrightmixed>
/ items = attributeBlabel
/ valign = top
/ halign = right
/ position = (78%, 31%)
/ txcolor = (0, 255, 0)
</text>

<text targetBleft>
/ items = targetBlabel
/ valign = top
/ halign = left
/ position = (25%, 20%)
/ txcolor = (255, 128, 0)
</text>

<text targetBright>
/ items = targetBlabel
/ valign = top
/ halign = right
/ position = (77%, 20%)
/ txcolor = (255, 128, 0)
</text>

<text targetAleft>
/ items = targetAlabel
/ valign = top
/ halign = left
/ position = (25%, 20%)
/ txcolor = (255, 128, 0)
</text>

<text targetAright>
/ items = targetAlabel
/ valign = top
/ halign = right
/ position = (75%, 20%)
/ txcolor = (255, 128, 0)
</text>

<text orleft>
/ items = ("or")
/ valign = top
/ halign = left
/ position = (25%, 25%)
</text>

<text orright>
/ items = ("or")
/ valign = top
/ halign = right
/ position = (75%, 25%)
</text>
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***********************************************************************
Trials
***********************************************************************
<trial attributeA>
/ validresponse = ("E", "I")
/ correctresponse = ("E")
/ stimulusframes = [1 = attributeA]
/ posttrialpause = 250
</trial>

<trial attributeB>
/ validresponse = ("E", "I")
/ correctresponse = ("I")
/ stimulusframes = [1 = attributeB]
/ posttrialpause = 250
</trial>

<trial targetBleft>
/ validresponse = ("E", "I")
/ correctresponse = ("E")
/ stimulusframes = [1 = targetB]
/ posttrialpause = 250
</trial>

<trial targetBright>
/ validresponse = ("E", "I")
/ correctresponse = ("I")
/ stimulusframes = [1 = targetB]
/ posttrialpause = 250
</trial>

<trial targetAleft>
/ validresponse = ("E", "I")
/ correctresponse = ("E")
/ stimulusframes = [1 = targetA]
/ posttrialpause = 250
</trial>

<trial targetAright>
/ validresponse = ("E", "I")
/ correctresponse = ("I")
/ stimulusframes = [1 = targetA]
/ posttrialpause = 250
</trial>

***********************************************************************
Blocks
***********************************************************************
<block attributepractice>
/ bgstim = (attributeAleft, attributeBright)
/ trials = [1=instructions;2-21 = random(attributeA, attributeB)]
/ errormessage = true(error,200)
/ responsemode = correct
/ recorddata = false
</block>

<block targetcompatiblepractice>
/ bgstim = (targetAleft, targetBright)
/ trials = [1=instructions;2-17 = random(targetAleft, targetBright)]
/ errormessage = true(error,200)
/ responsemode = correct
/ recorddata = false
</block>

<block targetincompatiblepractice>
/ bgstim = (targetAright, targetBleft)
/ trials = [1=instructions;2-17 = random(targetAright, targetBleft)]
/ errormessage = true(error,200)
/ responsemode = correct
/ recorddata = false
</block>

<block targetcompatiblepracticeswitch>
/ bgstim = (targetAleft, targetBright)
/ trials = [1=instructions;2-41 = random(targetAleft, targetBright)]
/ errormessage = true(error,200)
/ responsemode = correct
/ recorddata = false
</block>

<block targetincompatiblepracticeswitch>
/ bgstim = (targetAright, targetBleft)
/ trials = [1=instructions;2-41 = random(targetAright, targetBleft)]
/ errormessage = true(error,200)
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/ responsemode = correct
/ recorddata = false
</block>

<block compatiblepractice>
/ bgstim = (targetAleft, orleft, attributeAleftmixed, targetBright, orright, attributeBrightmixed)
/ trials = [1=instructions;3,5,7,9,11,13,15,17,19,21= random(targetAleft,
targetBright);2,4,6,8,10,12,14,16,18,20 = random(attributeA, attributeB)]
/ errormessage = true(error,200)
/ responsemode = correct
</block>

<block incompatiblepractice>
/ bgstim = (targetBleft, orleft, attributeAleftmixed, targetAright, orright, attributeBrightmixed)
/ trials = [1=instructions;
2,4,6,8,10,12,14,16,18,20,22,24,26,28,30,32,34,36,38,40 = random(targetBleft, targetAright);
3,5,7,9,11,13,15,17,19,21,23,25,27,29,31,33,35,37,39 = random(attributeA, attributeB)]
/ errormessage = true(error,200)
/ responsemode = correct
</block>

<block compatibletestinstructions>
/ bgstim = (targetAleft, orleft, attributeAleftmixed, targetBright, orright, attributeBrightmixed)
/ trials = [1=instructions]
/ recorddata = false
</block>

<block compatibletest>
/ bgstim = (targetAleft, orleft, attributeAleftmixed, targetBright, orright, attributeBrightmixed)
/ trials = [2,4,6,8,10,12,14,16,18,20,22,24,26,28,30,32,34,36,38,40 = random(targetAleft,
argetBright);1,3,5,7,9,11,13,15,17,19,21,23,25,27,29,31,33,35,37,39 = random(attributeA, attributeB)]
/ errormessage = true(error,200)
/ responsemode = correct
</block>

<block incompatibletestinstructions>
/ bgstim = (targetBleft, orleft, attributeAleftmixed, targetAright, orright, attributeBrightmixed)
/ trials = [1=instructions]
/ recorddata = false
</block>

<block incompatibletest>
/ bgstim = (targetBleft, orleft, attributeAleftmixed, targetAright, orright, attributeBrightmixed)
/ trials = [
2,4,6,8,10,12,14,16,18,20,22,24,26,28,30,32,34,36,38,40 = random(targetBleft, targetAright);
1,3,5,7,9,11,13,15,17,19,21,23,25,27,29,31,33,35,37,39 = random(attributeA, attributeB)]
/ errormessage = true(error,200)
/ responsemode = correct
</block>

***********************************************************************
Experiment
***********************************************************************
<expt>
/ blocks = [1=attributepractice; 2=block2; 3=block3; 4=block4; 5=block5; 6=block6; 7=block7; 8=block8;
9=block9]
/ postinstructions = (summary)
</expt>

<variables>
/ group = (1 of 2) (block2=targetcompatiblepractice; block3=compatiblepractice;
block4=compatibletestinstructions; block5=compatibletest; block6=targetincompatiblepractice;
block7=incompatiblepractice; block8=incompatibletestinstructions; block9=incompatibletest]
/ group = (2 of 2) (block2=targetincompatiblepractice; block3=incompatiblepractice;
block4=incompatibletestinstructions; block5=incompatibletest; block6=targetcompatiblepractice;
block7=compatiblepractice; block8=compatibletestinstructions; block9=compatibletest]
</variables>

***********************
質問紙
***********************
*********************
実験組み立て
*********************
<expt>
/ preinstructions = (intro)
/ blocks = [1=likertself; 2=sex; 3=age]
/ postinstructions = (end)
</expt>

*********************
画面デフォルト
*********************
<defaults>
/ screencolor = (0, 0, 0)
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/ txbgcolor = (0, 0, 0)
/ txcolor = (255, 255, 255)
/ font = ("ＭＳゴシック", -32, 700, 128, 49)
/ validkeys = ("e", " ", "i")
/ endlock = false
</defaults>

*********************
自己報告
*********************
<text selfreports>
/ numitems = 1
/ items =("この人物についてどのように感じますか？")
/ font = ("ＭＳゴシック", -35, 700, 128, 49)
/ txcolor = (0, 0, 0)
/ position = (50, 10)
</text>

******写真刺激*******
<picture ms2>
/ numitems = 8
/ position = (50,45)
/ items
=random("m411a.jpg","m411b.jpg","m408a.jpg","m408b.jpg","fe411a.jpg","fe411b.jpg","fe408a.jpg","fe40
8b.jpg")
</picture>

<likert selfreport>
/ anchors = [1="かなり嫌い"; 2="嫌い" ; 3="どちらかと言えば嫌い"; 4="どちらかとも言えない"; 5="どちらか
と言えば好き"; 6="好き"; 7="かなり好き" ]
/ stimulusframes = [1=selfreports, ms2]
/ mouse=true
/ numpoints=7
/ position= (50, 80)
/ font = ("MSゴシック", -8, 700, 128, 49)
/ pretrialpause = 350
/ posttrialpause = 150
</likert>

<block likertself>
/ preinstructions=(rate_selfreport)
/ trials = [1-8 = selfreport]
</block>

*********************
性別質問
*********************
<text sex>
/size = (1000, 150)
/items = sex
/ font = ("ＭＳゴシック", -30, 700, 128, 49)
/position = (50, 50)
/halign = center
/select = sequence
</text>

<item sex>
/1 ="あなたの性別についてお尋ねします。当てはまる数字をクリックしてください。"
</item>

<likert sex>
/ anchors = [1="男性"; 2="女性" ]
/ stimulusframes = [1=sex]
/ mouse=true
/ numpoints=2
/ position= (50, 80)
/ font = ("MSゴシック", -30, 700, 128, 49)
/ pretrialpause = 350
/ posttrialpause = 150
</likert>

<block sex>
/ preinstructions=(open_resp)
/ trials = [1= sex]
</block>

*********************
年齢質問
*********************
<text agetext>
/size = (1000, 150)
/items = ageitems
/position = (50, 50)
/halign = center
/select = sequence
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</text>

<item ageitems>
/1 = "あなたの年齢についてお尋ねします。二桁の数字を入力して、「Enter」を押してください。"
</item>

<openended age>
/ stimulusframes = [1=agetext]
/ mouse=false
/ position= (50, 80)
/ charlimit = 100
/ numlines = 2
/ linelength =2
/ buttonlabel = "入力が終わったら「Enter」"
/ pretrialpause = 350
/ posttrialpause = 150
</openended>

<block age>
/ trials = [1 = age]
</block>

*********************
教示
*********************
<instruct>
/ nextkey = (" ")
/ prevkey = ("d")
/ nextlabel = "dasfafa"
/ lastlabel = "スペースキーで次のページ"
/font =("MSゴシック", -20, 700, 128, 49)
</instruct>

<page intro>
これからいくつかの質問に答えていただきます。^^今からお答えいただくのは、「人物の印象」に関する質問です。^^質
問にお答えいただいた回答は数値化し、コンピューターで統計処理を行います。^^そのため、個人のプライバシーを侵害し
たり、ご迷惑をおかけしたりするようなことは一切ありません。^^回答の結果は、学術的な目的以外には使用いたしません
ので、感じたとおりにお答えください。^^
</page>

<page rate_selfreport>
【回答方法】^^
画面中央に表示される写真について、自分が当てはまると感じた数字のキーを押してください。^^回答が決まりましたら、
「Enter」キーを押してください。次の質問に移ります。^^^^準備が出来ましたらスペースキーを押して質問にお答えくだ
さい。
</page>

<page open_resp>
続いて、あなた自身のことについてお答えいただきます。^^^^マウスあるいはキーボードで入力してください。
</page>

<page end>
以上で質問は終了です。^^^^最後に記憶に関する課題を行っていただきますので、実験者に声をお掛けください。
</page>

*******実験の組立て***********
<expt>
/ subjects = (1 of 2)
/ preinstructions = (begin)
/ postinstructions = (end1)
/ blocks = [1 = SGWK]
</expt>

<expt>
/ subjects = (2 of 2)
/ preinstructions = (begin)
/ postinstructions = (end1)
/ blocks = [1 = SGWK2]
</expt>

******ブロック：二肢択一************
<block SGWK>
/ trials = [1-8 = random (SGleft, WKright,SGright,WKleft,mnon1a,mnon1b,fnon1a,fnon1b )]
/ blockfeedback = (correct)
</block>

<block SGWK2>
/ trials = [1-8 = random (SGleft2, WKright2,SGright2,WKleft2)]
/ blockfeedback = (correct)
</block>

********************************
<trial SGleft>
/ trialcode = "male1a"
/ validresponse = ("e", "i")
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/ correctresponse = ("e")
/ frames = [1=SG1a,WK1a]
/ pretrialpause = 350
/ posttrialpause = 150
</trial>

<trial WKright>
/ trialcode = "male1b"
/ validresponse = ("e", "i")
/ correctresponse = ("i")
/ frames = [1=SG1b,WK1b]
/ pretrialpause = 350
/ posttrialpause = 150
</trial>

<trial WKleft>
/ trialcode = "fe1b"
/ validresponse = ("e", "i")
/ correctresponse = ("e")
/ frames = [1=SG2a,WK2a]
/ pretrialpause = 350
/ posttrialpause = 150
</trial>

<trial SGright>
/ trialcode = "fe1a"
/ validresponse = ("e", "i")
/ correctresponse = ("i")
/ frames = [1=SG2b,WK2b]
/ pretrialpause = 350
/ posttrialpause = 150
</trial>

<trial mnon1a>
/ trialcode = "mnon1a"
/ validresponse = ("e", "i")
/ correctresponse = ("e")
/ frames = [1=mnon1a, mnonE1a]
/ pretrialpause = 350
/ posttrialpause = 150
</trial>

<trial mnon1b>
/ trialcode = "mnon1b"
/ validresponse = ("e", "i")
/ correctresponse = ("i")
/ frames = [1=mnon1b,mnonEb]
/ pretrialpause = 350
/ posttrialpause = 150
</trial>

<trial fnon1a>
/ trialcode = "fnon1a"
/ validresponse = ("e", "i")
/ correctresponse = ("e")
/ frames = [1=fnon1a,fnonE1a]
/ pretrialpause = 350
/ posttrialpause = 150
</trial>

<trial fnon1b>
/ trialcode = "fnon1b"
/ validresponse = ("e", "i")
/ correctresponse = ("i")
/ frames = [1=fnon1b,fnonEb]
/ pretrialpause = 350
/ posttrialpause = 150
</trial>

*****set1********
<picture SG1a>
/ items = SG1a
/ numitems =1
/position = (35,50)
</picture>

<item SG1a>
/1 = "m411a.jpg"
</item>

<picture WK1a>
/ items = WK1a
/ numitems = 1
/position = (65,50)
</picture>
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<item WK1a>
/1 = "m408a.jpg"
</item>

*******set2*********
<picture SG1b>
/ items = SG1b
/ numitems =1
/position = (65,50)
</picture>

<item SG1b>
/1 = "m411b.jpg"
</item>

<picture WK1b>
/ items = WK1b
/ numitems =1
/position = (35,50)
</picture>

<item WK1b>
/1 = "mnonE2.jpg"
</item>

******set3*********
<picture SG2a>
/ items = SG2a
/ numitems = 1
/position = (35,50)
</picture>

<item SG2a>
/1 = "fe411a.jpg"
</item>

<picture WK2a>
/ items = WK2a
/ numitems =1
/position = (65,50)
</picture>

<item WK2a>
/1 = "fe408a.jpg"
</item>

********set4*******
<picture SG2b>
/ items = SG2b
/ numitems = 1
/position = (65,50)
</picture>

<item SG2b>
/1 = "fe411b.jpg"
</item>

<picture WK2b>
/ items = WK2b
/ numitems =1
/position = (35,50)
</picture>

<item WK2b>
/1 = "fnonE2.jpg"
</item>

*****set5********
<picture mnon1a>
/ items = mnon1a
/ numitems =1
/position = (35,50)
</picture>

<item mnon1a>
/1 = "mnon1.jpg"
</item>

<picture mnonE1a>
/ items = mnonE1a
/ numitems = 1
/position = (65,50)
</picture>
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<item mnonE1a>
/1 = "mnonE1.jpg"
</item>

*******set6*********
<picture mnon1b>
/ items = mnon1b
/ numitems =1
/position = (65,50)
</picture>

<item mnon1b>
/1 = "mnon2.jpg"
</item>

<picture mnonEb>
/ items = mnonEb
/ numitems =1
/position = (35,50)
</picture>

<item mnonEb>
/1 = "m408b.jpg"
</item>

*****set7********
<picture fnon1a>
/ items = fnon1a
/ numitems =1
/position = (35,50)
</picture>

<item fnon1a>
/1 = "fnon1.jpg"
</item>

<picture fnonE1a>
/ items = fnonE1a
/ numitems = 1
/position = (65,50)
</picture>

<item fnonE1a>
/1 = "fnonE1.jpg"
</item>

*******set8*********
<picture fnon1b>
/ items = fnon1b
/ numitems =1
/position = (65,50)
</picture>

<item fnon1b>
/1 = "fnon2.jpg"
</item>

<picture fnonEb>
/ items = fnonEb
/ numitems =1
/position = (35,50)
</picture>

<item fnonEb>
/1 = "fe408b.jpg"
</item>

******************************
<trial SGleft2>
/ trialcode = "male2a"
/ validresponse = ("e", "i")
/ correctresponse = ("e")
/ frames = [1=SG3a,WK3a]
/ pretrialpause = 350
/ posttrialpause = 150
</trial>

<trial WKright2>
/ trialcode = "male2b"
/ validresponse = ("e", "i")
/ correctresponse = ("i")
/ frames = [1=SG3b,WK3b]
/ pretrialpause = 350
/ posttrialpause = 150
</trial>
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<trial WKleft2>
/ trialcode = "fe2b"
/ validresponse = ("e", "i")
/ correctresponse = ("e")
/ frames = [1=SG4a,WK4a]
/ pretrialpause = 350
/ posttrialpause = 150
</trial>

<trial SGright2>
/ trialcode = "fe2a"
/ validresponse = ("e", "i")
/ correctresponse = ("i")
/ frames = [1=SG4b,WK4b]
/ pretrialpause = 350
/ posttrialpause = 150
</trial>

<picture SG3a>
/ items = SG3a
/ numitems = 1
/position = (35,50)
</picture>

<item SG3a>
/1 = "m411b.jpg"
</item>

<picture WK3a>
/ items = WK3a
/ numitems = 1
/position = (65,50)
</picture>

<item WK3a>
/1 = "m408a.jpg"
</item>

<picture SG3b>
/ items = SG3b
/ numitems = 1
/position = (65,50)
</picture>

<item SG3b>
/1 = "m411a.jpg"
</item>

<picture WK3b>
/ items = WK3b
/ numitems = 1
/position = (35,50)
</picture>

<item WK3b>
/1 = "m408b.jpg"
</item>

<picture SG4a>
/ items = SG4a
/ numitems = 1
/position = (35,50)
</picture>

<item SG4a>
/1 = "fe411b.jpg"
</item>

<picture WK4a>
/ items = WK4a
/ numitems = 1
/position = (65,50)
</picture>

<item WK4a>
/1 = "fe408a.jpg"
</item>

<picture SG4b>
/ items = SG4b
/ numitems = 1
/position = (65,50)
</picture>
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<item SG4b>
/1 = "fe411a.jpg"
</item>

<picture WK4b>
/ items = WK4b
/ numitems = 1
/position = (35,50)
</picture>

<item WK4b>
/1 = "fe408b.jpg"
</item>

************教示***************
<page begin>
【課題の説明】^^^
続いては、コンピュータ画面の中央に２人の顔が表示されます。^^先ほどの記憶課題で”見た”と思う方の人物を選んでく
ださい。^^左の人物を見たと感じた場合には、「E」を，右の人物を見たと感じた場合には、「I」のキーを押してくださ
い。
</page>

<page end1>
^^^^ お疲れ様でした！^^^^^以上で実験はすべて終了です。^^^^
</page>
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多面的接触プログラム
********************************************************************
実験の組立て
********************************************************************
<expt>
/ preinstructions = (INSTpre1)
/ blocks = [1 = exposure]
/ postinstructions = (INSTend)
</expt>
********************************************************************
ブロック：
********************************************************************
<trial a0>
/ trialcode = "a0"
/ frames = [1=fix; 121=Astimuli0; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial a1>
/ trialcode = "a1"
/ frames = [1=fix; 121=Astimuli1; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial a2>
/ trialcode = "a2"
/ frames = [1=fix; 121=Astimuli2; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial a3>
/ trialcode = "a3"
/ frames = [1=fix; 121=Astimuli3; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial a4>
/ trialcode = "a4"
/ frames = [1=fix; 121=Astimuli4; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial a5>
/ trialcode = "a5"
/ frames = [1=fix; 121=Astimuli5; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial a6>
/ trialcode = "a6"
/ frames = [1=fix; 121=Astimuli6; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial b0>
/ trialcode = "b0"
/ frames = [1=fix; 121=Bstimuli0; 122-134=mask ]
/ timeout=100



資料 3-2 実験プログラム【研究 5・研究 6】

/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial b1>
/ trialcode = "b1"
/ frames = [1=fix; 121=Bstimuli1; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial b2>
/ trialcode = "b2"
/ frames = [1=fix; 121=Bstimuli2; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial b3>
/ trialcode = "b3"
/ frames = [1=fix; 121=Bstimuli3; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial b4>
/ trialcode = "b4"
/ frames = [1=fix; 121=Bstimuli4; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial b5>
/ trialcode = "b5"
/ frames = [1=fix; 121=Bstimuli5; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial b6>
/ trialcode = "b6"
/ frames = [1=fix; 121=Bstimuli6; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial d0>
/ trialcode = "d0"
/ frames = [1=fix; 121=Dstimuli0; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial e0>
/ trialcode = "e0"
/ frames = [1=fix; 121=Estimuli0; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<block exposure>
/ trials = [1-52= noreplace (
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a0, a1, a2, a3, a4, a5, a6,
a0, a1, a2, a3, a4, a5, a6,
a0, a1, a2, a3, a4, a5, a6,
b0, b0, b0, b0, b0, b0, b0,
b0, b0, b0,b0, b0, b0, b0,
b0, b0, b0, b0, b0, b0, b0,
d0,d0, d0, d0, d0,
e0, e0, e0, e0, e0
)]
</block>

********************************************************************
刺激：注視点
********************************************************************
<text fix>
/ numitems = 1
/ items = (" ＋")
/ font = ("MSゴシック ", -50, 700, 128, 49)
</text>

********************************************************************
刺激：マスク
********************************************************************
<picture mask>
/ numitems = 1
/ items = ("mask5.bmp")
</picture>

********************************************************************
刺激
********************************************************************
****A*******
<picture Astimuli0>
/ items =("Aneutral1.jpg")
</picture>
<picture Astimuli1>
/ items =("Aright30.jpg")
</picture>
<picture Astimuli2>
/ items =("Aright45.jpg")
</picture>
<picture Astimuli3>
/ items =("Aright60.jpg")
</picture>
<picture Astimuli4>
/ items =("Aleft30.jpg")
</picture>
<picture Astimuli5>
/ items =("Aleft45.jpg")
</picture>
<picture Astimuli6>
/ items =("Aleft60.jpg")
</picture>

*****B*********
<picture Bstimuli0>
/ items =("Bneutral1.jpg")
</picture>
<picture Bstimuli1>
/ items =("Bright30.jpg")
</picture>
<picture Bstimuli2>
/ items =("Bright45.jpg")
</picture>
<picture Bstimuli3>
/ items =("Bright60.jpg")
</picture>
<picture Bstimuli4>
/ items =("Bleft30.jpg")
</picture>
<picture Bstimuli5>
/ items =("Bleft45.jpg")
</picture>
<picture Bstimuli6>
/ items =("Bleft60.jpg")
</picture>

****C*****
<picture Cstimuli0>
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/ items =("Cneutral1.jpg")
</picture>
<picture Cstimuli1>
/ items =("Cright30.jpg")
</picture>
<picture Cstimuli2>
/ items =("Cright45.jpg")
</picture>
<picture Cstimuli3>
/ items =("Cright60.jpg")
</picture>
<picture Cstimuli4>
/ items =("Cleft30.jpg")
</picture>
<picture Cstimuli5>
/ items =("Cleft45.jpg")
</picture>
<picture Cstimuli6>
/ items =("Cleft60.jpg")
</picture>

******フィラー（D/E）******
<picture Dstimuli0>
/ items =("Dneutral1.jpg")
</picture>
<picture Estimuli0>
/ items =("Eneutral1.jpg")
</picture>

******教示：課題の説明********
<page INSTpre1>
^ 【実験の説明】 ^^^
この実験は、視覚における人の顔の情報処理の速さについて検討するものです。 ^^まず、今から画面中央に、複数の顔
写真が短時間表示されます。 ^^後ほど、どのような顔写真が出てきたかを伺いますので、よく注意して見てください。
^^この課題の次には、異なる課題を行っていただきます。 ^^スペースキーを押すと、実験を開始します。
</page>

******教示：課題終了後*******
<page INSTend>
^^^^ 続いて、顔写真に対する判断を行ってもらいます。^^スペースキーを押して、次のページに進んでください。
</page>

********************************************************************
GNAT
********************************************************************
<defaults>
/ screencolor = (0,0,0)
/ txbgcolor = (0,0,0)
/ txcolor = (255, 255, 255)
/ font = ("MSゴシック ", -35, 700, 128, 49)
</defaults>

<instruct>
/ screencolor = (172, 209, 230)
/ font = ("ＭＳゴシック ", -19, 700, 128, 49)
/ nextkey = (" ")
/ prevkey = ("d")
/ nextlabel = "スペースキーで次のページ"
/ lastlabel = "スペースキーで実験開始"
/ prevlabel = "前ページに戻るときは「Ｄ」 "
</instruct>

<data>
/ columns = [date time build subject trialcode blocknum trialnum latency response correct stimulusitem
blockcode stimulusnumber stimulusitem stimulusnumber stimulusitem]
/ format = TAB </data>

<text speedup>
/ items = ("ここから２つのカテゴリーを組み合わせた課題が始まります。－スペースキーを押して始めてください。
")
/ position = (50, 75) / color = (255, 255, 255) / font = ("ＭＳゴシック ", -19, 700, 128, 49)/ numitems
= 1
</text>

<text remind>
/ items = ("新しいカテゴリーになりました - スペースキーを押すと練習が始まります")
/ position = (50, 75) / color = (255, 255, 255) / font = ("ＭＳゴシック ", -19, 700, 128, 49)/ numitems
= 1
</text>
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<text pause>
/ items = ("ここから本番です。準備はよろしいですか ? - スペースキーを押して始めてください")
/ position = (50, 75) / color = (255, 255, 255) / font = ("ＭＳゴシック ", -19, 700, 128, 49)/ numitems
= 1
</text>

*************未接触 **************
<picture 多角度>
/ numitems = 6 / items = A
</picture>
<picture 単一角度>
/ numitems = 6 / items = B
</picture>
<picture 統制 >
/ numitems = 6 / items = C
</picture>
<picture 練習顔>
/ numitems = 6 / items = D練習
</picture>
<picture 練習顔２>
/ numitems = 6 / items = E練習
</picture>

<item A>
/1 = "Aangry.jpg"
/2 = "Adislike.jpg"
/3 = "Afear.jpg"
/4 = "Asmile.jpg"
/5 = "Asad.jpg"
/6 = "Asurprise.jpg"
</item>

<item B>
/1 = "Bangry.jpg"
/2 = "Bdislike.jpg"
/3 = "Bfear.jpg"
/4 = "Bsmile.jpg"
/5 = "Bsad.jpg"
/6 = "Bsurprise.jpg"
</item>

<item C>
/1 = "Cangry.jpg"
/2 = "Cdislike.jpg"
/3 = "Cfear.jpg"
/4 = "Csmile.jpg"
/5 = "Csad.jpg"
/6 = "Csurprise.jpg"
</item>

<item D練習 >
/1 = "Dangry.jpg"
/2 = "Ddislike.jpg"
/3 = "Dfear.jpg"
/4 = "Dsmile.jpg"
/5 = "Dsad.jpg"
/6 = "Dsurprise.jpg"
</item>

<item E練習 >
/1 = "Eangry.jpg"
/2 = "Edislike.jpg"
/3 = "Efear.jpg"
/4 = "Esmile.jpg"
/5 = "Esad.jpg"
/6 = "Esurprise.jpg"
</item>

<picture 多角度background>
/ numitems = 12 / items = 多角度 background</picture>
<item 多角度background>
/1 = "Bangry.jpg"
/2 = "Bdislike.jpg"
/3 = "Bfear.jpg"
/4 = "Bsmile.jpg"
/5 = "Bsad.jpg"
/6 = "Bsurprise.jpg"
/7 = "Cangry.jpg"
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/8 = "Cdislike.jpg"
/9 = "Cfear.jpg"
/10 = "Csmile.jpg"
/11 = "Csad.jpg"
/12 = "Csurprise.jpg"
</item>

<picture 単一角度background>
/ numitems = 12 / items = 単一角度background</picture>
<item 単一角度background>
/1 = "Aangry.jpg"
/2 = "Adislike.jpg"
/3 = "Afear.jpg"
/4 = "Asmile.jpg"
/5 = "Asad.jpg"
/6 = "Asurprise.jpg"
/7 = "Cangry.jpg"
/8 = "Cdislike.jpg"
/9 = "Cfear.jpg"
/10 = "Csmile.jpg"
/11 = "Csad.jpg"
/12 = "Csurprise.jpg"
</item>

<picture 統制 background>
/ numitems = 12 / items = 統制 background</picture>
<item 統制 background>
/1 = "Aangry.jpg"
/2 = "Adislike.jpg"
/3 = "Afear.jpg"
/4 = "Asmile.jpg"
/5 = "Asad.jpg"
/6 = "Asurprise.jpg"
/7 = "Bangry.jpg"
/8 = "Bdislike.jpg"
/9 = "Bfear.jpg"
/10 = "Bsmile.jpg"
/11 = "Bsad.jpg"
/12 = "Bsurprise.jpg"
</item>

<picture 顔練習remind>
/ numitems = 1 / items =顔練習 remind/ position =(40%, 20%)</picture>
<item 顔練習remind>
/1 = "Dneutral1G.jpg"
</item>

<text 快>
/ numitems = 6 / items = 快/ font =("ＭＳゴシック", -35, 700, 128, 49)/ color = (255, 255, 255)</text>
<item 快>
/1 = "良"
/2 = "美"
/3 = "好"
/4 = "優"
/5 = "嬉"
/6 = "幸"
</item>

<text 不快 >
/ numitems = 6 / items = 不快/ font =("ＭＳゴシック", -35, 700, 128, 49)/ color = (255, 255, 255)</text>
<item 不快 >
/1 = "悪"
/2 = "醜"
/3 = "嫌"
/4 = "汚"
/5 = "悲"
/6 = "劣"
</item>

********************* Reminder Stimuli （未接触） *********************
<picture 多角度remind>
/ numitems = 1 / items =多角度 remind
/ position = (40%, 20%)
</picture>

<picture 単一角度remind>
/ numitems = 1 / items = 単一角度 remind
/ position = (40%, 20%)
</picture>
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<picture 統制 remind>
/ numitems = 1 / items =統制 remind
/ position =(40%, 20%)
</picture>

<item 多角度remind>
/1 = "Aneutral1G.jpg"
</item>

<item 単一角度remind>
/1 = "Bneutral1G.jpg"
</item>

<item 統制 remind>
/1 = "Cneutral1G.jpg"
</item>

<text 快remind>
/ numitems = 1 / items = ("快") / color = (255, 255, 255) / position = (60,25) </text>

<text 不快 remind>
/ numitems = 1 / items = ("不快 ") /color = (255, 255, 255)/ position = (60, 25) </text>

<text error>
/ numitems = 1 / items = ("×") / position = (50,65) /color = (0, 255, 0) </text>

<text correctresp>
/ numitems = 1 / items = ("○") / position = (50,65) / color = (0, 255, 0) </text> 

*********************教示*******************
<page begin>
^ 【実験の説明】 ^^^
これから、画面の中央に顔写真か単語が出てきます。^^その顔写真、あるいは単語が画面上部に表示されているカテゴ
リーに当てはまるかどうかを判断していただきます。^^
出てきた顔写真や単語が、そのカテゴリーに当てはまる場合には、スペースキーを押してください。 ^^出てきた顔写真
や単語が、そのカテゴリーに当てはまらない場合には、何も押さないでください。^一定時間後自動的に次の顔写真や単
語が出てきます。^^一定時間後、自動的に次の顔写真や単語が出てきますので、なるべく早く正確に判断するようにし
てください。^^^
</page>
<page end>
お疲れ様でした。m(_ _)m^^
続いていくつかの質問にご回答いただきます。
</page>
***************未接触トライアル*************
*******練習ブロック***********
<block 快 RT1000>
/ bgstim = (快remind)
/ trials = [2-21 = random(快_true1000, 不快_false1000); 1 = reminder] </block>

<block 不快RT1000>
/ bgstim = (不快 remind)
/ trials = [2-21 = random(不快_true1000, 快_false1000); 1 = reminder] </block>

<block 顔練習>
/ bgstim = (顔練習remind)
/ trials = [2-21 = random(顔練習 _true1000, 顔練習_false1000); 1 = reminder] </block>

******
<trial 顔練習_true1000>
/ responsemode = timeout(1000) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=練習顔 ] </trial>

<trial 顔練習_false1000>
/ responsemode = timeout(1000) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=練習顔２ ] </trial>

<trial 快 _true1000>
/ responsemode = timeout(1000) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=快] </trial>

<trial 不快_true1000>
/ responsemode = timeout(1000) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=不快 ] </trial>

<trial 快 _false1000>
/ responsemode = timeout(1000) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=快 ] </trial>
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<trial 不快_false1000>
/ responsemode = timeout(1000) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=不快] </trial>

******************
<trial 多角度_true600>
/ responsemode = timeout(600) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=多角度 ] </trial>

<trial 単一角度 _true600>
/ responsemode = timeout(600) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=単一角度] </trial>

<trial 統制_true600>
/ responsemode = timeout(600) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=統制 ] </trial>

<trial 快 _true600>
/ responsemode = timeout(600) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=快] </trial>

<trial 不快_true600>
/ responsemode = timeout(600) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=不快 ] </trial>

<trial 多角度_false600>
/ responsemode = timeout(600) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=多角度] </trial>

<trial 単一角度 _false600>
/ responsemode = timeout(600) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=単一角度 ] </trial>

<trial 統制_false600>
/ responsemode = timeout(600) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=統制] </trial>

<trial 快 _false600>
/ responsemode = timeout(600) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=快 ] </trial>

<trial 不快_false600>
/ responsemode = timeout(600) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=不快] </trial>

<trial 多角度background_false600>
/ responsemode = timeout(600) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=多角度background] </trial>

<trial 単一角度 background_false600>
/ responsemode = timeout(600) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=単一角度 background] </trial>

<trial 統制background_false600>
/ responsemode = timeout(600) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=統制background] </trial>

<trial reminder>
/ correctresponse = (" ") / frames = [1=remind] / responsemode = correct </trial>

<trial speedup>
/ correctresponse = (" ") / frames = [1=speedup] / responsemode = correct </trial>

<trial pause>
/ correctresponse = (" ") / frames = [1=pause] / responsemode = correct </trial>

<block speedup>
/ trials = [1 = speedup] </block>

<block 多角度快 RT600>
/ bgstim = (多角度remind, 快 remind)
/ trials = [2-17 = random(多角度 _true600, 多角度 background_false600, 快 _true600, 不快_false600);
1 = reminder;18 = pause;
19-78 = random(多角度_true600, 多角度background_false600, 快_true600, 不快_false600)] </block>

<block 多角度不快RT600>
/ bgstim = (多角度remind, 不快remind)
/ trials = [2-17 = random(多角度 _true600, 多角度 background_false600, 快 _false600, 不快 _true600);
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1 = reminder;18 = pause;
19-78 = random(多角度_true600, 多角度background_false600, 快_false600, 不快 _true600)] </block>

<block 単一角度快RT600>
/ bgstim = (単一角度remind, 快remind)
/ trials = [2-17 = random(単一角度_true600, 単一角度 background_false600, 快_true600, 不快_false600);
1 = reminder;18 = pause;
19-78 = random(単一角度 _true600, 単一角度background_false600, 快_true600, 不快 _false600)] </block>

<block 単一角度不快RT600>
/ bgstim = (単一角度remind, 不快 remind)
/ trials = [2-17 = random(単一角度_true600, 単一角度 background_false600, 快_false600, 不快 _true600);
1 = reminder;18 = pause;
19-78 = random(単一角度 _true600, 単一角度background_false600, 快_false600, 不快_true600)] </block>

<block 統制快RT600>
/ bgstim = (統制 remind, 快 remind)
/ trials = [2-17 = random(統制_true600, 統制background_false600, 快_true600, 不快 _false600);
1 = reminder;18 = pause;
19-78 = random(統制_true600, 統制 background_false600, 快 _true600, 不快_false600)] </block>

<block 統制不快 RT600>
/ bgstim = (統制 remind, 不快 remind)
/ trials = [2-17 = random(統制_true600, 統制background_false600, 快_false600, 不快_true600);
1 = reminder;18 = pause;
19-78 = random(統制_true600, 統制 background_false600, 快 _false600, 不快 _true600)] </block>

**************************実験の流れ************************
<expt>
/ preinstructions = (begin)
/ blocks = [1-3 = random (快 RT1000, 不快 RT1000, 顔練習);4 = speedup;5-10 = random(多角度快 RT600, 多角
度不快RT600, 単一角度快RT600, 単一角度不快RT600, 統制快RT600, 統
制不快RT600)]
/ postinstructions = (end)
</expt>
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**************************
累積群
**************************
********************************************************************
実験の組立て
********************************************************************
<expt>
/ preinstructions = (INSTpre1)
/ blocks = [1 = exposure]
/ postinstructions = (INSTend)
</expt>

********************************************************************
ブロック
********************************************************************
<block exposure>
/ trials = [1-40= noreplace (
a1, a1, a1, a1, a1,
a1, a1, a1, a1, a1,
a1, a1, a1, a1, a1,
a1, a1, a1, a1, a1,
f1, f1, f1, f1, f1,
f2, f2, f2, f2, f2,
f3, f3, f3, f3, f3,
f4, f4, f4, f4, f4,
)]
</block>

<trial a1>
/ trialcode = "a1"
/ frames = [1=fix; 121=Astimuli1; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial f1>
/ trialcode = "f1"
/ frames = [1=fix; 121=Fstimuli1; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial f2>
/ trialcode = "f2"
/ frames = [1=fix; 121=Fstimuli2; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial f3>
/ trialcode = "f3"
/ frames = [1=fix; 121=Fstimuli3; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial f4>
/ trialcode = "f4"
/ frames = [1=fix; 121=Fstimuli4; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

********************************************************************
刺激： 注視点
********************************************************************
<text fix>
/ numitems = 1
/ items = (" ＋ ")
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/ font = ("MSゴシック ", -50, 700, 128, 49)
</text>

********************************************************************
刺激： マスク
********************************************************************
<picture mask>
/ numitems = 1
/ items = ("mask.bmp")
</picture>

********************************************************************
刺激
********************************************************************

***********
ターゲット
***************
<picture Astimuli1>
/ items =("wood1.jpg")
</picture>

***********
フィラー
***************
<picture fstimuli1>
/ items =("filler1.jpg")
</picture>

<picture fstimuli2>
/ items =("filler2.jpg")
</picture>

<picture fstimuli3>
/ items =("filler3.jpg")
</picture>

<picture fstimuli4>
/ items =("filler4.jpg")
</picture>

*******************************************************************
教示：課題の説明
********************************************************************
<page INSTpre1>
^ 【 実験の説明 】^^^
この実験は、人の情報処理の速さについて検討するものです。まず、今から画面中央に、+の記号が表示され、その後一
瞬だけ画像が現れます。一瞬しか表示されないので、画面を注視するようにしてください。^その後、関係のないモザイ
ク画像が表示されます。^+→画像 →モザイク という形で連続して表示されます。^^一瞬だけ表示される画像が少しでも
見えた場合には，各試行ごとにEnterキーを押してください。 ^^^^実験の概要がおわかりになりましたらスペースキー
を押してください。わからなければ実験者にお尋ねください。
</page>

********************************************************************
教示：課題終了後
********************************************************************
<page INSTend>
^^^^ お疲れ様でした。^^続いて、キーボードを使った課題に移ります。^^^実験者に声を掛けてください .^^
</page>

<defaults>
/ screencolor = (0,0,0)
/ txbgcolor = (0,0,0)
/ txcolor = (255, 255, 255)
/ font = ("MSゴシック ", -20, 700, 128, 49)
</defaults>

<instruct>
/ screencolor = (172, 209, 230)
/ font = ("ＭＳ ゴシック", -19, 700, 128, 49)
/ nextkey = (" ")
/ prevkey = ("d")
/ nextlabel = "スペースキーで次のページ"
/ lastlabel = "スペースキーで実験開始"
/ prevlabel = "前ページに戻るときは「Ｄ」 "
</instruct>
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**************************
集中群
**************************
********************************************************************
実験の組立て
********************************************************************
<expt>
/ preinstructions = (INSTpre1)
/ blocks =random [1 = exposure1; 2= exposure2 ; 3= exposure3; 4= exposure4; 5= exposure5 ]
/ postinstructions = (INSTend)
</expt>

********************************************************************
ブロック
********************************************************************
<block exposure1>
/ trials = [1=instructions; 2-41= noreplace (
a2, a2, a2, a2, a2,
a2, a2, a2, a2, a2,
a2, a2, a2, a2, a2,
a2, a2, a2, a2, a2,
f1, f1, f1, f1, f1,
f2, f2, f2, f2, f2,
f3, f3, f3, f3, f3,
f4, f4, f4, f4, f4,
)]
</block>

<trial a1>
/ trialcode = "a1"
/ frames = [1=fix; 121=Astimuli1; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial a2>
/ trialcode = "a2"
/ frames = [1=fix; 121=Astimuli2; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial a3>
/ trialcode = "a3"
/ frames = [1=fix; 121=Astimuli3; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial a4>
/ trialcode = "a4"
/ frames = [1=fix; 121=Astimuli4; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial a5>
/ trialcode = "a5"
/ frames = [1=fix; 121=Astimuli5; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial a6>
/ trialcode = "a6"
/ frames = [1=fix; 121=Astimuli6; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
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/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial f1>
/ trialcode = "f1"
/ frames = [1=fix; 121=Fstimuli1; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial f2>
/ trialcode = "f2"
/ frames = [1=fix; 121=Fstimuli2; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial f3>
/ trialcode = "f3"
/ frames = [1=fix; 121=Fstimuli3; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

<trial f4>
/ trialcode = "f4"
/ frames = [1=fix; 121=Fstimuli4; 122-134=mask ]
/ timeout=100
/ recorddata = false
/ pretrialpause = 200
/ posttrialpause = 1000
</trial>

******************************************
<block exposure2>
/ trials = [1=instructions; 2-41= noreplace (
a3, a3, a3, a3, a3,
a3, a3, a3, a3, a3,
a3, a3, a3, a3, a3,
a3, a3, a3, a3, a3,
f1, f1, f1, f1, f1,
f2, f2, f2, f2, f2,
f3, f3, f3, f3, f3,
f4, f4, f4, f4, f4,
)]
</block>

<block exposure3>
/ trials = [1=instructions; 2-41= noreplace (
a4, a4, a4, a4, a4,
a4, a4, a4, a4, a4,
a4, a4, a4, a4, a4,
a4, a4, a4, a4, a4,
f1, f1, f1, f1, f1,
f2, f2, f2, f2, f2,
f3, f3, f3, f3, f3,
f4, f4, f4, f4, f4,
)]
</block>

<block exposure4>
/ trials = [1=instructions; 2-41= noreplace (
a5, a5, a5, a5, a5,
a5, a5, a5, a5, a5,
a5, a5, a5, a5, a5,
a5, a5, a5, a5, a5,
f1, f1, f1, f1, f1,
f2, f2, f2, f2, f2,
f3, f3, f3, f3, f3,
f4, f4, f4, f4, f4,
)]
</block>
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<block exposure5>
/ trials = [1=instructions; 2-41= noreplace (
a6, a6, a6, a6, a6,
a6, a6, a6, a6, a6,
a6, a6, a6, a6, a6,
a6, a6, a6, a6, a6,
f1, f1, f1, f1, f1,
f2, f2, f2, f2, f2,
f3, f3, f3, f3, f3,
f4, f4, f4, f4, f4,
)]
</block>

********************************************************************
刺激： 注視点
********************************************************************
<text fix>
/ numitems = 1
/ items = (" ＋ ")
/ font = ("MSゴシック ", -50, 700, 128, 49)
</text>

********************************************************************
刺激： マスク
********************************************************************
<picture mask>
/ numitems = 1
/ items = ("mask.bmp")
</picture>

********************************************************************
刺激
********************************************************************

***********
ターゲット
***************
<picture Astimuli1>
/ items =("wood0.jpg")
</picture>

<picture Astimuli2>
/ items =("wood1.jpg")
</picture>

<picture Astimuli3>
/ items =("wood2.jpg")
</picture>

<picture Astimuli4>
/ items =("wood3.jpg")
</picture>

<picture Astimuli5>
/ items =("wood4.jpg")
</picture>

<picture Astimuli6>
/ items =("wood5.jpg")
</picture>

***********
フィラー
***************
<picture fstimuli1>
/ items =("filler1.jpg")
</picture>

<picture fstimuli2>
/ items =("filler2.jpg")
</picture>

<picture fstimuli3>
/ items =("filler3.jpg")
</picture>

<picture fstimuli4>
/ items =("filler4.jpg")
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</picture>

*******************************************************************
教示：課題の説明
********************************************************************
<page INSTpre1>
^ 【 実験の説明 】^^^この実験は、人の情報処理の速さについて検討するものです。^^まず、今から画面中央に、+の
記号が表示され、その後一瞬だけ画像が現れます。^一瞬しか表示されないので、画面を注視するようにしてください。
^その後、関係のないモザイク画像が表示されます。 ^+→画像→モザイク という形で連続して表示されます。 ^^一瞬だ
け表示される画像が少しでも見えた場合には，各試行ごとに Enterキーを押してください。^^^^実験の概要がおわかり
になりましたらスペースキーを押してください。わからなければ実験者にお尋ねください。
</page>

********************************************************************
教示：課題終了後
********************************************************************
<page INSTend>
^^^^ お疲れ様でした。^^^
続いて、キーボードを使った課題に移ります。^^^
実験者に声を掛けてください ^^
</page>

<defaults>
/ screencolor = (0,0,0)
/ txbgcolor = (0,0,0)
/ txcolor = (255, 255, 255)
/ font = ("MSゴシック ", -20, 700, 128, 49)
</defaults>

<instruct>
/ screencolor = (172, 209, 230)
/ font = ("ＭＳ ゴシック", -19, 700, 128, 49)
/ nextkey = (" ")
/ prevkey = ("d")
/ nextlabel = "スペースキーで次のページ"
/ lastlabel = "スペースキーで実験開始"
/ prevlabel = "前ページに戻るときは「Ｄ」 "
</instruct>

<item instructions>
/ 1 = " 画面中央をよく見ていてください。"

/2 = "お疲れさまでした。それでは，質問紙に回答していただきます。その後，同様の課題に取り組んでいただきます。
実験者に声を掛けてください。"
</item>

<text instructions>
/ items = instructions
/ hjustify = left
/ size = (90%, 60%)
/ position = (50%, 85%)
/ valign = bottom
/ select = instructions
/ font = ("MSゴシック ", -19, 700, 128, 49)
</text>

<trial instructions>
/ stimulustimes = [1=instructions, spacebar]
/ correctresponse = (" ")
/ errormessage = false
/ recorddata = false
</trial>

<text spacebar>
/ items = ("スペースキーを押すとはじまります。 ")
/ position = (50%, 95%)
/ valign = bottom
/ font = ("MSゴシック ", -25, 700, 128, 49)
</text>

<counter instructions>
/ resetinterval = 20
/ select = sequence(1,2,2,2,2)
</counter>
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********************************************************************
測定フェイズ（ GNAT）
********************************************************************
<defaults>
/ screencolor = (0,0,0)
/ txbgcolor = (0,0,0)
/ txcolor = (255, 255, 255)
/ font = ("MSゴシック ", -35, 700, 128, 49)
</defaults>

<instruct>
/ screencolor = (172, 209, 230)
/ font = ("ＭＳ ゴシック", -19, 700, 128, 49)
/ nextkey = (" ")
/ prevkey = ("d")
/ nextlabel = "スペースキーで次のページ"
/ lastlabel = "スペースキーで実験開始"
/ prevlabel = "前ページに戻るときは「Ｄ」 "
</instruct>

<data>
/ columns = [date time build subject trialcode blocknum trialnum latency response correct stimulusitem
stimulusitem blockcode]
/ format = TAB
</data>

<text speedup>
/ items = ("ここから２つのカテゴリーを組み合わせた課題が始まります。－スペースキーを押して始めてください。
")
/ position = (50, 75) / color = (255, 255, 255) / font = ("ＭＳ ゴシック", -19, 700, 128, 49)/ numitems
= 1 </text>

<text remind>
/ items = ("新しいカテゴリーになりました。組み合わせを覚えてください。 - スペースキーを押すと練習が始まり
ます")
/ position = (50, 75) / color = (255, 255, 255) / font = ("ＭＳ ゴシック", -19, 700, 128, 49)/ numitems
= 1 </text>

<text pause>
/ items = ("ここから本番です。準備はよろしいですか ? - スペースキーを押して始めてください")
/ position = (50, 75) / color = (255, 255, 255) / font = ("ＭＳ ゴシック", -19, 700, 128, 49)/ numitems
= 1 </text>

***************************
<picture Alian>
/ numitems = 5 / items = Alian
</picture>
<item Alian>
/1 = "alian01.jpg"
/2 = "alian10.jpg"
/3 = "alian20.jpg"
/4 = "alian30.jpg"
/5 = "alian15.jpg"
</item>

<picture Wood>
/ numitems = 5 / items = Wood
</picture>
<item Wood>
/1 = "wood01.jpg"
/2 = "wood10.jpg"
/3 = "wood20.jpg"
/4 = "wood30.jpg"
/5 = "wood15.jpg"
</item>

<picture Alianbackground>
/ numitems = 5 / items = Alianbackground
</picture>
<item Alianbackground>
/1 = "wood01.jpg"
/2 = "wood10.jpg"
/3 = "wood20.jpg"
/4 = "wood30.jpg"
/5 = "wood15.jpg"
</item>

<picture Woodbackground>
/ numitems = 5 / items = Woodbackground
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</picture>
<item Woodbackground>
/1 = "alian01.jpg"
/2 = "alian10.jpg"
/3 = "alian20.jpg"
/4 = "alian30.jpg"
/5 = "alian15.jpg"
</item>

<text 快>
/ numitems = 5 / items = 快 / font =("ＭＳ ゴシック ", -35, 700, 128, 49)/ color = (255, 255, 255)
</text>
<item 快>
/1 = "良"
/2 = "美"
/3 = "好"
/4 = "優"
/5 = "嬉"
</item>

<text 不快 >
/ numitems = 5 / items = 不快 / font =("ＭＳ ゴシック", -35, 700, 128, 49)/ color = (255, 255, 255) </text>
<item 不快 >
/1 = "悪"
/2 = "醜"
/3 = "嫌"
/4 = "悲"
/5 = "劣"
</item>

********************* Reminder Stimuli *********************
<picture Alianremind>
/ numitems = 1 / items = Alianremind /position = (35,25)
</picture>
<item Alianremind>
/1 = "alian0.jpg"
</item>

<picture Woodremind>
/ numitems = 1 / items = Woodremind / position = (35,25)
</picture>
<item Woodremind>
/1 = "wood0.jpg"
</item>

<text 快remind>
/ numitems = 1 / items = ("快") / color = (255, 255, 255) / position = (60,25) </text>

<text 不快 remind>
/ numitems = 1 / items = ("不快 ") / color = (255, 255, 255) / position = (60, 25) </text>

<text error>
/ numitems = 1 / items = ("×") / position = (50,65) / color = (255, 0, 0) </text>

<text correctresp>
/ numitems = 1 / items = ("○") / position = (50,65) / color = (0, 255, 0) </text>

*********************教示*******************
<page begin>
^ 【 実験の説明 】^^^これから、画面の中央に画像か単語が出てきます。^^その画像と単語が画面上部に表示されて
いるカテゴリーに当てはまるかどうかを判断していただきます。^^出てきた画像と単語が、そのカテゴリーに当てはま
る場合には、スペースキーを押してください。^^出てきた画像と単語が、そのカテゴリーに当てはまらない場合には、
何も押さないでください。^一定時間後自動的に次の単語が出てきます。 ^^一定時間後、自動的に次の画像か単語が出
てきますので、なるべく早く正確に判断するようにしてください。 ^^^
</page>

<page end>
お疲れ様でした。m(_ _)m^^実験者に声を掛けてください。
</page>

***************未接触トライアル*************
<trial Alian_true800>
/ responsemode = timeout(800) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=Alian] </trial>

<trial Wood_true800>
/ responsemode = timeout(800) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=Wood] </trial>
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<trial 快 _true800>
/ responsemode = timeout(800) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=快] </trial>

<trial 不快_true800>
/ responsemode = timeout(800) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=不快 ] </trial>

<trial Alian_true530>
/ responsemode = timeout(500) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=Alian] </trial>

<trial Wood_true530>
/ responsemode = timeout(500) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=Wood] </trial>

<trial 快 _true530>
/ responsemode = timeout(500) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=快] </trial>

<trial 不快_true530>
/ responsemode = timeout(500) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(error, 450)
/ correctmessage = true(correctresp, 250) / numframes = 1 / frames = [1=不快 ] </trial>

<trial Wood_false800>
/ responsemode = timeout(800) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=Wood] </trial>

<trial Alian_false800>
/ responsemode = timeout(800) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=Alian] </trial>

<trial 快 _false800>
/ responsemode = timeout(800) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=快 ] </trial>

<trial Alianbackground_false800>
/ responsemode = timeout(800) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=Alianbackground] </trial>

<trial Woodbackground_false800>
/ responsemode = timeout(800) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=Woodbackground] </trial>

<trial 不快_false800>
/ responsemode = timeout(800) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=不快] </trial>

<trial Alian_false530>
/ responsemode = timeout(500) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=Alian] </trial>

<trial Wood_false530>
/ responsemode = timeout(500) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=Wood] </trial>

<trial 快 _false530>
/ responsemode = timeout(500) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=快 ] </trial>

<trial 不快_false530>
/ responsemode = timeout(500) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=不快] </trial>

<trial Alianbackground_false530>
/ responsemode = timeout(500) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=Alianbackground] </trial>

<trial Woodbackground_false530>
/ responsemode = timeout(500) / correctresponse = (" ") / errormessage = true(correctresp, 450)
/ correctmessage = true(error, 250) / numframes = 1 / frames = [1=Woodbackground] </trial>

<trial reminder>
/ correctresponse = (" ") / frames = [1=remind] / responsemode = correct </trial>

<trial speedup>
/ correctresponse = (" ") / frames = [1=speedup] / responsemode = correct </trial>
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<trial pause>
/ correctresponse = (" ") / frames = [1=pause] / responsemode = correct </trial>

<block speedup>
/ trials = [1 = speedup] </block>

<block 快 RT800>
/ bgstim = (快remind)
/ trials = [2-21 = random(快_true800, 不快 _false800); 1 = reminder] </block>

<block 不快RT800>
/ bgstim = (不快 remind)
/ trials = [2-21 = random(不快_true800, 快 _false800); 1 = reminder] </block>

<block AlianRT800>
/ bgstim = (Alianremind)
/ trials = [2-21 = random(Alian_true800, Alianbackground_false800); 1 = reminder] </block>

<block WoodRT800>
/ bgstim = (Woodremind)
/ trials = [2-21 = random(Wood_true800, Woodbackground_false800); 1 = reminder] </block>

<block Wood快RT530>
/ bgstim = (Woodremind, 快remind)
/ trials = [2-17 = random(Wood_true530, Woodbackground_false530, 快 _true530, 不快_false530);

1 = reminder;18 = pause;
19-78 = random(Wood_true530, Woodbackground_false530, 快_true530, 不快_false530)] </block>

<block Wood不快RT530>
/ bgstim = (Woodremind, 不快 remind)
/ trials = [2-17 = random(Wood_true530, Woodbackground_false530, 快 _false530, 不快 _true530);

1 = reminder;18 = pause;
19-78 = random(Wood_true530, Woodbackground_false530, 快_false530, 不快_true530)] </block>

<block Alian快RT530>
/ bgstim = (Alianremind, 快 remind)
/ trials = [2-17 = random(Alian_true530, Alianbackground_false530, 快_true530, 不快_false530);

1 = reminder;18 = pause;
19-78 = random(Alian_true530, Alianbackground_false530, 快 _true530, 不快_false530)] </block>

<block Alian不快 RT530>
/ bgstim = (Alianremind, 不快remind)
/ trials = [2-17 = random(Alian_true530, Alianbackground_false530, 快_false530, 不快 _true530);

1 = reminder;18 = pause;
19-78 = random(Alian_true530, Alianbackground_false530, 快 _false530, 不快 _true530)] </block>

**************************実験の流れ************************
<expt>
/ preinstructions = (begin)
/ blocks = [1-4 = random (快RT800, 不快RT800, AlianRT800, WoodRT800);
5 = speedup;

6-9 = random(Wood快 RT530, Wood不快 RT530, Alian快RT530, Alian不快RT530)]
/ postinstructions = (end)
</expt>

********************
性別質問
********************
<text sextext>
/ numitems = 1
/ items =sexitem
/ position = (50, 50)
/size = (1000, 150)
/halign = center
/select = sequence
</text>

<item sexitem>
/1="続いて，あなた自身のことについて伺います。

まずあなたの性別をお選びください "
</item>

<likert sex>
/ anchors = [1="男性"; 2="女性" ]
/ stimulusframes = [1=sextext]
/ mouse=true
/ numpoints=2
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/ position= (50, 80)
/ font = ("MSゴシック ", -22, 700, 128, 49)
/ pretrialpause = 350
/ posttrialpause = 150
</likert>

<block sex>
/ trials = [1 = sex]
</block>

*********************
年齢質問
*********************
<text agetext>
/size = (1000, 150)
/items = ageitems
/position = (50, 50)
/halign = center
/select = sequence
</text>

<item ageitems>
/1 = "あなたの年齢についてお尋ねします。二桁の数字を入力して、「 Enter」を押してください。"
</item>

<openended age>
/ stimulusframes = [1=agetext]
/ mouse=false
/ position= (50, 80)
/ charlimit = 100
/ numlines = 2
/ linelength =2
/ buttonlabel = "入力が終わったら「Enter」"
/ pretrialpause = 350
/ posttrialpause = 150
</openended>

<block age>
/ trials = [1 = age]
</block>

*********************
教示
*********************
<page open_resp>
続いて、あなた自身のことについてお答えいただきます。^^^^
キーボードで入力してください。</page>

<page end2>
以上で質問は終了です。^^^^実験者に声をお掛けください。
</page>


